
備 考

豊かな人間性の形成により、生命の尊厳を基調とした倫理観を身につけ、看護技術に

関する専門の技能を有して、看護技術の革新の推進やそれを役立たせることを職業と

し、地域社会の保健・医療・福祉の向上に貢献することができる看護師を養成するこ

とを目的とする。

【看護学科の目的】

看護学分野に関する基礎的な知識及び基本的な技術と実践能力を有したうえで、看護

師として生涯成長し続けるための基盤となる資質と能力を有すると共に、他の医療関

係職種と連携・協働して、地域社会の医療体制の整備と充実に寄与することのできる

人材を養成することを目的とする。

8

8

6

6

5 平成26年4月

届出済み

10

6

7

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

計 画 の 区 分 学部の設置

フ リ ガ ナ ガッコウホウジン　イクトクガクエン

設 置 者 学　校　法　人　　幾　徳　学　園

フ リ ガ ナ カナガワコウカダイガク

大 学 の 名 称 神　奈　川　工　科　大　学　（KANAGAWA INSTITUTE OF TECHNOLOGY）

大 学 本 部 の 位 置 神奈川県厚木市下荻野１０３０番地

大 学 の 目 的
本学は、教育基本法に則り、学校教育法の定める大学として広く知識を授けると共に
深く専門の学芸を教授研究し、豊かな教養と円滑な人格を備えた有為な人材を育成し
て文化の発展と人類福祉の増進に寄与することを目的とする。

　 新設学部等の目的

【看護学部の目的】

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

看護学部
(Faculty of Nursing)

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

看護学科
(Department of Nursing)

4 80 - 320 学士
（看護学）

平成27年4月
第１年次

神奈川県厚木市下荻野
１０３０番地

計 4 80 - 320

同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

工学部
     機械工学科〔定員減〕                     （△２０）（平成２７年４月）

     臨床工学科〔新設〕　　　　               （　４０）（平成26年4月届出）

情報学部

　　 情報ネットワーク・
     コミュニケーション学科〔定員減〕         （△　５）（平成２７年４月）

     情報メディア学科〔定員減〕               （△２０）（平成２７年４月）

創造工学部
     自動車システム開発工学科〔定員減〕       （△２５）（平成２７年４月）

     ロボット・メカトロニクス学科〔定員減〕   （△４０）（平成２７年４月）

     ホームエレクトロニクス開発学科〔定員減〕 （△１０）（平成２７年４月）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

看護学部看護学科 68科目 28科目 17科目 113科目 124単位

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新

設

分

看護学部看護学科

人 人 人 人 人 人 人

8
（7）

4
（4）

7
（7）

4
（4）

23
（22）

10
（10）

35
（8）

計
4 7 4 23 10 35

(7) （4） （7） （4） （22） （10） （8）

既

設

分

工学部
　機械工学科

7 0 3 18 2 14

（9） （8） （0） （4） （21） （2） （14）

　電気電子情報工学科
2 1 2 11 0 16

（6） （2） （1） （2） （11） （0） （16）

　応用化学科
5 0 0 11 0 19

（6） （5） （0） （0） （11） （0） （19）


　臨床工学科
3 0 1 9 0 1

（5） （3） （0） （1） （9） （0） （1）

情報学部
　情報工学科

6 0 3 19 1 4

（11） （6） （0） （3） （20） （1） （4）

　情報ネットワーク・コミュニケーション学科
5 1 3 15 0 8

（6） （5） （1） （3） （15） （0） （8）

　情報メディア学科
7 1 4 19 0 6

（7） （7） （1） （4） （19） （0） （6）

1



6

4

4

8

8

13

0

0

1

テニスコート4面

申請学部全体

教

員

組

織

の

概

要

既

設

分

創造工学部
　自動車システム開発工学科

1 0 5

　ロボット・メカトロニクス学科
4 0 0

12 0 14

（7） （2） （0） （5） （14） （0） （14）

8 0 11

（4） （4） （0） （0） （8） （0） （11）

　ホームエレクトロニクス開発学科
2 1 1 8 0 10

（4） （2） （1） （1） （8） （0） （10）

応用バイオ科学部
　応用バイオ科学科

7 0 1 16 0 12

（8） （7） （0） （1） （16） （0） （12）

　栄養生命科学科
6 0 1 15 5 2

（8） （6） （0） （1） （15） （5） （2）

基礎・教養教育センター
10 0 0 23 0 120

（13） （10） （0） （0） （23） （0） （120）

情報教育研究センター
0 0 1 1 2 0

（0） （0） （0） （1） （1） （2） （0）

教育開発センター
0 0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0） （0） （0）

工学教育研究推進機構
0 0 0 1 0 0

（1） （0） （0） （0） （1） （0） （0）

計
92 65 4 25 186 10 236

（95） （67） （4） （26） （192） （10） （236）

合　　　　計
100 69 11 29 209 20 271

（102） （71） （11） （30） （214） （20） （244）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
47      人 23      人 70        人

（47） （23） （70）

技 術 職 員
0 19 19

（0） （19） （19）

図 書 館 専 門 職 員
0 10 10

(0) (10) （10）

そ の 他 の 職 員
0 20 20

（0） （20） （20）

計
47 72 119

（47） （72） （119）

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 87,669.16㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 87,669.16㎡

運 動 場 用 地 38,015.93㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 38,015.93㎡

小 計 125,685.09㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 125,685.09㎡

そ の 他 8,818.66㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 8,818.66㎡

合 計 134,503.75㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 134,503.75㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

100,677.69㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 100,677.69㎡

（100,677.69㎡） （　　　　0　㎡） （　　　　0　㎡） （100,677.69㎡）

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

大学全体
77室 34室 94室

14室 1室

（補助職員　3人） （補助職員　0人）

（  2 〔　2〕）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

看護学部看護学科 25 室

学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

（  2 〔　2〕） ( 75 ) ( 5,602 )

標本

大学全体の蔵
書冊数約24万
冊のうち、該
当専門分野関
連図書を約9千
冊所蔵してい
る。
機械・器具の
大学全体共用
分は7,248点。

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

看護学部看護学科
4,920  〔 500〕　 105  〔　2〕　  2 〔　2〕　 75 5,602 24

（4,920　〔 500〕） （105　〔　2〕） （　 24　　）

計
4,920  〔 500〕　 105  〔　2〕　  2 〔　2〕　 75 5,602 24

（4,920　〔 500〕） （105　〔　2〕） ( 75 ) ( 5,602 ) （　 24　　）

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書

大学全体
5,021.54㎡ 629席 232,000冊

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,706.61㎡ 野球場1面、サッカー場1面

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

244,363千円 10,000千円 10,000千円

学生納付金以外の維持方法の概要

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 209千円 209千円 209千円 209千円 ― ―

共 同 研 究 費 等 1,344千円 1,344千円 1,344千円 1,344千円 ― ― 図書費には電
子ｼﾞｬｰﾅﾙ･ﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽの整備費
（運用コスト
含む）を含
む。

図 書 購 入 費 34,875千円 5,000千円 5,000千円 5,000千円 5,000千円 ― ―

設 備 購 入 費 10,000千円 10,000千円 ― ―

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,850千円 1,670千円 1,680千円 1,690千円 ―　千円 ―　千円

私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等
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工学部 神奈川県厚木市

― 　下荻野1030番地

―

―

情報学部

―

情報ネットワーク・
 コミュニケーション学科

―

―

　学科

開発学科

応用バイオ科学部

―

―

工学研究科博士前期課程

―

―

専攻

―

―

システム専攻

工学研究科博士後期課程

―

―

専攻

―

―

①名　称：情報教育研究センター

　目　的：教育、研究、大学運営等の利用に供するとともに、コンピュータおよび

　　　　ネットワークの関連分野並びに情報教育に関する学術研究およびその実践。

　所在地：神奈川県厚木市下荻野1030番地

　設置年月：昭和58年3月

　規模等：総面積1,748㎡

　　　　　ハードウェア　富士通社製パソコンFMV-ESPRIMO D550/B 348台

②名　称：工学教育研究推進機構

　目　的：研究・教育活動の支援および先端学術の研究により技術の発展と社会の

　　　　福祉に寄与。

　所在地：神奈川県厚木市下荻野1030番地

　設置年月：平成8年4月

　規模等：総面積2,996㎡

　　　　　大型設備装置等（ナノテクノロジー用クリーンルーム等）

　　　　　実験実習室（化学・物理、工作工場等）

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 　神奈川工科大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

1.21

定　員
超過率

140 560 学士（工学） 1.12 昭和50年度

電気電子情報工学科 4  70 280 学士（工学） 1.26 昭和50年度

機械工学科 4

応用化学科 4  60 240 学士（工学） 1.38

情報工学科 4 140 560 学士（工学） 1.21

― 400 学士（工学） 1.18

昭和50年度

1.18

平成15年度

平成16年度

情報メディア学科 4 170 660 学士（工学） 1.16 平成16年度

4 100

創造工学部 1.16

自動車システム開発工学科 4 75 320 学士（工学） 1.09

学士（工学）

平成20年度

ロボット・メカトロニクス
4 80 ― 320 学士（工学） 1.18 平成20年度

平成20年度

1.13

応用バイオ科学科 4 120 480 学士（工学） 1.20 平成20年度

ホームエレクトロニクス

4 80 320 学士（栄養学） 1.02

1.224 50 ― 200

平成22年度

1.04

機械工学専攻 2 14 28 修士（工学） 0.86 平成元年度

栄養生命科学科

電気電子工学専攻 2 16 32 修士（工学） 0.84

応用化学・バイオサイエンス
2 16 ― 32 修士（工学）

2 14 28 修士（工学） 0.71

平成元年度

1.16 平成元年度

修士（工学）

平成2年度

情報工学専攻 2 18 36 修士（工学） 1.53 平成5年度

機械システム工学専攻

平成22年度

0.47

機械工学専攻 3 2 6 博士（工学） 0.17 平成5年度

ロボット・メカトロニクス

3 2 6 博士（工学） 0.83

0.922 6 ― 12

平成6年度

応用化学・バイオサイエンス
3 2 ― 6 博士（工学） 0.33 平成5年度

電気電子工学専攻

機械システム工学専攻 3 2 6 博士（工学） 0.17 平成5年度

情報工学専攻 3 2 6 博士（工学） 0.83 平成8年度

附属施設の概要
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

スタディスキル 1前 1 〇 8 4 0 0 0

生命倫理 1前 2 〇 兼１

現代社会講座 1前 2 〇 兼７ オムニバス

日本国憲法 1後・2前後 2 〇 兼３

社会参加とボランティア 1後・2前後 2 〇 兼１

国際化と異文化理解 1後・2前後 2 〇 兼１

環境論 1後・2前後 2 〇 兼１

哲学 2後・3前後 2 〇 兼１

倫理学 2後・3前後 2 〇 兼１

文学 2後・3前後 2 〇 兼１

教育学 2後・3前後 2 〇 兼１

心理学 2後・3前後 2 〇 兼１

政治学 2後・3前後 2 〇 兼２

経済学 2後・3前後 2 〇 兼２

法学 2後・3前後 2 〇 兼２

健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1前 1 〇 兼２

健康・スポーツ科学実習Ⅱ 1後 1 〇 兼２

英語Ⅰ 1前 1 〇 兼２

英語Ⅱ 1前後 1 〇 兼２

英語Ⅲ 1前後 1 〇 兼３

英語Ⅳ 1前後 1 〇 兼３

科学技術英語Ⅰ 3前 1 〇 兼１

科学技術英語Ⅱ 3後 1 〇 兼１

英会話Ⅰ 1前後 1 〇 兼５

英会話Ⅱ 1前後 1 〇 兼４

文章表現技術 1後 2 〇 兼８

プレゼンテーション技術 2前 2 〇 兼５

情報リテラシー 1前 2 〇 兼１

－ 10 35 0 8 4 0 0 0 兼65

看護師のための数学基礎 1前 1 〇 兼１

看護師のための生物・化学基礎 1前 1 〇 兼１

形態機能学Ⅰ(運動器・神経系) 1前 2 〇 兼１

形態機能学Ⅱ(循環器・内臓系) 1後 2 〇 兼１

感染免疫学 1前 2 〇 兼１

病態学 1後 2 〇 兼１

薬理学 2前 2 〇 兼１

臨床栄養学 3前 2 〇 兼１

臨床心理学 3前 1 〇 兼１

疾病治療学Ⅰ（内科系） 1後 2 〇 兼５

疾病治療学Ⅱ（外科系） 2前 2 〇 兼６

疾病治療学Ⅲ（精神・老年） 2後 1 〇 兼２

疾病治療学Ⅳ（母性・小児） 2後 1 〇 兼２

社会福祉学 3前 2 〇 兼１

公衆衛生学 2後 1 〇 兼１

疫学Ⅰ 3前 1 〇 兼１

疫学Ⅱ 3前 1 〇 兼１

保健医療福祉行政論Ⅰ 3前 1 〇 兼１

保健医療福祉行政論Ⅱ 3後 2 〇 兼３ オムニバス

保健統計学Ⅰ 3後 1 〇 兼１

保健統計学Ⅱ 4前 1 〇 兼１

－ 25 6 0 0 0 0 0 0 兼33

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教育課程等の概要　　

（看護学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

共
通
基
盤
教
育

導入系

倫理系

人
文
社
会
系

a
群

ｂ
群

c
群

健康・
スポーツ系

英語基礎系

言
語
応
用
系

数理情報系

小計（28科目） －

専
門
基
礎
導
入
・
専
門
基
礎
科
目

専門基礎
導入

人
体
の
構
造
機
能
・

疾
病
と
回
復
促
進

健
康
支
援
と
社
会
保
障

制
度

小計（21科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

基礎看護学概論 1前 2 〇 1 1 オムニバス

看護倫理 2後 1 〇 1

看護技術総論（基本技術） 1前 1 〇 1 2 1 ※講義

基礎看護技術Ⅰ（日常生活援助） 1通 2 〇 1 2 1

基礎看護技術Ⅱ（ヘルスアセスメント） 1後 1 〇 1 2 1

基礎看護技術Ⅲ（診療援助技術） 2前 2 〇 1 2 1 ※講義

基礎看護技術Ⅳ（看護過程） 2前 1 〇 1 2 1

健康教育学 1後 1 〇 1 1

看護のための人間工学 1前 1 〇 兼１

地域保健医療看護論　 1後 1 〇 1

基礎看護学実習Ⅰ(早期体験実習) 1前 1 〇 1 2 6 4 10

基礎看護学実習Ⅱ(看護援助過程実習) 2後 2 〇 1 2 6 4 10

成人看護学概論 1後 1 〇 1

成人看護活動論Ⅰ(急性期) 1後 2 〇 1 2 ※講義

成人看護活動論Ⅱ(慢性期) 2前 2 〇 2 2 ※講義

成人看護活動論Ⅲ(成人看護技術) 2後 1 〇 2 2

成人看護学実習Ⅰ(急性期) 3後～4前 3 〇 2 2 2

成人看護学実習Ⅱ（慢性期） 3後～4前 3 〇 2 2 2

老年看護学概論 1後 1 〇 1

老年看護活動論Ⅰ 2前 2 〇 1 1 1

老年看護活動論Ⅱ 2後 1 〇 1 1 1

老年看護学実習Ⅰ（地域） 3前 1 〇 1 2 1 1

老年看護学実習Ⅱ（施設） 3後～4前 1 〇 1 1 1 1

老年看護学実習Ⅲ（病棟） 3後～4前 2 〇 1 1 1 1

小児看護学概論 2前 1 〇 1

小児看護活動論Ⅰ 2後 2 〇 1 1

小児看護活動論Ⅱ 3前 1 〇 1 1

小児看護学実習Ⅰ（発達援助） 3前 1 〇 1 1 1

小児看護学実習Ⅱ（療養） 3後～4前 1 〇 1 1 1

母性看護学概論 2前 1 〇 1

母性看護活動論Ⅰ 2後 2 〇 1 1

母性看護活動論Ⅱ 3前 1 〇 1 1

母性看護学実習 3後～4前 2 〇 1 1 1

精神看護学概論 2前 1 〇 1 兼１ オムニバス

精神看護活動論Ⅰ 2後 2 〇 1 1

精神看護活動論Ⅱ 3前 1 〇 1 1

精神看護学実習 3後～4前 2 〇 1 1 1

在宅看護学概論 2前 1 〇 1

在宅看護活動論Ⅰ 2後 2 〇 1 1 1

在宅看護活動論Ⅱ 3前 1 〇 1 1 1

在宅看護学実習 3後～4前 2 〇 1 1 1 1

医療安全学 3前 1 〇 兼２ オムニバス

看護管理学 3前 1 〇 兼２ オムニバス

国際看護学 4後 1 〇 兼１

家族看護学 4前 1 〇 1

認知症ケア論 4前 1 〇 1 1

スピリチュアルケア論 4後 1 〇 1 兼１

実践総合演習（OSCE） 3前 1 〇 8 4 6 4

看護統合実習 4後 2 〇 8 4 6 4 10

専門職間連携活動論 4後 1 〇 1 1

医療機器と在宅技術Ⅰ 3前 1 〇 兼１

医療機器と在宅技術Ⅱ 4前 1 〇 兼１

災害看護学　 2後 1 〇 1

災害看護活動論 3後 1 〇 1 兼１

看護研究Ⅰ 3前 2 〇 2

看護研究Ⅱ 4通 2 〇 8 4

専
門
科
目

看
護
の
基
本

人
間
の
発
達
段
階
と
看
護
活
動

看
護
の
統
合
と
発
展

看護研究

備考

専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教育課程等の概要　　

（看護学部看護学科）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

公衆衛生看護学概論 2前 1 〇 1

公衆衛生看護活動論 3前 2 〇 1 1

公衆衛生看護管理論 4前 1 〇 1 1

学校看護学 3前 1 〇 兼１

産業看護学 3後 1 〇 兼１

公衆衛生看護技術論 3後 1 〇 1 1

産業・学校看護学実習 4前 1 〇 2 1 1

公衆衛生看護学実習 4後 4 〇 1 1 1 1

－ 74 16 0 8 4 7 4 10 兼13

－ 109 57 0 8 4 7 4 10 兼111

学士(看護学)

専
門
科
目

公
衆
衛
生
看
護
学

小計（64科目） －

合計（113科目） －

学位又は称号 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

・共通基盤教育（28科目）：17単位以上　必修10単位　選択7単位以上

1学年の学期区分 2期

　　　　　　　　　　　　　※健康・スポーツ系で１単位、英語基礎系で2単位選択すること。

・専門基礎導入科目・専門基礎科目（21科目）：29単位以上　必修25単位　選択4単位以上　

1学期の授業期間 15週

※保健師国家試験受験希望者は卒業要件を満たし、専門基礎導入・専門基礎科目及び専門科目から

「疫学Ⅱ」「保健医療福祉行政論Ⅱ」「保健統計学Ⅱ」「家族看護学」「認知症ケア論」の５科目と、

 専門科目の公衆衛生看護学科目群から「公衆衛生看護活動論」「公衆衛生看護管理論」

「学校看護学」「産業看護学」「公衆衛生看護技術論」「産業・学校看護学実習」

「公衆衛生看護学実習」の７科目を修得すること（単位数合計133単位以上）。

1時限の授業時間 90分

・専門科目（64科目）：78単位以上　必修74単位　選択4単位以上

・卒業要件：単位数合計124単位以上を修得すること。

・履修科目の登録の上限：年間42単位以内（半期23単位以内）

専任教員等の配置

備考

教育課程等の概要　　

（看護学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

スタディスキル

大学で学ぶ意味を理解し、大学での学習計画の指針を与え、看護を
学ぶ学生としての目的意識、問題意識を持ち学生が将来のビジョン
を見据えながら有意義な学生生活を送れるように、学習への動機づ
けを高めることを目的とする。グループ学生間、教員との人間関係
を基盤に、問題意識の着眼点、科学的方法論などを演習形式で学
び、自らの関心に基づくテーマを設定し、研究の進め方、文献検
索、発表等の基本的スキルを習得する。

共同

生命倫理

現代社会では生命に関する倫理観が各人に求められる。このような
現状に基づいて、食糧資源の問題、人口の問題、栄養失調の問題等
をはじめ、人間と人間以外の生物とのかかわり、我々の健康増進に
関する社会問題の状況などを講義していく。また、現代の生命倫理
学は、特に医の倫理学ともいうべき側面が大きな位置づけを占めて
いる。生殖を含む誕生の倫理、死の倫理、移植の倫理など枚挙に暇
がない。このような、いわば、医学の基盤となる側面についても理
解を深めていく。

現代社会講座

初回のみ科目の目的・内容、学修方法等のオリエンテーション講義
を実施し、その後中核となる政治学、経済学、法学、社会学、哲
学、文学、心理学の7つのコア科目について、各担当教員がオムニ
バス形式で2回ずつの講義を行う。
具体的には、人間的、社会的、文化的、国際的な問題の所在を把握
することを通じて知的体系の意味と自己の存在の意味を自覚させる
ことで、論理的思考の方法を啓発し、社会人としての自覚を喚起さ
せることでバランスの取れた教養の素地を涵養する。
（調書番号46　豊田　紳　2/15回）　政治学系
（調書番号25　尾崎　正延　2/15回）　経済学系
（調書番号56　多田　庶弘　2/15回）　法学系
（調書番号35　三浦（井澤）直子　2/15回）　社会学系
（調書番号44　中畑　邦夫　2/15回）　哲学系
（調書番号36　師玉　真理　2/15回）　文学系
（調書番号42　三橋　大輔　2/15回）　心理学系

オムニバス

日本国憲法

現実の人間の具体的な生き方、ないしは生活との関わりの中で、も
う一度憲法をとらえ直してみることが必要である。この講座は、お
題目を唱え・暗記するのではなく、憲法は何故つくられたのか、憲
法を生活に活かすためにどうすればいいのか等を、自ら考え、実践
できることが目的である。国民の人権を侵害しないよう公権力を見
張る機能を持つことを理解し、公正で論理的な憲法改正論議が出来
ることが目標となる。

社会参加とボランティア

ボランティアとは「自発的な意志に基づいて人や社会に貢献するこ
と」である。実際にどのようなボランティア活動が行われている
か、さまざまなボランティア活動の実践例を学ぶことを通して、社
会参加のあり方について考えていく。また、マイノリティの人たち
の抱える課題にも関心を持ち、ボランティア活動を含めた社会的介
入を理解するために「プログラム評価」の理論を用いて、インプッ
ト→活動→アウトプット→アウトカムの流れを理解し、実際にボラ
ンティア計画を一人一人が立案してみることを目標とする。

国際化と異文化理解

国際化の進展とともに、我々が異なる文化を持つ人々と接する機会
が増えている。我々は日ごろ目にする海外からのニュースは、欧米
諸国（特にアメリカ）を経由していることが多い。本講義では、
我々がこれまで得てきた情報がいかにアメリカに影響されていたの
か気づき、イスラーム教徒が大半を占める中東諸国での人々からは
世界がどのように見えているのかを学び、アメリカと中東諸国に住
む人々の世界観が必ずしも対立するものではないことを理解する。

環境論

際限なき拡大・成長を自明視してきた現代社会は、かつてない転換
点に位置している。本講義では、この転換の意味を掴むため、具体
的な事例に即して、環境破壊を生み出す現代のグローバルな社会構
造・メカニズムについて考えていく。その上で、「福祉」や「労
働」といったテーマにまで踏み込んで、《サステナブルソサエ
ティー（持続可能な社会）》を構想する現代の多様な学問的・現実
的な潮流を読み解いていく。

倫
理
系

共
通
基
盤
教
育

人
文
社
会
系

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（看護学部看護学科）

導
入
系

a
群

科目
区分
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

哲学

本講義では、古代から哲学者によって議論され、われわれの日常の
生活においても避けることのできない「善とは何か」「幸福とは何
か」について考える。教科書に即して、哲学者の議論に学びなが
ら、「善と幸福」に関する哲学的な知識を認識すると共に、論理的
な思考法を理解し、社会における人間の実践的な在り方を考えるた
めの思考能力を身に付けることが本講義の目標である。

倫理学

古来より哲学者たちは「人間とは何か」という問い、「ただ生きる
のではなく、善く生きるとはどのようなことか」という問いが発せ
られた時、倫理学が始まったと言ってよい。古代の哲学者によって
残された言葉の中に、現代に生きる我々の問題意識との意外な「近
さ」を見出すことも少なくない。この講義の目的は、古代から近代
にいたる哲学者たちの残した倫理学的な事柄に関する文章を読み、
受講者の心に響く言葉を見つけることである。

文学

文学作品のみならず《ことば》によって書かれた作品には“読む”
という行為がつきまとう。“読む”行為を意識化するところに、文
学という学問領域の意味があります。本授業では、そのような“読
み”の知見を学ぶことで、多角的な読解の方法と姿勢を身につける
ことを目的とする。テクスト（小説、評論、等々）と向き合い、意
識的に“読む”読解・解釈という作業の中で、《ことば》を《読
む》という行為の意味や可能性について考えていく。

教育学

「人を育てる」、「人が育つ」とは、人間にとってどのような行為
であり、歴史的にどのような背景が作り出されてきたのか、教育は
現代においてどのような可能性・使命、そして「危険性」をもって
いるのか、という本質的な問いを扱う。現代の子ども・教育をめぐ
る諸問題を、自分の力で分析・検討する姿勢をもつようになるこ
と、その際、異質な存在への寛容さや人類的な視点をもてること、
やがては教育に主体的にかかわろうとする意識をもつことをねらい
とする。

心理学

心理学は，人間という存在についての根源的な問いに取り組む人間
科学の一分野です。講義では，心の科学としての心理学が成立し，
現代にいたるまでの思想，方法論の歴史を概観し，現代の心理学が
取り組んでいる様々なトピックや，最新の研究について紹介しま
す。また，進化論，生物学，比較行動学，社会学，文化人類学，脳
科学，言語学，人間工学など，他分野との学際研究の中心にある学
問としての心理学が果たすべき役割について考えていく。

政治学

人間は社会的な動物であり、他者との関係のなかで生きる生き物で
ある。そういう人間が集まって作る社会の歴史・制度・習慣・風
俗・気質等が、どのように人々の暮らしを条件付けているかを考
え、主に現在の日本の政治状況から例を取りあげながら、個人と社
会（または組織）との望ましい関係、そこにどのような原則（また
は無原則）があるのか、個人としての私たちは、どのように行動す
るのが、よりよいことなのか、等を考えていく。

経済学

経済学は、人々の生活基盤となる経済システム及びメカニズムにつ
いて明らかにする社会科学である。この講義では現代の世界・日本
経済の現状についてを把握し、国民所得の決定理論、財政・金融政
策の役割を中心にマクロ経済を学習する。次に、市場経済の現実の
運動を論理的に解明するため、ミクロ経済の必要最低限の知識と企
業の費用分析及び市場の失敗等について学ぶことで、広い視野と深
い洞察を得るための汎用的技能を修得出来ることを目的とする。

法学

授業では、法知識を身に付けるのでなく、何のために法は発生し
（法の起源）、どのように変化（法の変遷）し、どこへ向かおうと
しているのか（法の行方）について考える。私たちが殺人・傷害な
どをしないのは刑法があるからではなく、社会の人間関係から排除
されることを恐れるからに他ならない。ネット社会の中ではこうし
た「法的想像力」が欠如し、人間関係の希薄化が一体何をもたらす
のか等を一緒に考え、その解決法の一つとして、「リーガルマイン
ド（法的思考）」を身につけることが「法学」の目的である。

人
文
社
会
系

ｂ
群

ｃ
群

科目
区分

共
通
基
盤
教
育
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

健康・スポーツ科学実習
Ⅰ

この授業は、身体運動が人間の身体機能に与える影響を、理論と実
践からアプローチするものである。授業内容は、講義と実践（実
技）の統合である。講義では、健康に主眼をおき、自己の体力水準
を把握・評価するとともに、健康のかかわりを理解し自らの健康増
進をはかるものである。学習成果としては、健康と身体の基礎的知
識理解、自らの健康に気づき改善する実践力、スポーツ活動により
自己健康維持を目的としている。

健康・スポーツ科学実習
Ⅱ

この授業は、身体運動が人間の身体機能に与える影響を、理論と実
践からアプローチするものである。授業内容は、講義と実践（実
技）の統合である。講義では、体力に主眼をおき、自己の体力水準
を把握・評価するとともに、体力とのかかわりを理解し自らの体力
増進をはかるものである。学習成果としては、体力と身体の基礎的
知識理解、自らの体力に気づき改善する実践力、スポーツ活動によ
り自己基礎体力維持を目的としている。

英語Ⅰ

（入学時のプレイスメントテストに基づき履修者を指定する。）
高校までに学んだ英語の基礎を再度学習し直す。アルファベットか
ら始まり、音、書体、符号、品詞など、英語を理解するのに不可欠
な基本ルールである初歩的な文法事項を中心として、英語の基本を
確実に理解し習得することを最大の目標とする。クラスでは適宜、
基本語彙とともに平易な会話表現や作文なども学習する。

英語Ⅱ

(入学時のプレイスメントテストに基づき履修者を指定する。な
お、英語Ⅰから始めた者は英語Ⅰの単位取得が履修条件となる。)
英語Ｉで学んだ英語の基礎をさらに確実なものとするために、基礎
的な文法事項をより詳しく学び、基本事項を理解し習得することを
第一目標とする。英語Ｉと同様にクラスでは基本的な語彙の他、易
しい日常会話表現や作文なども適宜学習する。

英語Ⅲ

（入学時のプレイスメントテストに基づき履修者を指定する。な
お、英語Ⅱ以下から始めた者は英語Ⅱの単位取得が履修条件とな
る。）
英語Ⅰと英語Ⅱの学習内容を土台として、さらに基本的な語彙力と
文法・構文力を身につけ、それらを総合的に活用して身近の事柄に
関する比較的易しい文書が理解でき、それらについて基本的な文章
を書いたり話したりすることができるようにする。

英語Ⅳ

（英語Ⅲの単位取得が履修条件となる。）
英語Ⅰ、英語Ⅱ、英語Ⅲの学習内容を土台として、さらに基本的な
語彙力と文法・構文力を身につけ、それらを総合的に活用して簡単
な説明文を理解し、図表などを読み取ることができ、日常生活での
話題や関心のあることについて自分の考えを述べ、英語で出された
指示などを理解することができるようにする。

科学技術英語Ⅰ

本科目は専門分野に関する科学技術英語の基礎を学び、英語による
専門分野の科学技術文章の読解・作成を行うのに必要な国際コミュ
ニケーションの基礎力を習得することを目的とする。具体的に、工
学、情報、バイオ等の専門分野の素材を題材にし、専門用語の意
味、専門的な英語表現方法等を学び、理解し、易しい技術的な教科
書、マニュアル、記事や論文等を読解でき、短い科学技術説明文を
作成できる。

科学技術英語Ⅱ

３年次の看護研究Ⅰおよび４年次の看護研究Ⅱでは、英語で書かれ
た論文や専門書を読んで内容を理解したり、研究内容を論文として
まとめたり、パワーポイント使ってプレゼンしたりする機会が必ず
ある。本科目は、その際に必要となる文章表現力･英語力･総合的能
力を養成することを目的とする。本講義はゼミ形式で行い、英文論
文等の読解のための基礎的技術を学ぶ。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

英会話Ⅰ

This course aims to teach English for international
communication and build students’ ability to communicate
their own thoughts, opinions and feelings, giving students a
real sense of accomplishment.  Enjoyable classroom
activities ensure that students learn to express themselves
effectively on a variety of topics.  The course is taught by
a native English speaker and is conducted entirely in
English.

訳：日常生活において、自分の意思や考え、感情を伝達する英語コ
ミュニケーション能力を習得することを目的とし、日常会話におけ
る様々な場面に対応できる慣用表現や日常表現をみにつけることを
主眼とする。

英会話Ⅱ

This course aims to teach English for international
communication and build students’ ability to communicate
their own thoughts, opinions and feelings, giving students a
real sense of accomplishment.  Enjoyable classroom
activities ensure that students learn to express themselves
effectively on a variety of topics.  The course is taught by
a native English speaker and is conducted entirely in
English.

訳：英会話Ⅰで習得した英語力を土台として、日常生活における英
語混むにケーション能力をさらに向上させることを目的とし、リス
ニングとスピーキング演習を中心に、様々な話題を取り上げ、ペア
ワークやグループワークなどを通して学習する。

文章表現技術

１年前期の「スタディスキル」で学んだことを活かし、「文章表現
技術」では、より考えを深め、より効果的に表現するためのスキル
を身につけることを目標とする。具体的には、文章の形式、構成
法、主張と論拠の立て方、文献の引用の仕方、テーマの深め方等を
学び、学期後半では報告やプレゼンテーションの発表、質疑応答等
を行いながら、公的な場におけるコミュニケーションのスキルを学
ぶ。

プレゼンテーション技術

プレゼンテーションでは、いかに「説得的に伝達するか」が重要な
課題となる。 その為には「論理的に考え」「要点をまとめて整理
し」「聞き手の立場に立って表現する」という三つの要素と、これ
に付随する様々な技術の習得を要するため、本授業では、そうした
基礎的な要素をふまえつつ、プレゼンテーションの事前準備から、
シナリオの作成、伝達技術、そして質疑応答に至るまでの、より高
度なプレゼンテーション技術の習得を目標とする。

情報リテラシー

コンピュータとネットワークの基礎知識を知り、情報技術に関する
基本スキル、コミュニケーション力やプレゼンテーション力を身に
つけることを目的とする。具体的に電子メールを利用した各種情報
のやり取り、セキュリティに関する心構え、文章作成ソフトWord、
表計算ソフトExcel、プレゼンテーションソフトPower Pointの使用
法等を学び、これらを活用した学習ノートや実験報告書の作成、学
習情報やデータの整理・集約及び学習成果発表資料の作成を実践的
に行う。

看護師のための数学基礎

看護学を学ぶ上で必要不可欠となる数学的知識を習得することをね
らいとする。具体的には看護実践の基本となる数学的意味や薬液の
濃度、点滴の滴下速度、酸素ボンベの使用可能時間、栄養状態の評
価などの計算方法について学び、これらを通して生体に与える関連
性を理解し、これから始まる専門基礎科目、専門科目の導入がス
ムーズにいくための科目である。

看護師のための生物・
化学基礎

看護学を学ぶ上で必要不可欠となる生物・化学的知識を習得するこ
とをねらいとする。具体的には基本となる生物学的な概念（生態維
持のエネルギー、遺伝情報）化学的概念(濃度、酸・塩基)や酸化と
還元、電気分解、気体の性質などについて理解し、これらを通して
生物・化学と人間生活について理解を深め、これから始まる専門基
礎科目、専門科目の導入がスムーズにいくための科目である。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

形態機能学Ⅰ
(運動器・神経系)

解剖学、生理学を統合し、人間の人体の構造と機能を生活行動と連
動させながら、系統的に学習し、これから学ぶ病態学、疾病治療
論、看護学などの基礎となる科目とする。具体的には運動に関わる
骨格・筋系、神経や感覚器系の形態と人体の生理機能と調節につい
て学び、生命現象を理解する上で必要不可欠である人の生きる仕組
みについての基本を理解する。

形態機能学Ⅱ
(循環器・内臓系)

解剖学、生理学を統合し、人間の人体の構造と機能を生活行動と連
動させながら、系統的に学習し、これから学ぶ病態学、疾病治療
論、看護学などの基礎となる科目とする。具体的には消化器系、呼
吸・循環器系、体液の調節と尿生成の腎臓、内分泌系の形態とその
働きについて理解し、人体の生理機能と調節について学び、生命現
象を理解する上で必要不可欠である人の生きる仕組みについての基
本を理解する。

感染免疫学

看護学を学ぶ上で必要な病原微生物学的・免疫学的な基礎知識を修
得することを目的とする。生体防御機構としての免疫の仕組み、免
疫の破綻・異常がもたらす疾患について学ぶ。感染症に関しては、
主要な感染症の原因微生物、治療、生体への感染経路また滅菌や消
毒などの予防法についても学習する。さらに院内感染や日和見感染
などの概念を理解し、感染に対する予防対策の基本概念であるスタ
ンダード・プリコーションについて学習する。

病態学

看護学を学ぶ上で必要な病態学的基礎知識を習得する。全身の臓器
に共通してみられる基本的病態の原因、特徴について理解すること
を目的にする。細胞・組織レベルで生じている先天異常、代謝障
害、循環障害、炎症、腫瘍などを取り上げて、各々の経過と病因・
病態について学習する。

薬理学

看護学を学ぶ上で必要な薬理学に関する基礎的知識と薬剤管理のあ
り方について学習する。疾病の予防、治療に関する薬物の効果、作
用機序、代謝、有害作用について学習すると共に、薬物の臨床的応
用と使用上の注意･禁忌、倫理的配慮について学ぶ。さらに薬物に
関連する法律と薬剤管理のあり方と取り扱いについて理解する。

臨床栄養学

生体における栄養素の消化･吸収、体内代謝について理解し、栄養
状態のアセスメント法、ライフステージと栄養についてその特徴を
学ぶ。さらに栄養障害をもたらす特徴的な疾患における栄養管理法
について学ぶ。また、栄養サポートチームの役割についても理解
し、健康維持･増進･回復における臨床栄養の知識を深める。

臨床心理学

個人の精神的な障害や悩みを解決しようとする臨床心理学の成り立
ち、心理的援助を行うための理論や技法について概観し、人間の心
の問題をどのように理解するのかに注目し、心理的危機状態のプロ
セスを理解し、人間の心理反応や適応障害、カウンセリングの基礎
などについて理解する。さらに、心理的危機状態にある人への支援
体制について理解を深め、看護との関連性について考える。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

疾病治療学Ⅰ(内科系)

看護学を学ぶ上で必要な疾患･治療についての基礎的知識を習得す
ることを目的とする。代表的な内科系疾患（循環器系、呼吸器系、
消化器系、血液造血器系・免疫系、内分泌系、泌尿器系等）につい
て、疾患の病因、症状、検査、治療について学習する。さらに臨床
現場の看護の対象が有する様々な疾患とその治療について理解する
ための学習の視点・方法を学ぶ。全15回
（調書番号74　北野　義和　3/15回）循環器系における代表的な内
科的疾患を取り上げ、病因、症状、検査、治療の概略、学習の視
点・方法について学ぶ。
（調書番号75　増渕 正隆 3/15回）呼吸器系における代表的な内科
的疾患を取り上げ、病因、症状、検査、治療の概略、学習の視点・
方法について学ぶ。
（調書番号76　安西　秀聡　2/15回）消化器系における代表的な内
科的疾患を取り上げ、病因、症状、検査、治療の概略、学習の視
点・方法について学ぶ。
（調書番号77　間下　信昭　2/15回）血液造血器系・免疫系におけ
る代表的な内科的疾患を取り上げ、病因、症状、検査、治療の概
略、学習の視点・方法について学ぶ。
（調書番号77　間下　信昭　2/15回）内分泌系における代表的な内
科的疾患を取り上げ、病因、症状、検査、治療の概略、学習の視
点・方法について学ぶ。
（調書番号78　冨田　公夫　2/15回）腎・泌尿器系における代表的
な内科的疾患を取り上げ、病因、症状、検査、治療の概略、学習の
視点・方法について学ぶ。
（調書番号78　冨田　公夫　1/15回）15回目では内科系疾患および
様々な疾患とその治療について理解するためのポイントをまとめ
る。

オムニバス

疾病治療学Ⅱ(外科系)

看護学を学ぶ上で必要な疾患･治療についての基礎的知識を習得す
ることを目的とする。代表的な外科系疾患（循環器系、呼吸器系、
消化器系、脳・神経系外科疾患、整形外科疾患）について、疾患の
病因、症状、検査、治療について学習する。さらに臨床現場の看護
の対象が有する様々な疾患とその治療について理解するための学習
の視点・方法を学ぶ。全15回
（調書番号79　河野　昌史　　3/15回）周手術期管理としてして麻
酔の基礎、術前・術中・術後の全身管理について学習する。および
手術侵襲、集中治療について学ぶ。
（調書番号80　山下　巌　3/15回）循環器系として、心臓外科の対
象となる疾患を取り上げ、病因、症状、検査、治療の概略、学習の
視点・方法について学ぶ。
（調書番号81　杉山　茂樹　2/15回）呼吸器系における代表的な外
科疾患を取り上げ、病因、症状、検査、治療の概略、学習の視点・
方法について学ぶ。
（調書番号82　澤田　茂朗　2/15回）消化器系における代表的な外
科的疾患を取り上げ、病因、症状、検査、治療の概略、学習の視
点・方法について学ぶ。
（調書番号83　鬼塚　圭一郎　2/15回）脳神経系における代表的な
外科的疾患を取り上げ、病因、症状、検査、治療の概略、学習の視
点・方法について学ぶ。
（調書番号84　成尾　宗浩　2/15回）整形外科系における代表的な
外科的疾患を取り上げ、病因、症状、検査、治療の概略、学習の視
点・方法について学ぶ。
（調書番号82　澤田　茂朗　1/15回）15回目では様々な疾患とその
治療について理解するための学習のポイントをまとめる。

オムニバス

疾病治療学Ⅲ
（精神・老年）

看護学を学ぶ上で必要な疾患･治療についての基礎的知識を習得す
ることを目的とする。代表的な精神疾患の病因、症状、検査、治療
について学ぶ。また加齢現象、高齢者に特有な疾患の病因、症状、
検査、治療について学ぶ。さらに臨床現場の看護の対象が有する
様々な疾患とその治療について理解するための学習の視点・方法を
学ぶ。全8回。
（調書番号85　竹内　知夫　4/8回）精神医学における代表的な精
神疾患（統合失調症、気分障害、神経症、依存症等）の病因、症
状、検査、治療等学習の視点について学ぶ。
（調書番号76　安西　秀聡　4/8回）老年医学における加齢による
心身の変化の特徴的症状や特徴的な疾患（認知症、精神・神経疾
患）について、病因、症状、検査、治療について学習の視点につい
て学ぶ。

オムニバス
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

疾病治療学Ⅳ
（母性・小児）

看護学を学ぶ上で必要な疾患･治療についての基礎的知識を習得す
ることを目的とする。母性看護学領域および婦人科領域と小児看護
学領域における代表的な疾患の病因、症状、検査、治療について学
ぶ。さらに臨床現場の看護の対象が有する様々な疾患とその治療に
ついて理解するための学習の視点・方法を学ぶ。全8回。
（調書番号86　磯滝　太一　4/8回）周産期の異常と婦人科疾患に
ついて、病因、症状、検査、治療について学ぶ。
（調書番号87　丸山　明夫　4/8回）小児期の疾患、障害の特徴に
ついて理解し、循環器系、呼吸器系、消化器系、染色体異常等の代
表的な疾患と治療の概要について学ぶ。

オムニバス

社会福祉学

少子高齢化の急速な進行と年金制度の成熟化、介護保険の創設など
により社会保障や社会福祉は普遍的な制度として意識されるように
なり、保健医療福祉サービスの連携も進められるようになった。そ
こで現代社会における福祉制度の意義、理念、福祉政策との関連、
福祉をめぐる理論を理解することを目的とする。また福祉政策にお
けるニーズと資源、福祉政策の課題についても理解する。医療保障
制度、介護保障制度、年金制度、児童福祉制度、高齢者福祉制度と
それぞれの制度との関連についても理解を深める。

公衆衛生学

人々の健康を守り育て、疾病を予防し、医療の充実を図り、患者や
障害者の社会復帰を促進し、環境を保全し、社会の活力を高める総
合的な機能を持つ公衆衛生の理念や基礎となる概念、制度・システ
ム、方法を理解することを目的とする。公衆衛生は人間をとり囲む
全環境の影響を受ける存在としての個人、家族、地域社会、職能社
会の公衆衛生をどのように発展させるかを重視していく。

疫学Ⅰ

疫学の基本的な概念と考え方を習得し、人の健康を環境因子との関
わりの中で的確に把握し、予防医学的な考え方ができた上でその解
決に向けた対策の計画や評価につなげることのできる基礎的な能力
を養う。事象を正確に広い視野からとらえ、データを歪みなく分析
し、得られた知見を実際に応用しその結果を検証するという疫学に
関する基礎的な取り組み方を身につけ、自ら考え、判断できる力を
養うためのプロセスを学ぶ。

疫学Ⅱ

保健活動を展開していく上で、基礎となる健康問題の発見・分析・
解決に必要な疫学的視点と方法を理解する。集団における疾病や健
康現象の発生状況を把握し、影響を及ぼしている要因や条件を探
り、健康問題の発見と評価などを通して疫学的思考と方法を学ぶ。
感染症の基礎や感染症の疫学的アプローチ、感染症以外の疾患の予
防方法を学ぶ。健康問題について、統計学や論理学を用いて原因を
追及する思考を身につけ、保健対策や公衆衛生活動の基礎とする。

保健医療福祉行政論Ⅰ

国民の健康を保持・増進し、疾病を予防することを目的とする保健
医療福祉サービスの基本的要素である、福祉行政の理念、仕組み、
財政と組織および社会資源について学ぶ。さらに人間の健康と生命
を保持・維持する医療の供給体制を理解するため医療行政の側面か
らみた医療提供体制と課題について学ぶ。適切な制度利用や社会資
源の活用について考察し、個人情報の保護、健康危機管理について
も学び、地域の健康水準向上のための行政に関する基礎的能力を獲
得する。

保健医療福祉行政論Ⅱ

地域における保健活動の実際の概要について理解し、地域保健活動
の進め方の原則と方法論について学ぶ。その基盤である地域保健医
療福祉計画の考え方と策定の基本について理解を深める。そして保
健医療福祉行政の中での保健医療専門職の役割について理解し、地
域の健康問題解決に必要な社会資源の開発や医療保健福祉サービス
の仕組みと評価について学ぶ。全15回。
（調書番号90　臼井　正樹　4/15回）保健医療福祉行政の仕組みと
課題
（調書番号91　露木　美和子　4/15回）行政に関わる保健医療専門
職の役割と課題
（調書番号92　佐藤　智恵　7/15回）介護保険に関わる包括支援セ
ンターにおける保健医療専門職の役割課題等を中心に具体的な提案
をする。

オムニバス
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

保健統計学Ⅰ

統計学の基礎と保健医療分野での推定方法、検定方法について学習
する。疫学と統計分析法の概念と方法を基盤として、衛生関係統計
資料の概要、集団の健康状態を把握し、総合的に評価するための統
計指標の意義と統計調査法を学ぶ。基礎的な計算の方法(記述統
計、推定、仮説検定など)を習得することにより、地域保健、地域
看護に役立つ基礎的な力を身につける。解析事例をとおして、統計
学の基本的な考え方とその有効性、研究デザインとデータ収集法、
当該分野における代表的な統計手法について理解する。

保健統計学Ⅱ

「保健医療統計学Ⅰ（基礎）」で学んだことを踏まえ、集団の健康
問題を明らかにし、その要因を見いだし、健康問題の解決へとつな
げるために、健康現象の分析に必要な統計手法について理解し、保
健情報を統計的に処理するための知識と技術を習得する。保健統計
の分類(人口動態統計、人口静態統計）健康指標が持つ意味を理解
し、保健情報を得るための質問調査票の設計と情報を統計的に処理
するための技術を習得する。

基礎看護学概論

看護の変遷をたどりながら、その成立過程と意義を学び、看護の目
的論、対象論、方法論を概観し、「看護とは何か」について思考を
深めていく。看護学の基礎となる「人間」「環境」「健康」「看
護」の概念を理論的に理解し、看護実践活動の現状と課題について
学び、保健医療福祉の分野の専門職として、人々の健康に資する役
割について学習する。これらを通して、看護学の本質、看護独自の
役割について考察を深め、今後の看護のあり方を考える。また、人
間を統合された存在であり生活者であり、身体的・精神心理的・社
会的・スピリチュアリティの側面から理解し、看護職として倫理的
な判断ができる豊かな人間性を養う出発点とする。さらに、看護諸
理論の理解を図り、看護実践に適用し、看護における学問体系に基
づく理論的根拠性について学ぶ。全15回。
（調書番号5　岩永　秀子　10/15回）看護職の発生の歴史的変遷、
看護の目的と役割機能、看護の対象と活動の場、看護の対象である
人間の特性、健康と看護について学ぶ。
（調書番号②　葛西　朱美　5/15回）看護諸理論の理解を図り、看
護実践に適用し、看護における学問体系に基づく理論的根拠性につ
いて学ぶ。

オムニバス　

看護倫理

対象者の生命活動を支援する看護は人々の多様な価値観の尊重、尊
厳と権利の擁護およびその意思決定を支えつつ、人間的配慮のある
看護実践を求められることから、看護を倫理的観点から理解するこ
とを目的とする。看護倫理の概念を理解し、判断プロセスを体験学
習することで、看護職としての基本的倫理観と態度を養う。「患者
の権利に関するリスボン宣言」「ICN看護師の倫理綱領」等の文献
についても理解を深める。

看護技術総論
（基本技術）

看護実践における技術の概念的理解と看護共通技術を習得すること
を目的とする。看護実践の看護技術の特性と位置づけについて理解
を深め、看護技術習得の動機づけとする。具体的には観察、安全・
安楽・自立、生活環境の調整に関する技術について学ぶ。観察の基
本、感染予防の基本（スタンダードプリコーション）、ボディメカ
ニクスの原理原則、生活環境の調整について講義する。衛生学的手
洗い法、良肢位の保持と安楽な体位、体位変換、ベッドメイキング
の技術を演習する。

共同
演20時間

講義10時間

基礎看護技術Ⅰ
（日常生活援助）

看護の対象である生活する人間の生命活動および日常生活上のニー
ズについて理解を深め、健康の保持・向上、回復を援助するための
基本技術について学ぶ。具体的には、生活援助技術とは何かを理解
し、技術の3要素を学び、活動と休息、清潔、食事、衣生活、排泄
の意味や看護の役割および安全・安楽に考慮した援助方法について
学習し、日常生活援助に必要な看護技術を習得する。

共同

基礎看護技術Ⅱ
（ヘルスアセスメント）

ヘルスアセスメントの概念を理解し、ヘルスアセスメントに必要な
問診、視診、触診、聴診、打診等身体的アセスメント、精神・心理
的アセスメントに必要な基礎的知識・技術・態度を学ぶ。科学的根
拠に基づいた看護実践に必要なアセスメントの方法を理解し、演習
によりヘルスアセスメントの実際の知識・技術・態度を習得する。
系統別のフィジカルアセスメント目的、方法を理解し、機能形態学
と連動させて実際の技術を演習により習得する。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

基礎看護技術Ⅲ
（診療援助技術）

診断・治療過程における看護の役割を理解し、健康問題に対処する
ための検査、診断、治療、処置技術の根拠を学習し、安全・安楽な
看護技術を提供するための基本的な知識と技術を習得する。健康障
害を持った人々に対して行われる、検査、薬物療法、処置において
必要とされる基本的な看護技術をシミュレータや模型を用いて演習
を行い、看護の対象(患者さん等)の安全・安楽を守り、効果的で確
実な技術を習得する。

共同
演習40時間
講義20時間

基礎看護技術Ⅳ
（看護過程）

看護実践は、系統的な情報収集に基づき、問題解決技法のひとつで
ある看護過程の展開を活用し、それに基づき展開していく。講義で
看護過程のプロセスを学び、事例を用いて演習をすすめる。看護診
断の基礎知識を身につけるとともに、看護診断の視点で考えられる
基礎を習得する。　　　　　　　　　　　　　　　　　看護過程の
構成要素（アセスメント、看護問題の明確化、看護計画の立案、実
施、評価）、看護記録について講義後、事例におけるアセスメン
ト・看護問題の明確化、看護計画の立案についての演習を行う。

共同

健康教育学

さまざまな健康レベルにある個人や集団への教育指導は対象者の健
康への行動変容や自己管理力を高める上で必要な看護支援であり、
本科目は教育指導力の基礎となる知識・技術を習得することを目的
とする。看護における健康教育の対象、場についての特徴を理解
し、健康教育の機能と重要性の理解を深める。健康教育の基盤とな
る学習理論を理解し、活用する方法と媒体についてその特性を学
ぶ。

共同

看護のための人間工学

看護師は、看護場面における動作時に、様々な身体的負担を受けて
いる。看護場面における負担が大きい動作は、患者を抱き上げる動
作や抱えて階段を移動する場面である。また、このような動作の身
体的負担は、看護環境（病室や住宅）によっても異なる。看護にお
ける身体的負担を少なくするためには、動作が起こる生理的仕組み
や力学的特徴を理解しておくことは重要であり、さらに効率よい動
作を理解することは、患者の身体的負担の減少にも応用できる。看
護動作を人間工学的視点に立ち、生理学的。力学的特徴を理解する
ことを目的とする。

地域保健医療看護論

さまざまな健康レベルの人々が生活の場で、可能な限りその人らし
く生活を維持していくために個人・家族・集団・地域を対象に支援
する地域における看護の役割を理解する。ヘルスケアチームにおい
て、看護職は他職種と連携・協働し、専門的な役割を果たす。そこ
で地域における保健医療福祉活動の場と他職種の役割と連携のあり
方を病院、施設、行政、民間などに所属するゲストスピーカーによ
る講義で理解を深める。さらに、地域での看護活動の基本的知識と
考え方、地域を基盤とした健康増進と疾病予防の考え方の基本につ
いて学ぶ。

基礎看護学実習Ⅰ(早期
体験実習)

医療機関における看護活動の見学および看護への参加体験を通し
て、療養者の生活の場である病院環境と看護の役割機能に関する理
解を深めることをねらいとする。実習内容として、患者の療養環境
の特徴および病院・病棟の機能と構造、看護の役割機能と看護活動
の一日の流れを理解し、看護活動の見学や参加体験、患者とのコ
ミュニケーションを通して患者の療養生活の実際を知る。また、対
象を尊重した態度で、患者とコミュニケーションを図れ、看護学生
として責任ある態度で行動することができるよう学習する。

基礎看護学実習Ⅱ
（看護援助過程実習）

医療機関において健康障害により日常の生活援助を必要とする患者
に対して、既習の看護学の知識・技術・態度を適用・応用し、患者
を総合的に理解し、基本的ニードを把握し、個別的な看護活動を実
践するための基礎的能力を習得する。１名の患者を受け持ち、患者
と援助的人間関係を築き、安全・安楽に基づく看護過程を展開する
プロセスについて学ぶ。また、看護チームの一員としての連携や看
護学生としての倫理的行動の実際について学ぶ。

成人看護学概論

ライフサイクルの観点から成人期にある対象の健康の維持・増進、
疾病からの回復を促進するための健康レベルに応じた看護実践に関
わる基本概念や基礎知識を習得することを目指す。成人期にある対
象の身体的、心理的、社会的特徴、さらに健康問題の特徴について
理解し、国家的戦略、法的な対応などについても理解を深め、対象
の健康レベルに応じた看護アプローチの代表的な理論の活用につい
ても学ぶ。さらに成人の看護をしていく上で必要な保健医療福祉
チームにおける看護の役割を理解する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

成人看護活動論Ⅰ
（急性期）

急性健康障害のある成人患者とその家族が持つ身体的・心理的・社
会的特徴を理解し、合併症を予防し、回復を促進するために必要な
看護実践の理論と援助方法について理解する。急性健康障害のある
成人、および慢性疾患の急性増悪により集中治療管理を必要とする
成人への基本的アプローチをはじめ、急性健康障害により集中治療
管理を必要とする成人や周手術期にある成人の看護過程についても
学ぶ。

共同
演習38時間
講義22時間

成人看護活動論Ⅱ
（慢性期）

生活習慣病などにより疾病の進行をコントロールしながら生活して
いる成人期の対象および中途障害により生活の再構築を必要とする
対象とその家族の身体的・心理的・社会的特徴と、対象が自己コン
トロールのスキルを獲得していくために必要な看護実践の理論と援
助方法について理解する。慢性症状を呈する代表的な疾患の検査、
治療の特徴、食事療法、運動療法、薬物療法､化学療法等等の治療
を受けている慢性期にある対象の看護過程について学ぶ。

共同
演習34時間
講義26時間

成人看護活動論Ⅲ
（成人看護技術）

健康に問題を持つ成人期にある患者に対して適切な援助を行うため
に、急性期、慢性期、回復期、終末期の各期のケアに必要な基本的
な援助技術を学ぶ。各期に特徴的なフィジカルアセスメント、救急
時の援助方法として救命蘇生法の基礎を学習する。周手術期や回復
過程においては、術前訓練、早期離床、合併症予防、術直後のアセ
スメント技術、運動機能障害の評価技術、慢性期においてはセルフ
ケアのための教育技術、終末期においては疼痛マネジメントについ
て理解する。

共同

成人看護学実習Ⅰ
(急性期)

急性期や周手術期にある成人患者の特徴をふまえ、健康レベルに応
じた援助について実践を通して学習する。具体的には周手術期の対
象を受け持ち、系統的な情報収集を図り、収集した情報に基づいた
データベースや関連図の作成を行ない看護問題抽出、対象の個別性
に応じた健康回復に向けての援助計画の立案、実施、評価の一連の
看護過程を展開する。講義・演習で修得した知識・技術を駆使し、
行動計画に基づいた看護実践をし、実践した看護の評価から残され
た課題をフィードバックできる力を養う。

成人看護学実習Ⅱ
(慢性期)

慢性期にある対象の健康障害と治療への反応が発達段階および生活
過程に及ぼす影響をふまえ、対象がより最適な健康状態となるよう
に、セルフケアの習得などの援助について実践を通して学習する。
慢性期および終末期にある対象を受け持ち、講義・演習で修得した
知識・技術を駆使し、コミュニケーションやフィジカルアセスメン
トにより系統的な情報収集を行い、アセスメント、看護診断、援助
計画立案、実施、評価の一連の看護過程を展開する。

老年看護学概論

老年看護学の理念、意義と特徴を理解し、老年者のそれまでの生活
習慣とセルフケアのあり方が健
康に与える影響や老年期の健康生活を保持・増進するためには家族
の支えや生活環境の基盤とヘルスケアシステムが必要であることを
学ぶ。また、老年看護学の背景となる日本の保健医療福祉の動向と
課題を理解し、医療チームの一員として、看護を提供する基本的な
態度を養い、老年者の持てる力を活かした自己決定を尊重したサク
セスフルエイジングを支える看護のあり方を学ぶ。

老年看護活動論Ⅰ

老年者の身体的、心理的、社会的な影響を理解し、老年者の生命の
維持、その人らしさを尊重した健康生活の維持、向上を目指した看
護実践の理論と方法を学習する。老年期に発症しやすい健康障害や
機能障害からの回復を支援するヘルスアセスメント方法を学ぶ。さ
らに薬物治療時のマネジメントと看護のあり方について学ぶ。ま
た、療養生活を支える保健医療福祉施設における看護の継続性につ
いて学ぶ。長期・慢性疾患を持つ老年者、および終末期にある老年
者の特徴、QOLを高める観点を重視した看護の原則について事例を
用いて理解を深める。

共同

老年看護活動論Ⅱ

老年期を生きる人々の特性への理解に基づき、看護学の理論、知識
を踏まえ、残存機能を活用し、自立を促す老年看護技術の基本を習
得する。症状・疾患を有する老年者の生活機能を重視したアセスメ
ント、問題抽出、計画立案と実施、評価の方法について演習を通し
て学ぶ。認知症を有する老年者の看護過程については、シミュレー
ション・ロールプレイによる演習を行い、個別性のある援助方法に
ついて学び、老年看護をめぐる倫理的課題についても理解を深め
る。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

老年看護学実習Ⅰ
（地域）

地域で生活する老年者の特性を理解し、日常生活を営むための健康
を支える老年看護に必要な知識・技術・態度を習得する。コミュニ
ケーション技術を用いて、地域で生活する老年者（デイケア・デイ
サービスに通所）と円滑な人間関係を築き、老年者の自立支援に関
わる援助を実施しする。また保健医療福祉チームの一員として、看
護職の役割と連携、老年者の地域での生活を支える社会資源の活用
について理解する。介護保険サービスを利用し、地域で生活する老
年者への関心を高め、老年者を尊重する態度を習得する。

老年看護学実習Ⅱ
（施設）

加齢に伴う生活機能の低下や健康を障害した老年者の特徴を理解
し、施設でリハビリテーションや看護・介護を受ける老年者とその
家族が持つ、健康問題を解決するために必要な知識・技術・態度を
習得する。介護施設で生活する老年者の身体的・精神的・社会的な
視点から理解し、コミュニケーション技術を用いて老年者および家
族と円滑な人間関係を築き、老年者と家族が持つ健康問題を把握
し、生活の質の向上を目指す援助を実施する。保健医療福祉チーム
の一員としての役割と連携を理解し、老年者の病院での療養と家庭
の中間に位置する介護施設の役割と継続看護の必要性を理解する。

老年看護学実習Ⅲ
（病棟）

入院生活を送る老年者とその家族が持つ健康問題を解決するために
必要な知識・技術・態度の統合を図り、老年者看護の方法を習得す
ることをねらいとする。加齢現象と疾病・障害や治療処置が日常生
活にどのように影響を与えているかを理解し、安全、安楽、自立を
考慮した援助を習得する。高齢者を取り巻く環境や家族関係を踏ま
え、退院後の生活に向けて社会資源の活用、福祉分野との連携の実
際とその中で看護職がどのような役割を果たしているのかを学ぶ。

小児看護学概論

小児が生活している家庭や社会を理解し、小児医療、看護の変遷、
小児看護の目的ならびに現状と課題について、諸外国の状況と比較
しながら学修する。小児の特徴、小児の成長・発達の原則、小児各
期の特徴を理解し、小児の健やかな成長・発達、健康の維持増進を
目指すための法的整備、小児各期の生活の特徴・問題、小児の健康
に及ぼす環境要因、子どもを支える家族のあり方や保健・医療・看
護・福祉・教育の連携・協働について学修する。

小児看護活動論Ⅰ

小児によくみられる疾患や症状、また、健康障害が子どもとその家
族に及ぼす影響を理解し、その病態生理の理解を深めながら、健康
障害から回復、健康の保持・増進するための子どもの成長・発達と
健康の段階に応じた日常生活の援助と看護援助方法について学習す
る。小児の成長・発達の特徴と健康の段階に応じた日常生活の援助
と小児のアセスメントとして必要な知識と技術を理解する。

共同

小児看護活動論Ⅱ

既得した小児看護の知識・技術を踏まえて、子どもによくみられる
疾患や症状とその看護について、子どもの成長・発達に応じた観察
法、健康状態に対応した看護過程の展開を事例や演習を通して学習
する。とくに手術を要する子ども、小児がん、心疾患及び腎疾患を
抱える子ども、アレルギー疾患、糖尿病など慢性的に経過する疾患
を持ち、入退院を繰り返すなどの健康障害を持つ子どもと家族の事
例を展開することにより、小児看護の特徴と小児看護の将来あるべ
き姿を学習する。

共同

小児看護学実習Ⅰ
（発達援助）

健康な乳幼児の日常生活と遊びを通して小児期の特徴を理解し、成
長・発達を促す保育の実際を学ぶことが目的である。具体的には、
乳幼児の成長・発達の特徴について理解し、子どもたちの発達段階
に応じた、日常生活行動の援助を、指導を受けながら安全に実施す
る。核家族化、少子高齢化の現代、乳幼児と接する機会が激減して
いる。本実習を受けて、乳幼児を取り巻く環境と課題について考え
る。

小児看護学実習Ⅱ
（療養）

病院で療養している子どもと家族の健康上の問題を解決するための
援助を通して小児看護に必要な知識・技術・態度を習得することを
目的とする。療養を必要とする子どもとその家族の健康を保持増進
するために必要な看護の基礎的能力を養う。実際に看護を実施し、
家庭療養、継続看護、子どもを取り巻く地域社会、医療・保健・福
祉・教育の連携の中で小児看護の役割を理解し、小児看護学に必要
な知識と技術を習得する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

母性看護学概論

母性看護の意義と役割を理解し、母性看護の展開に必要なリプロダ
クティブ・ヘルス/ライツ、セクシュアリティ、ジェンダーなどの
基本的な概念を学び、生涯にわたる母性看護の目的と方法を学ぶ。
また、母性看護の変遷と母子保健統計、関係法規、母子保健政策に
ついて学び、女性の各期の特徴と健康問題の視点から、女性や母
子、家族を取り巻く社会状況と課題を幅広く理解する。周産期全般
に対する倫理的問題についても学ぶ。

母性看護活動論Ⅰ

母性看護学概論や疾病治療学Ⅳの学習内容を踏まえ、女性のライフ
サイクルの中での妊娠期・分娩期・産褥期、新生児期における正
常・異常と母子保健について、専門的な知識の理解を深める。さら
に、母子やその家族に対して、正常に経過するための看護およびセ
ルフケア能力を高めるために必要な援助を学ぶとともに、異常の予
防と早期発見、健康を回復させるための援助について学ぶ。

共同

母性看護活動論Ⅱ

母性看護学を展開するのに必要な母性基本看護技術の習得と看護過
程の展開技術を習得する。学ぶ技術としては、新生児の抱き方、授
乳、沐浴、レオポルド触診法、腹囲・子宮底の測定、胎児心音の聴
取、褥婦の観察など母性特有の看護技術である。また、看護過程の
展開では、正常経過をたどる褥婦と新生児の看護計画を立案し、家
族を含めた母性看護の知識と技術について学習する。

共同

母性看護学実習

妊婦・産婦・褥婦および新生児の生理的変化と特徴を理解し、実践
を通して周産期の母子とその家族への援助に必要な基礎的能力を養
うことを目的とする。実習で学ぶ内容は、妊婦・産婦・褥婦、新生
児への看護過程の展開、妊娠・分娩・産褥、新生児における生理的
経過の理解と必要な援助、母子保健医療における関連機関の役割や
資源の活用などである。加えて、母性看護学実習を通し生命に対す
る畏敬の念を深め、自己の母性・父性について考え、専門職を目指
す学生としての姿勢や態度を養う。

精神看護学概論

精神看護学の基礎となる理論や知識と考え方について学ぶことを目
的として、精神の健康や病理について理解するとともに、精神保健
上の問題や倫理と法律、支援や援助のシステムについて学び、精神
看護の目的や役割についての理解を深める。
（調書番号③　寺岡　貴子　5/8回）
精神疾患のとらえ方や精神障害の原因と分類について概説したうえ
で、精神障害者の理解と考え方や精神障害者とのかかわり方、患者
と看護師関係の理解、精神障害者のセルフケアの援助について解説
する。また、日常生活行動やプログラム参加への支援など精神科に
おけるケアの方法、精神科における薬物療法の考え方と援助方法の
基本や精神療法や社会療法など精神科における治療の概要とケアに
ついて考察するとともに、統合失調症や気分障害の人への援助と看
護師の役割について学習する。
（調書番号94　中谷　千尋　3/8回）
精神医療の歴史について解説するとともに、精神保健医療福祉に関
連する法律や精神保健医療福祉施策と精神科看護師の倫理的役割な
ど人権擁護と法律について考察する。また、精神障害をもつ人の生
活や精神障害者と家族について、精神症状、人間関係、家族関係、
家族の抱える困難、心理・社会的支援などの観点から学習するとと
もに、精神科リハビリテーションの展開と地域リハビリテーション
の過程における看護師の役割について学習する。

オムニバス

精神看護活動論Ⅰ

精神の健康問題をもつ人の生物・心理・社会的側面の特徴と家族の
特徴を理解し、精神状態に応じた看護活動の基礎的知識・技術を学
修することを目標とする。授業では、心の機能と発達、治療的環
境、精神の健康問題に対する治療と看護、地域生活支援などについ
て概説し、人々の健康の保持・増進、回復を支援する看護について
学修する。精神の健康問題をもつ人の人権と安全な治療的環境や精
神科における多職種連携と看護師の役割についても学ぶ。
上記内容について、調書番号③寺岡貴子はすべて担当し、調書番号
⑨松浦彰護は次の部分を共同で担当する。
〇統合失調症の症状の理解と統合失調症患者の標準的な看護計画に
ついて実践的な事例を取り上げて考察する。
〇精神科病棟における精神疾患患者に対する看護援助の実際と安全
な治療環境について実務的な側面から考察する。
〇精神看護領域における他職種連携のあり方と看護師の果たす役割
について実践的な事例を取り上げて考察する。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

精神看護活動論Ⅱ

精神の健康問題をもつ人と家族の特徴を理解し、看護過程の展開と
看護活動の基礎的知識・技術を学修することを目標とする。授業で
は、精神科看護の基盤となる対人関係論、心理・社会的発達論、セ
ルフケア理論を活用し、援助的関係を形成するために必要な治療的
コミュニケーション技法、ロールプレイを用いた精神の健康問題を
もつ人の観察とアセスメント、事例を用いた看護過程の展開の方法
について学修する。
上記内容について、調書番号③寺岡貴子はすべて担当し、調書番号
⑨松浦彰護は次の部分を共同で担当する。
〇患者との信頼関係の基礎作りから発展・終結までの援助関係の構
築について実務的な側面から考察する。
〇統合失調症患者に対する看護過程の発展方法について、実践的な
事例を取り上げながら体験的に学習する。

共同

精神看護学実習

精神障害の健康問題をもつ患者を全人的に生物的、心理的、社会的
側面から理解し、健康レベルに応じた看護の基礎的な実践能力を養
う。本実習では、精神科病棟で患者との治療的援助関係を形成する
とともに、精神の健康問題をもつ患者を受け持ち、患者の健康レベ
ルに応じた看護過程を展開する。また、保健・医療・福祉における
看護及び多職種の役割を理解し、対象を中心とした多職種との協働
と連携の在り方や自己の看護を振り返り、精神看護の専門性と価値
について考える。

在宅看護学概論

疾病や障がいを持ちながら地域で生活をする人々とその家族が生活
を継続していくために必要な在宅看護の基礎的能力を養う。在宅ケ
アが推進される少子高齢社会や保健・医療・福祉施策の動向と在宅
療養者の健康上の問題/課題と生活への影響を理解し、在宅療養者
および家族介護者が、安全・安楽に生活を継続していくために必要
な在宅看護における看護師の機能と役割を学ぶ。さらに在宅療養を
支える在宅看護の制度と他職種との連携および社会資源の活用等に
ついて総合的に理解し、在宅での看護活動における倫理的課題につ
いて考える。

在宅看護活動論Ⅰ

在宅で療養する人と家族の特性に応じた看護支援を展開するための
基礎的理論と方法を学ぶ。在宅看護に必要な医学の知識とフィジカ
ルアセスメントを学習し、在宅療養者と家族の生活状況を包括的に
アセスメントする在宅看護過程の考え方を習得する。また在宅療養
者の疾病の悪化予防、健康維持、QOLの維持・向上を目指す在宅看
護における医療処置管理や生活援助、生活の場の移行に伴う施設と
在宅との継続看護や終末期ケアのあり方について学習し、在宅看護
の課題を考える。

共同

在宅看護活動論Ⅱ

在宅の場における適切な看護支援を展開するために必要な基礎的技
術を習得する。生活の場と健康レベル、家族関係、社会資源活用を
想定した訪問看護事例を用いて、包括的なアセスメント・具体的な
援助方法を計画し、在宅看護演習室で実践する。この演習を通し
て、訪問時のマナー、ケアマネジメント技術、相談・指導技術、日
常生活援助技術など在宅看護における基本的な技術を習得する。

共同

在宅看護学実習

健康上の問題/課題を抱えながら在宅で生活する対象を理解し、療
養する人と家族の特性に応じた看護支援を展開するための基礎的知
識・技術・態度の習得をねらいとする。訪問看護ステーションでの
実習を通して、健康障害を持ちながら地域で生活する人々とその家
族の実際を学ぶ。さまざまな健康課題と健康障害が生活に及ぼす影
響、保健・医療・福祉の活用の実際、他職種との連携・協働につい
て学習し、在宅での看護過程展開、訪問看護師の役割と機能、看護
職としての責務について理解する。

医療安全学

医療・看護における質の保証、情報の取り扱い、リスクマネジメン
トに関する理論的理解を基盤に、医療現場におけるリスク回避やリ
スクへの対処方法、安全で安楽な看護の提供について学び、リスク
マネジメントに関わる看護師の役割と責務について理解する。全15
回。
（調書番号96　吉岡　譲治　10/15回）医療安全に関する法律と医
療安全のあり方を理論的に理解する
（調書番号95　中村　峰子　5/15回）病院におけるリスクマネジメ
ントと課題

オムニバス
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

看護管理学

看護管理は管理者だけの概念ではなく、スタッフである看護師も、
管理的視点を持ち、日々の業務を行うことが求められている。多様
な場で看護師が果たすべき役割を達成するために必要な看護管理の
基本的理論や看護組織、よりよい看護を提供するための管理方法と
課題について学習する。後半４コマは現場の看護管理者の看護管理
の現状と課題ついて講義により、これからの看護管理のあり方を考
察する。全8回。
（調書番号100　上田　規子　4/8回）看護管理の基本的理論と看護
組織
（調書番号99　芹澤　貴子　4/8回）看護管理の現状と課題

オムニバス

国際看護学

途上国を中心に世界の人々の健康問題の現状と保健医療の対策を理
解し、人々の健康に影響を及ぼす人口学的・社会経済的・文化的な
要因と各国の協力により問題を解決するための仕組みを学ぶ。国内
外の具体的な事例を通し、国際看護の現状について学び、今後の国
際看護の課題等について検討する。後半３コマは東南アジアの発展
途上国の活動体験がある保健師の活動を通して、国際看護のあり方
の課題を考察する。

家族看護学

看護の対象者の多くは家族の一員であり、家族はその成員の健康上
の問題により変動する。そこで、家族へのかかわりが重要であり家
族看護学が発展してきた。家族機能をシステムとしてとらえ、家族
のセルフ能力（健康保持・増進・介護機能）を高めるために必要な
援助方法について、家族看護に関する主な理論やモデルを基に学
び、家族の発達課題と危機、家族員の健康問題によって生じる家族
の問題について学習する。

認知症ケア論

老年看護学概論や援助論などでの既習の認知症の看護の専門的知識
に基づき、さらに多方面からケアのあり方を考察する。認知症高齢
者のQOLの向上に向け、認知症の進行と日常生活・社会生活に適応
するための生活環境の整え方や進行に伴う行動変化への看護を学
ぶ。さらに、ゲストスピーカーの参加により、サポートのあり方や
リスクマネジメントについても学び、認知症ケアの実践に向け検討
しながら深めていく。

共同

スピリチュアルケア論

人間はからだ(body)とこころ(mind）とたましい（spirit）を持つ
統一体であり、1998年WHO執行理事会で健康の定義にスピリチュア
ル概念追加が提案され、以後、看護の分野でもヒューマンケアを土
台として、スピリチュアルケアの関心が深まってきた。人々が生や
死について発する懸念へのスピリチュアルケアとは何か、保健・医
療・福祉・生活におけるスピリチュアリティ支援について理解を深
め、看護者が自分自身のスピリチュアリティを高る姿勢を学ぶ。

共同

実践総合演習(OSCE)

３年次の各論実習開始前に、既習の知識・技術・態度を統合し、臨
床能力を客観的に評価する。臨床で実施する頻度の高い基礎的な援
助の課題について対象の状態のアセスメントをして、必要な援助を
安全・安楽・倫理的な原則に基づいて実施する。評価はSP
（Simulated Patient）の協力を得る。臨床実習に臨むにあたり、
学生は自己の臨床能力の課題を明確にし、必要な学習に主体的に取
り組むことを目指す。

看護統合実習

保健医療福祉における看護専門職としての役割と責任を果たすため
の基礎的能力を養う。複数の対象を受け持ち、安全・安楽な看護
サービスの提供について学び、関連機関・関連職種と連携できる能
力を養う。また、日中以外の時間帯の対象者の状態を実際に観察・
アセスメントし、対象者の健康問題に応じた援助について学ぶ。看
護管理の実際を学び、質の高い看護サービスを提供するための看護
職の役割について理解する。

専門職間連携活動論

保健・医療・福祉専門職が連携するための理念、知識、技術、倫理
を基盤として、４年間の講義や臨地実習で多種の専門職との連携の
必要性を実感してきた。そこで、専門職が相互理解しつつ、知識と
技術を提供し合い、ケアを必要とする人々に統合されたケアが提供
されるようにする体験学習をする。在宅でのターミナルケアなど、
その他学生の関心あるテーマを中心に、施設・病院や在宅ケアの専
門職と事例や事象を中心にケアのあり方を検討する体験に触れる。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

医療機器と在宅技術Ⅰ

医療施設で使われる医療機器の中から、在宅使用の可能性があるも
のを取り上げ、機器の構造や動作原理などを理解した上で、行動レ
ベルで正しく操作・対処するための知識を得ることを目的とする。
医療法上の在宅機器の管理についても触れる。また構造・原理の知
識を基盤に、学内に配備されている医療機器を利用しながら実際の
使用を想定し、問題解決の考えかたを導出するための論理的思考を
強化する。具体例として、警報装置から正常動作復帰までのプロセ
スを、順序立てて安全に行えるようにするための認知行動を含めた
管理技術を学ぶ。

医療機器と在宅技術Ⅱ

「医療機器と在宅技術Ⅰ」を履修した上で、患者自身が医療機器操
作を取り扱う時の問題点・リスク管理方法や、それらの情報収集の
方法、関与する人たちの役目について学ぶ。また、生命維持に必要
な、呼吸補助（人工呼吸器・吸引器など）、循環補助（補助人工心
臓装置など）、代謝補助（腹膜透析装置・血液透析装置など）や、
経腸栄養ポンプなどについて、点検を含む管理方法やトラブル対処
方法について、特に医療施設における管理との相違を中心に理解す
ることを目的とする。また、医療機器の在宅導入における、患者教
育に対する知識も得ることにより、将来の実践に役立てる。

災害看護学

災害看護の基礎知識として、災害の種類と被災の規模、保健医療福
祉のニーズ、災害医療の特徴、国や地域の支援体制、災害と情報の
あり方、災害が健康に及ぼす影響、看護職が果たす役割についてな
どを教授する。我が国の災害医療体制を中心に学び、さらに災害時
の職種間・組織間連携のあり方について考察し、災害看護の特徴と
看護活動の概略を学び、また、国際協力のあり方と災害看護の倫理
についても学びを深める。

災害看護活動論

災害サイクルに応じた看護活動現場別の災害看護を理解し、災害サ
イクルに沿った看護の役割、こころのケアや遺族ケアについての態
度、技術、看護について、東日本大震災などの災害看護活動の実際
についてゲストスピーカーの講義も交えて学習する。災害看護は緊
急援助活動から防災活動まで広範囲に至ることを理解し、災害時の
病態の特徴、災害看護の概念、トリアージの方法、地域防災、避難
住民および救援者の健康管理・看護活動についても体験を含めて学
ぶ。

共同

看護研究Ⅰ

看護現象の問題や課題を追求し､看護を発展させていくための看護
研究の原理と方法の基礎を学ぶ。看護における研究の位置づけと意
義、研究のプロセス、研究方法、研究の種類、研究計画書の立案を
習得する。研究的手法として量的研究と質的研究の手法などを学習
し、さらに海外の研究論文も含めた文献検索の意義、方法を学ぶ。
研究者としての倫理的態度を踏まえて､研究論文の書き方や論文の
意義・方法について学び研究の社会的意義について理解する。

共同

看護研究Ⅱ

看護学研究Ⅰで学んだ研究の原理・原則を基に、学生が各自の探求
課題を明確化し、看護研究の実際を体験し､研究的指向と態度を学
ぶことを目的とする。具体的には、研究テーマの選定、研究的な手
法を用いてのデータの収集・分析の実施､結果を考察して結論を導
き出すという一連の学習に取り組む。研究結果は発表の機会を持
ち、新たな研究課題を整理し､将来に向けた研究発展の基礎とす
る。

公衆衛生看護学概論

公衆衛生の理念、目的、基本概念、地域について、公衆衛生看護活
動の歴史を概観しながら理解する。その上で、地域で生活する人々
への健康支援における公衆衛生看護学の基本的な概念や特徴を学
び、地域における看護師や保健師の活動の場としての行政、学校、
産業、各集団の特性やそこでの健康課題、地域を基盤とした予防活
動の実際と看護師や保健師らによる保健活動の内容について学習す
る。

公衆衛生看護活動論

公衆衛生看護活動に必要な理論と技術を行政における保健師の活動
に焦点を当て理解し、模擬事例にて演習を行い体験する。また、母
子保健活動における「健やか親子２１」や、成人保健活動における
「健康日本２１」「新健康フロンテイア戦略」をはじめとする関連
制度や個人、家族、集団、コミュニティを対象とした健康の回復、
保持・増進対策の展開、保健師の支援システム構築、連携・調整機
能が、実際の公衆衛生看護の場ではどのように展開されているの
か、そして、地域における健康問題の解決にどのように結びついて
いるのかを講義していく。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

公衆衛生看護管理論

保健師として行う住民ニーズの把握方法、政策を実現するための財
源や人的資源の確保、議会の仕組みなどの行政の基本的構造を学
び、実習地の地域診断から把握した住民のニーズから必要な社会資
源や保健事業をあげ、活動・事業の計画と予算について考える。さ
らに、公衆衛生看護学実習から得た学びを通して、管理的立場の保
健師に要求される人的資源・物的資源・経済的資源等の管理能力や
リーダーシップ、危機管理を含む地域資源開発や保健計画策定につ
いて学ぶ。

共同

学校看護学

学校保健の意義・目的・役割、仕組みと法制度、歴史的変遷、児童
生徒の心とからだの健康問題に対応するためのヘルスカウンセリン
グ、学校保健教育と学校保健管理、環境管理、学校保健組織活動へ
のプロセスなどについて具体的事例を通して理解し、その実践的理
論を学ぶ。また、学校保健分野の保健医療職の役割と機能を理解
し、子どもたちの豊かな学校生活のための保健活動を学習する。

産業看護学

産業保健・看護活動の定義と意義、歴史的発展経緯、法体系、個
人・集団・組織への支援方法（保健指導、健康教育、健康づくり）
および、活動上の留意点（安全配慮義務、個人情報保護、地域支援
機関、多職種・多機関連携）などの概要を学ぶ。さらに、労働者の
労働衛生、メンタルヘルスケア、産業保健や産業看護の理論やQWL
（quality of working life）を高める保健活動についいて学び、
産業保健活動の基礎的な知識および技術を習得する。

公衆衛生看護技術論

地域で生活する人々の健康問題の解決や、地域の健康課題の組織的
な解決に必要な公衆衛生看護技術の基本を学習する。保健師活動の
基本となる地域診断について情報収集からアセスメント、計画策定
と評価の一連について実習予定地域を対象に行う。さらに人々の健
康問題解決に必要な保健指導、健康相談、家庭訪問における看護技
術を講義およびロールプレイにより習得し、公衆衛生看護学実習へ
つなげる。

共同

産業・学校看護学実習

労働者および生徒の健康課題と職場および学校環境をアセスメント
し、健康支援目標の設定と各種健康支援活動の企画・実施・評価か
ら産業看護職および養護教諭の役割、他職種との連携、などについ
て学習する。産業の場においては、事業所において概要と労働実態
をアセスメントし、その健康課題を抽出し、健康課題を解決するた
めの個人・集団・組織への働きかけについて学び、産業の場におい
て、産業看護職が果たしている役割について理解する。学校では、
養護教諭が果たしている役割について理解し、学校環境と生徒およ
び教職員についてアセスメントし、健康課題をあげ、健康課題を解
決するための個人・集団・組織への働きかけについて学習する。

公衆衛生看護学実習

地域診断であげられた地域の特徴を捉えながら、地域に暮らすあら
ゆる年代、様々な健康レベルの人々への看護活動を個人・集団・地
域の視点からの展開方法や課題の解決方法について、体験を通して
理解を深める。家庭訪問や健康相談などの個人への支援から、個人
のニーズを把握し、集団・組織へとつなげていく支援システム構築
（高齢者、乳幼児など）・公衆衛生看護における管理について考察
する。
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神奈川工科大学学則

  （昭和50年４月１日制定) 

 第１章  総    則 

 （目   的） 

第 １ 条  本学は、教育基本法に則り、学校教育法の定める大学として広く知識を授けると 

 共に深く専門の学芸を教授研究し、豊かな教養と円満な人格を備えた有為な人材を 

 育成して文化の発展と人類福祉の増進に寄与することを目的とする。 

 （建学の理念）

第１条の２  本学は、広く勉学意欲旺盛な学生を集め、豊な教養と幅広い視野を持ち、創造性

に富んだ技術者を育てて科学技術立国に寄与するとともに、教育・研究を通じて地

域社会との連携強化に努める。

（教育目的と目標） 

第１条の３  本学は、教育の目的・目標を「別表Ａ」に定め、これを公表するものとする。

（人材の養成及び教育研究上の目的） 

第１条の４  本学は、学部、学科、課程ごとの人材の養成及び教育研究上の目的を「別表Ｂ」

にそれぞれ定め、これを公表するものとする。

第１条の５ （自己評価等） 

  本学は、その教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成する 

 ため、本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行うよう努 

 めるものとする。 

 （学部・学科及び収容定員） 

第 ２ 条  本学に次の学部及び学科を置き、その収容定員は次のとおりとする。 

学  部 学        科 入学定員 収容定員 

工学部 機械工学科 

電気電子情報工学科 

応用化学科 

臨床工学科 

120 名 

 70 名 

 60 名 

40 名 

  480 名 

  280 名 

  240 名 

160 名 

情報学部 情報工学科 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 

140 名 

95 名 

150 名 

560 名 

380 名 

600 名 

創造工学部 自動車ｼｽﾃﾑ開発工学科 

ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学科 

ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科 

50 名 

 40 名 

 40 名 

  200 名 

  160 名 

160 名 

応用ﾊﾞｲｵ科学部 応用ﾊﾞｲｵ科学科 

栄養生命科学科 

120 名 

80 名 

480 名 

320 名 

看護学部 看護学科 80 名 320 名 

計 1,085 名 4,340 名 

２． 前項の他に教職課程及び学芸員課程を置く。
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（留学生別科） 

第２条の２  本学に留学生別科を置く。 

    ２． 留学生別科の課程及び収容定員は、次のとおりとする。 

別科名 課 程 入学定員 収容定員 

留学生別科 日本語研修課程 40名 40名 

    ３． 留学生別科に関する規程は、別に定める。 

 

       第２章  職員組織 

      （職   員） 

第 ３ 条  本学に次の職員を置く。 

学 長 
教育職員（教授・准教授・講師・助教・助手及びその他の教員） 
事務職員・技術職員等 

    ２． 職員及びその職制に関する規則は別に定める。 

      （学   長） 

第 ４ 条  学長は本学全般の事項を統轄する。 

        ２． 学長のもとに副学長を置く。 

    ３．  副学長は、学長の職務を補佐する。 

      （教育職員の職務） 

第  ５  条   教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力

及び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事

する。 

２．  准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及

び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事す

る。 

３．  助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識及び能力を有する

者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

４． 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事す

る。 

５．  講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

       （職員の事務分掌） 

第 ６ 条  学長のもとに教学事項に関する事務を分掌するため、副学長、学部長、学科長、

教務主任、学生部長、入学委員長、キャリア就職センター委員長、自己評価委員長、

図書館長、情報教育研究センター所長、工業教育研究推進機構長、教育開発センタ

ー所長、基礎・教養教育センター所長、系列総会会長及び国際センター所長を置く。 

     ２．  学長のもとに一般事項に関する事務を分掌するため事務局を置く。 

 

       第３章  大学協議会及び教授会 

            （大学協議会） 

第 ７ 条  本学に大学協議会を置き、学事に関する重要事項を審議する。 

        ２． 大学協議会に関する規程は、別に定める。 
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      （教 授 会） 

第７条の２  各学部に教授会を置く。 

    ２． 教授会は専任教授をもって組織する。 

    ３． 教授会は学部長が招集し、その議長となる。 

    ４． 教授会は教授現在員の３分の２以上が出席しなければ開催することができない。 

    ５． 教授会は次の事項を審議する。 

       (1) 入学・進級・卒業・転科・休学・退学等に関する事項 

       (2) 試験に関する事項 

       (3) 教育課程に関する事項 

       (4) 留学及び派遣に関する事項 

       (5) 学生の指導、厚生並びに賞罰に関する事項 

(6) 教授・准教授・講師・助教・助手及びその他の教員の人事に関する事項 

       (7) 各種委員等の選出に関する事項 

       (8) 学長の諮問に関する事項 

       (9) その他学事に関する事項 

       （合同教授会）  

第７条の３   学長は、必要により合同教授会を招集することができる。 

        ２． 合同教授会は次の事項を審議する。 

              (1) 全学的な共通事項 

              (2) その他学長が必要と認めた重要事項 

 

       第４章  修業年限・学年・学期及び休日・休業日 

      （修業年限） 

第 ８ 条  本学の修業年限は４年とする。 

      （在学期間） 

第 ９ 条  本学学生の在学期間は、通算して８年を超えることはできない。 

      （学   年） 

第 10 条  学年は４月１日より始まり３月31日に終わる。 

      （学   期） 

第 11 条  学年を分けて、次の２学期とする。 

      (1)前 期  ４月１日から９月３０日まで 

(2)後 期 １０月 1 日から３月３１日まで 

    ２．前項の規定にかかわらず、後期に属する授業科目は夏期休業終了後から始まる。 

（休   日） 

第 12 条  休日は次のとおりとする。 

       (1) 日 曜 日 

       (2) 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

       (3) 創立記念日  ５月７日 

２． 前項に定めた休日は都合により授業日にすることがある。 
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      （休 業 日） 

第 13 条  休業日は次のとおりとする。 

       (1) 春期休業   ３月21日から    ４月７日まで 

       (2) 夏期休業   ７月21日から    ９月15日まで 

        (3) 冬期休業   12月21日から翌年１月10日まで 

    ２． 前項に定めた休業日は都合により多少移動することがある。 

    ３． 臨時休業については、その都度学長が定めるものとする。 

 

       第５章  教育課程及び履修方法 

      （授業科目） 

第 14 条  本学の授業科目の区分は、次に示す共通基盤教育、専門教育並びに教職及び学芸

員に関する科目とする。 

      共通基盤教育：豊かな人間性と広い視野を養うとともに、総合的な判断力を養う 

ための科目群。 

      専門教育：科学技術者としての基盤を培うための専門基礎導入科目、専門基礎科目

並びにそれぞれの専門分野において有為な科学技術者を養成するための

専門科目群。 

      （授業科目及び単位数） 

第 15 条  授業科目の種類及び単位数は、別表第１から第４までのとおりとする。 

      （履修方法） 

第 16 条  学生は、前条に定める授業科目及び別に定める「履修規程」に従い授業科目（以 

      下「科目」という）を必修及び選択により履修しなければならない。 

    ２． 履修しようとする科目については、科目担当教員の承認を受けなければならない。 

        （他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第16条の２  学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位の 

      うち、教授会が教育上有益と認めたものは、３０単位を超えない範囲で本学におけ 

      る授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

     ２．  前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

        （大学以外の教育施設等における学修） 

第16条の３  学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣      

が別に定める学修（平成３年度文部省告示第68号）を、教授会が教育上有益と認め

た場合は、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

     ２． 前項により与えることができる単位数は、前条第１項により本学において修得し 

      たものとみなす単位数と合わせて３０単位を超えないものとする。 

       （入学前の既修得単位等の認定） 

第16条の４  学生が入学前に他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得し 

      た単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）のうち、教授会が教育上有益 

      と認めたものは、本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことが 

      できる。 

      ２． 学生が入学前に行った前条第１項に規定する学修を、教授会が教育上有益と認め 

      た場合は、本学における履修とみなし、単位を与えることができる。 
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      ３． 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、 

      転学等の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、合わせて 

      ３０単位を超えないものとする。 

       （科目の単位） 

第 17 条   各授業科目の単位数は、教授会において定めるものとする。 

      ２． 授業科目の単位数の算定に当たっては、１単位の授業科目を４５時間の学修を必 

      要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、原則として次 

      の基準により単位数を計算するものとする。 

       (1) 講義については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

       (2) 演習については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

       (3) 実験、実習、製図及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で必 

        要と認められる時間の授業をもって１単位とする。 

 (4) 講義と演習を併用する科目については、講義 10 時間と演習 10時間の授業をも

って 1 単位とする。 

      ３． 前項の規定にかかわらず、卒業研究等の授業科目については、その学修の成果を   

評価して単位数を定めることができる。 

      （１年間の授業期間） 

第17条の２  １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原 

      則とする。 

      （修了認定の方法） 

第 18 条  科目修了の認定は、平素の成績及び筆記試験又は論文等による。但し実験・実習・

演習・製図・保健体育実技等は、平素の成績によって認定することができる。 

      （修了認定の資格） 

第 19 条  各科目について、出席すべき時間数の３分の２以上に達しない者は、その科目の 

      修了認定を受ける資格が与えられないものとする。 

      （修了認定の評価） 

第 20 条  科目の成績は、秀・優・良・可・不可の５段階をもって表示し、不可は、未修了      

とする。 

（成績評価基準等の明示） 

第 20 条の２   本学の授業科目は、授業の方法及び内容並びに 1年間の授業計画をあらかじめ明

示するものとする。 

２.   成績評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生

に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切にお

こなうものとする。 

（教育職員の組織的研修等） 

第 20 条の３   本学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施す

るものとする。 

 

       第６章  卒業及び学位授与 

      （卒   業） 

第 21 条  本学に４年以上在学し、別表第５に規定する卒業要件を充足した者には、卒業証 
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      書を授与する。 

      （教員の免許状） 

第 22 条  教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法及び教育 

      職員免許法施行規則に定める所要の単位を修得しなければならない。 

    ２． 本学の学科において、当該所要資格を取得できる教員の免許状の種類は、別表第

４の３に掲げるとおりとする。 

      （学位授与） 

第 23 条  本学を卒業した者には、学科の分野により次の学位を授与する。 

（1）学士（工学） 

（2）学士（栄養学） 

（3）学士（看護学） 

 

       第７章  入学・転学・休学・復学・退学等 

      （入学の時期） 

第 24 条  入学の時期は、毎学年の始めとする。 

      （入学の資格） 

第 25 条  本学の第１年次に入学できるものは、次の各号の一に該当するものとする。 

       (1) 高等学校を卒業した者 

       (2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 

        (3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる 

         者で文部科学大臣の指定したもの 

        (4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在 

          外教育施設の当該課程を修了した者 

       (5) 文部科学大臣の指定した者 

       (6) 大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部科学大臣の行 

         なう大学入学資格検定に合格した者 

              (7) その他本学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上 

         の学力があると認めた者 

      （入学の許可） 

第 26 条  入学志願者に対しては、学力試験の結果及び出身学校長から送付された調査書等 

      を資料として選考し、入学を許可する。但し、必要に応じて面接試験を行うことが 

      ある。 

       

（入学手続） 

第 27 条  入学の許可を得た者は、指定の期限内に所定の様式による保証人連署の誓約書、 

      出身高等学校の卒業証明書、その他必要書類及び所定の入学納付金を提出しなけれ 

      ばならない。 

    ２． 前項の手続を指定の期限内に行なわなかった者については、入学許可を取り消す。 

      （保 証 人） 

第 28 条  保証人は、父母又は独立の生計を営む成年者で本人の身上に関する一切の責任を 

      負い得る者でなければならない。 
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      （学士入学） 

第 29 条  本学を卒業し、さらに他の学科に入学を志願する者若しくは他の修学年限４年の 

      大学を卒業し、さらに本学に入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限 

      り、選考の上、入学を許可することがある。 

      （再 入 学） 

第 30 条  やむを得ない事由により、本学の学籍を離れた者で同一学科に再入学を志願する 

      者があるときは、欠員のある場合に限り、選考の上、入学を許可することがある。 

      （編 入 学） 

第 31 条  第３年次又は２年次においては欠員ある場合は大学２年次又は１年次終了者、短 

      期大学卒業者、高等専門学校卒業者、専修学校の専門課程で文部科学大臣の定める      

基準を満たすものを修了した者及び学校教育法施行規則第92条の３で認められた入      

学志願者について試験を行い編入学を許可することがある。 

    ２． 編入学の時期は、学年始めとし、本人の既修の授業科目単位数についてはその一 

      部又は全部を本学において認定し、今後履修すべき授業科目、単位数を決定する。 

      （転部・転科） 

第 32 条  在学中に転部又は転科を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り選考の      

上、転部又は転科を許可することがある。 

      （休   学） 

第 33 条  病気その他やむを得ない理由で休学しようとする者は、その理由を詳記した休学 

      願を保証人連署の上提出し、許可を受けなければならない。なお、病気のときは、 

      医師の診断書を添えなければならない。 

    ２． 休学の期間は１年を超えることはできない。但し、特別の事情があるときは、そ 

      の期間の延長を許可することがある。なお、その場合通算して４年以上になっては 

      ならない。 

    ３． 休学した期間は、これを在学期間に算入しない。 

      （復   学） 

第 34 条  休学者はその理由が消滅したときは、その旨を保証人連署の上願い出て許可を受 

      け、復学することができる。 

      （転   学） 

第 35 条  在学者が他の大学に入学又は転学しようとするときは、あらかじめ許可を受けな 

      ければならない。但し、二重学籍については、これを認めない。 

（退   学） 

第 36 条  在学者が退学しようとするときは、その事由を詳記した願書を保証人連署の上願 

      い出て、許可を受けなければならない。 

      （除   籍） 

第 37 条  次の各号の一に該当する者は除籍する。 

       (1) 在学期間が所定の年数を超える者 

       (2) 納付金等を滞納し催告してもこれに応じない者 
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       第８章  外国人留学生 

      （外国人留学生） 

第 38 条  外国人で本学に留学を志願する者は、選考の上、入学を許可する。 

 

       第９章  研究生・科目等履修生・単位互換履修生・特別聴講学生 

      （研 究 生） 

第 39 条  研究生は、本学教員の直接の助言指導を受け、特定の研究課題について研究する 

      ものとする。 

    ２． 研究生として入学を志願できる者は次のとおりとする。 

       (1) 本学又は他の大学を卒業した者 

       (2) 大学卒業程度の学力があると認められた者 

    ３． 研究生として入学を志願する者は、研究しようとする事項を記載した入学願書に 

      履歴書及び検定料を添えて願い出なければならない。また、入学願書には、指導教 

      員の選定につき希望を記載するものとする。 

    ４． 研究生の在学期間は１年とする。但し、引続き在学を希望する者に対しては、さ 

      らに在学期間を延長することができる。 

    ５． 研究生は、指導教員及び科目担当教員の承認を得て講義、実験及び演習等に出席 

      することができる。 

    ６． 研究生は、研究期間修了時に研究事項を記載した報告書を提出しなければならな 

      い。 

      （科目等履修生） 

第 40 条  第25条に定める者で本学において特定の科目の履修を志願する者があるときは、 

      一般の授業に支障のない場合に限り、選考の上、科目等履修生として入学を許可す 

      ることがある。 

    ２． 科目等履修生の入学時期は学期の始めとする。 

    ３． 科目等履修生で、履修科目の試験に合格した者に対しては、単位を与える。 

            （単位互換履修生・特別聴講学生） 

第 41 条  他の大学又は短期大学との協定に基づき、本学において特定の科目の履修を志願      

する者があるときは、選考の上、単位互換履修生又は特別聴講学生として入学を許      

可することがある。   

（研究生等の規則） 

第 42 条  特別の規定のない限り本学則の規程は、研究生、科目等履修生、単位互換履修生      

及び特別聴講学生にもこれを準用する。但し、第16条、第21条、第23条はこの限り      

でない。 

 

       第10章   入学検定料・学生納付金 

      （入学検定料・学生納付金） 

第 43 条  入学検定料及び年間学生納付金の納入額は「別表第６」に定めるとおりとする。 

      なお、研究生、科目等履修生及び特別聴講学生の納付金は「別表第７」に定めると      

おりとする。 

    ２． 学生納付金等は、所定の期限までに、納入しなければならない。 
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    ３． 学生納付金中授業料は、年額を２回に均等分割し納入するものとする。 

       但し、研究生、科目等履修生及び特別聴講学生は分納を認めない。 

    ４． 在学生に対しては、事情により授業料の全額又は一部免除を行うことがある。 

    ５． 転学、退学した者又は、その在学した期間に対応する学生納付金を納入しなけれ

ばならない。 

    ６． 休学した場合、その休学期間中における学生納付金は、事由により該当期間中の 

      納付金を減免することがある。 

    ７． 既に納付した納付金は、別に定めがある場合を除き、これを返還しない。 

 

       第11章  賞    罰 

      （表   彰） 

第 44 条  在学生にして人物並びに学業優秀な者に対しては、これを表彰することがある。 

      （懲   戒） 

第 45 条  本学所定の規則に違反し、秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者は懲 

      戒処分とする。 

    ２． 懲戒は訓告、停学及び退学とする。 

      （懲戒による退学） 

第 46 条  前条の退学は、次の各号のいずれかに該当する者について行うことができる。 

       (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められた者 

       (2) 学内の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

       (3) 学業を怠り成業の見込がないと認められた者 

       (4) 正当の理由がなくて出席が常でない者 

 

       第12章  学生の指導と課程外教育 

      （生活指導） 

第 47 条  在学生の個人並びに集団の生活指導と課程外の教育を重視し、そのための諸機関 

      を置く。 

（健康管理） 

第 48 条  在学生の健康管理のために健康管理室を置く。 

 

       第13章  研 究 所 

      （研 究 所） 

第 49 条  本学に必要に応じて研究所を置くことができる。 

    ２． 研究所に関する規程は、別に定める。 

 

       第14章  公開講座及び講習会等 

      （公開講座等） 

第 50 条  本学は、文化の向上、成人教育その他の目的のために公開講座・講習会等を開設 

      することがある。 

附  則１． この学則の実施に関する必要な細則は、別に「履修規程」等に定める。 

    ２． この学則は、昭和50年４月１日から施行する。 
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    ３． この学則の改正は、昭和53年４月１日から施行する。 

    ４． この学則の改正は、昭和54年４月１日から施行する。 

    ５． この学則の改正は、昭和55年４月１日から施行する。 

    ６． この学則の改正は、昭和56年４月１日から施行する。 

    ７． この学則の改正は、昭和57年４月１日から施行する。 

    ８． この学則の改正は、昭和58年４月１日から施行する。 

    ９． この学則の改正は、昭和59年４月１日から施行する。 

    10． この学則の改正は、昭和60年４月１日から施行する。 

    11． この学則の改正は、昭和61年４月１日から施行する。但し、第２条の規定にかか 

      わらず昭和62年度から平成６年度までの間の入学定員は次のとおりとする。 

学   部 学            科 入学定員    

   

   

   

   

   

     

工 学 部 

機械工学科 

電気工学科 

工業化学工学科 

機械システム工学科 

情報工学科 

１８０名 

１８０名 

１７０名 

１００名 

１００名 

計 ７３０名 

  12． この学則の改正は、昭和62年４月１日から施行する。 

    13． この学則の改正は、昭和63年４月１日から施行する。 

    14． この学則の改正は、平成元年４月１日から施行する。 

    15． 第２条及び附則11の定めにかかわらず、機械システム工学科及び情報工学科の入 

      学定員については、平成２年度から平成10年度までの間次のとおりとする。 

           

               

              

学   部 学            科 入学定員 

 
工 学 部 

機械システム工学科 

情報工学科 

    １３０名 

    １３０名 

       この学則の改正は、平成２年４月１日から施行する。 

    16． この学則の改正は、平成３年４月１日から施行する。 

    17.  第２３条の改正は、平成４年３月１日から施行する。 

    18.  この学則の改正は、平成４年４月１日から施行する。 

    19.  この学則の改正は、平成５年４月１日から施行する。 

    20.  この学則の改正は、平成６年４月１日から施行する。 

    21.  第２条及び附則11の定めにかかわらず、機械工学科、電気電子工学科及び工業化 

      学工学科の入学定員については、引き続き平成７年度から平成11年度までの期間に 

      おいて次のとおりとする。 

           

           

             

           

学   部 学            科 入学定員    

   

   

   

工 学 部 

機械工学科 

電気電子工学科 

工業化学工学科 

    １８０名 

    １８０名 

    １７０名 

       この学則の改正は、平成７年４月１日から施行する。 

       ただし、神奈川工科大学工学部電気工学科の名称は、改正後の学則第２条、第22 

      条第２項、別表第２、別表第３、別表第５及び附則２１（入学定員に限る）の規定 
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      にかかわらず、平成７年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなく 

      なるまでの間、存続するものとする。 

    22.  附則21に定める工業化学工学科の学科名称は、平成８年度から応用化学科とする。 

    23.  この学則の改正は、平成８年４月１日から施行する。 

       ただし、神奈川工科大学工学部工業化学工学科の名称は、改正後の学則第２条、 

      第22条第２項、別表第２、別表第３、別表第５及び附則２２の規定にかかわらず、 

      平成８年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、 

      存続するものとする。 

    24.  第２条及び附則15の定めにかかわらず、情報工学科の入学定員については、平成 

      ９年度から平成10年度までの間次のとおりとする。 

          

             

学   部 学            科 入学定員    

  工 学 部 情報工学科     １９０名 

       この学則の改正は、平成９年４月１日から施行する。 

        25.   この学則の改正は、平成10年４月１日から施行する。 

        26.   第２条、附則11、附則15及び附則24の定めにかかわらず、機械システム工学科及 

      び情報工学科の入学定員については、平成11年度に限り次のとおりとする。 

学   部 学      科 入学定員 

工 学 部 機械システム工学科 

情報工学科 

  １３０名 

  １９０名 

             この学則の改正は、平成11年４月１日から施行する。 

              ただし、神奈川工科大学工学部機械システム工学科の名称は、改正後の学則第２ 

      条、第22条第２項、別表第２、別表第３、及び別表第５の規定にかかわらず、平成 

      11年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続 

      するものとする。 

 27．  この学則の改正は、平成12年４月１日から施行する。                         

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科、情報工学科の平成12年度の入学定員は次のとおりとする。 

学   部 学        科 入学定員                  

                 工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

情報工学科 

   １６０名 

  １６８名 

   １６４名 

   １２７名 

   １７０名 

 
     28．  この学則の改正は、平成13年４月１日から施行する。                         

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科、情報工学科の平成13年度の入学定員は次のとおりとする。 
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学   部 学        科 入学定員                  

工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

情報工学科 

  １６０名 

    １６６名 

    １６３名 

    １２４名 

   ２１５名 

 
       29.  この学則の改正は、平成14年４月１日から施行する。 

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科の平成14年度の入学定員は次のとおりとする。 

学   部    学        科    入学定員 

工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

１５０名 

１４４名 

１５２名 

１２１名 

        
     30． この学則の改正は、平成15年４月１日から施行する。 

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科の平成15年度の入学定員は次のとおりとする。 

 学   部    学        科    入学定員                  

 工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

  １４６名 

    １４２名 

    １５１名 

    １１７名 

              なお、工学部情報工学科は、平成15年３月31日をもって廃止する。 

また、平成15年３月31日に工学部情報工学科に在学し、平成15年４月１日に情報 

      学部情報工学科に在学する者が、工学部情報工学科で修得した単位は、情報学部情 

      報工学科で修得したものとみなす。 

        31． この学則の改正は、平成16年４月１日から施行する。 

              なお、工学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科は、平成16年３月31日をもって廃止する。 

      また、平成16年３月31日に工学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科に在学し、平成16年４月１日に 

      情報学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科に在学する者が、工学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科で修得した単 

      位は、情報学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科で修得したものとみなす。 

    32.  この学則の改正は、平成17年４月１日から施行する。 

        33.  この学則の改正は、平成18年４月１日から施行する。  

       なお、工学部システムデザイン工学科及び福祉システム工学科は、平成 18 年３

月 31 日をもって廃止する。ただし、工学部電気電子工学科、システムデザイン工

学科及び福祉システム工学科は、改正後の学則第２条、第 22 条第２項、別表第１、

別表第２別表第３、及び別表第５の規定にかかわらず、平成 18 年３月 31 日に当該

学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 
34． この学則の改正は、平成 19年４月１日から施行する。 

        35.   この学則の改正は、平成 20 年 4月 1 日から施行する。 
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              なお、工学部自動車システム開発工学科、ロボット・メカトロニクス学科及び応

用バイオ科学科は、平成 20 年 3 月 31 日をもって廃止する。また、平成 20 年 3

月 31 日に工学部自動車システム開発工学科、ロボット･メカトロニクス学科及

び応用バイオ科学科に在学し、平成２０年４月１日に創造工学部自動車システム

開発工学科及びロボット･メカトロニクス学科並びに応用バイオ科学部応用バイ

オ科学科に在学する者が、工学部自動車システム開発工学科で修得した単位は、

創造工学部自動車システム開発工学科で修得したものとみなし、工学部ロボット･

メカトロニクス学科で修得した単位は、創造工学部ロボット･メカトロニクス学科

で修得したものとみなし、工学部応用バイオ科学科で修得した単位は、応用バイ

オ科学部応用バイオ科学科で修得したものとみなす。 

36． この学則の改正は、平成 21 年４月１日から施行する。 

37． この学則の改正は、平成 22 年４月１日から施行する。 

38． この学則の改正は、平成 23 年４月１日から施行する。 

39． この学則の改正は、平成 24 年４月１日から施行する。 

40． この学則の改正は、平成 25 年４月１日から施行する。 

41． この学則の改正は、平成 26 年４月１日から施行する。 

42． この学則の改正は、平成 27 年４月１日から施行する。 
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別表Ａ「教育目的と教育目標」

『考え、行動する人材の育成』 －社会で活躍できる人づくり－

この教育目的を実現するために、以下の４項目を本学の教育目標とする。

（1）創造する力 

（2）豊かな人間性 

（3）コミュニケーション能力 

（4）基礎学力 

別表Ｂ「学部、学科等の人材の養成及び教育研究上の目的」

【基礎・教養教育センター】

基礎科目、教養科目を通して、工学系、情報系、バイオ系の専門教育を学ぶための共通の基礎的な

知識を身に付け、また、社会人として生きていくための教養をもち、自分で物事を考えていくことの

できる能力を身に付けることを目的とする。

【教職課程】（略） 

【学芸員課程】（略）

【工学部】（略）

【情報学部】（略）

【創造工学部】(略) 

【応用バイオ科学部】（略）

【看護学部】

豊かな人間性の形成により、生命の尊厳を基調とした倫理観を身につけ、看護技術に関する専門の

技能を有して、看護技術の革新の推進やそれを役立たせることを職業とし、地域社会の保健・医療・

福祉の向上に貢献することができる看護師を養成することを目的とする。

○看護学科

看護学分野に関する基礎的な知識及び基本的な技術と実践能力を有したうえで、看護師として生涯

成長し続けるための基盤となる資質と能力を有すると共に、他の医療関係職種と連携・協働して、地

域社会の医療体制の整備と充実に寄与することのできる人材を養成することを目的とする。

14 
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別表第１　共通基盤教育（２０１５年度入学生）

Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)

Ｅ－工学部電気電子情報工学科

　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）

Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース）

Ａ－工学部臨床工学科

Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科

Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科

Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科

Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科

Ｌ－応用バイオ科学部栄養生命科学科

Ｕ－看護学部看護学科

看護学部

MS MJ MF EA EB EC CA CJ Ａ I N D V R H B L Ｕ
導入系 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ － － － □ 2 3

○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ － － － － ○ ○ ◎ － － － □ 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ － － － ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ □ 2 *3

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ － 2 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

暮らしの経済 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

日本国憲法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

日本近現代史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

ヨーロッパの歴史と文化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

アジアの文化と社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

少子高齢化と社会問題 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

マスメディア論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

宗教と倫理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

比較文化論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

芸術論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

社会参加とボランティア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

国際化と異文化理解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

現代社会の心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

環境論 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

人文社会科学演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 3

哲学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

倫理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

文学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

教育学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 2 2・3

政治学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

経済学 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

法学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

社会学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 2・3

企業と経営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 2・3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1・2・3・4

○ ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1 1・2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1 1・2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

○ ◎ ○ ○ □ ○ － － － ○ ○ ○ ○ － ○ － ○ ◎ ◎ 1 3

○ ◎ ○ ○ □ ○ － ◎ － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ◎ 1 3

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 1 2

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 1 2

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 2・3

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 2 1・2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 2 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ◎ ○ ○ ○ － ○ 2 3

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ 2 1・2・3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ 2 1・2・3

○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － ◎ － － － ○ 2 1・2・3

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ 1 1

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ 2 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1・2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 2 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － 1 2・3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ 2 3

(注) * 生命倫理は看護学科のみ１年次に標準配当する。

英
語
基
礎
系

スタディスキル

情報社会と情報倫理

技術者倫理

生命倫理

現代社会講座

英語Ⅴ

健康・スポーツ科学実習Ⅰ

健康・スポーツ科学実習Ⅱ健
康
･
ス

ポ
ー

ツ
系

新聞理解表現演習Ⅰ

新聞理解表現演習Ⅱ

実践プレゼンテーション・スキル

ListeningⅡ
ListeningⅢ
ListeningⅣ
科学技術英語Ⅰ

レクレーションスポーツ

生涯スポーツ実技

学外スポーツ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

英語Ⅵ

ReadingⅠ
ReadingⅡ
ReadingⅢ
ReadingⅣ

ListeningⅠ

身の回りの数学

科学技術英語Ⅱ

英会話Ⅰ

英会話Ⅱ

英会話Ⅲ

英会話Ⅳ

TOEIC Ⅰ

Reading and Listening B-Ⅰ

Reading and Listening B-Ⅱ

文章表現技術

プレゼンテーション技術

技術文章の書き方

特別専攻－環境エネルギー、医生命科学、ＩＣＴスペシャリスト、次世代自動車開発

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

授業科目

必選別

単位数 標準年次工学部 情報学部 創造工学部 応用バイオ科学部
特別
専攻

倫
理
系

人
文
社
会
系

社会時事・討論演習

グローバル・コミュニケーション

社会・経済事情

ａ
群

ｂ
群

ｃ
群

言
語
応
用
系

数

理

情

報

系

キ
ャ

リ
ア
系

インターンシップ準備演習

業界研究

インターンシップ

実感する科学Ⅰ

実感する科学Ⅱ

情報リテラシー

キャリア設計

キャリア開発

早期インターンシップ準備演習

早期インターンシップ

TOEIC Ⅱ

Reading and Listening A-Ⅰ

Reading and Listening A-Ⅱ
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別表第１（２０１５年度入学生）

外国語系科目

看護学部

MS MJ MF EA EB EC CA CJ Ａ I N D V R H B L Ｕ

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 2

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 3

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 2

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 3

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 2

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 3

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ △ － △ 1・2・3・4

留学生科目

看護学部

MS MJ MF EA EB EC CA CJ Ａ I N D V R H B L Ｕ

○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2

○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2

○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 3

○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

応用バイオ科学部工学部
特

別

専

攻

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ 2

2

フランス語Ⅱ 2

中国語Ⅰ 2

中国語Ⅱ 2

海外研修英語 2

（△自由、－配当なし）

授業科目

必選別

単位数 標準年次

応用バイオ科学部

言語と文化Ⅰ 2

フランス語Ⅰ

情報学部 創造工学部

2

（○選択、－配当なし）

授業科目

必選別

単位数 標準年次工学部 情報学部 創造工学部

日本語・日本事情Ⅰ 2

日本語・日本事情Ⅱ 2

言語と文化Ⅱ 2

自己表現法Ⅰ 2

自己表現法Ⅱ 2
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別表第２　専門教育（２０１５年度入学生）

工学部　機械工学科（略）

工学部 電気電子情報工学科（略）

工学部 応用化学科（略）

工学部  臨床工学科（略）

情報学部　情報工学科（略）

情報学部 情報ネットワーク･コミュニケーション学科（略）

情報学部　情報メディア学科（略）

創造工学部　自動車システム開発工学科(略）

創造工学部 ロボット・メカトロニクス学科(略）

創造工学部 ホームエレクトロニクス開発学科(略）

応用バイオ科学部  応用バイオ科学科(略）

応用バイオ科学部　 栄養生命科学科(略）
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別表第２　専門教育（２０１５年度入学生）

看護師のための数学基礎 ○ 1 1

看護師のための生物・化学基礎 ○ 1 1

形態機能学Ⅰ(運動器・神経系) ◎ 2 1

形態機能学Ⅱ(循環器・内臓系) ◎ 2 1

感染免疫学 ◎ 2 1

病態学 ◎ 2 1

薬理学 ◎ 2 2

臨床栄養学 ◎ 2 3

臨床心理学 ◎ 1 2

疾病治療学Ⅰ（内科系） ◎ 2 1

疾病治療学Ⅱ（外科系） ◎ 2 2

疾病治療学Ⅲ（精神・老年） ◎ 1 2

疾病治療学Ⅳ（母性・小児） ◎ 1 2

社会福祉学 ◎ 2 3

公衆衛生学 ◎ 1 2

疫学 ○ 2 3

保健医療福祉行政論Ⅰ ◎ 1 3

保健医療福祉行政論Ⅱ ○ 2 3

保健統計学Ⅰ ◎ 1 3

保健統計学Ⅱ ○ 1 4

災害看護学 ◎ 1 2

基礎看護学概論 ◎ 1 1

看護倫理 ◎ 1 2

看護理論 ◎ 1 1

健康教育学 ◎ 1 1

地域保健医療看護論　 ◎ 1 1

看護技術総論（基本技術） ◎ 1 1

援助関係論(コミュニケーション） ◎ 1 1

基礎看護技術Ⅰ（日常生活援助） ◎ 2 1

基礎看護技術Ⅱ（ヘルスアセスメント） ◎ 1 1

基礎看護技術Ⅲ（診療援助技術） ◎ 2 2

基礎看護技術Ⅳ（看護過程） ◎ 1 2

基礎看護学実習Ⅰ(早期体験実習) ◎ 1 1

基礎看護学実習Ⅱ(看護援助過程実習) ◎ 2 2

成人看護学概論 ◎ 1 1

成人看護活動論Ⅰ(急性期) ◎ 2 1

成人看護活動論Ⅱ(慢性期) ◎ 2 2

成人看護活動論Ⅲ(成人看護技術) ◎ 1 2

成人看護学実習Ⅰ(急性期) ◎ 3 3・4

成人看護学実習Ⅱ（慢性期） ◎ 3 3・4

老年看護学概論 ◎ 1 1

老年看護活動論Ⅰ ◎ 2 2

老年看護活動論Ⅱ ◎ 1 2

老年看護学実習Ⅰ（地域） ◎ 1 3

老年看護学実習Ⅱ（施設） ◎ 1 3・4

老年看護学実習Ⅲ（病棟） ◎ 2 3・4

小児看護学概論 ◎ 1 2
小児看護活動論Ⅰ ◎ 2 2
小児看護活動論Ⅱ ◎ 1 3
小児看護学実習Ⅰ（発達援助） ◎ 1 3
小児看護学実習Ⅱ（療養） ◎ 1 3・4
母性看護学概論 ◎ 1 2
母性看護活動論Ⅰ ◎ 2 2
母性看護活動論Ⅱ ◎ 1 3
母性看護学実習 ◎ 2 3・4
精神看護学概論 ◎ 1 2
精神看護活動論Ⅰ ◎ 2 2
精神看護活動論Ⅱ ◎ 1 3
精神看護学実習 ◎ 2 3・4
在宅看護学概論 ◎ 1 2
在宅看護活動論Ⅰ ◎ 2 2
在宅看護活動論Ⅱ ◎ 1 3
在宅看護学実習 ◎ 2 3・4
医療安全学 ◎ 1 3
がん看護学 ○ 1 4
スピリチュアルケア論 ○ 1 4
家族看護学 ○ 1 4
認知症ケア論 ○ 1 4
国際看護学 ○ 1 4
看護管理学 ○ 1 3
災害看護援助論Ⅰ ◎ 1 4
災害看護援助論Ⅱ ◎ 1 4
医療・在宅機器論Ⅰ（基本） ○ 1 3
医療・在宅機器論Ⅱ（実践） ○ 1 4
医療・在宅機器論Ⅲ（応用） ○ 1 4
専門職間連携活動論Ⅰ ○ 1 4
専門職間連携活動論Ⅱ ◎ 1 4
実践総合演習（OSCE） ◎ 1 3
看護統合実習 ◎ 2 4
看護研究Ⅰ ◎ 2 3
看護研究Ⅱ ◎ 2 4
公衆衛生看護学概論 ◎ 1 2
公衆衛生看護活動論 ○ 2 3
公衆衛生看護管理論 ○ 2 4
学校看護学 ○ 1 3
産業看護学 ○ 1 3
公衆衛生看護技術論 ○ 2 3
産業・学校看護学実習 ○ 2 4
公衆衛生看護学実習 ○ 1 4

125

（◎必修、○選択）

看護学部　看護学科

教育
区分

授業科目の名称 必選別 単位数 標準年次

専
門
基
礎
導
入
・
専
門
基
礎
科
目

専門基礎
導入

人
体
の
構
造
機
能
・

疾
病
と
回
復
促
進

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

合計

専
門
科
目

看
護
の
基
本

人
間
の
発
達
段
階
と
看
護
活
動

看
護
の
統
合
と
発
展

看護研究

公
衆
衛
生
看
護
学
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別表第３　 　 Stop the CO2プログラム(２０１５年度入学生)　　（略）

別表第４の１　教職に関する科目(２０１５年度入学生)　　（略）

別表第４の２　教科に関する専門科目(２０１５年度入学生)　　（略）

別表第４の３　教員免許状の種類（２０１５年度入学生）　　（略）

別表第４の４　学芸員課程に関する科目(２０１５年度入学生)　　（略）
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別表第５　卒業要件（２０１５年度入学生）

工学部　機械工学科　（略）

工学部　応用化学科　(略）

工学部 臨床工学科　(略）

情報学部　情報工学科　（略）

情報学部　情報ネットワーク・コミュニケーション学科　（略）

情報学部　情報メディア学科　（略）

創造工学部　自動車システム開発工学科　(略）

創造工学部　ロボット・メカトロニクス学科　（略）

創造工学部　ホームエレクトロニクス開発学科　（略）

応用バイオ科学部　応用バイオ科学科　(略）

応用バイオ科学部　栄養生命科学科　（略）

看護学部看護学科

必修 1

人文社会系 必修 2

選択 1

選択 2

必修 5

数理情報系 必修 2

選択 4

（小計） 17

専門基礎導入 選択 2

人体の構造機能・疾病と回復促進 必修 19

健康支援と社会保障制度 必修 6

選択 5

（小計） 30

看護の基本 必修 16

成人看護学 必修 12

老年看護学 必修 8

小児看護学 必修 6

母性看護学 必修 6

精神看護学 必修 6

在宅看護学 必修 6

看護の統合と発展 必修 7

看護研究 必修 4

公衆衛生看護学 必修 1

選択 5

（小計） 77

124

工学部　電気電子情報工学科　(略）

教育区分

専門教育

専門基礎分野

専門分野

卒業必要単位数

共通基盤教育

導入系

健康・スポーツ系

英語基礎系

言語応用系

必選別

合計
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別表第６　入学検定料・学生納付金（２０１５年度入学生）

入学検定料・学生納付金

工学部 工学部 看護学部

機械工学科 臨床工学科 看護学科

電気電子情報工学科

応用化学科

情報学部

情報工学科

情報ネットワーク・コミュニケーション学科

情報メディア学科

創造工学部

自動車システム開発工学科

ロボット・メカトロニクス学科

ホームエレクトロニクス開発学科

応用バイオ科学部

応用バイオ科学科

栄養生命科学科

①

②

1,310,000円 1,310,000円 1,310,000円

1,320,000円 1,320,000円 1,320,000円

1,330,000円 1,330,000円 1,330,000円

1,340,000円 1,340,000円 1,340,000円

150,000円 350,000円

150,000円 350,000円

150,000円 350,000円

150,000円 350,000円

1,500,000円 1,650,000円 1,850,000円

1,320,000円 1,470,000円 1,670,000円

1,330,000円 1,480,000円 1,680,000円

1,340,000円 1,490,000円 1,690,000円

注)  １．

2．

3．

4．

30,000円

学　科

費　　目

入学検定料

２年次

15,000円

入　学　金 190,000円

授業料

１年次

２年次

３年次

４年次

表中の入学検定料①は、推薦入試、アドミッションズ・オフィス入試、一般入試並びに編入学、学
士入学、再入学の各試験に適用し、②は、センター方式(大学入試センター試験利用による選
抜)入試に適用する。
編入学・学士入学・再入学する学生の納付金は、入学検定料及び入学金について当該入学年
度の納付金額とし、その他の納付金は、編入学・学士入学・再入学の対象となる学年が納付する
金額とする。
応用バイオ科学部栄養生命科学科の平成26年度以降の入学生については、この表の学生納
付金のほかに、実習費として100,000円を入学時に納付する。

実習費

１年次

２年次

３年次

４年次

合　計

１年次

この表の学生納付金は平成27年度以降に入学する学生に適用する。但し、平成26年度以前に
入学した学生は、その入学年度に定めた学生納付金を納付する。

４年次

３年次
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研究生及び科目等履修生の納付金

（１）研究生納付金

費　　　目 金          額 

入学検定料 １５，０００円

入　学　金 １００，０００円

授　業　料 ２００，０００円

（２）科目等履修生の納付金

費　　　目 金          額 

入学検定料 １５，０００円

履　修　料 １０，０００円

（３）特別聴講学生の納付金

費　　　目 金          額 

授　業　料 １０，０００円

１単位あたり

備　　　　　　考

１単位あたり

別表第７　研究生、科目等履修生及び特別聴講学生の納付金（２０１５年度入学生）

備　　　　　　考

本学卒業生は入学金を免除する

（年額）

備　　　　　　考



平成 26 年 1 月 27 日 

神奈川工科大学学則の一部変更

１．変更事項及び変更理由

（1）神奈川工科大学学則第 1 条の 4(人材の養成及び教育研究上の目的)の別表Ｂに工学 
部臨床工学科及び看護学部並びに看護学科の教育目的を追記する。

（2）神奈川工科大学学則第 2 条(学部・学科及び収容定員)に工学部臨床工学科及び看護 
学部看護学科の入学定員、収容定員を追記する。また、工学部機械工学科、情報学

部情報ネットワーク・コミュニケーション学科、情報メディア学科、創造工学部自

動車システム開発工学科、ロボット・メカトロニクス学科、ホームエレクトロニク

ス開発学科の入学定員、収容定員を変更する。

（3）神奈川工科大学学則第 23 条(学位授与)に看護学部看護学科の学位を追記する。 
（4）神奈川工科大学学則第 15 条(授業科目及び単位数)の別表第 1、別表第 2、別表第 3 

に工学部臨床工学科及び看護学部看護学科の授業科目及び単位数を追記する。

（5）神奈川工科大学学則第 21 条(卒業)の別表第 5 に工学部臨床工学科及び看護学部看護 
学科の卒業要件を追記する。

（6）神奈川工科大学学則第 43 条(入学検定料・学生納付金)の別表第 6 に工学部臨床工学 
科及び看護学部看護学科の入学検定料・学生納付金を追記する。

理由：工学部臨床工学科及び看護学部看護学科を設置(平成 27 年４月１日)するため。 

２．変更年月日

平成 27 年 4 月 1 日 

３．新旧対照表

別添のとおり

以上

23 
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別表Ｂ「学部、学科等の人材の養成及び教育研究上の目的」（２０１５年度入学生） 別表Ｂ「学部、学科等の人材の養成及び教育研究上の目的」（２０１４年度入学生）

【基礎・教養教育センター】 【基礎・教養教育センター】

【工学部】 【工学部】

　○機械工学科から○応用化学科省略 　○機械工学科から○応用化学科省略

　○臨床工学科

【看護学部】

　○看護学科

※下線の部分は変更箇所

改正（新）

基礎科目、教養科目を通して、工学系、情報系、バイオ系の専門教育を学ぶための共通の
基礎的な知識を身に付け、また、社会人として生きていくための教養をもち、自分で物事
を考えていくことのできる能力を身に付けることを目的とする。

「工学の基幹となるべき基礎的分野を十分に教授し、併せてグローバル化を志向する」こ
とを柱とし、さらに、人類の要望と、地球・地域環境の保全、エネルギー源の確保など、
国際的な課題についてイノベーションが求められており、工学技術の新しい展開に関して
基礎から応用へ向けて創造性を身に付けた人材を養成することを目的とする。

臨床工学に関する専門的知識と実践的技術を有し、医療機器の安全性確保と有効性維持に
貢献するとともに、チーム医療の中で臨床工学技士の役割を果たしていくことができる人
材を養成する。また、医療機器関係を扱う技術者として必要となる工学や医学の基本的な
知識と高度化する医療技術や医療機器に関する専門知識と技術を身に付け、医療機器を研
究開発するための基礎的素養を養成することを目的とする。

平成26年1月27日

神奈川工科大学学則の一部変更 新旧対照表　

現行（旧）

【教職課程】から【学芸員課程】まで省略

豊かな人間性の形成により、生命の尊厳を基調とした倫理観を身につけ、看護技術に関す
る専門の技能を有して、看護技術の革新の推進やそれを役立たせることを職業とし、地域
社会の保健・医療・福祉の向上に貢献することができる看護師を養成することを目的とす
る。

看護学分野に関する基礎的な知識及び基本的な技術と実践能力を有したうえで、看護師と
して生涯成長し続けるための基盤となる資質と能力を有すると共に、他の医療関係職種と
連携・協働して、地域社会の医療体制の整備と充実に寄与することのできる人材を養成す
ることを目的とする。

【情報学部】から【応用バイオ科学部】まで省略

基礎科目、教養科目を通して、工学系、情報系、バイオ系の専門教育を学ぶための共通の
基礎的な知識を身に付け、また、社会人として生きていくための教養をもち、自分で物事
を考えていくことのできる能力を身に付けることを目的とする。

【教職課程】から【学芸員課程】まで省略

「工学の基幹となるべき基礎的分野を十分に教授し、併せてグローバル化を志向する」こ
とを柱とし、さらに、人類の要望と、地球・地域環境の保全、エネルギー源の確保など、
国際的な課題についてイノベーションが求められており、工学技術の新しい展開に関して
基礎から応用へ向けて創造性を身に付けた人材を養成することを目的とする。

【情報学部】から【応用バイオ科学部】まで省略
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神奈川工科大学学則（２０１５年度） 神奈川工科大学学則（２０１４年度）

第１条から第１条の５省略 第１条から第１条の５省略

（学部・学科及び収容定員）　　　　　　 （学部・学科及び収容定員）　　　　　　

第  ２  条 第  ２  条

学　部 学  科 入学定員 収容定員 学　部 学  科 入学定員 収容定員

機 械 工 学 科 120 名   480 名 機 械 工 学 科 140 名   560 名

電気電子情報工学科  70 名   280 名 電気電子情報工学科  70 名   280 名

応 用 化 学 科  60 名   240 名 応 用 化 学 科  60 名   240 名

臨 床 工 学 科  40 名  160 名

情 報 工 学 科 140 名  560 名 情 報 工 学 科 140 名  560 名

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科  95 名  380 名 情報ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 100 名  400 名

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 150 名  600 名 情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 170 名  680 名

自動車ｼｽﾃﾑ開発工学科  50 名  200 名 自動車ｼｽﾃﾑ開発工学科  75 名  300 名

ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学科  40 名  160 名 ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学科  80 名  320 名

ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科  40 名  160 名 ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科  50 名  200 名

応用ﾊﾞｲｵ科学科 120 名  480 名 応用ﾊﾞｲｵ科学科 120 名  480 名

栄養生命科学科  80 名  320 名 栄養生命科学科  80 名  320 名

看 護 学 部 看 護 学 科 80 名  320 名

1,085 名  4,340 名 1,085 名  4,340 名

第２条の２から第２２条省略 第２条の２から第２２条省略

（学位授与）　　　　　　 （学位授与）　　　　　　

第 ２３ 条　　 本学を卒業した者には、学科の分野により次の学位を授与する。 第 ２３ 条　　 本学を卒業した者には、学科の分野により次の学位を授与する。

（1）学士（工学） （1）学士（工学）

（2）学士（栄養学） （2）学士（栄養学）

（3）学士（看護学）

第２４条から第５０条省略 第２４条から第５０条省略

附則 附則

１．～４０．省略 １．～４０．省略

４１．この学則は、平成２６年４月１日から施行する。 ４１．この学則は、平成２６年４月１日から施行する。

４２．この学則は、平成２７年４月１日から施行する。

※下線の部分は変更箇所

平成26年1月27日

神奈川工科大学学則の一部変更 新旧対照表　

改正（新） 現行（旧）

本学に次の学部及び学科を置き、その収容定員は次のとおりとする。 本学に次の学部及び学科を置き、その収容定員は次のとおりとする。

工 学 部 工 学 部

情報学部 情報学部

創造工学部 創造工学部

応用ﾊﾞｲｵ科学部 応用ﾊﾞｲｵ科学部

計 計

２．　前項の他に教職課程及び学芸員課程を置く。 ２．　前項の他に教職課程及び学芸員課程を置く。
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別表第１　共通基盤教育（２０１５年度入学生） 別表第１　共通基盤教育（２０１４年度入学生）

Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース) Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)

Ｅ－工学部電気電子情報工学科 Ｅ－工学部電気電子情報工学科

　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ） 　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）

Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース） Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース）

Ａ－工学部臨床工学科

Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科 Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科

Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科 Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科

Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科 Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科

Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科 Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科

Ｌ－応用バイオ科学部栄養生命科学科 Ｌ－応用バイオ科学部栄養生命科学科

Ｕ－看護学部看護学科

看護学部

MS MJ MF EA EB EC CA CJ Ａ I N D V R H B L Ｕ MS MJ MF EA EB EC CA CJ I N D V R H B L

導入系 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 1 導入系 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ － － － □ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ － － □ 2 3

○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ － － － － ○ ○ ◎ － － － □ 2 3 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ － － － ○ ○ ◎ － － □ 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ － － － ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ □ 2 *3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ◎ ◎ □ 2 3

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ － 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － 2 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1 － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1 － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2 － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2 － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3 － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3 － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

暮らしの経済 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2 暮らしの経済 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

日本国憲法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2 日本国憲法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

日本近現代史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2 日本近現代史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

ヨーロッパの歴史と文化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2 ヨーロッパの歴史と文化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

アジアの文化と社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2 アジアの文化と社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

少子高齢化と社会問題 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2 少子高齢化と社会問題 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

マスメディア論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2 マスメディア論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

宗教と倫理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2 宗教と倫理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

比較文化論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2 比較文化論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

芸術論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2 芸術論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

社会参加とボランティア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2 社会参加とボランティア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

国際化と異文化理解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2 国際化と異文化理解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

現代社会の心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2 現代社会の心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

環境論 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2 環境論 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

人文社会科学演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 3 人文社会科学演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3

哲学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3 哲学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

倫理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3 倫理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

文学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3 文学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

教育学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3 教育学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 2 2・3 心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

政治学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3 政治学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

経済学 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3 経済学 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

法学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3 法学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

社会学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 2・3 社会学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

企業と経営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 2・3 企業と経営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

平成26年1月27日

倫
理
系

情報社会と情報倫理

技術者倫理

生命倫理

人
文
社
会
系

現代社会講座

新聞理解表現演習Ⅰ

新聞理解表現演習Ⅱ

実践プレゼンテーション・スキル

社会時事・討論演習

グローバル・コミュニケーション

社会・経済事情

ａ
群

ｂ
群

ｃ
群

工学部 情報学部 創造工学部 応用バイオ科学部

特別
専攻

スタディスキル

現行（旧）

特別専攻－環境エネルギー、医生命科学、ＩＣＴスペシャリスト、次世代自動車開発

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

授業科目

必選別

単位数

改正（新）

標準年次

神奈川工科大学学則の一部変更 新旧対照表　

特別専攻－環境エネルギー、医生命科学、ＩＣＴスペシャリスト、次世代自動車開発

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

授業科目

必選別

単位数 標準年次工学部 情報学部 創造工学部 応用バイオ科学部

特別
専攻

スタディスキル

倫
理
系

情報社会と情報倫理

技術者倫理

生命倫理

人
文
社
会
系

現代社会講座

新聞理解表現演習Ⅰ

新聞理解表現演習Ⅱ

実践プレゼンテーション・スキル

社会時事・討論演習

グローバル・コミュニケーション

社会・経済事情

ａ
群

ｂ
群

ｃ
群
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ◎ ○ ○ ○ － ○ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ 2 3

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ 2 1・2・3 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 2 1・2・3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ 2 1・2・3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 2 1・2・3

○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － ◎ － － － ○ 2 1・2・3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － ◎ － － ○ 2 1・2・3

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ 1 1

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ 2 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1・2 － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1・2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 2 2 － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 2 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － 1 2・3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 2・3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 3

* 生命倫理は看護学科のみ１年次に標準配当する。

※下線の部分は変更箇所

キ
ャ

リ
ア
系

キャリア設計

キャリア開発

早期インターンシップ準備演習

早期インターンシップ

インターンシップ準備演習

業界研究

インターンシップ

Reading and Listening B-Ⅰ

Reading and Listening A-Ⅱ

Reading and Listening B-Ⅱ

文章表現技術

プレゼンテーション技術

技術文章の書き方

数

理

情

報

系

身の回りの数学

実感する科学Ⅰ

実感する科学Ⅱ

情報リテラシー

言
語
応
用
系

科学技術英語Ⅰ

科学技術英語Ⅱ

英会話Ⅰ

英会話Ⅱ

英会話Ⅲ

英会話Ⅳ

TOEIC Ⅰ

TOEIC Ⅱ

Reading and Listening A-Ⅰ

ReadingⅢ

ReadingⅣ

ListeningⅠ

ListeningⅡ

ListeningⅢ

ListeningⅣ

健
康
･
ス

ポ
ー

ツ
系

健康・スポーツ科学実習Ⅰ

健康・スポーツ科学実習Ⅱ

レクレーションスポーツ

生涯スポーツ実技

学外スポーツ

英
語
基
礎
系

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

英語Ⅴ

英語Ⅵ

ReadingⅠ

ReadingⅡ

Reading and Listening B-Ⅰ

Reading and Listening B-Ⅱ

文章表現技術

プレゼンテーション技術

英
語
基
礎
系

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅲ

健
康
･
ス

ポ
ー

ツ
系

健康・スポーツ科学実習Ⅰ

健康・スポーツ科学実習Ⅱ

レクレーションスポーツ

生涯スポーツ実技

学外スポーツ

英語Ⅳ

英語Ⅴ

英語Ⅵ

ReadingⅠ

ReadingⅡ

ReadingⅢ

ReadingⅣ

ListeningⅠ

ListeningⅡ

ListeningⅢ

ListeningⅣ

言
語
応
用
系

科学技術英語Ⅰ

科学技術英語Ⅱ

英会話Ⅰ

英会話Ⅱ

英会話Ⅲ

英会話Ⅳ

TOEIC Ⅰ

TOEIC Ⅱ

Reading and Listening A-Ⅰ

Reading and Listening A-Ⅱ

技術文章の書き方

数

理

情

報

系

身の回りの数学

実感する科学Ⅰ

実感する科学Ⅱ

情報リテラシー

キ
ャ

リ
ア
系

キャリア設計

キャリア開発

早期インターンシップ準備演習

早期インターンシップ

インターンシップ準備演習

業界研究

インターンシップ



28

別表第１（２０１５年度入学生） 別表第１（２０１４年度入学生）

外国語系科目 外国語系科目

看護学部

MS MJ MF EA EB EC CA CJ Ａ I N D V R H B L Ｕ MS MJ MF EA EB EC CA CJ I N D V R H B L

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 2 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ － △ 2

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 3 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ － △ 3

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 2 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ － △ 2

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 3 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ － △ 3

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 2 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ － △ 2

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 3 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ － △ 3

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ △ － △ 1・2・3・4 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 1・2・3・4

留学生科目 留学生科目

看護学部

MS MJ MF EA EB EC CA CJ Ａ I N D V R H B L Ｕ MS MJ MF EA EB EC CA CJ I N D V R H B L

○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 ○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2

○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 ○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2

○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 3 ○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 3

○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 3 ○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1

※下線の部分は変更箇所

日本語・日本事情Ⅱ 2

授業科目

必選別

単位数

自己表現法Ⅱ 2

日本語・日本事情Ⅰ 2

言語と文化Ⅱ 2

自己表現法Ⅰ 2

中国語Ⅰ 2

海外研修英語 

標準年次工学部 情報学部 創造工学部 応用バイオ科学部
特

別

専

攻

平成26年1月27日

現行（旧）

自己表現法Ⅱ 2

日本語・日本事情Ⅰ 2

授業科目

必選別

単位数 標準年次工学部 情報学部 創造工学部 応用バイオ科学部

フランス語Ⅱ 2

日本語・日本事情Ⅱ 2

言語と文化Ⅰ 2

言語と文化Ⅱ 2

自己表現法Ⅰ 2

情報学部 創造工学部 応用バイオ科学部
特

別

専

攻

中国語Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

言語と文化Ⅰ 2

必選別

単位数 標準年次工学部授業科目 情報学部 創造工学部 応用バイオ科学部

　　（○選択、－配当なし）

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ 2

フランス語Ⅰ 2

2

（○選択、－配当なし）

2

2

中国語Ⅱ 2

2

2

2

改正（新）

神奈川工科大学学則の一部変更 新旧対照表　

中国語Ⅱ

海外研修英語 2

（△自由、－配当なし）

授業科目

フランス語Ⅱ 2

2

（△自由、－配当なし）

必選別

単位数 標準年次工学部
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別表第２　専門教育（２０１５年度入学生） 別表第２　専門教育（２０１４年度入学生）

医学概論 ◎ 2 1

解剖学 ◎ 2 1

基礎医学実習 ◎ 2 1

公衆衛生学 ◎ 2 1

生理学 ◎ 2 1

病理学 ◎ 2 2

生化学 ◎ 2 2

免疫学 ◎ 2 2

薬理学 ◎ 2 2

看護学概論 ◎ 2 2

電気工学Ⅰ（直流回路、交流回路） ◎ 2 1

電気工学Ⅱ（過渡現象、電磁気学） ◎ 2 1

電気工学実習 ◎ 1 1

電子工学Ⅰ（基礎） ◎ 2 2

電子工学Ⅱ（発展） ◎ 2 2

電子工学実習 ◎ 1 2

医用電気電子工学実習 ○ 1 3

機械工学 ◎ 2 1

機械工学演習 ◎ 1 1

材料工学 ◎ 2 2

計測工学 ◎ 2 2

応用数学 ◎ 2 2

応用数学演習 ◎ 1 2

医療統計学 ○ 2 2

システム制御工学Ⅰ（基礎） ◎ 2 3

システム制御工学Ⅱ（発展） ◎ 2 3

システム制御工学実習 ◎ 1 3

情報処理工学 ◎ 2 1

情報処理工学実習 ◎ 1 1

医療情報セキュリティ ○ 2 3

医用工学概論 ◎ 2 1
生体計測機器学Ⅰ（基礎） ◎ 2 1
生体計測機器学Ⅱ（発展） ◎ 2 2
生体計測機器学実習 ◎ 2 2
生体物性工学 ◎ 2 3
医用機器学概論 ◎ 2 1
医用治療機器学Ⅰ（基礎） ◎ 2 2
医用治療機器学Ⅱ（発展） ◎ 2 2
医用治療機器学実習 ◎ 2 2
放射線概論 ○ 2 3
画像診断機器学 ○ 2 3
生体機能代行装置学Ⅰ（基礎） ◎ 2 2
生体機能代行装置学Ⅱ（発展） ◎ 2 2
血液浄化装置学 ◎ 2 2
呼吸療法装置学 ◎ 2 3
体外循環装置学 ◎ 2 3
生体機能代行装置学実習Ⅰ（基礎） ◎ 2 3
生体機能代行装置学実習Ⅱ（発展） ◎ 1 3
医用機器安全管理学 ◎ 2 3
医用機器安全管理学実習 ◎ 2 3
関係法規 ◎ 2 2
人間工学 ○ 2 2
臨床人間工学 ○ 2 3
臨床医学総論Ⅰ(外科、内科、感染症等) ◎ 2 2
臨床医学総論Ⅱ(腎臓泌尿器系、消化器系等) ◎ 2 3
臨床医学総論Ⅲ（麻酔科学、手術部医学） ◎ 2 3
臨床検査概論 ○ 2 3
救急救命医学 ○ 2 3
チーム医療論 ○ 2 4
臨床実習 ◎ 4 4
臨床工学セミナー ○ 2 4
卒業研究 ◎ 4 4

120

※下線の部分は変更箇所

平成26年1月27日

神奈川工科大学学則の一部変更 新旧対照表　

改正（新） 現行（旧）

工学部  臨床工学科
（◎必修、○選択）

科目
区分

授業科目の名称

専

門

基

礎

科

目

人体の構造及
び機能

医

学

的

基

礎

理

工

学

的

基

礎

医

療

情

報

技

術

と

シ

ス

テ

ム

工

学

の

基

礎

臨床実習

そ

の

他

標準年次

合計

関

連

臨

床

医

学

医

用

安

全

管

理

学

生

体

機

能

代

行

技

術

学

医

用

機

器

学

専

門

科

目

医

用

生

体

工

学

必選別 単位数
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別表第２　専門教育（２０１５年度入学生） 別表第２　専門教育（２０１４年度入学生）

看護師のための数学基礎 ○ 1 1

看護師のための生物・化学基礎 ○ 1 1

形態機能学Ⅰ(運動器・神経系) ◎ 2 1

形態機能学Ⅱ(循環器・内臓系) ◎ 2 1

感染免疫学 ◎ 2 1

病態学 ◎ 2 1

薬理学 ◎ 2 2

臨床栄養学 ◎ 2 3

臨床心理学 ◎ 1 2

疾病治療学Ⅰ（内科系） ◎ 2 1

疾病治療学Ⅱ（外科系） ◎ 2 2

疾病治療学Ⅲ（精神・老年） ◎ 1 2

疾病治療学Ⅳ（母性・小児） ◎ 1 2

社会福祉学 ◎ 2 3

公衆衛生学 ◎ 1 2

疫学 ○ 2 3

保健医療福祉行政論Ⅰ ◎ 1 3

保健医療福祉行政論Ⅱ ○ 2 3

保健統計学Ⅰ ◎ 1 3

保健統計学Ⅱ ○ 1 4

災害看護学 ◎ 1 2

基礎看護学概論 ◎ 1 1

看護倫理 ◎ 1 2

看護理論 ◎ 1 1

健康教育学 ◎ 1 1

地域保健医療看護論　 ◎ 1 1

看護技術総論（基本技術） ◎ 1 1

援助関係論(コミュニケーション） ◎ 1 1

基礎看護技術Ⅰ（日常生活援助） ◎ 2 1

基礎看護技術Ⅱ（ヘルスアセスメント） ◎ 1 1

基礎看護技術Ⅲ（診療援助技術） ◎ 2 2

基礎看護技術Ⅳ（看護過程） ◎ 1 2

基礎看護学実習Ⅰ(早期体験実習) ◎ 1 1

基礎看護学実習Ⅱ(看護援助過程実習) ◎ 2 2

成人看護学概論 ◎ 1 1

成人看護活動論Ⅰ(急性期) ◎ 2 1

成人看護活動論Ⅱ(慢性期) ◎ 2 2

成人看護活動論Ⅲ(成人看護技術) ◎ 1 2

成人看護学実習Ⅰ(急性期) ◎ 3 3・4

成人看護学実習Ⅱ（慢性期） ◎ 3 3・4

老年看護学概論 ◎ 1 1

老年看護活動論Ⅰ ◎ 2 2

老年看護活動論Ⅱ ◎ 1 2

老年看護学実習Ⅰ（地域） ◎ 1 3

老年看護学実習Ⅱ（施設） ◎ 1 3・4

老年看護学実習Ⅲ（病棟） ◎ 2 3・4

小児看護学概論 ◎ 1 2

小児看護活動論Ⅰ ◎ 2 2

小児看護活動論Ⅱ ◎ 1 3

小児看護学実習Ⅰ（発達援助） ◎ 1 3

小児看護学実習Ⅱ（療養） ◎ 1 3・4

母性看護学概論 ◎ 1 2

母性看護活動論Ⅰ ◎ 2 2

母性看護活動論Ⅱ ◎ 1 3

母性看護学実習 ◎ 2 3・4

精神看護学概論 ◎ 1 2

精神看護活動論Ⅰ ◎ 2 2

精神看護活動論Ⅱ ◎ 1 3

精神看護学実習 ◎ 2 3・4

在宅看護学概論 ◎ 1 2

在宅看護活動論Ⅰ ◎ 2 2

在宅看護活動論Ⅱ ◎ 1 3

在宅看護学実習 ◎ 2 3・4

医療安全学 ◎ 1 3

がん看護学 ○ 1 4

スピリチュアルケア論 ○ 1 4

家族看護学 ○ 1 4

認知症ケア論 ○ 1 4

国際看護学 ○ 1 4

看護管理学 ○ 1 3

災害看護援助論Ⅰ ◎ 1 4

災害看護援助論Ⅱ ◎ 1 4

医療・在宅機器論Ⅰ（基本） ○ 1 3

医療・在宅機器論Ⅱ（実践） ○ 1 4

医療・在宅機器論Ⅲ（応用） ○ 1 4

専門職間連携活動論Ⅰ ○ 1 4

専門職間連携活動論Ⅱ ◎ 1 4

実践総合演習（OSCE） ◎ 1 3

看護統合実習 ◎ 2 4

看護研究Ⅰ ◎ 2 3

看護研究Ⅱ ◎ 2 4

公衆衛生看護学概論 ◎ 1 2

公衆衛生看護活動論 ○ 2 3

公衆衛生看護管理論 ○ 2 4

学校看護学 ○ 1 3

産業看護学 ○ 1 3

公衆衛生看護技術論 ○ 2 3

産業・学校看護学実習 ○ 2 4

公衆衛生看護学実習 ○ 1 4
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※下線の部分は変更箇所
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平成26年1月27日
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礎

導

入

・

専

門

基

礎

科

目

専門基礎
導入

看護学部　看護学科
（◎必修、○選択）

人

体

の

構

造

機

能

・

疾

病

と

回

復
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進

健

康

支
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と

社

会

保
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制

度

標準年次教育
区分

神奈川工科大学学則の一部変更 新旧対照表　

単位数授業科目の名称

改正（新） 現行（旧）
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別表第３　 Stop the CO2プログラム(２０１５年度入学生) 別表第３　 Stop the CO2プログラム(２０１４年度入学生)

Ｍ－工学部機械工学科（MS ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース、MJ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース、MＦ 航空宇宙学専攻） Ｍ－工学部機械工学科（MS ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース、MJ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース、MＦ 航空宇宙学専攻）

Ｅ－工学部電気電子情報工学科（EA 実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ、ＥＢ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､EC 電気工事・施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ） Ｅ－工学部電気電子情報工学科（EA 実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ、ＥＢ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､EC 電気工事・施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）

Ｃ－工学部応用化学科（CA 化学応用コース、CJ 総合化学エンジニアコース） Ｃ－工学部応用化学科（CA 化学応用コース、CJ 総合化学エンジニアコース）

Ａ－工学部臨床工学科

Ｉ－情報学部情報工学科 Ｉ－情報学部情報工学科

Ｎ－情報学部情報ネットワーク・コミュニケーション学科 Ｎ－情報学部情報ネットワーク・コミュニケーション学科

Ｄ－情報学部情報メディア学科 Ｄ－情報学部情報メディア学科

Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科 Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科

Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科 Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科

Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科 Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科

Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科 Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科

Ｌ－応用バイオ科学部栄養生命科学科 L－応用バイオ科学部栄養生命科学科

Ｕ－看護学部看護学科

特別専攻－環境エネルギー、医生命科学、ＩＣＴスペシャリスト、次世代自動車開発 特別専攻－環境エネルギー、医生命科学、ＩＣＴスペシャリスト、次世代自動車開発

看護学部

MS MJ MＦ EA EＢ EC CA CJ Ａ Ｉ Ｎ Ｄ V R H B L Ｕ MS MJ MＦ EA EＢ EC CA CJ Ｉ Ｎ Ｄ V R H B L

Stop the CO2入門 ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 1 Stop the CO2入門 ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 1

Stop the CO２とライフデザイン ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 1 Stop the CO２とライフデザイン ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 1

Stop the CO2プロジェクトⅠ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 1 Stop the CO2プロジェクトⅠ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1 1

Stop the CO2プロジェクトⅡ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 2 Stop the CO2プロジェクトⅡ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 2

Stop the CO2プロジェクトⅢ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 3 Stop the CO2プロジェクトⅢ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

Stop the CO2最前線 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 3 Stop the CO2最前線 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

環境と新エネルギー ○ ○ － － － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 3 環境と新エネルギー ○ ○ － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

新素材と省エネ技術 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 3 新素材と省エネ技術 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

環境伝熱学　　　　　　　　　　　　　[M科開講科目] 環境伝熱学　　　　　　　　　　　　　[M科開講科目]

環境・エネルギー　　　　　　　　　　[E科開講科目] 環境・エネルギー　　　　　　　　　　[E科開講科目]

エネルギーと電力システム制御　　　  [E科開講科目] エネルギーと電力システム制御　　　  [E科開講科目]

環境保全・エコロジー　　　　　　　　[C科開講科目] 環境保全・エコロジー　　　　　　　　[C科開講科目]

大気・水質環境                      [C科開講科目] 大気・水質環境                      [C科開講科目]

エネルギー化学入門J　　　　　 　　　[C科開講科目] エネルギー化学入門J　　　　　 　　　[C科開講科目]

自動車エンジン工学　　　　　　　　　[V科開講科目] 自動車エンジン工学　　　　　　　　　[V科開講科目]

エネルギーと電気設備　　　　　　　　[H科開講科目] エネルギーと電気設備　　　　　　　　[H科開講科目]

微生物学　　　　　　　　　　　　　　[B科開講科目] 微生物学　　　　　　　　　　　　　　[B科開講科目]

生物工学　　　　　　　　　　　　　　[B科開講科目] 生物工学　　　　　　　　　　　　　　[B科開講科目]

１．［Stop the CO2専用科目群・各学科提供StopTheCO2関連科目群］の配当学科以外の科目は、他学科履修となります。 １．［Stop the CO2専用科目群・各学科提供StopTheCO2関連科目群］の配当学科以外の科目は、他学科履修と

 なります。

※下線の部分は変更箇所

改正（新）

（○選択、△自由、－配当無し）

平成26年1月27日

授業科目
必選別 単

位

数

標

準

年

次

授業科目 応用バイオ科学部

現行（旧）

工学部
単

位

数
情報学部 創造工学部 応用バイオ科学部

特

別

専

攻

ｂ
群

工学部 情報学部 創造工学部

ｃ
群

ｃ
群

神奈川工科大学学則の一部変更 新旧対照表　

　　なお、a群からc群は、各群1科目以上合計9単位以上の修得を条件とする。

（○選択、△自由、－配当無し）
必選別 標

準

年

次

特

別

専

攻

［Stop the CO2専用科目群］

［各学科提供StopTheCO2関連科目群］

２．Stop the CO2プログラムの科目から、15単位以上を修得した場合に修了証を交付する。

　　なお、a群からc群は、各群1科目以上合計9単位以上の修得を条件とする。

［各学科提供StopTheCO2関連科目群］

２．Stop the CO2プログラムの科目から、15単位以上を修得した場合に修了証を交付する。

［Stop the CO2専用科目群］

a
群

a
群

ｂ
群
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別表第５　卒業要件（２０１５年度入学生） 別表第５　卒業要件（２０１４年度入学生）

工学部 臨床工学科

必修 1

必修 2

ａ群 選択 4

ｂ群 選択 2

ｃ群 選択 2

選択 1

選択 4

選択 3

数理情報系 選択 2

（小計） 21

人体の構造及び機能 必修 6

医学的基礎 必修 14

理工学的基礎 必修 20

医療情報技術とシステム工学の基礎 必修 8

（小計） 48

医用生体工学 必修 10

医用機器学 必修 8

生体機能代行技術学 必修 13

医用安全管理学 必修 6

関連臨床医学 必修 6

臨床実習 必修 4

その他 必修 4

（小計） 51

選択 4

12

136

※下線の部分は変更箇所

平成26年1月27日

現行（旧）

言語応用系

神奈川工科大学学則の一部変更 新旧対照表　

改正（新）

教育区分 必選別 卒業必要単位数

共通基盤教育

導入系

倫理系

人文社会系

健康・スポーツ系

英語基礎系

合計

専門教育

専門基礎分野

専門分野

任意
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別表第５　卒業要件（２０１５年度入学生） 別表第５　卒業要件（２０１４年度入学生）

看護学部看護学科

必修 1

人文社会系 必修 2

選択 1

選択 2

必修 5

数理情報系 必修 2

選択 4

（小計） 17

専門基礎導入 選択 2

人体の構造機能・疾病と回復促進 必修 19

健康支援と社会保障制度 必修 6

選択 5

（小計） 30

看護の基本 必修 16

成人看護学 必修 12

老年看護学 必修 8

小児看護学 必修 6

母性看護学 必修 6

精神看護学 必修 6

在宅看護学 必修 6

看護の統合と発展 必修 7

看護研究 必修 4

公衆衛生看護学 必修 1

選択 5

（小計） 77

124

※下線の部分は変更箇所

健康・スポーツ系

専門教育

専門基礎分野

専門分野

合計

平成26年1月27日

神奈川工科大学学則の一部変更 新旧対照表　

改正（新） 現行（旧）

教育区分 必選別 卒業必要単位数

共通基盤教育

導入系

英語基礎系

言語応用系
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別表第６　（２０１５年度） 別表第６　（２０１４年度）

入学検定料・学生納付金 入学検定料・学生納付金

工学部 工学部 看護学部 金　　　　　　　　額

機械工学科 臨床工学科 看護学科 ①　　　　　　３０，０００円　

電気電子情報工学科 ②　　　　　　１５，０００円

応用化学科 　　１９０，０００円

情報学部 １年次 １，３１０，０００円

情報工学科 ２年次 １，３２０，０００円

情報ネットワーク・コミュニケーション学科 ３年次 １，３３０，０００円

情報メディア学科 ４年次 １，３４０，０００円

創造工学部 １年次 １，５００，０００円

自動車システム開発工学科 ２年次 １，３２０，０００円

ロボット・メカトロニクス学科 ３年次 １，３３０，０００円

ホームエレクトロニクス開発学科 ４年次 １，３４０，０００円

応用バイオ科学部

応用バイオ科学科 注）１．この表の学生納付金は平成26年度以降に入学する学生に適用する。

栄養生命科学科         但し、平成25年度以前に入学した学生は、その入学年度に定めた学生納付金を納付する。

①

②     ２．表中の入学検定料①は、推薦入試、アドミッションズ・オフィス入試、一般入試並びに

　      編入学、学士入学、再入学の各試験に適用し、②は、センター方式（大学入試センター

1,310,000円 1,310,000円 1,310,000円         試験利用による選抜）入試に適用する。

1,320,000円 1,320,000円 1,320,000円 　　　　　　　　　

1,330,000円 1,330,000円 1,330,000円     ３．編入学・学士入学・再入学する学生の納付金は、入学検定料及び入学金については当該

1,340,000円 1,340,000円 1,340,000円 　　　　入学年度の納付金額とし、その他の納付金は、編入学・学士入学・再入学の対象となる

150,000円 350,000円 　　　　学年が納付する金額とする。

150,000円 350,000円 　　　　　　　　

150,000円 350,000円     ４．応用バイオ科学部栄養生命科学科の平成26年度以降の入学生については、この表の学生

150,000円 350,000円         納付金のほかに、実習費として１００,０００円を入学時に納付する。

1,500,000円 1,650,000円 1,850,000円

1,320,000円 1,470,000円 1,670,000円

1,330,000円 1,480,000円 1,680,000円

1,340,000円 1,490,000円 1,690,000円

注)  １．

2．

3．

4．

※下線の部分は変更箇所

平成26年1月27日

神奈川工科大学学則の一部変更 新旧対照表　

改正（新） 現行（旧）

学　科

費　　　　　　　目

入　学　検　定　料

入　　学　　金

授　業　料

費　　目

合　　　計 

入学検定料
30,000円

15,000円

入　学　金 190,000円

授業料

１年次

２年次

３年次

４年次

実習費

１年次

２年次

３年次

４年次

表中の入学検定料①は、推薦入試、アドミッションズ・オフィス入試、一般入試並びに編入学、学
士入学、再入学の各試験に適用し、②は、センター方式(大学入試センター試験利用による選
抜)入試に適用する。
編入学・学士入学・再入学する学生の納付金は、入学検定料及び入学金について当該入学年
度の納付金額とし、その他の納付金は、編入学・学士入学・再入学の対象となる学年が納付する
金額とする。
応用バイオ科学部栄養生命科学科の平成26年度以降の入学生については、この表の学生納付
金のほかに、実習費として100,000円を入学時に納付する。

合　計

１年次

２年次

３年次

４年次

この表の学生納付金は平成27年度以降に入学する学生に適用する。但し、平成26年度以前に
入学した学生は、その入学年度に定めた学生納付金を納付する。
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ア 設置の趣旨及び必要性 

１ 本学が担うべき目的と役割 －教育研究組織の改編状況－ 

  本学では、開学以来、伝統的な工学分野に関する教育研究を中心として、生活の利

便向上のための技術教育を展開してきたが、現代社会においては、科学と技術の融合

なくしては、真の技術者教育は困難なことから、自然認識を深めるための科学教育を

加えた幅広い科学技術教育としての充実を図るとともに、この本学の教育目的を適切

に表現するために、昭和６３年４月より、大学名称を幾徳工業大学から神奈川工科大

学へと改称した。 

以来、工学分野における教育内容を基盤として、科学技術としての教育内容の整備

と充実に努め、平成１５年４月には、工学部の情報系学科の発展的な改組による情報

学部を設置し、平成１８年４月には、機械工学、電気電子工学、情報工学などの基幹

分野における教育内容の融合による自動車システム開発工学科とロボット・メカトロ

ニクス学科、平成２０年 4月からは、ホームエレクトロニクス開発学科を設置すると

ともに、上記の３学科構成の創造工学部を新設した。 

一方、学則第一章、第一条に掲げている本学の目的である「教育基本法に則り、学

校教育法の定める大学として広く知識を授けると共に深く専門の学芸を教授研究し、

豊かな教養と円満な人格を備えた有為な人材を育て文化の発展と人類福祉の増進に

寄与すること」のさらなる具現化にむけて、特に、「人類福祉の増進に寄与すること」

の具現化を目指して、工学分野及び情報分野に加え、生命・健康分野を新たな教育研

究対象とすることとした。 

具体的には、平成１８年４月に工学部の応用化学科の教育内容を基礎として、生命

科学やバイオテクノロジーを教育研究対象とし、健康・医療バイオなどに関する教育

内容を教授する応用バイオ科学科を設置し、その後、平成２０年４月には、工学部か

ら応用バイオ科学科を発展的に独立させ、応用バイオ科学部を設置した。 

また、平成２２年４月には、地域における保健医療や産業社会の多様化による栄養

管理を取り巻く諸情勢を踏まえ、応用バイオ科学部に管理栄養士の養成を目的とする

栄養生命科学科を設置し、ＮＳＴ（栄養サポートチーム）に対応できる管理栄養士の

育成にむけて、臨床栄養のプロジェクト教育を推進している。 

さらに、学則第一章、第一条に掲げている大学の目的を具現化するものとして推進
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してきた生命・健康分野の新たな教育研究組織として、平成２７年４月の開設にむけ

て工学部に臨床工学科を設置（平成２６年４月設置届出済）することとしており、大

学の目的として掲げている「人類福祉の増進に寄与すること」の具現化にむけて、生

命・健康分野の教育研究組織の整備と充実を図ることとしている。（資料１） 

２ 看護学部を設置する趣旨及び必要性 

（１）看護学部を設置する趣旨 

本学では、学則第一章、第一条において、「教育基本法に則り、学校教育法の定

める大学として広く知識を授けると共に深く専門の学芸を教授研究し、豊かな教養

と円満な人格を備えた優位な人材を育て文化の発展と人類福祉の増進に寄与する

こと」を大学の目的として掲げており、特に、「人類福祉の増進に寄与すること」

の具現化を目指して、生命・健康分野の教育研究組織の整備と充実に努めてきた。 

今後、本学が地域社会の持続的な発展に貢献し、地域社会との連携を一層強化し

ていくためには、地域社会が抱えている諸課題や人材需要を踏まえた教育研究体制

の発展的な整備が必要であり、今般の看護学部の設置計画は、平成１８年以降、鋭

意推進してきた生命・健康分野の教育研究組織の整備と充実の一環として、神奈川

県における看護職員不足への対応を図るものであり、大学の目的として掲げている

「人類福祉の増進に寄与すること」のさらなる具現化を目指すものである。 

（２）組織として研究対象とする中心的な学問分野及び教育研究上の目的 

看護学部では、看護学分野を中心的な研究対象領域として、看護学分野に関する

教育研究を通して、看護の知識と技術を看護実践の場面に適用し、看護の理論と実

践を結びつけて理解できる能力を有した看護師を育成することにより、地域社会の

保健・医療・福祉の向上に貢献することを目的とする。 

具体的には、看護師として必要な知識及び技術と態度を体得させ、卒業直後から

指導助言のもとに独力で看護実践ができる能力を付与するとともに、看護学研究に

関する思考力と創造性を有し、看護学の進歩に即応しつつ、将来的に高度な知識や

技術を有した看護師となる基礎を培うこととする。 

特に、学部段階における看護教育は、看護生涯学習の出発点であることを踏まえ

て、学部卒業後、看護師として就業し、成長していく過程において、実務等を通じ

て体得していくための資質や能力、あるいは継続的な教育や研修の機会等を通じて
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学んで行くための資質や能力を身につけた看護師に成長していくうえでの基礎的

資質や能力を身につけるための基礎教育を重視することとする。 

（３）学部・学科の目的 

看護学部の目的は、豊かな人間性の形成により、生命の尊厳を基調とした倫理観

を身につけ、看護技術に関する専門の技能を有して、看護技術の革新の推進やそれ

を役立たせることを職業とし、地域社会の保健・医療・福祉の向上に貢献すること

ができる看護師を養成することとしている。 

看護学科の目的は、看護学分野に関する基礎的な知識及び基本的な技術と実践

能力を有したうえで、看護師として生涯成長し続けるための基盤となる資質と能

力を有すると共に、他の医療関係職種と連携・協働して、地域社会の医療体制の

整備と充実に寄与することのできる人材を養成することとしている。 

（４）看護学部を設置する必要性 －神奈川県の現状を踏まえた課題への対応－ 

① 神奈川県における看護職員の不足の状況

神奈川県が平成２５年３月に策定した総合的な保健医療施策を示した「神奈

川県保健医療計画（平成２５年度～平成２９年度）」においては、医療の高度

化等に対応し、県民に対し適切な医療を提供できる看護人材の養成が求められ

ているとともに、県内の看護職員が大幅に不足していることから、就業看護職

員を増やすために、養成数の増加、定着対策の充実、再就業促進の３つの面か

ら取り組む必要があることを示している。（資料２） 

特に、県内の就業看護職員数は、平成２４年１２月末現在で７１，５９４人

であり、都道府県別にみた人口１０万人当たりの就業看護職員数は、７８９．

７人と全国で２番目に少ない状況にあることから、看護職員の養成確保におい

ては、養成数の増加のために養成施設の開設や定員増を図る必要があるとして

おり、また、定着対策の充実においては、新人看護職員が就業後に養成施設で

学んだことと臨床現場とのギャップに衝撃を受けて離職することのないよう養

成段階で高い実践力を身につける必要があるとしている。（資料３） 

一方、看護職員確保の基礎資料として、概ね５年毎に国が策定方針を示し、

その方針に基づき都道府県が策定する「看護職員需給見通し」をみると、神奈

川県の「第七次看護職員需給見通し（平成２３年度～平成２７年度）」では、神

奈川県の看護職員数（常勤換算）は、平成２３年は１４,０５０人の不足、離職
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率や再就業者率の改善などを見込んでも平成２７年は１,７７８人の不足と当

面不足状態が続くと見込んでいる。（資料４） 

また、平成６年の地域保健法の制定により、地域住民に対する健康相談や保健

指導等の保健サービスの実施拠点として市町村保健センターを法定化し、整備を

促進することとなり、その後、平成１２年の介護保険法の施行、平成１８年の児

童福祉法の改正及び障害者自立支援法の制定等により、市町村が取り組むべき地

域の健康課題は複雑化、多様化し、業務量も増大してきており、さらに、高齢化

の進展とともに、医療費や介護給付費の増大が予測される中、効果的、効率的に

介護予防事業、生活習慣病予防対策を推進することが急務となっており、今後、

市町村の果たすべき役割は益々大きくなると予測されている。 

このような市町村の保健活動を取り巻く状況の変化を受けて、市町村の保健師

に求められる役割も多様化しているが、人材確保や職員配置等の人材育成体制や

活動体制がこのような状況の変化に対応できていないことも課題となっている

ことから、今後、市町村が益々厳しくなる財政状況の下で、増大し多様化する保

健活動の課題に的確に対応するためには、行政主体としての役割を明確化すると

ともに、保健師の活動体制や人材育成体制等市町村保健活動の体制を再構築する

ことが喫緊の課題となっているとの指摘がなされている。「厚生労働省：市町村

保健活動の再構築に関する検討会報告書（平成１９年３月）より」（資料２７） 

一方、神奈川県では、母子保健、結核、感染症、エイズ、精神保健福祉、難病

等の専門性の高い保健事業、健康危機管理などの健康課題に対する広域的な保健

活動の実施、市町村や関係機関の連携による地域ケアの推進が求められている中

で、平成２４年末現在の神奈川県の就業保健師数は１，９６５人で、都道府県別

にみた人口１０万人あたりの保健師数としては２１．７人と全国で最も少ない状

況となっており、市町村の保健活動を取り巻く状況の変化や神奈川県の就業保健

師数の状況を踏まえるとともに、養成人数や実習施設の受入状況に関する神奈川

県保健福祉局保健人材課との協議並びに指導を踏まえたうえで、保健師の科目選

択者の上限を２０人とすることとした。（資料５） 

② 神奈川県における看護基礎教育のあり方

平成２３年１２月に設置された「神奈川県における看護基礎教育のあり方検

討会」の最終報告（平成２４年１２月７日）においては、「看護系大学・短期
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大学及び看護師３年課程は９７単位、看護師２年課程は６５単位の履修が必要

となっており、現行カリキュラムでは、卒業時の到達目標とされる能力、特に

医療の高度化に対応できる実践能力の育成が不十分であることが、新人看護職

員の高い離職率の原因の一つとされている」としており、また「教育課程が過

密であり、特に３年課程での過密さが指摘されている」として、４年制大学に

おける看護教育の必要性を言及している。 

さらに、「看護教育は、養成施設における基礎教育と臨床現場に出てから行

う卒後教育から構成されており、医療や社会の変化に対応して、自律的に実践

能力を発展させていける看護師を育てるため、臨床現場と連携した基礎教育の

充実、実践能力を伝えられる教員の確保・育成、卒後教育体制の整備の３つの

柱で取組みを進める必要がある」としており、特に「本県の新人看護職員の高

い離職率は、養成施設で学んだことと臨床現場とのギャップによるリアリティ

ショックが主な理由であることから、実践能力を高める看護教育の充実が何よ

り大切である」としている。（資料３） 

③ 神奈川県における保健医療計画

神奈川県が平成２５年３月に策定した総合的な保健医療施策を示した「神奈

川県保健医療計画（平成２５年度～平成２９年度）」における「事業別の医療

体制の整備・充実」では、「総合的な救急医療、精神科救急医療、小児医療、

周産期医療及び災害時医療に加え、今回の保健医療計画から在宅医療を位置づ

け、各医療体制の整備・充実を図る」こととしている。 

特に、今回の保健医療計画から位置づけられた在宅医療では、「在宅医療を

提供する機関等の連携体制を構築するため、医療福祉従事者の多職種協働の推

進や人材育成に取り組み、在宅医療の充実を図る」こととしており、「医療依

存度の高い在宅療養者や、在宅患者の症状の緩和を行う在宅ホスピスを含め、

県民の多様なニーズに対応した質の高い看護人材を育成していくことが必要で

ある」としている。 

また、災害時医療では、「今後発生が予測される東海地震、南関東地域直下

の地震等の大規模な災害や局地的な風水害、大規模な事故などの局地災害に備

え、災害拠点病院の機能強化等を図り、災害時医療体制の整備を促進する」こ

ととしており、「災害時には多数の傷病者の発生が見込まれることから、現場
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において迅速かつ適切に対応できる人材を育成することが必要である」として

いる。（資料２） 

以上、「神奈川県保健医療計画」において示されている「神奈川県内の看護職員が

大幅に不足していることから、養成数の増加のために養成施設の開設を図る必要があ

ることへの対応」並びに同計画における「事業別の医療体制の整備・充実」の中から、

特に、緊急の課題とされている「在宅医療の充実への対応」及び「災害時医療体制の

整備への対応」など、神奈川県の看護職員確保における現状と課題を踏まえたうえで、

地域社会からの要請に対応するために、看護学部を設置することとした。 

また、「神奈川県における看護基礎教育のあり方検討会」による「神奈川県におけ

る看護基礎教育のあり方（最終報告）」において示されている「３年課程での教育カ

リキュラムの過密さへの対応」、「実践能力を高める看護教育の充実への対応」など、

神奈川県の看護基礎教育における現状と課題を踏まえたうえで、看護学部を設置する

ものであり、本学における生命・健康分野の教育研究組織の整備と充実の一環として、

看護学部を設置することにより、大学の目的である「人類福祉の増進に寄与すること」

のさらなる具現化を目指すものである。 

３ どのような人材を養成するのか 

看護学部では、大学の目的の具現化及び神奈川県の現状と課題を踏まえたうえで、

看護学分野に関する基礎的な知識及び基本的な技術と実践能力を有したうえで、看護

師として生涯成長し続けるための基盤となる資質と能力を有するとともに、他の医療

関係職種と連携・協働して、地域社会の医療体制の整備と充実に寄与することのでき

る看護師を養成する。 

また、看護学部では、看護師の養成に加えて、看護における専門性の上に立って、

保健福祉活動や保健予防活動を通じて、地域社会の保健・医療・福祉の向上に寄与す

ることのできる保健師（定員２０人／選択制）を養成する。 

（１）養成する人材像 

① 看護師として必要な専門的知識と実践的能力を体得し、卒業直後から指導助言

のもとに看護ケアができる高い実践力を有した人材を養成する。 

② 看護学研究に関する思考力と創造性を涵養し、看護学の進歩に即応しつつ、将

来的に高度の知識や技術を有した看護師となる基礎を備えた人材を養成する。 
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③ 地域の保健・医療・福祉制度の下で、他の医療関係職種と連携・協働し、医療

福祉従事者の中で看護の役割を果たすことができる人材を養成する。 

④ 地域における在宅医療と災害時医療の観点から、地域の医療体制の整備と充実

に主体的に取り組むことのできる人材を養成する。 

⑤ 人間と文化、社会、自然に関する知識の理解、客観的に物事を考えるための能

力、コミュニケーション能力及び豊かな人間性を有した人材を養成する。 

（２）習得する知識と能力 

① 人体の器官別の形態や機能及び主要疾患の成因・病態・診断・治療の理解の基

に健康・疾病・障害に関する観察力や判断力を有している。 

② 看護の対象及び目的について理解しているとともに、健康や障害の状態に応じ

た看護を実践するための基礎的な知識と能力を有している。 

③ 看護学の学問体系の理解と看護学研究の方法論を身に付けているとともに、最

新の知識や技術を自ら学び続ける基礎的な能力を有している。 

④ 医療福祉従事者の中での看護師と他職種の役割についての認識と他職種との

協働の中で看護の役割を果たすことができる基礎的な能力を有している。 

⑤ 在宅看護における専門性の上に立って、生活の場での医療を支える在宅看護技

術や在宅医療機器に関する基礎的な知識と使用方法を身に付けている。 

⑥ 災害と看護ニーズや災害看護への取り組みに関する基礎的な知識の理解のも

と災害状況下において必要性の高いケアに関する手法を身に付けている。 

イ 学部、学科等の特色 

看護学部では、看護学分野を中心的な研究対象領域として、看護学分野に関する教

育研究を通して、看護の知識と技術を看護実践の場面に適用し、看護の理論と実践を

結びつけて理解できる能力を有した看護師を育成することにより、地域社会の保健・

医療・福祉の向上に貢献することを使命としている。 

また、看護学部では、教育研究上の目的を踏まえて、看護学分野に関する基礎的な

知識及び基本的な技術と実践能力を有したうえで、看護師として生涯成長し続けるた

めの基盤となる資質と能力を有するとともに、他の医療関係職種と連携・協働して、

地域社会の保健・医療・福祉の向上に寄与する人材を養成することとしている。 
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特に、看護学部では、高等教育の大衆化の進行と生涯学習への移行を踏まえ、学部

段階の専門教育では特定分野における完成教育というよりも、生涯学び続ける基礎を

培うより普遍的な教育が求められていることから、教養教育及び専門分野の基礎・基

本を重視した教育を行うことにより、専門的素養のある人材として活躍できる基礎的

能力や生涯学習の基礎等を培うこととを特色とする。 

具体的には、学部段階における看護教育は、看護生涯学習の出発点であることを踏

まえて、学部卒業後、看護師として就業し、成長していく過程において、実務等を通

じて体得していくための資質や能力、あるいは継続的な教育や研修の機会等を通じて

学んで行くための資質や能力を身につけた看護師に成長していくうえでの基礎的資

質や能力を身につけるための基礎教育を重視することとしている。 

そのうえで、神奈川県に所在する大学に設置する看護学部の特色として、地域社会

の要請に基づく人材育成への対応の観点から、「神奈川県保健医療計画」における「事

業別の医療体制の整備・充実」に掲げられている「災害時医療」及び「在宅医療」に

係る医療体制の整備と充実に寄与できる人材の養成に向けて、災害医療や在宅医療に

関する基礎的な知識と能力を養うための基礎教育を行うこととする。 

具体的には、看護における専門性の上に立って、他職種との協働の中での看護の果

たす役割の理解のもと、生活の場での療養を支える在宅看護技術や在宅医療機器に関

する基礎的な知識と適切かつ安全な使用方法を修得するための基礎教育を行うとと

もに、災害発生時における看護のあり方や看護ニーズに関する基礎的な知識と災害現

場における適切な応急措置等に関する基礎教育を行うこととする。 

また、「神奈川県医療グランドデザイン」では、「ＩＣＴ（情報通信技術）を活用

した医療情報の共有」が重点項目として掲げられていることから、既に整備済みの情

報システム関連のインフラの活用とともに、既設の工学部や情報学部において構築し

てきたＩＣＴを利用した授業運営や教育方法を効果的に取り入れることにより、４年

間の学部教育や学生生活を通じて、医療現場や在宅医療の現場で必要となる情報処理

や情報管理などのＩＣＴの活用に関する基礎的な素養を身につけるための教育を行

うこととする。（資料６） 

このことから、本学の看護学科が担う機能と特色としては、中央教育審議会答申「我

が国の高等教育の将来像」の提言する「高等教育の多様な機能と個性・特色の明確化」

を踏まえて、「幅広い職業人養成」の機能を重点的に担うとともに、「特定の専門的分
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野の教育・研究」に比重を置いた教育研究に取り組むことを特色としている。 

ウ 学部、学科等の名称及び学位の名称 

看護学部では、看護学分野を中心的な研究対象領域として、看護学分野に関する教

育研究を通して、看護の知識と技術を看護実践の場面に適用し、看護の理論と実践を

結びつけて理解できる能力を有した看護師を育成することにより、地域社会の保健・

医療・福祉の向上に貢献することを使命としている。 

また、看護学部では、教育研究上の目的を踏まえて、看護学分野に関する基礎的な

知識及び基本的な技術と実践能力を有したうえで、看護師として生涯成長し続けるた

めの基盤となる資質と能力を有するとともに、他の医療関係職種と連携・協働して、

地域社会の保健・医療・福祉の向上に寄与する人材を養成することとしている。 

このような、学部が組織として教育研究対象とする中心的な学問分野と学部におけ

る教育研究上の目的や養成する人材などについて、社会や受験生に最も分かり易い名

称とすることから、学部名称を「看護学部」、学科名称を「看護学科」、学位を「学士

（看護学）」とすることとした。 

また、英訳名称については、国際的な通用性を踏まえたうえで、学部の英訳名称を

「Faculty of Nursing」、学科の英訳名称を「Department of Nursing」、学位の英訳

名称を「Bachelor of Nursing」とすることとした。 

学部の名称  看護学部「Faculty of Nursing」 

学科の名称  看護学科「Department of Nursing」 

学位の名称  学士（看護学）「Bachelor of Nursing」 

エ 教育課程の編成の考え方及び特色 

１ 教育課程の編成の方針 

本学では、高等教育の大衆化の進行と生涯学習への移行を踏まえ、学部段階の専門

教育では特定分野における完成教育というよりも、生涯学び続ける基礎を培う、より

普遍的な教育が求められていることから、教養教育及び専門分野の基礎・基本を重視
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した教育を行うことにより、専門的素養のある人材として活躍できる基礎的能力や生

涯学習の基礎等を培うこととしている。 

特に、学部段階における看護教育は、看護生涯学習の出発点であることを踏まえ、

学部卒業後、看護専門職として就業し、成長していく過程において、実務等を通じて

体得していくための資質や能力、あるいは継続的な教育や研修の機会等を通じて学ん

で行くための資質や能力を身に付けた看護専門職に成長していくうえでの基礎的資質

や能力を身に付けるための看護基礎教育を重視することとしている。 

具体的には、「専門教育科目」では、看護師学校養成所指定規則の教育内容を踏まえ

た教育課程の編成とし、その際、４年間の教育期間内において、教育研究上の目的や

人材養成の目的等を確実に達成するとともに、看護基礎教育の重要性を踏まえたうえ

で、教育課程が過密とならないように配慮することから、教育内容を精選し、必要な

授業科目について、優先順位を踏まえた配置とすることにより、単位制度の実質化に

よる学習時間を確保することでの質の確保を目指すこととする。 

また、看護学部の教育課程編成・実施の方針が、教育研究上の目的や人材養成の目

的を達成するという目的のもとに策定され、かつ、教育課程の編成において、体系性

と順次性が明確であることを示すことから、授業科目と学習目標の関係、授業科目間

の系統性を図示した科目体系図および各学年次時間割モデルを整備するとともに、年

次やセメスターごとの教育内容の全体が俯瞰でき、時系列に沿った学生の到達目標が

理解できるように、典型的な履修モデルを整備することとしており、同時に、ＣＡＰ

制の意義を踏まえ履修登録単位数を明示することとしている。（資料７） 

２ 教育課程の編成の考え方 

 看護学部では、教育研究上の目的や人材養成の目的を達成することから、教育課程

を「共通基盤教育」、「専門基礎導入」、「専門基礎科目」、「専門科目」の科目群から構

成することとしていると共に、実践能力を高める看護教育の充実が求められているこ

とから、４年間の授業全体を通して、知識と技術を身につけることができるように、

講義から演習、演習から実習へと発展させるための授業科目の配当年次としている。 

（１）共通基盤教育 

「共通基盤教育」は、中央教育審議会答申などで指摘されている重要性や意義を

踏まえたうえで、看護学部で修得する知識と能力として掲げている「人間と文化、
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社会、自然に関する知識の理解、客観的に物事を考えるための能力、コミュニケー

ション能力及び豊かな人間性」を身に付けることから、「導入系」、「倫理系」、「人

文社会系」、「健康・スポーツ系」、「英語基礎系」、「言語応用系」、「数理情報系」の

科目群から構成することとしている。 

① 導入系

「導入系」では、専門教育への円滑な導入を図るとともに、主体的な学習のあ

り方やアカデミック・スキルを習得するための科目として、「スタディスキル」１

単位を必修科目として配置することとしている。 

② 倫理系

「倫理系」では、生と死への人為的介入による倫理的な諸問題について理解す

るための科目として、「生命倫理」２単位を選択科目として配置している。 

③ 人文社会系

「人文社会系」では、人間と文化、社会、自然に関する知識の理解を図ること

から、「現代社会講座」２単位を必修科目として配置したうえで、「ａ群」、「ｂ群」、

「ｃ群」の科目群から構成することとしている。 

「ａ群」では、多文化や異文化に関する知識の理解と人類の文化や社会と自然

に関する知識について理解するための科目として、「日本国憲法」２単位、「社会

参加とボランティア」２単位、「国際化と異文化理解」２単位、「環境論」２単位

を選択科目として配置している。 

「ｂ群」では、人文科学分野における基本的な知識を理解するための科目とし

て、「哲学」２単位、「倫理学」２単位、「文学」２単位、「教育学」２単位、「心理

学」２単位を選択科目として配置している。 

「ｃ群」では、社会科学分野における基本的な知識を理解するための科目とし

て、「政治学」２単位、「経済学」２単位、「法学」２単位を選択科目として配置し

ている。 

④ 健康・スポーツ系

「健康・スポーツ系」では、健康の概念と健康増進のための運動効果や健康づ

くり運動に関する基本的な知識と方法の理解及び生涯にわたって運動に親しむ態

度を養うための科目として、「健康・スポーツ科学実習Ⅰ」１単位、「健康・スポ

ーツ科学実習Ⅱ」１単位を選択科目として配置し、いずれか１科目を履修するこ
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ととしている。 

⑤ 英語基礎系

「英語基礎系」では、英語による日常的な会話と文章を中心とする基礎的なコ

ミュニケーション能力の修得を図るための科目として、「英語Ⅰ」１単位、「英語

Ⅱ」１単位、「英語Ⅲ」１単位、「英語Ⅳ」１単位を選択科目として配置し、いず

れか２科目を履修することとしている。 

⑥ 言語応用系

「言語応用系」では、科学技術に関する基礎的な英語力の修得を図るための科

目として、「科学技術英語Ⅰ」１単位を必修科目として配置し、「科学技術英語Ⅱ」

１単位を選択科目として配置しており、英会話によるコミュニケーション・スキ

ルを高めるための科目として、「英会話Ⅰ」１単位、「英会話Ⅱ」１単位を選択科

目として配置している。 

また、日本語による良い文章を書くための基本的な技術やルールを修得するた

めの科目として、「文章表現技術」２単位を必修科目として配置するとともに、説

得力や自己表現力を高めるための科目として、「プレゼンテーション技術」２単位

を必修科目として配置している。 

⑦ 数理情報系

「数理情報系」では、ＩＣＴを用いて情報を収集、分析、活用するための基礎

的な能力を修得する科目として、「情報リテラシー」２単位を必修科目として配置

している。 

（２）専門基礎導入 

「専門基礎導入」では、高等学校での学習履歴や入学者選抜の結果を踏まえつつ、

専門教育を学修するために必要となる自然科学分野に関する基礎的な知識の修得

と科学的な見方や考え方を身に付ける科目として、「看護師のための数学基礎」１

単位、「看護師のための生物・化学基礎」１単位を選択科目として配置している。 

（３）専門基礎科目 

 「専門基礎科目」では、看護学部で習得する知識と能力として掲げている「人体

の器官別の形態や機能及び主要疾患の成因・病態・診断・治療の理解の基に健康・

疾病・障害に関する観察力や判断力」を修得するための科目群として、「人体の構造

12 



機能・疾病と回復促進」、「健康支援と社会保障制度」の２領域から構成することと

している。 

「人体の構造機能・疾病と回復促進」では、人体を系統立てて理解するための科

目として、「形態機能学Ⅰ（運動器・神経系）」２単位、「形態機能学Ⅱ（循環器・

内臓系）」２単位、「感染免疫学」２単位を必修科目として配置している。 

また、健康・疾病・障害に関する観察力や判断力を養うための科目として、「病

態学」２単位、「疾病治療学Ⅰ（内科系）」２単位、「疾病治療学Ⅱ（外科系）」２単

位、「疾病治療学Ⅲ（精神・老年）」１単位、「疾病治療学Ⅳ（母性・小児）」１単位、

「薬理学」２単位、「臨床栄養学」２単位、「臨床心理学」１単位を必修科目として

配置している。 

「健康支援と社会保障制度」では、健康や障害の状態に応じた社会資源を活用す

るために必要な知識と保健・医療・福祉に関する基本概念や関係制度について理解

するための科目として、「社会福祉学」２単位、「公衆衛生学」１単位、「疫学Ⅰ」

１単位、「保健医療福祉行政論Ⅰ」１単位、「保健統計学Ⅰ」１単位を必修科目とし

て配置したうえで、「疫学Ⅱ」１単位、「保健医療福祉行政論Ⅱ」２単位、「保健統

計学Ⅱ」１単位を選択科目として配置している。 

（４）専門科目 

「専門科目」では、看護学部で修得する知識と能力として掲げている「看護の対

象及び目的についての理解と健康や障害の状態に応じた看護を実践するための基

礎的な知識と能力」及び「看護学の学問体系の理解と看護学研究の方法論及び最新

の知識や技術を自ら学び続ける基礎的な能力」並びに「医療福祉従事者の中での看

護師と他職種の役割についての認識と他職種との協働の中で看護の役割を果たす

ことができる基礎的な能力」、「在宅看護における専門性の上に立って、生活の場で

の医療を支える在宅看護技術や在宅医療機器に関する基礎的な知識と使用方法」、  

「災害と看護ニーズや災害看護への取り組みに関する基礎的な知識の理解のもと

災害状況下において必要性の高いケアに関する手法」について学習するための科目

群として、「看護の基本」、「人間の発達段階と看護活動」、「看護の統合と発展」、「看

護研究」、「公衆衛生看護学」の５領域から構成することとしている。 

１）看護の基本 

「看護の基本」では、看護の基礎となる概念と各看護学及び在宅看護学の基
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盤となる基礎的な理論や技術を学ぶとともに、看護技術を適用する方法の基礎

を学ぶための科目として、「基礎看護学概論」２単位、「看護技術総論（基本技

術）」１単位、「基礎看護技術Ⅰ（日常生活援助）」２単位、「基礎看護技術Ⅱ（ヘ

ルスアセスメント）」１単位、「基礎看護技術Ⅲ（診療援助技術）」２単位、「基

礎看護技術Ⅳ（看護過程）」１単位、「基礎看護学実習Ⅰ（早期体験実習）」１単

位、「基礎看護学実習Ⅱ（看護援助過程実習）」２単位を必修科目として配置し

ている。 

また、看護師として倫理的な判断をするための基礎的な能力を養うための科

目として、「看護倫理」１単位、生活習慣の改善ポイントを理解し、改善に導く

ための具体的な手法について理解する科目として、「健康教育学」１単位、看護

動作を人間工学的視点に立ち生理学的・力学的特徴を理解するための科目とし

て、「看護のための人間工学」１単位、保健・医療・福祉の中で看護の果たす役

割について理解する科目として、「地域保健医療看護論」１単位を必修科目とし

て配置している。 

２）人間の発達段階と看護活動 

「人間の発達段階と看護活動」では、健康の保持・増進及び疾病の予防に関

する看護の方法を学ぶとともに、成長発達段階を深く理解し、様々な健康状態

にある人々及び多様な場で看護を必要とする人々に対する看護の方法を学ぶた

めの科目群として、「成人看護学」、「老年看護学」、「小児看護学」、「母性看護学」、

「精神看護学」の５領域を配置している。 

① 成人看護学

「成人看護学」では、成人各期の健康保持や疾病予防と成人の健康問題に

応じた看護及び機能障害のある成人への看護についての理解とともに、成人

看護の基盤となる援助についての基本的な理解を図ることから、「成人看護学

概論」１単位、「成人看護活動論Ⅰ（急性期）」２単位、「成人看護活動論Ⅱ（慢

性期）」２単位、「成人看護活動論Ⅲ（成人看護技術）」１単位を必修科目とし

て配置するとともに、講義や演習で修得した知識と技術を成人看護実践の場

面に適用し、看護の理論と実践を結びつけて理解できる能力を養い、実践能

力を高め、チームの一員としての役割を学ぶための科目として、「成人看護学

実習Ⅰ（急性期）」３単位、「成人看護学実習Ⅱ（慢性期）」３単位を必修科目
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として配置している。 

② 老年看護学

「老年看護学」では、高齢者や家族の生活及び健康と健康レベルや療養形

態に応じた高齢者と家族に対する看護についての理解とともに、老年看護の

基盤となる援助についての基本的な理解を図ることから、「老年看護学概論」

１単位、「老年看護活動論Ⅰ」２単位、「老年看護活動論Ⅱ」１単位を配置す

るとともに、講義や演習で修得した知識と技術を老年看護実践の場面に適用

し、看護の理論と実践を結びつけて理解できる能力を養い、実践能力を高め、

チームの一員としての役割を学ぶための科目として、「老年看護学実習Ⅰ（地

域）」１単位、「老年看護学実習Ⅱ（施設）」１単位、「老年看護学実習Ⅲ（病

棟）」２単位を必修科目として配置している。 

③ 小児看護学

「小児看護学」では、小児の成長や発達と健康増進及び健康障害のある小

児と家族が生活や療養をするための看護についての理解とともに、小児看護

の基盤となる援助についての基本的な理解を図ることから、「小児看護学概論」

１単位、「小児看護活動論Ⅰ」２単位、「小児看護活動論Ⅱ」１単位を必修科

目として配置するとともに、講義や演習で修得した知識と技術を小児看護実

践の場面に適用し、看護の理論と実践を結びつけて理解できる能力を養い、

実践能力を高め、チームの一員としての役割を学ぶための科目として、「小児

看護学実習Ⅰ（発達援助）」１単位、「小児看護学実習Ⅱ（療養）」１単位を必

修科目として配置している。 

④ 母性看護学

「母性看護学」では、母性看護の概念及び人間の性と生殖、女性のライフ

スタイル各期と周産期における看護についての理解とともに、母性看護の基

盤となる援助についての基本的な理解を図ることから、「母性看護学概論」１

単位、「母性看護活動論Ⅰ」２単位、「母性看護活動論Ⅱ」１単位を必修科目

として配置するとともに、講義や演習で修得した知識と技術を母性看護実践

の場面に適用し、看護の理論と実践を結びつけて理解できる能力を養い、実

践能力を高め、チームの一員としての役割を学ぶための科目として、「母性看

護学実習」２単位を必修科目として配置している。 
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⑤ 精神看護学

「精神看護学」では、精神の健康と保持や増進及び精神疾患を持つ人の回

復を支援する看護についての理解ととともに、精神看護の基盤となる援助に

ついての基本的な理解を図ることから、「精神看護学概論」１単位、「精神看

護活動論Ⅰ」２単位、「精神看護活動論Ⅱ」１単位を必修科目として配置し、

講義や演習で修得した知識と技術を精神看護実践の場面に適用し、看護の理

論と実践を結びつけて理解できる能力を養い、実践能力を高め、チームの一

員としての役割を学ぶための科目として、「精神看護学実習」２単位を必修科

目として配置している。 

３）看護の統合と発展 

「看護の統合と発展」では、「看護の基本」及び「人間の発達段階と看護活動」

において修得した知識や技術を基盤として、地域で生活しながら療養する人々

とその家族を理解し、地域での看護の基礎を学ぶための科目群として、「在宅看

護学」の領域を配置しており、また、学生の興味と関心に応じて、看護学分野

における各専門領域に関する知識を深めるための科目、看護実践の統合と応用

による実践能力を高めるための科目、社会的な要請に基づく人材育成に対応す

るための科目を配置している 

① 在宅看護学

「在宅看護学」では、在宅看護の特徴や在宅療養者及び家族についての理

解とともに、在宅看護の基盤となる援助についての基本的な理解を図ること

から、「在宅看護学概論」１単位、「在宅看護活動論Ⅰ」２単位、「在宅看護活

動論Ⅱ」１単位を必修科目として配置するとともに、講義や演習で修得した

知識と技術を在宅看護実践の場面に適用し、看護の理論と実践を結びつけて

理解できる能力を養い、実践能力を高め、チームの一員としての役割を学ぶ

ための科目として、「在宅看護学実習」２単位を必修科目として配置している。 

② 看護学分野における各専門領域に関する知識を深めるための科目

学生の興味と関心に応じて、看護学分野における各専門領域に関する知識

を深めるための科目としては、安全な医療環境を形成していく意義について

理解し、看護実践に必要となる安全管理に関する基礎的な知識を修得するた

めの科目として、「医療安全学」１単位を必修科目として配置している。 
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そのうえで、看護専門職の役割と看護の質保証や情報管理、チームアプロ

ーチ、医療安全など、看護におけるマネジメントについての基礎的な能力を

養うための科目として、「看護管理学」１単位、看護のグローバル化や多様な

文化と看護、看護の国際協力活動など、国際社会における看護についての基

本的な理解と諸外国との協力を考える科目として、「国際看護学」１単位、家

族看護の理論と実践や在宅療養患者を支える家族を支援するための基礎知識

を修得する科目として、「家族看護学」１単位、認知症に関する知識の修得

と認知症患者や家族へのケアについて学ぶための科目として、「認知症ケア

論」１単位、医療・保健・福祉・生活におけるスピリチュアル支援について

理解する科目として、「スピリチュアルケア論」１単位を選択科目として配

置している。 

③ 看護実践の統合と応用による実践能力を高めるための科目

看護実践の統合と応用による実践能力を高めるための科目としては、各専

門領域における実習の開始前に、講義や演習で習得した知識と技術を統合し、

臨床能力を客観的に評価する科目として、「実践総合演習（OSCE）」１単位

を必修科目として配置している。また、各専門領域における実習を踏まえて、

実務に即した看護を統合的に学ぶとともに、保健医療福祉における看護専門

職としての役割と責任や関連機関や関連職種との連携、看護管理の実際につ

いて理解を深めるための科目として、「看護統合実習」２単位を必修科目と

して配置している。 

④ 地域社会の要請に基づく人材育成に対応するための科目

地域社会の要請に基づく人材育成に対応するための科目としては、在宅医

療の充実への対応にむけて、患者や家族を支えていくための他職種間の連携

と協働の実践について理解する科目として、「看護の基本」に配置している「地

域保健医療看護論」１単位を受けて履修する「専門職間連携活動論」１単位

を必修科目として配置するとともに、看護実践に必要となる人間工学に関す

る基礎理論に基づく生活の場での療養を支える在宅看護技術の修得と在宅医

療機器に関する基礎的な知識と適切かつ安全な使用方法の修得を図る科目と

して、「看護の基本」に配置している「看護のための人間工学」１単位を受け

て履修する「医療機器と在宅技術Ⅰ」１単位、「医療機器と在宅技術Ⅱ」１単
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位を必修科目として配置している。 

また、災害時医療体制の整備への対応にむけて、災害医療と看護や災害の

種類と災害サイクル、災害各期の看護支援について学ぶ科目として、「災害

看護学」１単位、「災害看護活動論」１単位を必修科目として配置している。 

４）看護研究 

「看護研究」では、看護学研究に関する思考力と創造性を涵養し、看護学の進

歩に即応しつつ、将来的に高度の知識や技術を有した看護師となる基礎を備える

こととしており、看護研究における研究意識の涵養と基本的な調査方法や分析手

法、文献購読や資料分析など、基礎的な研究能力を養成する科目として、「看護

研究Ⅰ」２単位を必修科目として配置している。 

そのうえで、看護分野に関する各自の研究課題に則した研究計画を設定し、資

料収集や分析、報告、意見交換などを繰り返しながら、研究成果に関する成果発

表へと結び付けることにより、看護研究の実践的な方法や最新の知識や技術を自

ら学び続ける素養を修得する科目として、「看護研究Ⅱ」２単位を必修科目とし

て配置している。 

５）公衆衛生看護学 

「公衆衛生看護学」では、個人・家族・集団・組織を含むコミュニティ及び地

域を構成する人々の健康増進や改善に関する基本的な考え方を学ぶこととして

おり、公衆衛生看護の理念や目的と対象や活動方法の特性について理解する科目

として、「公衆衛生看護学概論」１単位を必修科目として配置している。 

そのうえで、健康課題への支援から地域をアセスメントし、健康課題を明確に

する方法や健康課題の把握と地域診断に基づく活動計画、健康行動の特性及び効

果的な介入方法と技術、発達段階や健康課題に応じた健康状態の評価、地域の医

療・福祉等の他職種との連携、地域の社会資源を活用した支援活動などについて

理解する科目として、「公衆衛生看護活動論」２単位、「公衆衛生看護技術論」１

単位を選択科目として配置している。 

また、公衆衛生看護管理の構成要素や専門的自律と人材育成について理解す

る科目として、「公衆衛生看護管理論」１単位、学校保健や産業保健の理念と目

的や制度とシステム、健康課題、展開方法について理解する科目として、「学校

看護学」１単位、「産業看護学」１単位を選択科目として配置するとともに、講

18 



義や演習で修得した知識と技術を公衆衛生看護実践の場面に適用し、看護の理論

と実践を結びつけて理解できる能力を養い、実践能力を高め、チームの一員とし

ての役割を学ぶための科目として、「産業・学校看護学実習」１単位、「公衆衛生

看護学実習」４単位を選択科目として配置している。 

なお、「公衆衛生看護学」の科目は、保健師養成課程における必修科目として

いる。 

３ 教育課程の編成の特色 

看護学部では、神奈川県に所在する大学に設置する看護学部の特色として、地域社

会の要請に基づく人材育成への対応の観点から、「神奈川県保健医療計画」における

「事業別の医療体制の整備・充実」に掲げられている「災害時医療」及び「在宅医療」

に係る医療体制の整備と充実に寄与できる人材の養成に向けて、災害医療や在宅医療

に関する基礎的な知識と能力を養うための基礎教育を行うこととしている。 

具体的には、看護における専門性の上に立って、他職種との協働の中での看護の果

たす役割の理解のもと、生活の場での療養を支える在宅看護技術や在宅医療機器に関

する基礎的な知識と適切かつ安全な使用方法を修得するための基礎教育を行うとと

もに、災害発生時における看護のあり方や看護ニーズに関する基礎的な知識と災害現

場における適切な応急措置等に関する基礎教育を行うこととする。 

（１）在宅看護に関する基礎教育 

在宅看護に関する基礎教育の教育課程としては、看護師学校養成所指定規則の

教育内容の修得の上に、医療福祉従事者の他職種協働の重要性についての認識を

深めるとともに、医療依存度の高い在宅療養者や在宅患者の緩和を行う在宅ホス

ピスに関する基礎知識と実践能力を高めるための科目を配置している。 

具体的には、医療福祉従事者の他職種協働の中での看護が果たす役割について

理解する科目として、「地域保健医療看護論」１単位を配置するとともに、患者や

家族を支えていくための他職種間の連携と協働の実践についての理解を深める科

目として、「専門職間連携活動論」１単位を配置している。 

また、看護実践に必要となる人間工学に関する基礎理論に基づく生活の場での

療養を支える在宅看護技術を高めるとともに、在宅医療機器に関する基礎的な知

識と適切かつ安全な使用方法の修得を図る科目として、「看護のための人間工学」
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１単位、「医療機器と在宅技術Ⅰ」１単位、「医療機器と在宅技術Ⅱ」１単位を配

置している。 

「看護のための人間工学」では、人間工学的視点から看護場面における動作時

に受ける身体的負担について理解するとともに、在宅医療における看護環境下で

の看護動作による身体的負担の特徴とそれを軽減するための生理学的仕組みや力

学的特徴について理解する内容としている。 

「医療器機と在宅技術Ⅰ」では、医療施設で使用される医療器機の中から、在

宅医療において使用する可能性があるものを取り上げ、医療器機の構造や動作原

理の理解と適切な操作方法や管理技術について理解するとともに、医療法上の在

宅医療機器の管理方法について学ぶ内容としている。 

「医療器機と在宅技術Ⅱ」では、患者自身が医療器機を取り扱う際の問題点と

リスク管理や生命維持に必要な呼吸補助（人工呼吸器・吸引器等）循環補助（補

助人工心臓装置等）、代謝補助（腹膜透析装置等）、経腸栄養ポンプ等の点検・管

理方法やトラブル対処方法など、医療器機の在宅導入における知識を学ぶ内容と

している。 

なお、「看護のための人間工学」、「医療器機と在宅技術Ⅰ」、「医療器機と在宅技

術Ⅱ」の３科目については、本学の臨床工学科に所属する専任教員が担当するこ

ととしており、看護学部の専任教員と臨床工学科の当該科目の担当教員との連携

による授業運営を行うこととする。 

（２）災害看護に関する基礎教育 

災害看護に関する基礎教育の教育課程としては、看護師学校養成所指定規則の

教育内容の修得の上に、災害に備えて知識と訓練を積み重ねることの必要性につ

いて認識するとともに、災害の種類や場所、時間経過などに応じて変化する看護

ニーズに関する基礎知識と実践能力を修得するための科目として、「災害看護学」

１単位、「災害看護活動論」１単位を配置している。 

「災害看護学」では、災害の種類と災害サイクルについての理解と災害サイク

ルに応じた看護師の役割と看護支援、災害対策マニュアルに関する基礎的な知識

について理解するとともに、過去の様々な種類の災害を振り返り、非常事態にお

ける看護のあり方について学ぶ内容としている。 
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「災害看護活動論」では、災害発生時の対応として、トリアージの基本から実

際の方法、トリアージ訓練の実際について理解するとともに、災害時に起こる疾

患の特徴と外傷の分類の理解、災害発生時危機的状態にある負傷者に対する看護

師が必要最低限行わなければならない応急処置について学ぶ内容としている。 

オ 教員組織の編成の考え方及び特色 

１ 教員組織の編成の考え方 

看護学部では、看護学分野を中心的な研究対象領域として、看護学分野に関する教

育研究を通して、看護の知識と技術を看護実践の場面に適用し、看護の理論と実践を

結びつけて理解できる能力を有した看護師を育成することにより、地域社会の保健・

医療・福祉の向上に貢献することを使命とする。 

具体的には、看護師として必要な知識及び技術と態度を体得させ、卒業直後から指

導助言のもとに独力で看護実践ができる能力を付与するとともに、看護学研究に関す

る思考力と創造性を有し、看護学の進歩に即応しつつ、将来的に高度な知識や技術を

有した看護師となる基礎を培うこととしている。 

また、教育課程の編成においても、教育研究上の目的や人材養成の目的を踏まえた

うえで、学部卒業後、看護専門職として就業し、成長していく過程において、実務等

を通じて体得していくための資質や能力、あるいは継続的な教育や研修の機会等を通

じて学んで行くための資質や能力を身に付けた看護専門職に成長していくうえでの

基礎的資質や能力を身に付けるための授業科目を配置していることから、看護学分野

における主要な授業科目を中心に専任教員を配置することとしている。 

２ 教員組織の編成の特色 

看護学部では、教育課程の編成における専門領域を基礎看護学、成人看護学、老年

看護学、小児看護学、母性看護学、精神看護学、在宅看護学、公衆衛生看護学の８領

域から構成していることから、教員組織の編成については、専門領域ごとの授業科目

数及び単位数に応じて、看護学分野における教育上、研究上又は実務上の優れた知識、

能力及び実績を有する教授８人、准教授４人、講師７人、助教４人を配置する計画と

している。 
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具体的には、基礎看護学は、教授１人、准教授２人、講師１人、成人看護学は、教

授２人、講師２人、老年看護学は、教授１人、講師２人、助教１人、小児看護学は、

教授１人、講師１人、母性看護学は、教授１人、助教１人、精神看護学は、准教授１

人、助教１人、在宅看護学は、教授１人、講師１人、助教１人、公衆衛生看護学は、

教授１人、准教授１人を配置することとしている。 

専任教員の配置に当たっては、博士号等の学位の保有状況をはじめ、それぞれの領

域における教育実績や研究業績、実務経験などと担当予定の授業科目との適合性につ

いて、十分な検討のもとに配置することとしており、また、職業人養成機能を果たす

ことから、理論と実践の融合に向けて、実技系の授業科目については、当該科目の特

質を踏まえて、看護に関する豊富な実務経験を有する教員を配置するとともに、学部

教育としての一定の研究機能を果たすことから、博士号等の学位や十分な研究業績を

有する教員を配置することとしている。 

  なお、看護学部では、地域における在宅医療と災害医療の観点から、地域の医療体

制の整備と充実に主体的に取り組むことのできる人材を養成することとから、在宅看

護領域における教育実績や研究業績、実務経験を有した教授１人、講師１人、助教１

人、助手１人を配置することによる充実した教育組織体制としており、また、災害看

護においては、当該専門分野に関する豊富な教育実績と研究業績を有した教授１人を

配置することとしている。 

そのうえで、実習や演習に関する授業科目については、授業等のための教材作成の

補助や実習器具などの準備及び管理、専任教員の指示のもとに行う実技の実演、実習

施設との連絡調整など、教育研究の円滑な実施のための業務に従事する助手１０人を

配置することにより、指導体制の強化と充実を図ることとしている。 

なお、助手の採用要件については、看護学に関する専門教育を受けた有資格者で、

医療機関などにおいて３年以上の実務の経験を有する者を配置することとしている。 

３ 教員組織の年齢構成 

看護学部の年齢構成については、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化に

支障がない構成とすることから、７０歳台１名、６０歳台２名、５０歳台１２名、４

０歳台８名の構成であり、教授の平均年齢は約５８歳、准教授は約５２歳、講師は約

５１歳、助教は約４６歳となっており、次世代を担う教員の育成を視野に入れ、特定
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の年齢に偏ることのないように配慮した教員の配置としている。また、専任教員の将

来的な年齢構成については、開設時から完成時までの間に看護学部における教育研究

体制の基盤を構築するとともに、この期間を中堅教員及び若手教員に対するアプロー

チと育成期間として位置づけることとしている。 

定年規定との関係については、定年年齢は６５歳と定めており、配置計画において

既に定年に達している者３名を配置することとしているが、任期制との併用により、

定年年齢を超えて採用できる規程（神奈川工科大学特任教員規程）を設けており、看

護学部の設置に際して新規に採用される教員については、定年年齢にかかわらず、看

護学部の完成年度まで在籍することができる規程となっている。（資料８） 

４ 専任教員の育成方針について 

今般の看護学部の設置計画においては、新たに学部組織を設置することから、開設

年度から完成年度までの間に、学部としての教育研究体制の確固たる基盤を構築する

とともに、教育研究の継続性の観点から、この４年間を就任予定の中堅及び若手教員

の育成期間として位置付けることとしている。 

教育面においては、教育を行う教員の資質の維持向上に向けての組織的な対応とし

て、授業の内容及び方法の改善を図るための研修及び研究を行うこととしており、特

に、看護学分野における教育実績を有した教員による中堅及び若手教員を対象とした

教育を担う者としての自覚や意識の涵養と授業技術や教材開発等の教育方法に関す

る研修会を実施することとしている。 

研究面においては、就任後、看護学分野における研究業績を有した教員のもとで、

研究活動等に豊富に接することにより、自立して研究活動を行うための研究能力の伸

長を図るとともに、研究計画に関する自己管理目標制度の導入や若手教員の育成にむ

けた研究奨励規程の整備など、専任教員の研究環境の充実にむけて研究に関する制度

や諸規程等の整備について検討することとしている。 

５ 完成年度以後の教員組織構想について 

今般の看護学部の専任教員の配置計画において、既に定年に達している者３名を配

置することとしていることから、完成年度以後の教員組織構想については、開設後４

年間の中堅及び若手教員の育成状況を踏まえた学内昇格や新規採用などの教員組織
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に関する中期的な人事計画を策定することとしている。 

また、定年延長教員の退職に伴う教員採用については、他の大学等の現役教員や現

在、大学院の修士課程や博士課程に在学し看護学分野を専攻している者を対象として

広く候補者を募ることとし、本学の教員選考規程等で定める審査基準に基づいて、厳

格なる審査を経て採用することとしている。 

カ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

１ 教育方法 

（１）授業の方法 

看護学部における授業方法は、知識の理解を目的とする教育内容については、講

義形式を中心とした授業形態を採るとともに、態度・志向性及び技術や技能の修得

を目的とする教育内容については、演習形式による授業形態を採ることとし、また、

理論的知識や能力を実務に応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容

については、実験形式や実習形式による授業形態を採ることとする。 

（２）学生数の設定 

授業の内容に応じた学生数の設定については、授業科目ごとの授業形態に則した

教育目的を効果的かつ確実に達成するために、講義形式は４０人から８０人、演習

形式は２０人から４０人、実習形式及び実践形式は２人から６人とする。 

（３）配当年次 

配当年次は、基礎から基幹へと体系的な学習が可能となるようにするとともに、

特に、専門教育においては、専門分野の教育内容ごとに、知識、技能、応用といっ

た授業の内容と科目間の関係や履修の順序に留意するとともに、単位制度の４年間

における制度設計の観点を踏まえて、特定の学年や学期において偏りのある履修登

録がなされないように配慮した配当としている。 

（４）履修科目の登録上限 

単位制度の実質化の観点を踏まえたうえで、学生の主体的な学習を促し、教室に

おける授業と教室外の学習を合わせた充実した授業を展開することにより学習効

果を高めるために、履修単位数の上限（ＣＡＰ）を４２単位とする。 
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（５）厳格なる成績評価 

卒業時における学生の質を確保する観点から、予め学生に対して各授業における

学習目標やその目標を達成するための授業の方法、計画等を明示したうえで、成績

評価基準や卒業認定基準を提示し、これに基づき厳格な評価を行うともに、客観的

な評価基準を適用することから、厳格な成績評価の方法として、ＧＰＡ制度を導入

する。 

（６）ＩＣＴを活用した授業運営や教育方法の導入 

 看護学部では、医療現場や在宅医療の場においては、ＩＣＴを活用した情報管理

や情報共有が進展していることから、ＩＣＴの活用に関する基礎的な素養を涵養す

ることとしており、既設の工学部や情報学部で構築してきたＩＣＴを活用した教育

方法や授業運営を導入することとしている。 

具体的には、キャリアポートフォリオの活用による学修計画の立案・活動成果の

蓄積・学習成績の管理、タブレット端末の利用による情報の収集・分析・管理や授

業の予習復習・臨地実習支援、電子教材を利用したｅラーニングによる授業実践な

どＩＣＴを体験的に活用することとしている。（資料９） 

２ 履修指導方法 

（１）履修指導方法 

看護学部における履修指導方法は、授業を受ける学生に対して、教員が相談に応

じる専用の時間を設けることにより、きめ細やかな教育指導を行う体制を整えると

ともに、学期ごとに学年別の履修ガイダンスを実施したうえで、学生の適性や能力

に応じて学生の履修科目の選択に関する助言を行う専門的な職員を配置し、個別の

履修相談に応じるなど、学生の履修指導体制を整備する。 

また、専門教育科目では、看護学の学問体系と学習段階に即した授業科目を配置

しており、学部教育段階では、基礎的な専門知識や技能を確実に修得させることに

重点を置くことが重要であることを踏まえたうえで、単位制度の実質化を図る観点

から、特定の学期における偏りのある履修登録を避け、学生が学習目標に沿った適

切な授業科目の履修が可能となるように、養成する具体的な人材像に対応した典型

的な履修モデルを提示する。（資料１０） 

25 



（２）保健師養成課程 

保健師養成課程における履修指導方法は、入学時及び２年次の履修ガイダンス

において、保健師養成課程の概要及び履修人数、選抜時期、志望条件、選抜基準

について周知したうえで、履修ガイダンスにおいて保健師養成課程に係る履修希

望調査を実施するとともに、保健師養成課程の履修科目の選択に関する助言を行

う専門的な職員を配置し、個別の履修相談に応じるなどの履修指導体制を整備す

る。 

なお、保健師養成課程履修者の選抜については、別紙の通りとする。（資料１１） 

３ 卒業要件 

看護学部における卒業要件は、学部に４年以上在学し、体系的な授業科目の履修に

より、１２４単位以上を修得することとし、共通基盤教育については、必修科目１０

単位を含む１７単位以上、専門基礎導入科目・専門基礎科目は必修科目２５単位を含

む２９単位以上、専門教育科目については、必修科目７４単位を含む７８単位以上を

修得することとする。 

保健師国家試験受験希望者は卒業要件を満たし、専門基礎導入科目・専門基礎科目、

専門科目から「疫学Ⅱ」「保健医療福祉行政論Ⅱ」「保健統計学Ⅱ」「家族看護学」「認

知症ケア論」の５科目と、専門科目の公衆衛生看護学科目群から、「公衆衛生看護活

動論」「公衆衛生看護活動論」「公衆衛生看護管理論」「学校看護学」「産業看護学」「公

衆衛生看護技術論」「産業・学校看護学実習」「公衆衛生看護学実習」の７科目を修得

することとしている（単位数合計１３３単位以上）。 

キ 施設、設備等の整備計画 

（ａ）校地、運動場の整備計画 

看護学部の設置を計画している本学のキャンパスは、神奈川県厚木市下荻野に位

置し、現在、校地面積約１２５，６８５㎡を有していることから、学生の休息その

他の利用のための適当な空地を含む十分な校地面積が確保されており、大学教育に

相応しい環境を整えている。 

運動場は、約３８，０１６㎡の面積を校舎と同じ敷地内に確保している。運動用
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設備としては、全天候対応人工芝フィールドおよび陸上４００ｍトラックを設け、

サッカー・ラグビーおよび長短距離走の競技はもとより、フットサルやソフトボー

ル等多目的に活用できる。さらに隣接して両翼９５ｍ、センター１２０ｍの人工芝

野球場を設け、硬式野球、ソフトボールやフットサルも可能としている。加えて、

全天候型テニスコート４面も有し、授業および学生の課外活動に利用している。 

また、校地中心部に約６，７００㎡の中央緑地公園を設け、１８０席のベンチや

芝地での学生の休憩やコミュニケーションの場として活用している。この公園は、

屋外の催し物を開催する場合は、約１，５００人がステージを観覧可能で、さらに

万一の災害時には、石畳部分も利用することで、約２，０００人が一時避難可能で

ある。 

（ｂ）校舎等施設の整備計画 

本学のキャンパスでは、現在３２棟の校舎施設を有しており、その延床面積は約

９３，５０５㎡であるが、現在整備中の施設が平成２７年３月に完成すると、建物

数３４棟、延床面積は約１００，６７８㎡となる。 

学部教育に必要となる主要な教室等の内訳としては、現在は講義室７５室、演習室

２９室、実験・実習室８５室、情報処理室１４室の他、図書館、学長室、会議室、

事務室、保健室、学生自習室、学生食堂などを備えているが、さらに充実させるべ

く新棟を建設中であり、平成２７年３月には、講義室７７室、演習室３４室、実験・

実習室９４室へと増加し、キャンパスの利用計画における教育研究上の支障はない

ものと考えている。 

看護学部は、これまで継続的に教育研究環境の整備充実に努めてきたキャンパス

に設置することから、校舎等施設の整備計画については、既存の校舎等施設を有効

的に利用することとしているが、一方で、看護学部における学生数を踏まえた授業

科目や授業形態を実施するために必要となる新たな校舎等施設の建設計画も有し

ており、教育研究環境のさらなる充実を図ることとしている。 

看護学部の設置に伴い新たに建設する校舎等施設は、地上６階建、延床面積約５，

９４３㎡で、その内訳としては、看護学部の専用部分として、基礎・精神看護学実

習室１室、成人・老年看護学実習室１室、在宅・公衆衛生看護学実習室１室、母性・

小児看護学実習室１室、専用講義室１室、教員研究室２５室、共同研究室２室、男

女ロッカー室、看護ベッドトレーニング室を整備し、また共用施設として講義室３
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室、ゼミ室４室、等を整備することとしている。 

看護学部の設置に伴う教員の研究室の整備計画については、教員組織として計画

している専任教員数２２名（教授９名、准教授３名、講師７名、助教３名）に対し

て、１室当たり約３０㎡の専任教員研究室２６室と共同研究室２室を設けるととも

に、教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事する専任助手１０人を配置すること

から、助手室４室を設けることとしている。 

設備の整備計画については、大学全体として使用していた校具７，２４８点を有

効的に転共用するとともに、看護学部における学生数を踏まえた授業科目や授業形

態を実施するために必要となる新たな設備として、看護基礎実習や母性看護実習の

専用機器など、教具・校具合わせて５，７０１点を整備することとしている。 

（ｃ）図書等の資料及び図書館の整備計画 

① 図書等の資料の整備計画

本学キャンパスの図書館では、図書等の資料について、現在、図書２４１，

２２４冊（うち外国書６２，５４５冊）を所蔵しているとともに、学術雑誌３，

２１５誌（うち外国雑誌１,４７０誌）のほか、電子ジャーナル４，２３５種、

ビデオやＤＶＤなどの視聴覚資料６，７６４点の整備がなされていることから、

教育研究に支障はないものと考えている。 

看護学部の設置計画に伴う図書等の資料の整備計画としては、これまで、大

学全体として整備してきた専門図書のうち医学・衛生学・栄養学・薬学・臨床

心理学などの関連分野を９,４５８冊所蔵しており、雑誌についても３７誌を購

読しており、有効に転用するとともに、これらに加えて、新たに看護学分野の

教育研究を行うために必要となる図書等の資料の整備計画として、専門図書４，

９２０冊（うち外国書５００冊）、学術雑誌１００種（うち外国雑誌 電子ジャ

ーナル２種、１，１４０誌）、学術データベース５点、視聴覚資料７５点を整備

することとしている。また、開設後については、看護学部のために図書館の経

常予算を増額し、整備を図る。 

② 図書館の整備計画

図書館の機能としては、大学全体の収容定員の約１２％にあたる６２９席の

閲覧座席数を整備するとともに、学生の主体的な学習の場として、電子黒板・

ディスカッションテーブル等のＩＴ機器と可動机、壁面ホワイトボードを備え
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た Active Learning Room４室とシラバス図書を集めた Reference Learning Room

からなる Active Learning space を設けている。その他視聴覚ブース、サービ

スカウンター、レファレンスカウンターを有し人的サービスを提供している。 

電子的環境としては、館内に検索・電子資料閲覧・レポート作成等用途の汎

用利用者パソコン３０台、検索用パソコン７台を備え、また利用可能な電子・

冊子体資料を垣根なく適切にナビゲート可能なディスカバーリーサービス

“World Cat Local”を国内で初めて導入し、図書館ホームページの検索窓から

使用可能としている。 

図書館システムは株式会社富士通製の「iLiswave-J」が稼働しており、国立

情報学研究所の所蔵目録の検索、医学中央雑誌や看護文献基本データベース

CINAHL 等の論文検索、他大学図書館等との文献複写・相互貸借等サービスを可

能としているほか、ディスカバーリーサービスにより世界最大の目録データベ

ース OCLCの World Catデータの参照も可能である。また、検索学術情報リポジ

トリとして、研究紀要論文（１,０５１件）、学位論文（２件）のほか、日産自

動車カタログコレクション目録データ（４９７件）、地域資料として「NPO 法人

雨岳文庫を活用する会」と連携し、伊勢原市歴史史料である雨岳文庫データベ

ース（１０,３６５件）等を公開し、学内学術情報だけでなく地域と結びついた

特色ある情報発信を行っている。 

平成２４年度「私立大学教育研究活性化設備整備事業」に採択された取組み

を継続的に推し進めており、図書館委員会を中心として、教員による授業内で

の設備・資料の活用を推進し、主体的な学習の場としての「空間」、適切なナビ

ゲートシステムに支えられた学びのための「資料」、スタッフによる人的サポー

ト「人」の３つが授業と密接にリンクした学習支援体制を整備している。 

ク 入学者選抜の概要 

１ 基本方針 

看護学部における入学者選抜の基本方針は、入学志願者の大学教育を受けるに相応

しい能力や適性等を多面的に判定し、公正かつ妥当な方法で実施する。また、学部の

教育理念、教育内容等に応じた入学者受入方針を明確にするとともに、これに基づき、
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入学後の教育との関連を十分に踏まえたえうで、入試方法の多様化、評価尺度の多元

化に努めることする。 

２ 受入方針 

看護学部では、高等教育の大衆化の進行と生涯学習への移行を踏まえ、学部段階の

専門教育では特定分野における完成教育というよりも、生涯学び続ける基礎を培うよ

り普遍的な教育が求められていることから、教養教育及び専門分野の基礎・基本を重

視した教育を行うことにより、専門的素養のある人材として活躍できる基礎的能力や

生涯学習の基礎等を培うこととしている。 

特に、学部段階における看護教育は、看護生涯学習の出発点であることを踏まえ、

学部卒業後、看護専門職として就業し、実務等を通じて、あるいは継続的な教育や研

修の機会等を通じて、看護専門職に成長していくうえでの基礎的資質や能力を身に付

けるための看護基礎教育を重視することとしている。 

このような看護学部の養成する人材や教育課程の編成との関連性を踏まえて、アド

ミッション・ポリシーは、看護学分野に対する興味と関心及び看護師に対する職業意

識、さらには、国家試験の受験資格の取得及び国家試験の合格に向けての学習意欲を

有している者を受け入れることを基本としつつ、学部教育を受けるに相応しい基礎学

力と適性能力を有している者を受け入れることとする。 

看護学部のアドミッション・ポリシーは、以下の通り整理することができる。 

① 看護学分野に対する興味と関心を持ち、看護師に対する職業意識を有している。 

② 学部教育及び国家試験の受験資格の取得並びに国家試験の合格に向けての学習

意欲を有している。 

③ 高等学校で履修した主要科目について、教科書レベルの基本的な知識を有し、基

礎的な課題を解くことができる。 

④ 自分の考えを適切に表現することができ、他者に対して的確に伝えることができ

る。 

なお、看護学部の入学者の受入方針に対する入学者選抜における判定方法につい

ては、「看護学分野に対する興味と関心を持ち、看護師に対する職業意識を有してい

る」及び「学部教育及び国家試験の受験資格の取得並びに国家試験の合格に向けての

学習意欲を有している」ことについては、面接あるいは出願時の提出書類により判定

30 



する。 

また、「高等学校で履修した主要科目について、教科書レベルの基本的な知識を有

し、基礎的な課題を解くことができる」ことについては、書類審査、基礎学力の確認

試験又は学力検査、により判定することとし、「自分の考えを適切に表現することが

でき、他者に対して的確に伝えることができる」ことについては、面接あるいは出願

時の提出書類により判定することとしている。 

３ 選抜方法 

（１）実施方法及び定員割合 

入学者選抜の実施方法は、看護学部における入学者選抜の受入方針を踏まえた

うえで、特別選抜試験と一般選抜試験、大学入試センター試験により実施すると

ともに、特別選抜試験においては、評価尺度の多元化を推進することから、指定

校推薦選抜及び公募推薦選抜、アドミッション・オフィス選抜により実施するこ

ととし、特別選抜試験と一般選抜試験の募集定員の割合については，特別選抜試

験の募集定員を３０名とし、一般選抜試験及び大学入試センター試験による募集

定員を５０名とする。 

（２）アドミッション・オフィス選抜（平成 28年度入試から実施予定） 

特別選抜試験におけるアドミッション・オフィス選抜は、詳細な書類審査と時間

を掛けた丁寧な面接、基礎学力の確認試験（化学又は生物）を組み合わせることに

より、入学志願者の能力及び適性や学習に対する意欲、目的意識等を総合的に判定

することとしており、入学手続きをとった者に対しては、出身高等学校と協力しつ

つ、入学までに取り組むべき課題を課すなど、入学後の学習のための準備をあらか

じめ用意することとしている。 

募集人数：８名 

選抜方法：当該学科に関する内容のレクチャーを受け、当日、受験会場内で課

題に対してのレポートを作成させ提出させる。提出されたレポート

内容に関しての質疑応答を含めた面接を行い、確認試験（化学又は

生物）の結果を含め選抜を行う。レクチャーから面接、確認試験ま

で、約４時間程度の選抜試験となる。 

確認試験：化学基礎・化学、または生物基礎・生物であるが、化学と生物につ
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いては出題範囲を事前に明示する。 

入試スケジュール：１期 出願期間 ８月１日（金）～６日（水） 

試験日   ８月２０日（水） 

合格発表日 ８月２７日（水） 

２期 出願期間 ９月８日（月）～１８日（木） 

試験日   ９月２７日（土） 

合格発表日 １０月３日（金） 

（３）指定校推薦選抜 

特別選抜試験における指定校推薦選抜は、出身高等学校長の推薦に基づき、学力

検査を免除し、学部において求める学生像と入学志願者に求める能力や適性、意欲、

関心等を調査書及び面接を課すことにより、多面的かつ総合的に評価する。 

募集人数：１０名 

選抜方法：学校長の推薦書、調査書、面接により選抜を行う。 

入試スケジュール：出願期間  １０月３０日（木）～１１月３日（月） 

試験日   １１月９日（日） 

合格発表日 １１月１４日（金） 

なお、平成２７年度入試においては、以下の入試スケジュールでの実施を予定し

て、アドミッション・オフィス選抜を行わないことから、募集人数を１４名とする。 

入試スケジュール：出願期間  １１月２５日（火）～１２月５日（金） 

 試験日   １２月１３日（土） 

 合格発表日 １２月１９日（金） 

（４）公募推薦選抜 

 特別選抜試験における公募推薦選抜は、出身高等学校長の推薦を受け、学部にお

いて求める学生像と入学志願者に求める能力や適性等に基づき、調査書及び面接、

基礎学力の確認試験（化学又は生物）を組み合わせることにより、入学志願者の能

力、適性、意欲、関心等を多面的かつ総合的に評価する。 

募集人数：７名 

選抜方法：学校長の推薦書、調査書、確認試験（化学又は生物）、面接により選

抜を行う。 

確認試験：化学基礎・化学、または生物基礎・生物であるが、化学と生 
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物については出題範囲を事前に明示する。 

入試スケジュール：出願期間  １０月３０日（木）～１１月３日（月） 

試験日   １１月９日（日） 

合格発表日 １１月１４日（金） 

なお、平成２７年度入試においては、以下の入試スケジュールでの実施を予定し

て、アドミッション・オフィス選抜を行わないことから、募集人数を１１名とする。 

入試スケジュール：出願期間  １１月２５日（火）～１２月５日（金） 

 試験日   １２月１３日（土） 

 合格発表日 １２月１９日（金） 

（５）自己推薦入試 

  特別選抜試験における自己推薦選抜は、受験生本人の大学進学目的と勉学意欲を重

視することから、評価観点を事前に知らせた面接とともに、看護学科にて必要となる

基礎学力を確認試験で確認をする。面接と確認試験の配点割合は、面接４０％、確認

試験６０％とし、総合点により選抜を行う。 

募集人数：５名 

選抜方法：面接と確認試験（化学又は生物）により選抜を行う。 

確認試験：化学基礎・化学、または生物基礎・生物であるが、化学と生 

物については出題範囲を事前に明示する。 

入試スケジュール：出願期間  １１月２５日（火）～１２月５日（金） 

  試験日   １２月１３日（土） 

  合格発表日 １２月１９日（金） 

（６）一般選抜試験 

一般選抜試験は、学力検査として英語、国語及び数学の３教科、又は英語、国語

及び理科（化学・生物から１科目）の３教科を課す方式として、入学志願者の学習

能力をできる限り合理的に判定することができるように出題方針を立てるととも

に、出願時に看護学部への志望動機を記載させる書類を志願者に課すことにより、

入学者の受入方針に基づく、自ら学ぶ意欲や関心、適性等を適切に判断することと

している。 

募集人数：２５名 

選抜方法：英語、国語及び数学の３教科、又は英語、国語及び理科（化学・生
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物から１科目）の３教科の総合点で選抜する。数学と理科の両方を

受験した場合は高得点の教科を選抜に使用する。 

出題科目は、数学：数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ 英語：英語Ⅰ、英語

Ⅱ、リーディング 国語：国語総合（現代文のみ） 化学：化学基

礎、化学 生物：生物Ⅰ、生物 

入試スケジュール：Ａ日程入試 

出願期間  １月５日（土）～１月３０日（金） 

試験日   １月３１日（土）、２月１日（日）、２月３日（月） 

合格発表日 ２月６日（金） 

Ｂ日程入試 

出願期間  ２月４日（水）～２月２３日（月） 

試験日   ２月２６日（木） 

合格発表日 ３月４日（水） 

なお、平成２７年度入試においては、大学入試センター試験利用選抜試験を行わ

ないことから、募集人数を５０名とする。 

（７）大学入試センター試験利用選抜試験（平成 28年度入試から実施予定） 

大学入試センター試験利用選抜試験は、一般選抜試験とは異なる尺度により、受

験生の多様な資質や能力などを評価する方法として実施することとし、大学入試セ

ンター試験の成績の利用方法は、国語、理科、外国語、数学から任意の３教科が一

定の学力水準に達しているか否かの判定に用いることとしている。また、出願時に

看護学部への志望動機を記載させる書類を志願者に課すことにより、入学者の受入

方針に基づく、自ら学ぶ意欲や関心、適性等を適切に判断することとしている。 

募集人数：２５名 

選抜方法：国語、理科、外国語、数学から任意の３教科３科目の総合点で選抜

する。４教科４科目以上受験の場合は、高得点の３教科３科目を使

用する。 

各教科の科目は、国語：国語（近代以降の文章） 理科：化学、生物 

外国語：英語、または英語＋リスニング 数学：数学Ⅰ、数学Ⅰ・数

学Ａ，数学Ⅱ、数学Ⅱ・数学Ｂ  

入試スケジュール：Ａ日程入試 
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出願期間 １月５日（土）～１月３１日（土） 

  試験日 大学入試センター試験の結果のみ、本学独自試験は

行わない。 

  合格発表日 ２月６日（金） 

  Ｂ日程入試 

出願期間 ２月４日（水）～２月２６日（木） 

  試験日 大学入試センター試験の結果のみ、本学独自試験は

行わない。 

  合格発表日 ３月４日（水） 

Ｃ日程入試 

出願期間 ２月２７日（金）～３月９日（月） 

  試験日 大学入試センター試験の結果のみ、本学独自試験は

行わない。 

  合格発表日 ３月１４日（土） 

４ 選抜体制 

入学者選抜の実施体制は、入学者選抜は、公平・公正に実施することを旨とし、入

試問題の漏洩など入学者選抜の信頼性を損なう事態が生じることのないように、学長

を中心とする責任体制の明確化、入試担当教職員の選任における適格性の確保、研修

の実施など実施体制の充実を図るとともに、教員や職員等の関係者が一体となり、全

学的な連携体制の確立に努める。 

試験問題の作成においては、チェック体制を不断に点検するとともに、作題者以外

の者を含めた重層な点検を行うことにより、ミスの防止と早期発見に努めることとし、

合格者の決定業務においては、電算処理や解答のチェック体制を確立し、点検・確認

するとともに、追加合格の決定業務についても、マニュアルを作成するなど、実施体

制及び決定手続きを明確にする。 

入学志願者の氏名や住所等、選抜を通じて取得した個人情報については、漏洩や選

抜以外の目的の利用がないよう、その保護に十分留意しつつ、適切な取り扱いに努め

るとともに、入学者選抜の実施に係るミスの防止に努めるため、入学者選抜業務のプ

ロセス全体を把握したうえで、ミスを防止するためのガイドラインの作成により、業

35 



務全体のチェック体制を確立する。 

ケ 資格取得を目的とする場合 

本学において取得できる資格は、看護師、保健師（選択）の国家試験受験資格であ

る。資格取得要件についいては、次のように定める。 

資   格  資格取得要件 

看護師国家試験受験資格 本学科の卒業要件１２４単位を修得すること。 

保健師国家試験受験資格 

本学科の卒業要件１２４単位を満たし、かつ「疫学Ⅱ」

「保健医療福祉行政論Ⅱ」「保健統計学Ⅱ」「家族看

護学」「認知症ケア論」「公衆衛生看護活動論」「公衆

衛生看護管理論」学校看護学」「産業看護学」「公衆衛

生看護技術論」「「産業・学校看護学実習」「公衆衛生看

護学実習」の１３３単位を修得すること。 

 上記受験資格を取得するための教育課程は、「保健師助産師看護師学校養成所指定

規則」の基づき体系的に整備されており、指定規則との対比表を「教育課程と指定規

則との対比表」に掲載する。 

 保健師国家試験受験資格は資格取得要件で示したとおり、選択分野を選択する。公

衆衛生看護学の関連科目については、「公衆衛生看護学概論」（１単位）、「公衆衛生看

護活動論」（２単位）、「公衆衛生看護管理論」（１単位）、「学校看護学」（１単位）、「産

業看護学」（１単位）、「公衆衛生看護技術論」（１単位）、「産業・学校看護学実習」（１

単位）、「公衆衛生看護学実習」（４単位）の１１単位を用意している。専門基礎科目

及び専門科目から「疫学Ⅱ」「保健医療福祉行政論Ⅱ」「保健統計学Ⅱ」「家族看護学」

「認知症ケア論」の５科目を修得し、単位合計数１３３単位以上を修得する。 

コ 実習の具体的計画 

（ａ）実習先の確保の状況 

学生の数、臨地実習の種別、実習施設の種類、実習時間と期間などを勘案して、
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実習施設の種類別に必要な実習施設を選定するとともに、実習施設の確保につい

ては、本学から交通が便利な地域の施設を中心として確保することにより、学生

や教員の負担軽減を図ることとしている。具体的には、実習施設は大学から移動

６０分圏内を目安に施設設備が整い、教育レベルの高い施設であることを念頭に

選定した。具体的な実習先の確保の状況としては、東名厚木病院、海老名総合病

院、東海大学医学部附属病院、伊勢原協同病院、相模台病院を中心とした２００

床以上の医療機関７施設をはじめとして、保健所、保健センター、訪問看護ステ

ーション、老人保健施設、保育園、小・中学校、各種社会福祉施施設など、十分

な実習先を確保することにより、さまざまな健康レベル応じた看護を実践できる

能力を養うこととしている。 

神奈川県の保健所･保健施設における「公衆衛生看護学実習」の学生配置につい

ては県保健医療部の承諾済みであるが、実習先の決定については未定である。大学

からの実習先の距離は横須賀･三浦地区が76.5㎞であるが、公共交通機関による所

要時間は約100分であり、宿泊は伴わないと考えている。また、神奈川県内の移動

においては、電車やバス等の公共交通機関の利便性が非常に高いことから、自宅や

下宿先からの移動に配慮した実習先を選定することとしている。（資料１２、１３、

２８） 

（ｂ）実習先との契約内容 

実習に先立ち、実習施設と本学が実習について「誓約書」を取り交わす（資料

１４）。その後、実習施設に実習内容、実習時期、学生人数などの「実習受入依頼」

を提出する（資料１５）。また、実習開始時には、実習先に確認を得た「看護学

実習に関する説明と同意書」を用いて、学生が受け持つ対象に十分な説明を行い、

看護援助の同意を得る（資料１６）。 

（ｃ）看護学実習の水準の確保について 

１ 大学側の実習指導体制 

看護学実習の教育目標は、実践活動の場での課題発見、解決を通して、各専

門領域における適切な看護実践を行うために必要とされる専門的知識及び技術

の統合を図ることによる実践能力を高めることであり、学内で修得した知識や

技術を実際の看護実践の場面に適用し、理論と実践を結びつけて理解できるこ

とをねらいとする。教育目標の達成に資するよう、各教育内容の目標に則した
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実習内容と実習指導を行うことで、実習水準の確保を図り、教育効果をあげる

ために、原則として、少人数グループにより実施するとともに、各演習等学内

における十分な事前指導及び事後評価を行う体制を整えることにより、実習水

準の確保を目指すこととしている。 

看護学実習は、「基礎看護学」「成人看護学」「老年看護学」「小児看護学」

「母性看護学」「精神看護学」「在宅看護学」の各専門科目に分かれて行われ

るため、各専門科目実習での責任は各科目責任者となる教授職もしくは准教授

職にある者がその責務を負う。各科目責任者は、実習施設毎に６人～７人の学

生に対して指導を行う教員１人（以降、実習担当教員と称す）（教授、准教授、

講師、助教、助手）を配置し日々の実習運営を行う。各実習施設と事前に協議

し、実習の目的と実習内容において、教員の指導が巡回でよいものはその限り

ではない。各科目責任者は、配置した実習担当教員より日々の学生の様子と指

導のあり方、現状の課題について報告をうける。科目責任者は、実習担当教員

へ実習指導の方法について共に検討し、学習目標が達成できるように、学生と

実習担当教員に対して、共に成長できるように指導へ関わることとする。 

具体的には、科目責任者は次のことを行う。実習開始前に実習の目的、実習

内容、実習方法、評価等に関することを科目専任教員と助手または非常勤助手

が意思統一できるように会議を開催する。実習中は、実習の進捗状況の報告を

うけ、状況を把握し実習担当教員を指導し、相談をうける。特に経験の浅い助

教、助手、非常勤助手については実習指導過程について助言・指導を行う。実

習後は、学生の学習目標の達成度を把握し、成績と単位認定について統括する。 

２ 実習担当教員等の役割 

  実習担当教員は、学生の実習が円滑に進み学習目標が達成されるように関わ

る。具体的には、以下に述べる。 

（１）実習開始前に施設実習指導者と病棟責任者、看護部責任者へ実習の目標

実習期間、実習内容等の説明を十分に行い理解と協力を得る。 

（２）実習開始前に個人的配慮が必要な学生がいる場合は、実習指導者と情報

を共有する。 

（３）日々の実習に学生と同行し、実習指導者やスタッフとの調整をはかると

共に受け持ち患者とその家族に対して配慮し、学生が実習しやすいように

38 



環境調整を行う。 

（４）日々のカンファレンスにおいて実習の学びを振り返り、理論やエビデン

スとつなげ机上の学習と実践をつなげる。 

（５）実習の進捗状況や課題、学生指導全般について、科目責任者へ報告する。 

（６）学生の健康状態を常に観察し、不安があれば実習指導者と科目責任者へ

相談する。 

（７）実習開始前に個人情報の保護、安全管理、施設の規律順守について学生

へオリエンテーションを行い、実習中は学生と同行し事故のないように常

に気を配る。 

（ｄ）実習先との連携体制 

１ 実習担当教員と実習指導者との役割分担 

 実習担当教員は学生に関することに責任をもち、実習指導者は学生が担当す

る対象者とその家族に責任をもつことを基本姿勢とする。 

実習担当教員は事前に実習施設へ研修に行き実習環境を確認するとともに、

実習指導者と信頼関係を構築するように努める。また、実習の目的、実習の

内容、実習方法について協議し、学生が効果的にかつ精神的に過度の負荷が

かからないように環境を調整する。また、大学内での演習項目や履修科目等

の状況、看護学生が施行しても良い看護援助の実施基準等を説明する。この

ことにより、実習指導者並びにスタッフが学生の実習準備状況を把握でき、

かつ看護スタッフ間で情報を共有し施設側で統一した指導をしてもらえるよ

うに準備体制を整える。実習担当教員は実習中、個々の学生の状況に合わせ

た指導を行い、実習記録を用いて実践と思考の統合の理解を助け、対象に合

わせた看護過程を展開し、学習目標を達成できるように助け、評価を行う。 

実習指導者は、学生が学習目標を達成できるように学生が担当する対象者を

選定し対象者への承諾を得ること、実習が進行しやすい環境を調整し、学生が

施行する対象者への直接的な看護行為に関する指導と助言を主な役割とする。 

２ 定期的な会議の開催 

  看護学実習の実施においては、本学と実習施設との信頼関係が不可欠であり、

実習における教育効果は、相互の信頼関係が深いほど高いものとなることが期

待される。実習目的の達成と円滑な指導体制のために、次の会議を開催する。 
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（１）実習指導調整会議 

各病院・施設の実習指導者と大学教員による実習内容および実習指導

に関する事項について審議し、大学と臨床の提携を密にし、この会議で、

本学の教育研究上の目的、人材養成の目的、教育課程編成の考え方、臨

地実習における到達目標などについての共通理解を図る。 

（２）実習施設別調整会議 

実習施設毎に個別の事前打ち合わせ会、終了後に検討会等の調整会議

を行う。実習施設別調整会議には実習科目責任者及び実習担当教員また

は非常勤助手が出席し、実習内容、方法、評価について実習先責任者と

検討し、次年度に向けての実習についても合わせて検討する。 

３ その他の連携 

実習施設と実習指導者との連携強化を目的に次にあげる事項を開催する。 

（１）実習指導者勉強会 

大学は実習指導の質を高めるために実習指導者ならびに実習指導者を

目指す者、専任教員、助手を対象に勉強会を開催する。ここでは、理論や

ロールプレイ等の方法を取り入れ実践に近い形で学習できるものとする。

定期的な勉強会の開催による看護学実習の総括や問題点の抽出、課題の検

討を行うことにより、指導力の向上に努める。結果的には大学と施設との

交流が深められることを期待する。 

（２）大学施設の共同利用 

実習施設の看護師の研究や研修の支援として、図書館の利用や演習室

の使用についても授業に支障の無いときは認めるなど、実習施設の発展

と向上に協力する。 

（３）授業への協力 

看護過程展開など実際の看護場面の想定などについて、講義や演習の効

果が上がると考えられる場合、また必要時、臨床先の看護師等がゲスト

スピーカーとして学生に臨床現場等の話をする機会を持つなど教育の向

上を共にはかる。 

（４）大学教員の派遣 

実習施設側からの依頼があれば、研修講師等を積極的に受けいれる。ま
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た、施設看護師が行う看護研究の計画と実施、学会発表等の助言も積極

的に行い看護レベルの向上に寄与することとする。 

（ｅ）実習前の準備状況（感染予防対策・保険等の加入状況） 

１ 感染予防対策 

学生及び実習施設における感染予防対策として、初年度（１学年次）の健康

診断時に血液検査を行い、感染症抗体価を調べる。感染症抗体価は、麻疹、風 

疹、水痘、流行性耳下腺炎、ツベルクリン反応、Ｂ型肝炎 、Ｃ型肝炎の免疫

獲得状況と感染の有無について把握し、可能な限り予防接種を推奨する。学生

には、入学時点で感染症の検査を行い抗体価の低い場合は予防接種を推奨する

こと、感染症の有無を確認し大学がその情報を管理すること、実習施設からの

要請があれば情報を提供すること、毎年の定期健康診断を必ず受けることなど

を説明することとする。感染症の予防接種については、２年次の「基礎看護学

実習Ⅱ」前までに抗体価を獲得できるように学生へ予防接種を受けるようにア

ドバイザー教員を中心に積極的に働きかけることとする。実習中は感染予防に

関するガイドラインを学生へ説明し実施できるように指導を行う。また、実習

担当教員は常に学生の健康状態に気を配り、受け持ち対象者とその周囲への感

染を未然に防ぐように注意を払う。（資料１７） 

２ 保険等の加入状況 

実習生が実習中又は実習先への往復途上に被った不慮の災害事故の補償と

第三者に怪我を負わせた場合や第三者の所有物を破損した場合の補償などに

備えて、実習賠償責任保険に加入する。この保険は１年次から４年次までの加

入を促す。  

  ３ 個人情報保護 

（１）大学と実習施設は、実習前に個人情報保護に関する取り決めを行い、協

定する。 

（２）実習事前指導において、人権の尊重、個人情報保護に関する法やその内

容を理解させ、個人情報保護の基本的考え方・態度を修得できるように指

導する。   

４ 医療安全教育 

３年前期の必修科目「医療安全学」の講義で、ヒューマンエラーの理解、
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看護の質とリスク・マネジメントの関係についての基礎的理解を図る。 

（ｆ）事前・事後における指導計画 

１ 実習前、実習後の計画 

臨地実習では、実践の場での「課題発見、問題解決」と「専門的知識と技

術の統合」を重視することから、実習の前に関連科目の履修を終えるととも

に、事前準備に十分な時間をかけて、実習の目的や目標、実習施設の概略を

学生に周知・動機付け、知識の整理、研究課題の検討などを行うこととする。

また、実習終了後においても、それぞれの実習施設における実習内容、研究

課題の報告、実践の場で学んだ事項などの情報交換や指導など、総合的な事

後学習を行い、学内での学習と臨地実習をより有効的に結び付け、知識と技

術の統合を図ることとしている。具体的には次の内容を計画している。 

（１）実習前の指導計画 

① 全体オリエンテーション

年度の実習開始時の全体オリエンテーションでは、その学年ごとに１年

間の実習の全体について説明し、学生に実習に臨む自覚を持たせる。実

習の目的・目標、実習記録、提出物および提出方法、成績評価、専任教

員との連絡方法などについて説明を行い、実習について具体的なイメー

ジを持たせる。（資料１８） 

② 科目実習ごとのオリエンテーション

各科目実習オリエンテーションを行う。ここで、各科目の実習の目的や

目標、評価を説明する。また実習にあたっての心構え、守秘義務、学生

自身が病気や怪我をした時の対応、事故をおこさないための注意点、万

一事故が発生した場合の対応等を再度説明し理解できているかを確認す

る。オリエンテーションの情報から意欲的に実習の事前学習へとつなげ

るようにする。 

③ 各科目実習の実習担当教員オリエンテーション

実習開始前に各科目実習の実習担当教員は実習施設別のオリエンテー

ションを実施し、実習施設の特徴や規律についても説明する。事前学習

として、実習に関連する疾患とその治療を紹介し、関連した文献、医学

書、看護援助等について学ぶように促す。 
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（２）実習後の指導計画 

① カンファレンスの開催と面談

実習終了後、学内で、実習での学びを学生同士で共有する。 さらに、

実習担当教員は学生と個人面談を行い、それぞれの学生の学習内容と課題

を明らかにし、それぞれが次の課題に取り組んでいけるように支援する。 

② 支援が必要な学生への継続的な関わり

最低限の学生の学習目標が達成されたが身体的・心理的に弱い場合など、

必要時、次の科目実習を担当する実習担当教員へ引き継ぎを行う。また

継続的に指導と見守りが必要な学生は、アドバイザー教員へも引き継ぎ、

場合によっては心理カウンセラーの面接へとつなげることもある。 

（資料１９） 

（ｇ）教員及び助手の配置並びに巡回指導計画 

教員及び助手の配置については、実習グループ６～７人ごとに実習担当教員

１人を配置する計画としている。 

実習中の巡回指導については、実習施設の実習指導者に対して、実習の実施

における不都合の有無、学生の実習態度、教育上の改善事項、日程や内容の確

認、意見交換などを行うことにより、相互理解を深めることとする。 

「小児看護学実習Ⅰ（発達援助）」、「老年看護学実習Ⅰ（地域）」、「老年看護

学実習Ⅱ（施設）」、「在宅看護学実習」、「産業・学校看護学実習」、「公衆衛生看

護学実習」などの実習においては、各実習施設の指導者に実際の指導を依頼し、

助手を含む教員は実習中に巡回指導を行う。 

また、講義と実習を同時に担当する場合は、無理のないよう時間割を調整す

ることとしている。（資料２０） 

（ｈ）実習施設における指導者の配置計画 

実習施設における実習指導者の配置については、実習施設ごとの各グループ

に看護師（助産師、保健師）の資格を有した実習指導者を１～２名配置し、実

習期間中は実習指導者として専念できる環境を整えてもらうこと、可能な限り

同じ実習指導者を配置してもらい、一貫した指導と実習担当教員と連携がはか

れるように実習施設側へ依頼している。 

43 



（ｉ) 成績評価体制及び単位認定方法 

看護学実習における成績評価については、予め定める実習評価基準に基づい

て、実習担当教員が行うこととし、実習施設における実習指導者の評価及び出

欠等の状況、実習記録、実習レポート、自己評価表、面接などにより、実習目

標の到達度合に照らしながら、総合的な判断の基に評価を行い、単位の認定を

行うこととする。なお、成績評価の対象となるのは、所定の実習時間の５分の

４以上を出席した者とする。 

Ａ 実習計画の概要 

１ 実習目標（実習のねらい） 

看護学実習は各看護学の講義、演習により得た科学的な知識・技術を実際の患

者（対象者）を対象に実践し、既習の理論、知識、技術を統合し、深化させ、看

護の対象者と相互行為を展開し、看護実践力を修得することを目的とする。また、

看護観の形成、看護の専門職業人としての態度・志向性を修得することである。 

本学部の人材養成の目的と到達目標を踏まえて、看護実践能力を習得するための 

授業形態の一つとして実習を配置する。その実践過程においては、倫理的判断お 

よびクリティカルシンキングに基づいた看護を目指すと共に他関連職種と連携し 

ながら、看護職としての役割を果たすことの理解を深めることとする。 

（１）看護学実習の目的 

看護学実習は、さまざまな看護実践の場に身を置き、あらゆる健康レベ

ル、発達段階にある人々との関わりを通して、知識･技術･態度の統合をは

かり、総合的な看護実践の基礎的能力を培うことを目的とする。 

（２）看護学実習の目標 

① 看護専門職者として対象となる人々の人権を尊重し、あらゆるケアに

おいて、看護者は倫理観に支えられた権利擁護者であることを体験的に

学習することができる。 

② 対象となる人々や家族らと信頼関係を築くことに努め、ケアリングを

実践できる援助関係を形成する能力を養うことができる。 

③ 対象となる人々や家族らの生活の質（ＱＯＬ）の向上を目指して、創
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造的なクリティカルシンキングに基づいた看護の過程を展開できる能力

を養うことができる。 

④ 保健・医療・福祉の協働を目指すなかで、看護の専門性、自律性を育

みながら、調整者としての素養を養うことができる。 

⑤ 根拠に基づき、人間性豊かな看護を実践できる能力を養うことができ

る。 

２ 実習単位、主な内容、実習施設、時期、学生の配置等 

本学部のカリキュラムは、卒業要件を124単位以上にして、「共通基盤教育」17

単位以上、「専門基礎導入科目・専門基礎科目」29単位以上、「専門科目」78単

位で構成している。そのうち、看護学実習は23単位で構成し、さらに保健師希望

者は5単位の実習が必要であり、看護学実習は看護学教育の大きな位置を占めてい

る。実践の科学である看護を学習するには不可欠な授業科目であり、看護学実習

は、別紙の通り構成される。（資料２１） 

各看護学領域の実習は１年次前期の基礎看護学実習（早期体験実習）から始ま

り、４年次前期までの各看護学実習終了時には２１単位、さらに統合実習の２単

位を加え、計２３単位を修得する。 

「基礎看護学実習Ⅰ（早期体験実習）」では医療機関における看護活動の見学

および看護への参加体験を通して、療養者の生活の場である病院環境と看護の役

割機能に関する理解を深めることをねらいとする。その後、学内講義や演習を経

て２年次の「基礎看護学実習Ⅱ（看護援助過程実習）」につながる。当該実習で

は医療機関で健康障害により日常の生活援助を必要とする患者に対して、既習の

看護学の知識・技術・態度を適用・応用し、患者を総合的に理解し、基本的ニー

ズを把握し、個別的な看護活動を実践するための基礎的能力を修得する。さらに、

各看護学領域実習前に、地域で生活する健康な子どもと高齢者を対象とした実習  

「小児看護学実習Ⅰ（発達段階）」「老年看護学実習Ⅰ（地域）」を計画した。

「小児看護学実習Ⅰ（発達段階）」では地域・集団の中で生活をしている乳幼児

の日常生活と遊びの支援を通して、子どもの成長・発達の過程、取り巻く環境や

地域サポートシステムを理解し、「老年看護学実習Ⅰ（地域）」では地域で生活

する老年者の特性を理解し、老年者の自立支援に関わる援助を学ぶ。 
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３年次の各看護学領域別実習開始前に「実践総合演習（ＯＳＣＥ）」では、既

習の知識・技術・態度を統合し、臨床で実施する頻度の高い基礎的な援助の課題

について客観的な評価を行う。評価はＳＰ（Simulated Patient）の協力を得て、

看護学実習に臨むにあたり、学生は自己の臨床能力の課題を明確にし、必要な学

習に主体的に取り組むことを目指す。各看護学実習においてもそれぞれの目的・

目標の到達度と同時に基本とする技術項目について、チェックを行う。最終的な

実習として「看護統合実習」を設定しているが、実習前後には技術項目の到達度

チェックを行い、自己の課題を明確にする。「看護統合実習」では卒業時に学生

が学んだことと臨床現場とのギャップをできるだけ少なくするために、複数の対

象を受け持ち、日中以外の時間帯の対象者の援助と看護管理の実際を学ぶ。４年

間の看護学実習を通して、本学の教育研究上の目的の専門職者として成長するた

めの基礎的資質と実践能力の育成を目指すものである。 

３ 各実習科目の目的と到達目標（資料２２） 

【基礎看護学実習Ⅰ】

目的：医療機関における看護活動の見学および看護への参加体験を通して、療

養者の生活の場である病院環境と看護の役割機能に関する理解を深める

ことをねらいとする。実習内容として、患者の療養環境の特徴および病

院・病棟の機能と構造、看護の役割機能と看護活動の一日の流れを理解

し、看護活動の見学や参加体験、患者とのコミュニケーションを通して

患者の療養生活の実際を知る。

到達目標：① 対象を尊重した態度で、患者とコミュニケーションを図ること

ができる。

② 入院患者の生活状況（療養環境、一日の過ごし方、日常生活行

動等）を理解することができる。

③ 医療機関における看護の役割・機能について理解を深めること

ができる。

④ 看護学生として責任ある態度で行動することができる。

【基礎看護学実習Ⅱ】

目的：医療機関において健康障害により日常の生活援助を必要とする患者に対
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して、既習の看護学の知識・技術・態度を適用・応用し、患者を総合的

に理解し、基本的ニーズを把握し、個別的な看護活動を実践するための

基礎的能力を習得する。１名の患者を受け持ち、患者と援助的人間関係

を築き、安全・安楽に基づく看護過程を展開するプロセスについて学ぶ。

また、看護チームの一員としての連携や看護学生としての倫理的行動の

実際について学ぶ。

到達目標：① 看護者として患者とコミュニケーションを図り、援助的人間関

係について理解を深めることができる。

② 健康障害をもつ対象の健康上のニーズを看護の視点から捉える

ことができる。

③ 対象の個別性を考慮した看護計画を立案し、実施・評価するこ

とができる。

④ 看護チームの一員として、責任ある態度で行動することができ

る。

⑤ 看護の実際を体験的に学ぶ中から、看護実践の科学性と個別性

について理解を深めることができる。

【成人看護学実習Ⅰ】

目的：急性期や周手術期にある成人患者の心身の特徴をふまえて、健康レベル

に応じた援助について実践を通して学習する。具体的には周手術期の対

象を受け持ち、系統的な情報収集を図り、アセスメント、看護診断、対

象の個別性に応じた健康回復に向けての援助計画の立案、実施、評価の

一連の看護過程を展開する。

到達目標：① コミュニケーションやフィジカルアセスメントを行って、周手

術期にある成人の系統的な情報収集およびアセスメントができる。 

② 収集した情報に基づいたデータベースや関連図の作成を行な

って、看護問題の抽出ができる。

③ 抽出した看護問題に応じた看護計画が立案でき、優先順位が決

定できる。

④ 看護計画と治療計画を統合させた日々の行動計画が立案できる。 

⑤ それまでの講義・演習で修得した知識・技術を駆使し、行動計
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画に基づいた看護実践ができる。

⑥ 実践した看護の評価ができ、残された課題をフィードバックで

きる。

【成人看護学実習Ⅱ】

目的：慢性期にある対象の健康障害と治療への反応が発達段階および生活過程に

及ぼす影響をふまえて、対象がより最適な健康状態となるように、セルフ

ケアの習得などの援助について実践を通して学習する。具体的には慢性期

～終末期にある対象を受け持ち、情報収集、アセスメント、看護診断、援

助計画立案、実施、評価の一連の看護過程を展開する。 

到達目標：① コミュニケーションやフィジカルアセスメントを行って、慢性

期にある成人の系統的な情報収集およびアセスメントができる。

② 収集した情報に基づいたデータベースや関連図の作成を行なっ

て、看護問題の抽出ができる。

③ 抽出した看護問題に応じた看護計画が立案でき、優先順位が決

定できる。

④ 看護計画と治療計画を統合させた日々の行動計画が立案できる。 

⑤ それまでの講義・演習で修得した知識・技術を駆使し、行動計

画に基づいた看護実践ができる。

⑥ 実践した看護の評価ができ、残された課題をフィードバックで

きる。

【老年看護学実習Ⅰ】

目的：地域で生活する老年者の特性を理解し、日常生活を営むための健康を支

える老年看護に必要な知識・技術・態度を習得する。コミュニケーショ

ン技術を用いて、地域で生活する老年者（デイケア・デイサービスに通

所）と円滑な人間関係を築き、老年者の自立支援に関わる援助を実施す

る。また保健医療福祉チームの一員として、看護職の役割と連携、老年

者の地域での生活を支える社会資源の活用について理解する。介護保険

サービスを利用し、地域で生活する老年者への関心を高め、老年者を尊

重する態度を習得する。

到達目標：① 老年期にある人の特徴や発達・成熟段階を説明することができ
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る。

② コミュニケーション技術を用いて、老年者と円滑な関係を築く

ことができる。

③ 加齢に伴う日常生活にどのような障害をきたしているかを把握

することができる。

④ 基本的ニーズを充足するための日常生活への援助方法を実施す

ることができる。

⑤ 老年期にある人の生きがいや活動を理解することができる。

⑥ 老年期にある人へ関心を持ち、個人として尊重した態度をとる

ことができる。

⑦ デイケア・デイサービスにおける保健・福祉・医療チームの一

員としての看護職の役割と連携、老年者の地域での生活を支える

社会資源活用の実際を学ぶことができる。

【老年看護学実習Ⅱ】 

目的：介護老人保健施設において、家庭（在宅）での療養生活を目指しリハビ

リテーションおよび日常生活の援助を受けている高齢者の生活環境を把

握し、その人々の健康上の課題に応じた看護の実際について学ぶ。加齢

にともなう機能・能力の低下と日常生活機能についてアセスメントし、

ＱＯＬを維持・向上するための予防活動への援助をし、その人らしい生

活ができるようにするための援助について学ぶ。また、保健医療福祉に

おける関連職種の連携の実際について学ぶ。 

到達目標：① 高齢者の生活の場である介護老人保健施設の概要と特徴を説明

することができる。

② 介護老人保健施設で生活する高齢者の特徴を身体的・精神的・

社会的変化について説明することができる。

③ コミュニケーション技術を用いて、介護老人保健施設を利用す

る高齢者と円滑な人間関係を築くことができ、倫理的態度を養う

ことができる。

④ 介護老人保健施設を利用する高齢者のＱＯＬをふまえ、自立に

向けた援助を指導者と共に実施することができる。
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⑤ 保健・医療・福祉チームの一員として、施設における看護職の

役割と連携の必要性が理解できる。また、地域での生活を支える

社会資源の活用について説明することができる。 

⑥ 介護老人保健施設における実習を通して自己の高齢者観を持つ

ことができる。 

入院生活を送る老年者とその家族が持つ健康問題を解決する

ために必要な知識・技術・態度の統合を図り、老年者看護の方法

を習得することをねらいとする。退院後の生活に向けて社会資源

の活用、福祉分野との連携の実際とその中で看護職がどのような

役割を果たしているのかを考察する。 

【老年看護学実習Ⅲ】 

目的：入院生活を送る老年者とその家族が持つ健康問題を解決するために必要

な知識・技術・態度の統合を図り、老年者看護の方法を習得することを

ねらいとする。退院後の生活に向けて社会資源の活用、福祉分野との連

携の実際とその中で看護職がどのような役割を果たしているのかを考察

する。 

到達目標：① 病院で加療中の機能障害、疾患を持つ老年者の特徴を身体的・

精神的・社会的な健康面から説明することができる。

② コミュニケーション技術を用いて、病院で加療中の高齢者およ

び家族と円滑な人間関係を築くことができる。

③ 病院で加療中の高齢者と家族に生じる健康問題を把握し、加齢

に伴う機能低下・合併症の予防や退院後の生活に視点を持つ援助

を実施することができる。

④ 保健・医療・福祉チームの一員としての役割と連携を理解し、

療養生活を支える社会資源の活用について理解を深めることが

できる。 

⑤ その人の生きてきた歴史を尊重する老年看護の役割を考察し、

自己の老年者看護観を明らかにすることができる。 

【小児看護学実習Ⅰ】 

目的：健康な乳幼児の日常生活と遊びを通して小児期の特徴を理解し、成長・
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発達を促す保育の実際を学ぶことが目的である。具体的には、乳幼児の

成長・発達の特徴について理解し、子どもたちの発達段階に応じた、日

常生活行動の援助を、指導を受けながら安全に実施する。核家族化、少

子高齢化の現代、乳幼児と接する機会が激減している。本実習を受けて、

乳幼児を取り巻く環境と課題について考える。

到達目標：① 乳幼児に親しみを持って関わり、よいコミュニケーションがと

れる。

② 乳幼児の生活場面に関わり、小児の成長・発達や基本的生活習

慣について理解でき、日常生活行動の援助を、指導者とともに実

施できる。

③ 乳幼児とともに遊び、生活を共にする中で、遊びの意義や関わ

り方が理解できる。

④ 小児を取り巻く環境やサポートシステムおよび小児の健康管

理の概要、小児の成長・発達と生活環境との関連が理解できる。 

⑤ 自己の子ども観を深めることができる。

【小児看護学実習Ⅱ】 

目的：病院で療養している子どもと家族の健康上の問題を解決するための援助

を通して小児看護に必要な知識・技術・態度を修得することを目的とす

る。療養を必要とする子どもとその家族の健康を保持増進するために必

要な看護の基礎的能力を養う。看護を実施し、家庭療養、継続看護、子

どもを取り巻く地域社会、医療・保健・福祉・教育の連携の中で小児看

護の役割を理解する。

到達目標：① 子どもの成長・発達過程、健康状態が理解できる。

② 療養している子どもと家族がもつ問題を理解し、問題解決に向

けた看護の方向性、必要な援助について理解できる。

③ 子どもと家族の安全、安楽を守り、適切な援助を指導者ととも

に実践・評価できる。

④ 療養している子どもを取り巻く保健・福祉・教育の連携と協働

の中で、小児看護の役割が理解できる。

⑤ 対象者の特性を理解し、対象を尊重した行動がとれる。
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【母性看護学実習】 

目的：妊婦・産婦・褥婦および新生児の生理的変化と特徴を理解し、実践を通

して周産期の母子とその家族への援助に必要な基礎的能力を養うことを

目的とする。実習で学ぶ内容は、妊婦・産婦・褥婦、新生児への看護過

程の展開、妊娠・分娩・産褥、新生児における生理的経過の理解と必要

な援助、母子保健医療における関連機関の役割や資源の活用などである。

加えて、母性看護学実習を通し生命に対する畏敬の念を深め、自己の母

性・父性について考え、専門職を目指す学生としての姿勢や態度を養う。

到達目標：① 妊婦・産婦の身体的・心理的・社会的な変化を説明することが

できる。

② 周産期の母子とその家族に対して、正常に経過するための看護

およびセルフケア能力を高めるためのケアを立案し実施、評価す

ることできる。

③ 妊娠期、産褥期における保健指導の意義と必要な指導内容を説

明することができる。

④ 母子保健医療における関連機関の役割や社会資源の活用につい

て理解を深めることができる。

⑤ 人権ならびに生命の尊厳に対し倫理的に配慮した態度をとるこ

とができる。

【精神看護学実習】

目的：精神の健康問題をもつ患者を全人的に理解し、健康レベルに応じた看護

の基礎的な実践能力を養う。実習では、精神科病棟で精神の健康問題を

もつ患者を受け持ち、看護過程を展開する。 

到達目標：① 精神の健康問題をもつ患者を生物的、心理的、社会的側面から

理解できる。 

② 患者との治療的援助関係を形成するとともに、援助者としての

自己の課題を明確にできる。 

③ 精神の健康問題をもつ患者の健康レベルに応じた看護過程を展

開できる。

④ 保健・医療・福祉における看護及び多職種の役割を理解し、対
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象を中心とした多職種との連携と協働の在り方を説明できる。 

⑤ 自己の看護を振り返り、精神看護の専門性と価値について考察

できる。 

【在宅看護学実習】 

目的：健康上の問題/課題を抱えながら在宅で生活する対象を理解し、療養する

人と家族の特性に応じた看護支援を展開するための基礎的知識・技術・

態度の修得をねらいとする。具体的には、訪問看護ステーションにおけ

る同行訪問を通して在宅で療養する人々の暮らしの様子の理解と療養の

継続、介護の継続ができるために必要な在宅療養者と家族の生活状況を

包括的に把握し、在宅看護過程の展開をする。また、病院における退院

前カンファレンス、在宅ケアカンファレンス、訪問施設に関連する地域

事業に参加し、在宅療養者を取り巻く社会資源、他職種連携について学

び在宅看護の役割について考察する。

到達目標：① 在宅療養者とその家族の生活を健康状態、精神状態、生活環境

の視点から把握することができる。 

② 在宅での生活状況を包括的側面からアセスメントをし、看護上

の問題・課題の抽出をすることができる。 

③ 療養者とその家族の生活に対する希望、療養生活の継続、介護

継続を考慮した援助計画を立案し実施することができる。

④ 訪問看護師として倫理的配慮のもとに看護を提供する意義が理

解できる。 

⑤ 在宅療養における保健・医療・福祉に関する他職種との連携と

社会資源の活用の重要性が理解できる。 

⑥ 保健・医療・福祉チームにおける看護者としての自己の役割が

理解できる。

【産業・学校看護学実習】 

目的：労働者および生徒の健康課題と職場および学校環境をアセスメントし、

健康支援目標の設定と各種健康支援活動の企画・実施・評価から産業看

護職および養護教諭の役割、他職種との連携、などについて学習する。

到達目標：① 産業の場において、産業看護職が果たしている役割について理
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解する。

② 産業看護活動の対象となる事業場の概要および労働実態をアセ

スメントし、事業所の健康課題をあげることができる。

③ 対象事業場の健康課題を解決するための個人・集団・組織への

働きかけについて理解する。

④ 対象となる学校において、養護教諭が果たしている役割につい

て理解する。

⑤ 学校環境と生徒および教職員についてアセスメントし、健康課

題をあげることができる。

⑥ 学校における健康課題を解決するための個人・集団・組織への

働きかけについて理解する。

⑦ 地域において保健所、保健センター・職域・学校との連携につ

いて考察し今後の課題を示すことができる。

【看護統合実習】

目的：保健医療福祉における看護専門職としての役割と責任を果たすための基

礎的能力を養う。複数の対象を受け持ち、安全・安楽な看護サービスの

提供について学び、関連機関・関連職種と連携できる能力を養う。また、

日中以外の時間帯の対象者の状態を実際に観察・アセスメントし、対象

者の健康問題に応じた援助について学ぶ。看護管理の実際を学び、質の

高い看護サービスを提供するための看護職の役割について理解する。

到達目標：① 複数の受け持ち対象者に対し、安全・安楽な看護サービスを提

供することができる。

② 日中以外の時間帯の対象者の状態を観察・アセスメントし、健

康問題に応じた援助の実際を説明することができる。

③ 看護の管理体制を理解し、質の高い看護サービスを提供するた

めの連携について説明することができる。

④ 看護専門職を目指す者として主体的に看護を追求する態度を身

につけることができる。

【公衆衛生看護学実習】

目的：地域診断であげられた地域の特徴を捉えながら、地域に暮らすあらゆる
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年代、様々な健康レベルの人々への看護活動を個人・集団・地域の視点

からの展開方法や課題の解決方法について、体験を通して理解を深める。

家庭訪問や健康相談などの個人への支援から、個人のニーズを把握し、

集団・組織へとつなげていく支援システム構築（高齢者、乳幼児など）・

公衆衛生看護における管理について考察する。

到達目標：① 地域のデータからの分析結果、各事業を通して把握した課題、

さらに、住民の声などを結びつけて地域の健康課題をアセスメン

トする。

② 地域で生活している特定の健康課題を持つ個人や家族について

地域でその人らしく生活できるための支援方法を家庭訪問や健康

相談の実際の場を通じて、保健師の支援の特徴と役割を理解する。 

③ 他事業との関連や地域の特徴をとらえた健康教育の企画・実践、

評価計画の立案を通じて、特定の健康課題を持つ住民集団への支

援方法と保健師の役割を理解する。

④ 地域のキーパーソン、関係機関とのネットワークづくり、地区

組織活動など地域住民との協同、連携にける保健師の役割とそれ

らの地域の健康課題の解決方法としての意義を理解する。

⑤ 地域で健康危機管理の必要な状況や保健師の役割についてイメ

ージできる。

⑥ 個人・家族、集団、住民組織、地域を関連させて捉える保健師

の視点を理解する。

４ 問題対応、きめ細やかな指導を行うための実習委員会の設置等 

（１）看護学部看護学科実習委員会の設置 

 実習を円滑に運営することを目的とした委員会である看護学部実習委員会

を組織し、全体の臨地実習を統括し時間割や学年行事を考慮し、計画的に実習

オリエンテーションを実施し運営する。また実習委員会では、年度毎に臨地実

習全体の「実習要項」を作成し、実習要項に基づき実習全体のオリエンテーシ

ョンを実施する。実習委員会は各実習科目の実習担当教員から選出され、学生

の配置、全体の実習施設配置を検討する。（資料２３） 
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（２）実習中の学生支援体制 

① 実習中の学生支援体制

実習中の学生への支援は実習指導教員が主に担当実習担当教員は科目責

任者と連携して学生の指導へ関わる。 

② 実習後の学生支援体制

学習目標を達成するために必要な事項は、次の科目実習を担当する実習担

当教員へ引き継ぎを行う。また継続的に指導と見守りが必要な学生は、アド

バイザー教員へも引き継ぎ、場合によっては心理カウンセラーの面接へとつ

なげる。（資料１９） 

５ 学生へのオリエンテーションの内容、方法 

学生への実習前のオリエンテーションは、①全体オリエンテーション、②科目実

習ごとのオリエンテーション、③各科目実習の実習担当教員オリエンテーション

の３つを行うこととする。①から③に移行していくことによって、より具体的な

内容のオリエンテーションへとなる。 

（１）全体オリエンテーション  

年度の実習開始時の全体オリエンテーションでは、その学年ごとに１年間

の実習の全体について説明し、学生に実習に臨む自覚を持たせる。各領域の

専任教員がそれぞれの実習の目的・目標、実習記録、提出物および提出方法、

成績評価、専任教員との連絡方法などについて説明を行い、実習について具

体的なイメージを持たせる。具体的な内容は資料に示す。（資料１８） 

また、災害時の場合についても合わせて学生へ説明する。 

－災害時の留意事項－  

１）「気象警報発令」並びに「交通機関の運休」における実習の措置 

実習実施地区に、「大雨」「洪水」「暴風」「暴風雪」「大雪」のいずれか

の気象警報が発令された場合、および、交通機関の不通（ＪＲ・私鉄各

路線）が報道された場合には、資料による措置に従う。 

２）大規模地震発生時における実習の措置 

① 学生は自分の身の安全を図り、実習担当教員の指示に従う。実習担

当教員は学生の安否を確認するとともに、実習施設の規定に従い速
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やかに学生を避難させる。 

② 実習施設に向かう途中または帰宅途中の場合は、学生は自己の判断

で対応し、安否を速やかに実習担当教員へ報告する。 

③ 実習担当教員は学生の避難・安否確認を速やかに実習科目責任者へ

連絡する。 

（２）科目実習ごとのオリエンテーション 

各科目実習オリエンテーションを行う。ここで、各科目の実習の目的や目

標、評価を説明する。また実習にあたっての心構え、守秘義務、学生自身が病

気や怪我をした時の対応、事故をおこさないための留意点、学生が対象者へ起

こしてしまった事故の対応等を再度説明し理解できているかを確認すること

とする。オリエンテーションの情報から意欲的に実習の事前学習へとつなげる

ようにする。 

  （３）各科目実習の実習担当教員オリエンテーション 

 実習開始前に各科目実習の実習担当教員より、実習施設別のオリエンテーシ

ョンをうける。このオリエンテーションでは各実習施設の特徴や規律について

も説明する。例として、実習初日の集合場所、学生が使用する更衣室の場所、

休憩場所等である。事前学習として、実習に関する対象の特徴、特有な疾患と

その治療を紹介し、関連した文献、医学書、看護援助等について学ぶように促

すこととする。 

６ 実習までの抗体検査、予防接種等 

病院をはじめとする実習施設には、感染症を持つ人や感染を受けやすい人が多く、

実習時には、学生を介して患者様等へ感染させてしまうことや学生自身が実習で感

染するという危険性がある。そのため、学生は、感染防止に必要な知識や技術、態

度を身につけるとともに、日ごろから自己の健康状態に留意し、自分自身が感染源

とならないように、また、感染媒体とならないように十分注意する必要性がある。

基本的には「感染予防に関するガイドライン」に基づき感染対策を行う。主な検査

の実施には以下のように計画する。（資料１７） 

１年次：① 健康診断時に血液検査を行い、感染症抗体価を調べる。 

＜麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、ツベルクリン反応、Ｂ型肝炎 、
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Ｃ型肝炎の免疫獲得状況と感染の有無＞ 

② 入学時のガイダンスの際、毎年の定期的な健康診断を受けること、

予防接種を推奨する、予防接種を受けたらアドバイザーへ証明書を提

出する、病院の要請があれば結果を報告する場合があることを説明す

る。 

２年次：「基礎看護学実習Ⅱ」までに、麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎に

ついては抗体を持ち実習施設に入るようにアドバイザーを通じて随時

指導を行う。インフルエンザワクチンを接種し実習に入るように推奨

する。 

３年次、４年次：インフルエンザワクチン接種後、実習することを推奨する。科

目別実習前に必要な検査（例：便検査等）は速やかに指示に従

い提出するように説明する。 

７ 損害賠償責任保険 

実習時の事故に備えて損害賠償保険に１年次～４年次まで全学生が加入するこ

とを促し、実習生が実習中又は実習先への往復途上に被った不慮の災害事故の補

償と第三者に怪我を負わせた場合や第三者の所有物を破損した場合の補償などに

備える。 

Ｂ 実習指導体制と方法 

１ 各班のスケジュール表（資料２４） 

実習と実習の間に可能な限り1週間～2週間の空き時間をつくり実習で学んだこ

との復習と次の実習の事前学習ができるように配慮する。 

２ 担当専任教員の配置と指導計画（資料２４） 

病院実習：１グループあたり６人～７人の学生に対して１人の実習担当教員を配

置している。実習担当教員が助手の場合は、専任教員がもう１人つき

実習を補助する体制をとっている。 

巡回の場合：「小児看護学実習Ⅰ」「老年看護学実習Ⅰ」「老年看護学実習Ⅱ」
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「公衆衛生看護実習」「産業・学校看護学実習」は巡回指導を行う。

１日１回は実習施設に指導へ行くこと、曜日を決めて各施設のカン

ファレンスに参加する。施設と学生、学校間の連絡と緊急時は実習

担当教員がもつ携帯電話で対応する。 

３ 助手の配置について 

  （１）採用基準 

担当科目の教育あるいは実務経験を有する者を配置する。雇用については、

看護師の実務経験３年以上あり、周囲との調和が図れ、大学での看護師養成

教育に興味関心がある者とする。なお、母性看護学では助産師資格保有者、

公衆衛生看護学では保健師資格保有者とする。  

  （２）実習指導における役割 

 実習指導に入る前は科目責任者より十分な説明（実習指導教員と臨床指導者

との役割の違い、実習の目的、目標、実習の評価等）をうけ理解したうえで実

習指導を行う。助手は大学内での講義がないため、実習場に常時存在すること

が可能である。 

  （３）専任教員との連携体制 

助手については、実習指導体制を教授・准教授または講師と一緒の２人体制

で行い、連絡・相談・報告が常にでき速やかに課題に対処できるように配慮し、

学生にとって教育上の不公平がなく質が確保される連携方法をとることとす

る。 

４ 各段階における学生へのフィードバックとアドバイスの方法 

  （１）実習中の学生支援体制 

実習中の学生への支援は実習指導教員が主に担当する。実習担当教員は科目

責任者と連携して学生の指導へ関わる。クラス担任やアドバイザーとの連携も

必要である。 

日々の支援については、日々のカンファレンスより各学生からの思いや学

びを抽出し翌日の実習へとつなげていくように関わる。日々の看護援助に同

行し実施できているところは褒め、できていないところは具体的に指摘し、
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最終的には自信をもって実習することができるように関わる。 

（２）実習後の学生支援体制 

学習目標が達成されたが身体的・心理的に弱い場合等は必要時次の科目実

習を担当する実習担当教員へ引き継ぎを行うこともあるが、学生の人権の保

護にも充分留意する。また継続的に指導と見守りが必要な学生は、アドバイ

ザー教員へも引き継ぐこととし場合によっては心理カウンセラーの面接へと

つなげる。 

５ 学生の実習中、実習後のレポート作成・提出等 

各科目別実習によって実習終了後のレポート提出または実習記録の提出は科目

責任者の指示のもとに期限が決められ所定の場所と時間までに提出することとな

る。具体的には、実習前の科目実習別のオリエンテーションで学生に提示される。 

Ｃ 大学と実習施設との連携体制と方法 

１ 実習前、実習中、実習後における調整・連携の具体的方法 

（１）実習担当教員と実習指導者との役割分担 

実習担当教員は学生に関することに責任をもつ者、実習指導者は学生が担当す

る対象者に責任をもつ者として考えることを基本姿勢とする。 

実習担当教員は事前に実習施設へ研修に行き実習環境を確認するとともに、実

習指導者と信頼関係を構築するように努める。また、実習の目的、実習の内容、

実習方法について協議を行う。実習指導者は、学生が学習目標を達成できるよ

うに学生が担当する対象者を選定し対象者への承諾を得ること、実習が進行し

やすい環境を調整し、直接的な学生が施行する対象者への看護行為に関する指

導、助言を主な役割とする。 

（２）定期的な会議の開催 

臨地実習の実施においては、本学と実習施設との信頼関係が不可欠であり、臨

地実習における教育効果は、相互の信頼関係が深いほど高いものとなることが

期待される。このことから、実習場以外の場所で時間をとり科目責任者、実習

担当教員、実習指導者で協議することがのぞましい。 
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２ 各施設での指導者の配置状況と連携会議等の開催計画 

具体的には、以下の会議を開催することを予定している。 

① 実習指導調整会議

各病院・施設の実習指導者と大学教員による実習内容および実習指導に関する

事項について審議し、大学と臨床の提携を密にし、この会議で、本学の教育研

究上の目的、人材養成の目的、教育課程編成の考え方、臨地実習における到達

目標などについての共通理解を図る。 

② 実習施設別調整会議

実習施設毎に個別の事前打ち合わせ会、終了後に検討会等の調整会議を行う。

実習施設別調整会議には実習科目責任者及び実習担当教員または非常勤助手が

出席し、実習内容、方法、評価について実習先責任者と検討し、次年度に向け

ての実習についても合わせて検討する。 

３ 緊急時の連絡体制等 

  （１）事故防止と発生時の対応 

１）実習前の準備 

① 対象者に提供する技術は、安全に実施できるレベルまで十分に修得する。 

② 実習前のオリエンテーションにおいて、事故を未然に防止するための原

則、実習中に起こりやすい事故、事故発生時の対応について学習する。 

③ 実習中の対人、対物、感染などの事故に対応している保険に加入する。 

２）実習中における注意事項 

① 事前学習を行い、実施に際しては準備、手順、留意事項を確認し、教員

または実習指導者の指導の下で実施する。 

② わからないことや自信がないことは、必ず教員や実習指導者に相談し、 

助言を求める。 

（２）インシデント、アクシデント（事故）への対応  

① 万が一、インシデント、アクシデント（事故）が発生した場合は、インシ

デント発生時の報告ルート、アクシデント（事故）発生時の報告ルートおよ

び実習施設の規定に従い、速やかに対処する。 

② 学生と教員は、できるだけ早く出来事の振り返りを行い、インシデントレ
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ポート・アクシデント（事故）レポートを作成し、大学に提出する。実習施

設に対しては施設の指示に従う。（資料２５） 

Ｄ 単位認定評価方法 

１ 各施設の指導者と大学側の指導者との評価方法・連携 

実習担当教員は、実習指導者からの意見を聞き評価を行う。実習指導者より各

学生の積極性、対象者との関係性、学生としての基本姿勢について意見を聞く。 

２ 大学における単位認定方法等 

単位認定方法は各科目実習別のシラバスに別途記載する。各科目別実習の評価

は、最終的な責任は科目責任者が負うとする。（資料２２） 

Ｅ 教育課程と指定規則等との対比表 

看護師学校養成所指定規則、保健師学校養成所指定規則に基づく教育課程と指定規

則との対比は別紙の通りである。（資料２６） 

サ 管理運営 

１ 教学面における管理運営体制 

本学の管理運営体制は、「神奈川工科大学学則」第７条において大学協議会、第７

条の２が教授会、第７条の３に合同教授総会が規定されている。また、第７条の２第

５項では教授会における審議事項について、「入学、進級、卒業、転科、休学、退学

等に関する事項」をはじめ「試験に関する事項」、「教育課程に関する事項」等が規定

される。ただし、「教授会運営規程」において、学則の第７条の２第５項に定める審

議事項のうち、第１号乃至第５号及び第７号の審議については、これを教授総会に委

譲すると規定されている。 

また、「教授総会規程」第５条に、教授総会は教授会より委譲された次の事項につ

いて審議する。（1）入学、進級、卒業、転科、休学、退学等に関する事項、（2）試

62 



験に関する事項、（3）教育課程に関する事項、（4）留学及び派遣に関する事項、（5）

学生の指導、厚生並びに賞罰に関する事項、（6）各種委員等の選出に関する事項、

（7）その他学長の諮問等に関する事項について審議している。また、教授総会の開

催については、毎月１回定例で開催しており、教授総会の構成員は、神奈川工科大学

教授総会規程第２条において、教授総会は教授、准教授、助教、専任講師の教員を構

成員として組織すると規定されている。

さらに、本学では、教授総会の円滑な運営を図るために「大学協議会」を設置し、

教授総会の議題の精選を図るなど円滑な運営に努めている。大学協議会の審議事項に

ついては、「大学協議会規程」に規定され、構成員については、(1) 学長、(2) 副学

長、(3) 学部長、学科長、(4) 自己評価委員長、教務主任、学生部長、入学委員長、

キャリア就職委員長、図書館長、情報教育研究センター所長、工学教育研究推進機構

長、教育開発センター所長、基礎・教養教育センター所長及び同センター系列総会会

長、(5) 大学担当理事、(6) 学長が指名した者とし、毎月１回定例で開催している。 

上記のほか、全学的な委員会として「学生部委員会」、「教務委員会」、「入学委員会」、

「キャリア就職センター委員会」をはじめ、各種委員会を組織し、学生の修学支援に

努めている。さらに、各委員会の審議事項については、各委員会規程により規定され

ており、構成員は各学部から選出され、定例的に開催されている。 

シ 自己点検・評価 

１ 基本方針 

本学では、自らが掲げる目的の達成および理念の実現のため、継続的に自己点検・

評価を行い、その結果をもとに改革・改善に努めることを通じて、本学の教育研究の

水準を保証し向上させ、本学に対する社会の信頼を一層確実なものとする。 

２ 実施体制 

本学では、内部質保証に関する規程において、自己点検・評価を継続的かつ総合的

に実施するため、自己点検・評価に関する統括委員会として（1）理事長、（2）学長、

（3）研究科長、（4）筆頭理事、（5）副学長、（6）担当理事、（7）自己評価委員長で

構成する「内部質保証委員会」を置き、自己点検・評価に関する定期的な実務を担当
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する組織として（1）学長、（2）研究科長、（3）副学長、（4）担当理事、（5）教授、

（6）担当部長による「自己評価委員会」を置くことを規定している。 

また、自己点検・評価に関する外部検証を担保するため、(1)大学の内部質保証に

詳しい学識経験者、(2)地元の有識者、(3)本学の同窓会関係者、(4)その他、理事長

および学長が必要と認めた者で構成する自己点検・評価に関する外部評価委員会を設

置している。 

３ 実施方法 

自己評価委員会は、次の各事項について、審議し、決定し、実施する。（1）自己点

検・評価項目の設定および変更、（2）評価のあり方に関する事項、（3）自己点検・評

価の実施に関する事項、（4）改善・改革に向けた方策の実施に関する事項、（5）教員

の自己点検・評価に関する事項、（6）自己点検・評価結果の公表に関する事項、（7）

認証評価機関の評価に関する事項、（8）その他、大学の自己点検・評価に関する事項

について審議し、決定し、実施している。また、自己点検・評価結果については、そ

の内容を内部質保証委員会に報告している。さらに、改善等を要すると認められる事

項については、関連ある学内組織に適切な対応策を検討し、実施することを要請して

いる。 

内部質保証委員会は、自己評価委員会から提出された定期的な点検・評価結果およ

び外部評価委員会の検証結果について審議し、課題等に関する方針の策定、実施、点

検および改善について常に検討し、必要な事項を実施する。また、文部科学省、認証

評価機関等からの指摘事項について、迅速かつ適切に対応するものとしている。 

自己点検・評価の実施時期は、隔年で自己点検・評価を行い、行わない年には評価

に対する改善状況の報告を行うこととし、ＰＤＣＡサイクルが回転しているかを確認

している。また、教員の自己評価については毎年行い、分析内容を教授総会へ報告し

ている。 

４ 評価項目 

① 理念・目的

② 教育研究組織

③ 教員・教員組織
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④ 教育内容・方法・成果

⑤ 学生の受け入れ

⑥ 学生支援

⑦ 教育研究等環境

⑧ 社会連携・社会貢献

⑨ 管理運営・財務

⑩ 内部質保証

５ 結果の活用及び公表 

評価の結果については、教育活動や研究活動などの改善策を検討し、改善計画や教

育活動や研究活動などで達成すべき目標を設定する際に活用し、評価結果を反映させ

ることにしている。また、評価の結果は、大学として社会に対する説明責任を果たす

観点から、ホームページでの公開や自己点検・評価報告書を作成し、配布することに

より公表することとしている。 

ス 情報の公表 

１ 実施方法 

学部等における人材の養成に関する目的、その他の教育研究上の目的について、学

則及び規則等の適切な形式により定め、これを広く社会に公表するとともに、教育研

究活動等の状況など大学に関する情報全般について、インターネット上のホームペー

ジや大学案内などの刊行物への掲載、その他広く一般に周知を図ることができる方法

により積極的に提供する。 

特に、教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報を積極的に

公表することとし、その際、大学の教育力の向上の観点から、学生がどのようなカリ

キュラムに基づき、何を学ぶことができるのかという観点が明確になるよう留意する

こととしている。 

教育情報の公表については、そのための適切な体制を整えたうえで、刊行物への掲

載、インターネットの利用その他広く周知を図ることができる方法によって行うこと

としており、ホームページのアドレスは、「http://joho.kait.jp」であり、検索方

65 



法については、「トップ＞＞情報公表」により検索することができる。 

２ 実施項目 

次の教育研究活動等の状況についての情報を公表している。 

① 大学の教育研究上の目的に関すること。

② 教育研究上の基本組織に関すること。

③ 教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること

④ 入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業

又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に

関すること。 

⑤ 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること。

⑥ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること。 

⑦ 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること。

⑧ 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること。

⑨ 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること。

⑩ その他の関連する情報

・教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報

・学則等各種規程

・設置認可申請書

・設置届出書

・設置計画履行状況等報告書

・自己点検・評価報告書

・認証評価の結果

３ 公表内容 

教育研究活動等の状況についての情報を公表するに際しては、以下の点に留意した

うえで行っている。 

① 大学の教育研究上の目的に関する情報については、学部、学科又は課程等ごとに、

それぞれ定めた目的を公表する。 

② 教育研究上の基本組織に関する情報については、学部、学科又は課程等の名称
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を明らかにする。 

③ 教員組織に関する情報については、組織内の役割分担や年齢構成等を明らかに

し、効果的な教育を行うため組織的な連携を図っていることを明らかにする。 

④ 教員の数については、学校基本調査における大学の回答に準じて公表すること

とし、法令上必要な専任教員数を確保していることや男女別、職別の人数等の詳

細をできるだけ明らかにする。 

⑤ 各教員の業績については、研究業績等にとどまらず、各教員の多様な業績を積

極的に明らかにすることにより、教育上の能力に関する事項や職務上の実績に関

する事項など、当該教員の専門性と提供できる教育内容に関することを確認でき

るという点に留意したうえで公表する。 

⑥ 入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業

又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に

関する情報については、学校基本調査における大学の回答に準じて公表する。 

⑦ 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関する情報について

は、教育課程の体系性を明らかにする観点に留意するとともに、年間の授業計画

については、シラバスや年間授業計画の概要を活用する。 

⑧ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関する情報

については、必修科目、選択科目の別の必要単位修得数を明らかにし、取得可能

な学位に関する情報を明らかにする。 

⑨ 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関する情報につい

ては、学生生活の中心であるキャンパスの概要のほか、運動施設の概要、課外活

動の状況及びそのために用いる施設、休息を行う環境その他の学習環境、主な交

通手段等の状況をできるだけ明らかにする。 

⑩ 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関する情報については、寄宿舎

や学生寮等の宿舎に関する費用、教材購入費、施設利用料等の費用に関すること

をできるだけ明らかにする。 

⑪ 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関する情報に

ついては、留学生支援や障害者支援など大学が取り組む様々な学生支援の状況を

できるだけ明らかにする。 
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セ 授業内容方法の改善を図るための組織的な取組 

１ 実施体制 

授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な取組みについては、「看護学部教

育向上推進委員会規程」を制定するとともに、当該委員会規程に基づき、看護学部の

専任教員及び事務職員で構成される「看護学部教育向上推進委員会」を設置し、授業

方法の開発と改善を図るための計画の立案と実施の推進を図ることとする。 

２ 実施内容 

授業の内容及び方法の改善を図るための実施内容については、以下に掲げる項目に

よる取り組みを行う。 

① シラバスの記載項目や記載内容、記載方法などに関する研究会を開催し規則を

整備するとともに、個別教員に対する記載指導を実施する。 

② 教員と学生による授業アンケート調査を実施するとともに、評価結果に基づき、

各教員が授業の内容や方法の改善に役立てるための研究会を実施する。 

③ 授業科目の位置付けや到達目標、他の授業科目の内容や範囲などの接続関係に

ついて教員の相互理解を図るための研修会を実施する。 

④ 授業科目ごとの教育目標を効果的に達成するためのオリジナルの教科書や教材

を開発するための研修会を実施する。 

⑤ 他の教員の授業を参観して、自らの授業の内容及び方法の改善に役立てるため

の教員相互の授業参観を実施する。 

⑥ 授業技術や教材開発に関する定期的な研究会と研究成果の発表会を開催すると

ともに、授業公開の一環として報告書を作成する。 

ソ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

１ 教育課程内における取組み 

共通基盤教育においては、「人間と文化、社会、自然に関する知識の理解」、「客観

的に物事を考えるための能力」、「コミュニケーション能力」及び「豊かな人間性」を

身に付けることを目的としており、「導入系」、「倫理系」、「人文社会系」、「健康・ス
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ポーツ系」、「英語基礎系」、「言語応用系」、「数理情報系」、「外国語系」の各科目群か

ら構成することとしており、共通基盤教育全体を通して、社会的・職業的自立を図る

ために必要な基礎的な知識や技能と態度を習得することとしている。 

専門教育科目においては、１年次の前期に配当している「基礎看護学実習Ⅰ（早期

体験実習）」を教育課程内における社会的・職業的自立に関する導入科目として位置

付け、看護を取り巻く諸情勢や看護師が果たす役割の理解とともに、医療現場や福祉

現場などの見学体験を通して、専門分野への興味と関心を深めさせることにより、自

らの職業選択に対する意識の涵養を図ることとしている。 

また、領域ごとに配当している臨地実習では、実践現場における体験学習を通じて、

職業人としての役割と責任や自覚と態度を身に付けるとともに、職業現場で必要とな

る実践的な能力の養成を図ることとしており、教育課程内の取組みにおける組織体制

としては、実習担当教員と教務委員会及びキャリア就職委員会による社会的・職業的

自立に関する指導等に関する連絡協議会を設けることとしている。 

２ 教育課程外の取組み 

社会的・職業的自立を図るための教育課程外の取組みとしては、キャリア支援年間

計画に基づき、職業興味検査、資格と仕事のセミナー、インターンシップなどの実施

により職業観の涵養を図るとともに、各種資格取得講座、国家試験対策講座、キャリ

ア支援講座、就職試験対策講座などによる職業・就職に関する知識・技能の習得を図

ることとしている。また、個別カウンセリング、Ｕターンガイダンス、看護師・保健

師の仕事に関するガイダンスなどの進路・就職指導及び相談に加えて、医療機関等採

用説明会、国家試験対策講座や国家試験対策指導などを行うこととしており、教育課

程外の取組みにおける組織体制としては、キャリア就職委員会及びキャリア就職課が

担当することとしている。 
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工学、情報、生命・健康分野における学部学科の変遷

実施年 工学分野 情報分野 生命・健康分野

昭和50年～60年 機械工学科、電気工学科、工業化学工学科

昭和61年 機械システム工学科を新設 情報工学科を新設

平成7年
電気工学科を電気電子工学科に学科名称
変更

平成8年
工業化学工学科を応用化学科に学科名称
変更

平成11年
機械システム工学科をシステムデザイン工
学科に学科名称変更

平成12年 福祉システム工学科を新設 情報ネットワーク工学科を新設

平成15年 情報学部情報工学科を開設

平成16年
情報学部情報メディア学科新設、工学部情報ネッ
トワーク工学科を改組転換し、情報学部情報ネッ
トワーク工学科を開設

平成18年

自動車システム開発工学科、ロボット・メカト
ロニクス学科新設、電気電子工学科を電気
電子情報工学科に名称変更。
システムデザイン工学科、福祉システム工学
科の募集を停止

応用バイオ科学科を新設

平成20年 ホームエレクトロニクス開発学科を新設
情報ネットワーク工学科を同情報ネットワーク・コ
ミュニケーション学科に名称変更。

応用バイオ科学部応用バイオ科学科を開設

平成22年 応用バイオ科学部に栄養生命科学科を新設

平成26年 臨床工学科を４月２８日に設置届出書類提出
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基盤

看護学部　共通基盤教育【科目体系図】

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

倫理系   
生と死への人為的介入による倫理的な諸問題について理解し、身
につけるつけるようになる。 

現代社会講座 
日本国憲法 環境論 

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学実習Ⅰ 

社会参加とボランティア 

情報リテラシー 

人文社会系  
豊富な事例を通じて学ぶことで、人文・社会系の一般教養に
関する幅広く総合的な知識を習得するとともに、文化・歴史の
多様性や現代社会の多層構造を理解し、国際社会や日本社
会の今日的事象について多角的に考え、総合的に判断でき
るようになる。 

[a群] 
多文化や異文化に関する知識の理解を図る 

[b群] 
人文科学分野における基本的な知識を理解する 

[c群] 
社会科学分野における基本的な知識を理解する 

健康・スポーツ系   
健康増進のための運動効果や健康づくり、運動に関する基本的知
識と方法の理解及び生涯にわたって運動に親しむ態度を身に着け
るようになる。 

英語基礎系  
語彙の正しい使い方や発音ができ、英文の文法を習得し、基礎英文
の意味が理解でき、簡単な英文が作成でき、英語によるコミ 
ュニケーションの基礎力を身につけるようになる。 

言語応用系 

① 科学技術に関する基礎的な英語力の習得を図る。また、英会話

によるコミュニケーションスキルを高める。 

② 日本語による良い文章を書くための基本的な技術やルールを習
得し、説得力や自己表現力を高める実践的なコミュニケーション能
力を身につけるようになる。 文章表現技術 

科学技術英語Ⅰ 

国際化と異文化理解 

導入系  
大学４年間で主体的に学ぶために必要な基本的な方法（論理的な
思考方法、文章の読み方、レポートの書き方等）を身につけ、アカデ
ミックスキルを習得するようになる。 

スタディスキル 

生命倫理 

数理情報系  
コンピュータとネットワークの基礎知識を知り、情報を収集、分析、活
用するために必要な情報技術に関する基本スキルを身につけるよう
になる。 

科学技術英語Ⅱ 

プレゼンテーション技術 

英会話Ⅱ 英会話Ⅰ 

哲学 倫理学 

文学 教育学 心理学 

政治学 

経済学 

法学 

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学実習Ⅱ 

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

英語Ⅲ 

英語Ⅳ 

a群 

b群 

ｃ群 

神奈川工科大学 看護学部看護学科 

■ 人間と文化、社会、自然に関する知識の理解、客観的に物事を考えるための能力、コミュニケーション能力及び豊かな人間性を有した人材を養成する

必修科目 選択科目 



看護学部　専門教育科目【科目体系図】

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

神奈川工科大学 看護学部看護学科 

形態機能学Ⅰ（運動器・神経系） 

◇人体を系統立てて理解する 

形態機能学Ⅱ（循環器・内臓系） 

感染免疫学 

病態学 

疾病治療学Ⅰ（内科系） 

薬理学 

疾病治療学Ⅱ（外科系） 

疾病治療学Ⅲ（精神・老年） 

疾病治療学Ⅳ（母性・小児） 

臨床栄養学 

臨床心理学 

◇健康・疾病・障害に関する観察力や判断力を養う 

人
体
の
構
造
機
能
・
 

 
 
 
疾
病
と
回
復
促

社会福祉学 

保健統計学Ⅱ 

保健医療福祉行政論Ⅱ 

疫学Ⅱ 疫学Ⅰ 

保健医療福祉行政論Ⅰ 

保健統計学Ⅰ 

◇健康や障害の状態に応じた社会資源を活用するために必要な知識と保健・医療・福祉に関する基本概念や社会制度について理解する 健
康
支
援
と
 

 
 
社
会
保
障
制

看
護
の
基
本
 

基礎看護技術Ⅱ 

看護技術総論 

基礎看護技術Ⅰ 基礎看護技術Ⅲ 

基礎看護技術Ⅳ 

基礎看護学実習Ⅱ 基礎看護学実習Ⅰ 

◇看護の基礎となる概念と各看護学及び在宅看護学の基盤となる基礎的な理論や技術を学ぶとともに、 

  看護技術を適用する方法の基礎を学ぶ 

看護倫理 

◇看護師として倫理的な判断をするための基礎的な能力を養う  

健康教育学 

◇生活週間の改善の改善ポイントを理解し、改善に導くための具体的  

  な手法について理解する 

人
間
の
発
達
段
階
と
看
護
活
動
 

成人看護学概論 

成人看護学実習Ⅰ（急性期） 

成人看護活動論Ⅲ（技術） 成人看護活動論Ⅱ（慢性期） 成人看護活動論Ⅰ（急性期） 
成人看護学実習Ⅱ（慢性期） 

◇成人各期の健康保持や疾病予防と成人の健康問題に応じた看護及び機能障害のある成人への看護についての理解と成人看護の基盤となる援助について基本的な理解を図る 

老年看護学概論 老年看護学実習Ⅰ（地域） 

老年看護学実習Ⅲ（病棟） 

老年看護活動論Ⅱ 老年看護活動論Ⅰ 老年看護学実習Ⅱ（施設） 

◇高齢者や家族の生活及び健康と健康レベルや療養形態に応じた高齢者と家族に対する看護を理解し、老年看護の基盤となる援助について基本的な理解を図る。 

小児看護学概論 
    小児看護学 

実習Ⅰ  

小児看護 

活動論Ⅱ 
小児看護活動論Ⅰ 小児看護学実習Ⅱ（療養） 

◇小児の成長や発達と健康増進及び健康障害のある小児と家族が生活や療養をするための看護について理解し、小児看護の基盤となる援助について基本的な理解を図る  

小児看護 

活動論Ⅱ 

母性看護学概論 母性看護学実習 母性看護活動論Ⅱ 母性看護活動論Ⅰ 

◇母性看護の概念及び人間の性と生殖、女性のライフスタイル各期と周産期における看護について理解し、母性看護の基盤となる援助について基本的な理解を図る  

精神看護学概論 精神看護学実習 精神看護活動論Ⅱ 精神看護活動論Ⅰ 

◇精神の健康と保持や増進及び精神疾患を持つ人の回復を支援する看護についての理解とともに、精神看護の基盤となる援助について基本的な理解を図る 

看
護
の
統
合
と
発
展
 

公衆衛生学 

公衆衛生看護学概論 学校看護学 公衆衛生看護管理論 公衆衛生看護活動論 

◇個人・家族・集団・組織を含むコミュニティ及び地域を構成する人々の健康増進や改善に関する基本的な考え方を身につける  

産業看護学 

公衆衛生看護技術論 

産業・学校看護学実習 公衆衛生看護学実習 

専
門
科
目
 

看護のための人間工学 医療機器と在宅技術Ⅱ 

在宅看護学概論 在宅看護学実習 在宅看護活動論Ⅱ 在宅看護活動論Ⅰ 

◇在宅看護における専門性の上に立って、生活の場での医療を支える在宅看護技術や在宅医療機器に関する基礎的な知識と使用方法を身につける  

医療機器と在宅技術Ⅰ 

災害看護学 災害看護活動論 

◇災害と看護ニーズや災害看護への取り組みに関する基礎的の理解のもと災害状況下において 

    必要性の高いケアに関する手法を身につける 

専門職間連携活動論 地域保健医療看護論 

◇医療福祉従事者の中での看護師と他職種の役割についての認識と多職種との協働の中で看護の役割を果たすことができる基礎的な能力を身につける 

人体の器官別の

形態や機能及び

主要疾患の成

因・病態・診断・

治療の理解の基

に健康・疾病・障

害に関する観察

や判断力を身に

つける 
 

 
 

看護の対象及び

目的についての

理解と健康や障

害の状態に応じ

た看護を実践す

るための基礎的

な知識と能力を

身につける 
 

健康の保持・増

進及び疾病の予

防に関する看護

の方法を学ぶと

ともに、成長発達

段階を深く理解

し、様々な健康

状態にある人々

及び多様な場で

看護を必要とす

る人々に対する

看護の方法を学

ぶ。 
 
 

成人看護看護学概論 

「看護の基本」及

び「人間の発達

段階と看護活

動」において学

んだことを基盤と

して、地域で生

活しながら療養

する人々とその

家族を理解し、

地域での看護の

基礎を学ぶ。ま

た、実践力を高

め、社会的な養

成に対応できる 
 

医療安全学 

看護管理学 国際看護学 家族看護学 

認知症ケア論 スピリチュアルケア論 

◇興味と関心に応じて、看護分野における各専門領域に関する知識を深める 

看護統合実習 実践総合演習（OSCE） 

◇看護実践の統合と応用による実践能力を高める 

◇看護学の学問体系の理解と看護学研究の方法論及び最新の知識や技術を自ら学び続ける基礎的な能力を身につける 

基礎看護学概論 看護研究Ⅰ 看護研究Ⅱ 

[保健師養成課

程における必修

科目] 
 
 
 

■ 看護師として必要な専門知識と実践能力を体得し、卒業直後から指導助言のもとに看護ケアができる高い実践力を有した人材を養成する 

■ 看護学研究に関する思考力と創造性を滋養し、看護学の進歩に即応しつつ、将来的に高度の知識や技術を有した看護師となる基礎を備えた人材を養成する 

■ 地域の保健・医療・福祉制度の下で、他の医療関係職種と連携・協働し、医療福祉従事者の中で看護の役割を果たすことができる人材を養成する 

■ 地域における在宅医療と災害医療の観点から、地域の医療体制の整備と充実に主体的に取り組むことのできる人材を養成する 

        必修科目         選択科目 
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  看護学科各学年次時間割モデル（1回生） 

                                      /は８回の科目であり、前半・後半で他の 8回の科目と組ませることがある。  

 

１年次 前期 時間割 

月 4月 5月 6月 7月 8月 

日 6 13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 6 13 20 27 3  

週数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18  

        講

義 

       実

習 

講

義 

  

講義    講義は 1～15週と 17～18 週において以下のようにおこなう。 

 

実習   16週に基礎看護学実習Ⅰがあり、この実習の週に講義は行わない。 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

 

月 健康・スポーツ科学実習Ⅰ 看護師のための数学基礎/ 基礎看護技術Ⅰ 通年  

火 スタディスキル 情報リテラシー 看護師のための生物・化学基礎/ 形態機能学Ⅰ  

水 生命倫理 感染免疫学 看護技術総論  

木 現代社会講 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ 英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 基礎看護学概論 英会話Ⅱ 

金  英語Ⅳ 英語Ⅲ 看護のための人間工学/ 英会話Ⅰ 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

 

 

月  

 

実習 

火 

水 

木 

金 
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１年次 後期 時間割 

月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

日 28 5 12 19 26 2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 1 8 15 

週数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

講 

義 

講

義 

講義 講義は 1週から 12週と 16週から 20週において以下のようにおこなう。 

１時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

月 健康スポーツ科学実習Ⅱ 健康教育学/ 社会参加とボランティア 日本国憲法 

火 成人看護学概論/ 老年看護学概論 成人看護活動論Ⅰ 

水 文章表現技術 基礎看護技術Ⅰ 通年 形態機能学Ⅱ 

木 国際化と異文化理解 病態学 基礎看護技術Ⅱ 疾病治療学Ⅰ 

金 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ 地域保健医療看護論/ 英会話Ⅰ 英会話Ⅱ 環境論 
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２年次 前期 時間割 

 

 

月 4月 5月 6月 7月 

日 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 4 11 18 25 

週数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

         講

義 

        

 

 

講義   講義は 1週から 17週において以下のようにおこなう。 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

 

月   社会参加とボランティア 日本国憲法 薬理学 

火 在宅看護学概論/ 基礎看護技術Ⅳ/ 成人看護活動論Ⅱ 老年看護活動論Ⅰ 

水 公衆衛生看護学概論/ 精神看護学概論/    

木 国際化と異文化理解 小児看護学概論/母性看護学概論  プレゼンテーション技術 疾病治療学Ⅱ 

金 基礎看護技術Ⅲ  Ａクラス 基礎看護技術Ⅲ  Ｂクラス 環境論 
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２年次 後期 時間割 

 

月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

日 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 5 12 19 26 2 9 16 23 30 6 13 20 27 

週数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 

     講 

義 

    実

習 

実

習 

実

習 

実

習 

     講

義 

    

 

講義     講義は 1週から 9週と 16週から 23週において以下のようにおこなう。 

 

実習     基礎看護学実習Ⅱ（2 週間）を前半と後半で行う。この実習の週には講義は行わない。 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

 

月  国際化と異文化理解 社会参加とボランティア 哲学 教育学 

火 看護倫理/災害看護学 公衆衛生学/ 小児看護活動論Ⅰ 精神看護活動論Ⅰ 文学 

水 倫理学 日本国憲法 在宅看護活動論Ⅰ 疾病治療学Ⅲ/疾病治療学Ⅳ 政治学   

木 老年看護活動論Ⅱ 成人看護活動論Ⅲ 経済学   

金 母性看護活動論Ⅰ 法学 心理学 環境論    

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

 

 

月  

 

実習 

火 

水 

木 

金 
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３年次 前期 時間割 

 

月 4月 5月 6月 7月 8月 

日 3 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 ７  

週数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19  

      講

義 

      実

習 

実

習 

  講

義 

   

 

講義      講義は 1週から 12週と 15週から 19週において以下のようにおこなう。 

 

 

実習     老年看護学実習Ⅰ（1 週間）と小児看護学実習Ⅰ（1週間）があるが実習中に講義はおこなわない。 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

 

月 公衆衛生看護活動論 社会福祉学 政治学  経済学 保健医療福祉行政論Ⅰ/ 疫学 Ⅰ /疫学 Ⅱ 

火 臨床心理学/ 医療機器と在宅技術Ⅰ 精神看護活動論Ⅱ 科学技術英語Ⅰ 

水 看護研究Ⅰ 医療安全学/ 看護管理学 倫理学  教育学 臨床栄養学 心理学 

木 実践総合演習 哲学 小児看護活動論Ⅱ 学校看護学/ 

金 在宅看護活動論Ⅱ 母性看護活動論Ⅱ 法学 文学 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

 

 

月  

 

実習 

火 

水 

木 

金 
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３年次 後期 時間割 

月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

日 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 5 12 19 26 5 12 

週数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

 実 

習 

実

習 

実

習 

実

習 

実

習 

実

習 

講 

義 

実

習 

実

習 

実

習 

 講 

義 

    講

義 

実

習 

実

習 

実

習 

実

習 

実

習 

実

習 

 講

義 

 

                                                                  実習はインターバルを含む 

 

講義     講義は 7週、11週から 14週、24週から 26 週において以下のようにおこなう。15回の科目は 2 コマ続きで実施する。 

 

実習    各領域実習があるが、実習期間に講義は行わない。 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

 

月 保健統計学Ⅰ/ 政治学   経済学   哲学  

火 産業看護学 / 科学技術英語Ⅱ 保健医療福祉行政論Ⅱ 

水 災害看護活動論 公衆衛生看護技術論  

木 教育学    法学   文学  

金 倫理学 心理学   

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

 

 

月  

 

実習 

火 

水 

木 

金 
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４年次 前期 時間割 

            

月 4月 5月 6月 7月 

日 2 9 16 23 30 ７ 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 

週数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

   講

義 

   実

習 

実

習 

実

習 

実

習 

実     

習 

実

習 

   講

義 

  

                 実習はインターバルを含む 

 

講義      講義は 1週から 6週と 13週から 18週においておこなう。15回の科目は 2コマ続きでおこなうことがある。 

 

実習     各領域実習があるが実習期間には講義はおこなわない。 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

 

月  保健統計学Ⅱ/ 公衆衛生看護管理論/ 認知症ケア論/ 看護研究Ⅱ 看護研究Ⅱ 

火   医療機器と在宅技術Ⅱ 医療機器と在宅技術Ⅱ  

水    家族看護学/  

木      

金      

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

 

 

月  

 

実習 

火 

水 

木 

金 
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４年次 後期 時間割 

 

月 9 月 10月 11月 12月 1月 2月 

日 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 5 12 19 26 

週数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

 実 

習 

講

義 

実

習 

実

習 

実

習 

実

習 

    講 

義 

      講

義 

      

 

講義     講義は 2週と 7周から 14週、17週から 20 週において以下のようにおこなう。2コマ続きで行うこともある。 

 

実習     看護統合実習と公衆衛生看護学実習がある。実習中に講義はおこなわない。 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

 

月    国際看護学/ 看護研究Ⅱ 

火  スピリチュアルケア論/ 専門職間連携活動論   

水      

木      

金     

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

 

 

月  

 

実習 

火 

水 

木 

金 









資料９：ＩＣＴ活用資料（KAIT Walker、キャリアポートフォリオ） 
KAIT Walker   
http://www.kait.jp/kaitwalker/doc/KaitWalker.pdf 















































前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル １

人文社会 現代社会講座  ２ 心理学　②

哲学　②

健康・スポーツ系 健康・スポーツ科学実習Ⅱ　①

英語基礎系 英語Ⅲ　① 英語Ⅳ　　①

文章表現技術　２ プレゼンテーション技術　２ 科学技術英語Ⅰ　１

数理情報系 情報リテラシー　２

外国語系

小計 必修５単位・選択１単位 必修２単位・選択２単位 必修２単位 選択４単位 必修１単位

看護師のための数学基礎　①

看護師のための生物・化学基礎　①

形態機能学Ⅰ　２ 形態機能学Ⅱ　２ 薬理学　２ 疾病治療学Ⅲ １ 臨床栄養学　２

感染免疫学　２ 病態学　２ 疾病治療学Ⅱ　２ 疾病治療学Ⅳ　１ 臨床心理学　１

疾病治療学Ⅰ　２

公衆衛生学　１ 社会福祉学　２ 保健統計学Ⅰ　１

疫学　Ⅰ　　１ 保健医療福祉行政論　Ⅱ　②

保健医療福祉行政論Ⅰ　１

小計 必修４単位・選択２単位 必修６単位 必修４単位 必修３単位 必修７単位 必修１単位・選択２単位

基礎看護学概論　２ 基礎看護技術Ⅰ(日常生活)　１ 基礎看護技術Ⅲ　２ 看護倫理　１

看護技術総論　１ 基礎看護技術Ⅱ（ヘルス）　１ 基礎看護技術Ⅳ(看護過程)　１ 基礎看護学実習Ⅱ　２

基礎看護技術Ⅰ(日常生活)　１ 健康教育学　１

看護のための人間工学　1 地域保健医療看護論　１

基礎看護学実習Ⅰ　１

成人看護学概論　１ 成人看護活動論Ⅱ　２ 成人看護活動論Ⅲ　１ 老年看護学実習Ⅰ　１

老年看護学概論　１ 老年看護活動論Ⅰ　２ 老年看護活動論Ⅱ　１ 小児看護活動論Ⅱ　 １

成人看護活動論Ⅰ　２ 小児看護学概論　１ 小児看護活動論Ⅰ　２ 小児看護学実習Ⅰ　１

母性看護学概論　１ 母性看護活動論Ⅰ　２ 母性看護活動論Ⅱ　１

精神看護学概論　１ 精神看護活動論Ⅰ　２ 精神看護活動論Ⅱ　１

在宅看護学概論　１ 災害看護学　１ 在宅看護活動論Ⅱ　１ 災害看護活動論　1 医療機器と在宅技術Ⅱ　1 専門職間連携活動論 1

在宅看護活動論Ⅰ　２ 医療安全学　１ 家族看護学　① 看護統合実習　２

医療機器と在宅技術Ⅰ　1 スピリチュアルケア論　①

実践総合演習　１ 国際看護学　①

看護管理学　①

看護学研究Ⅰ　２

公衆衛生看護学概論　１

小計 必修６単位 必修８単位 必修１２単位 必修１４単位 必修１１単位・選択１単位 必修１単位 必修１７単位・選択１単位 必修５単位・選択２単位

合計 必修１５単位・選択３単位 必修１６単位・選択２単位 必修１８単位 必修１７単位・選択４単位 必修１９単位・選択１単位 必修２単位・選択２単位 必修１７単位・選択１単位 必修５単位・選択２単位

神奈川工科大学看護学部看護学科　看護師　履修モデル　

科目群
1年次（平成27年度） ２年次（平成28年度） ３年次（平成29年度） ４年次（平成30年度）

看護研究

公衆衛生看護学

共
通
基
盤 言語応用系

専
門
基
礎
導
入
・

専
門
基
礎

専門基礎導入

人体の構造機能・
疾病と回復促進

健康支援と
社会保障制度

看護研究Ⅱ　２

成人看護学実習Ⅰ３　成人看護学実習Ⅱ　３
老年看護学実習Ⅱ　1　　老年看護学実習Ⅲ　２

小児看護学実習Ⅱ　1　母性看護学実習　２
精神看護学実習　２

在宅看護学実習　２

※○数字＝選択単位数

年次別合計 ３６単位 ３９単位 ２４単位 ２５単位

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

専
門

看護の基本

人間の発達段階と
看護活動

看護の統合と発展



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル １

人文社会 現代社会講座  ２ ●日本国憲法　②

健康・スポーツ系 ●健康・スポーツ科学実習Ⅰ　①

英語基礎系 英語Ⅲ　① 英語Ⅳ　　①

文章表現技術　２ プレゼンテーション技術　２ 科学技術英語Ⅰ　１

●英会話Ⅰ① ●英会話Ⅱ①

数理情報系 情報リテラシー　２

外国語系

小計 必修５単位・選択３単位 必修２単位・選択２単位 必修２単位 選択２単位 必修１単位

形態機能学Ⅰ　２ 形態機能学Ⅱ　２ 薬理学　２ 疾病治療学Ⅲ １ 臨床栄養学　２

感染免疫学　２ 病態学　２ 疾病治療学Ⅱ　２ 疾病治療学Ⅳ　１ 臨床心理学　１

疾病治療学Ⅰ　２

公衆衛生学　１ 社会福祉学　２ 保健統計学Ⅰ　１ 保健統計学Ⅱ　①

疫学　Ⅰ　1 保健医療福祉行政論Ⅱ　②

疫学　Ⅱ　①

保健医療福祉行政論Ⅰ　１

小計 必修４単位 必修６単位 必修４単位 必修３単位 必修７単位・選択１単位 必修１単位・選択２単位 選択１単位

基礎看護学概論　２ 基礎看護技術Ⅱ（ヘルス）　１ 基礎看護技術Ⅲ　２ 看護倫理　１

看護技術総論　１ 健康教育学　１ 基礎看護技術Ⅳ(看護過程)　１ 基礎看護学実習Ⅱ　２

看護のための人間工学　1 地域保健医療看護論　１

基礎看護学実習Ⅰ　１

成人看護学概論　１ 成人看護活動論Ⅱ　２ 成人看護活動論Ⅲ　１ 老年看護学実習Ⅰ　１

老年看護学概論　１ 老年看護活動論Ⅰ　２ 老年看護活動論Ⅱ　１ 小児看護活動論Ⅱ　 １

成人看護活動論Ⅰ　２ 小児看護学概論　１ 小児看護活動論Ⅰ　２ 小児看護学実習Ⅰ　１

母性看護学概論　１ 母性看護活動論Ⅰ　２ 母性看護活動論Ⅱ　１

精神看護学概論　１ 精神看護活動論Ⅰ　２ 精神看護活動論Ⅱ　１

在宅看護学概論　１ 在宅看護活動論Ⅰ　２ 在宅看護活動論Ⅱ　１ 災害看護活動論　１ 医療機器と在宅技術Ⅱ　1 専門職間連携活動論 1

災害看護学　１ 医療安全学　１ 家族看護学　① 看護統合実習　２

医療機器と在宅技術Ⅰ　1 認知症ケア論　①

実践総合演習　１

看護学研究Ⅰ　２

公衆衛生看護学概論　１ 公衆衛生看護活動論　② 産業看護学　① 公衆衛生看護管理論　① 公衆衛生看護学実習　④

学校看護学　① 公衆衛生看護技術論　① 産業・学校看護学実習　①

小計 必修５単位 必修９単位 必修１２単位 必修１４単位 必修１１単位・選択３単位 必修１単位・選択２単位 必修１７単位・選択４単位 必修５単位・選択４単位

合計 必修１４単位・選択３単位 必修１７単位・選択２単位 必修１８単位 必修１７単位・選択２単位 必修１９単位・選択４単位 必修２単位・選択４単位 必修１７単位・選択５単位 必修５単位・選択４単位

成人看護学実習Ⅰ３　成人看護学実習Ⅱ　３
老年看護学実習Ⅱ　1　　老年看護学実習Ⅲ　２

小児看護学実習Ⅱ　1　母性看護学実習　２
精神看護学実習　２

基礎看護技術Ⅰ(日常生活)　２

看護研究Ⅱ　２

在宅看護学実習　２

神奈川工科大学看護学部看護学科　保健師　履修モデル　

科目群
1年次（平成27年度） ２年次（平成28年度） ３年次（平成29年度） ４年次（平成30年度）

共
通
基
盤 言語応用系

専
門
基
礎
導
入
・

専
門
基
礎

専門基礎導入

人体の構造機能・
疾病と回復促進

健康支援と
社会保障制度

専
門

看護の基本

人間の発達段階と
看護活動

看護の統合と発展

看護研究

公衆衛生看護学

※○数字＝選択単位数

年次別合計 ３６単位 ３７単位 ２９単位 ３１単位

卒業単位 １３３単位以上　　　



保健師養成課程履修者の選抜要項 

１．履修人数：１学年２０名を定員 

２．選抜時期：２年次終了時 

３．志望条件：① ２年次までの必修科目の単位を全て修得していること。 

② 保健師への興味・関心及び学習意欲が認められること。

③ 学業、日常生活に対する姿勢が真摯であること。

４．提出書類：① 履修申請書 

② 志望理由書

５．選抜方法：学内成績、面接試験 

６．選抜基準：２年次までの学内成績６割、面接・志望理由書４割 

７．審査体制：保健師養成課程審査会 

審査会構成 

 ・委員長 学部長  

 ・委員  学科長、公衆衛生看護学担当専任教員 

 ・その他 委員長が必要と認めた場合委員長が指名する専任教員 

８．選抜結果：学内公示 

９．告知方法：① 新入生、２年次生オリエンテーションで保健師養成課程の詳細履

修内容を説明する。 

② 必要書類の提出時期等は掲示板等で行う。

以上 



神奈川工科大学看護学部実習施設一覧 実習計画における学生数

海老名総合病院 36 36 神奈川県海老名市河原口1320 50

東名厚木病院 36 36 神奈川県厚木市船子232 45

秦野赤十字病院 24 24 神奈川県秦野市立野台一丁目1番地 75

96 96

伊勢原協同病院 12 12 神奈川県伊勢原市桜台2-17-1 60

海老名総合病院 24 24 神奈川県海老名市河原口1320 50

相模台病院 12 12 神奈川県座間市相模が丘6-24-28 60

東海大医学部付属病院 12 12 神奈川県伊勢原市糟屋143 50

東名厚木病院 24 24 神奈川県厚木市船子232 45

84 84

海老名総合病院 12 12 神奈川県海老名市河原口1320 50

相模原病院 6 6 神奈川県相模原市南区桜台18-1 70

東海大医学部付属病院 6 6 神奈川県伊勢原市糟屋143 50

東名厚木病院 60 60 神奈川県厚木市船子232 45

84 84

伊勢原協同病院 36 36 神奈川県伊勢原市桜台2-17-1 60

海老名総合病院 12 12 神奈川県海老名市河原口1320 50

東名厚木病院 48 48 神奈川県厚木市船子232 45

秦野赤十字病院 6 6 神奈川県秦野市立野台一丁目1番地 75

102 102

高齢者生活支援施設けいわ荘 42 42 神奈川県厚木市下荻野2117-2 30

くすのきメイサムホール 12 12 神奈川県厚木市愛甲2208-1 45

ひかり整骨院デイサービス 36 36 神奈川県厚木市妻田南1-7-33 30

90 90

介護老人保健施設さくら 30 30 神奈川県厚木市上古沢矢崎1915番地 45

介護老人保健施設清泉の郷 24 24 神奈川県相模原市中央区上溝1132-1 60

コミュニティケア北部 12 12 神奈川県厚木市下荻野941-1 10

介護老人保健施設ぬるみず 12 12 神奈川県厚木市温水1845-1 40

老人保健施設えびな 30 30 神奈川県海老名市柏ケ谷７２５－７ 45

108 108

厚木市立病院 12 12 神奈川県厚木市水引1-16-36 30

伊勢原協同病院 18 18 神奈川県伊勢原市桜台2-17-1 60

海老名総合病院 12 12 神奈川県海老名市河原口1320 50

相模台病院 24 24 神奈川県座間市相模が丘6-24-28 60

相模原病院 6 6 神奈川県相模原市南区桜台18-1 70

東名厚木病院 12 12 神奈川県厚木市船子232 45

84 84

老年看学護実習Ⅲ
3年後期
4年前期

病院

受入合計人数

受入合計人数

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数
受入可能人数 所在地

大学からの
所用時間
（分）

所在地
大学からの
所用時間
（分）

老年看学護実習Ⅱ
3年後期
4年前期

介護老人
福祉施設

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数
受入可能人数

所在地
大学からの
所用時間
（分）

老年看学護実習Ⅰ
3年後期
4年前期

介護老人
福祉施設
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

受入合計人数

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数
受入可能人数

所在地
大学からの
所用時間
（分）

成人看護学実習Ⅱ
3年後期
4年前期

病院

受入合計人数

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数
受入可能人数

所在地
大学からの
所用時間
（分）

成人看護学実習Ⅰ
3年後期
4年前期

病院

受入合計人数

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数
受入可能人数

所在地
大学からの
所用時間
（分）

基礎看護学実習Ⅱ 2年後期 病院

受入合計人数

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数
受入可能人数

所在地
大学からの
所用時間
（分）

基礎看護学実習Ⅰ 1年次後期 病院

受入合計人数

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数
受入可能人数



愛歩保育園 30 30 神奈川県厚木市下荻野1284-1 15

かねだチャイルド園 12 12 神奈川県厚木市金田254 40

けいわ保育園 12 12
神奈川県厚木市中町3-3-9
厚木アーバンプラザ3階

30

けいわ星の子保育園 12 12
神奈川県厚木市中町3-3-9
厚木アーバンプラザ2階

30

三田保育園 18 18 神奈川県厚木市三田350-3 2

妻田保育園 30 30 神奈川県厚木市妻田西2-20-5 25

114 114

4

厚木市立病院 24 24 神奈川県厚木市水引1-16-36 30

海老名総合病院 24 24 神奈川県海老名市河原口1320 50

東海大医学部付属病院 24 24 神奈川県伊勢原市糟屋143 50

秦野赤十字病院 24 24 神奈川県秦野市立野台一丁目1番地 75

96 96

厚木市立病院 12 12 神奈川県厚木市水引1-16-36 30

海老名総合病院 24 24 神奈川県海老名市河原口1320 50

塩塚産婦人科 24 24 神奈川県厚木市旭町2-12-15 45

東海大医学部付属病院 12 12 神奈川県伊勢原市糟屋143 50

並木産婦人科 12 12 神奈川県厚木市妻田西2-17-12 30

秦野赤十字病院 12 12 神奈川県秦野市立野台一丁目1番地 75

96 96

愛光病院 60 60 神奈川県厚木市松枝2-7-1 20

相模台病院 24 24 神奈川県座間市相模が丘6-24-28 60

84 84

厚木医師会訪問看護ステーション 10 10 神奈川県厚木市厚木町６番１号 45

介護老人保健施設こまち
訪問看護ステーション

4 4 神奈川県厚木市小野763-1 60

笹生循環器クリニック 12 12 神奈川県厚木市旭町５－４７－１ 45

JA訪問看護ステーションつくい 6 6
神奈川県相模原市緑区三ケ木308-1
 JA福祉ちゅうおう館2階

80

仁厚会訪問看護ステーション 2 2 神奈川県厚木市中町３－９－８ 30

中町クリニック訪問看護 6 6 神奈川県厚木市中町４丁目１０−２ 45

訪問看護ステーションさつき 6 6 神奈川県厚木市船子131-1 45

訪問看護ステーションふたばらいふ 20 20 神奈川県厚木市中荻野942-1 30

訪問看護ステーションホット北部 16 16 神奈川県愛甲郡愛川町角田98 45

訪問看護ステーションもみじ 6 6 神奈川県厚木市妻田西1丁目29-5 30

丸山内科クリニック訪問看護部 8 8 神奈川県厚木市妻田東2-22-16 25

大和市医師会訪問看護ステーション 6 6 神奈川県大和市鶴間１丁目２８−５ 80

102 102

厚木市立病院 24 24 神奈川県厚木市水引1-16-36 30

伊勢原協同病院 6 6 神奈川県伊勢原市桜台2-17-1 60

海老名総合病院 12 12 神奈川県海老名市河原口1320 50

相模原病院 6 6 神奈川県相模原市南区桜台18-1 70

東名厚木病院 48 48 神奈川県厚木市船子232 45

84 84

看護総合実習 4年後期 病院

受入合計人数

受入合計人数

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数
受入可能人数 所在地

大学からの
所用時間
（分）

受入可能人数 所在地
大学からの
所用時間
（分）

在宅看護学実習
3年後期
4年前期

訪問看護
ｽﾃｰｼｮﾝ

精神看護学実習
3年後期
4年前期

病院

受入合計人数

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数

受入合計人数

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数
受入可能人数 所在地

大学からの
所用時間
（分）

受入可能人数 所在地
大学からの
所用時間
（分）

母性看護学実習
3年後期
4年前期

病院

小児看護学実習Ⅱ
3年後期
4年前期

病院

受入合計人数

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数

受入合計人数

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数
受入可能人数 所在地

大学からの
所用時間
（分）

受入可能人数 所在地
大学からの
所用時間
（分）

小児看護学実習Ⅰ
3年後期
4年前期

保育園

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数



厚木市立荻野小学校 6 6 神奈川県厚木市上荻野8 35

厚木市立荻野中学校 6 6 神奈川県厚木市鳶尾5-1-1 30

厚木市立三田小学校 6 6 神奈川県厚木市三田515 5

厚木市立鳶尾小学校 4 4 神奈川県厚木市鳶尾2-12-1 30

厚木市立睦合小学校 6 6 神奈川県厚木市下荻野1170 15

リコー厚木事業所 12 12 神奈川県厚木市下荻野1005　 2

リコーテクニカルセンター 12 12 神奈川県海老名市下今泉810 60

52 52受入合計人数

受入可能人数 所在地
大学からの
所用時間
（分）

産業・学校看護学実習 4年後期
学校
産業

科目名 実習期間 施設の種別 実習施設
実習計画に
おける学生

数





神奈川工科大学　実習施設配置図（一覧）

A

A1 愛光病院 

A2 厚木市立病院 

A7  塩塚産婦人科 

A4 海老名総合病院 

A6  相模原病院 

A5 相模台病院 

A10 並木産婦人科 

A9 東名厚木病院 

A8 東海大学医学部付属病院 

A3 伊勢原共同病院 

A11 秦野赤十字病院 

B6 くすのきメイサムホール 

B4 高齢者生活支援施設けいわ荘 

B5 コミュニティケア北部 

B8 ひかり整骨院デイサービス荻野 

B9 ひかり整骨院デイサービス妻田 

B7 ひかり整骨院デイサービス厚木北 
B10 老人保健施設えびな 

B3 介護老人保健施設ぬるみず 

B1 介護老人保健施設さくら 

B2 介護老人保健施設清泉の郷 

C1 厚木医師会訪問看護ステーション 

C7  訪問看護ステーションさつき 

C3 笹生循環器クリニック 

C4  JA訪問看護ステーションつくい 

C8 訪問看護ステーションふたばらいふ 

C9  訪問看護ステーションホット北部 

C6 中町クリニック訪問看護 

C10 訪問看護ステーションもみじ 

C11 丸山内科クリニック訪問看護

C2  介護老人保健施設こまち 

C12 大和市医師会訪問看護ステーショ

D3 けいわ保育園 

D5 三田保育園 

D2 かねだチャイルド園 

C5 仁厚会訪問看護ステーション 

D4 けいわ星の子保育園 

D6 妻田保育園 

E3 三田小学校 

E4 鳶尾小学校 

E1 荻野小学校 

E2 荻野中学校 

E5 睦合中学校 

E6 リコー厚木事業

E7 リコー海老名テクニカルセンター 

D1 愛歩保育園 



病院 

院長 殿 

誓約書 

この度、貴施設にて神奈川工科大学看護学部看護学科 学生が実習させていただくにあたり、

下記の事項を遵守することをお約束いたします。 

（規則遵守の徹底） 

1. 本学生が貴施設で実習をおこなうにあたり、事前に貴施設が定めた諸規則・心得等を遵

守し、かつ実習指導者の指示に従うように学生を指導します。また、実習期間中は、貴施

設の規定を順守させ規律ある行動をとらせます。 

2. 個人情報保護の重要性について十分教育を行い、学生が故意または過失によって貴

施設の有する個人情報を漏えいした場合は、本学の責任においてこれを賠償いたします。

また、本学生に対し、実習終了後も個人情報等の保護を徹底するよう指導監督します。 

 （学生の健康状態） 

3. 貴施設から実習開始前に本学生の健康状態（特に感染症）に関する情報提供の申

し出がある場合は、本学は可能な限りそれに応じます。 

4. 貴施設での実習にあたり、本学生の健康状態に問題が生じた場合は、実習科目責任者と

貴施設関係職員と協議の上で対応いたします。 

（実習の中止） 

5. 本学生が、以下に示す事項に該当すると判断した場合は、貴施設関係者と実習科目責任

者にて協議の上で該当学生の実習を中止させることができます。 

（１）貴施設が定める諸規則、心得等に違反した場合 

（２）法人機密情報並びに個人情報等の保護に関して問題があった場合 

（３）実習生の実習態度の不良などにより実習の目的を果たし得ないと判断した場合 

（４）貴施設と本学生との間に問題が発生した場合 

（第三者損害賠償） 

6. 本学生が故意または過失によって貴施設に損害を与えた場合、もしくは貴施設の患

者とその家族に人的又は物的損害を与え損害賠償責任を問われる紛争又は訴訟が発生した

場合は、本学はその当事者として誠意をもってその対応にあたります。また、本学生と連

帯して当該第三者に対する賠償責任を負うものとします。 

7. 実習期間中の通学事故および災害により生じた問題に関しては、本学の責任におい

て処理します。 

8. 本校は、賠償責任を担保するために損害賠償保険に加入します。また賠償範囲は、損害

保険の範 囲とします。 

（その他の事項） 

9. 本契約に定めのない事項が生じたとき又は本契約の条項の解釈に疑義が生じた場合は、

それぞれ貴施設と協議の上で解決していきます。 

以上 

平成    年   月   日 

  学校法人 幾徳学園 神奈川工科大学 

   学長   小宮  一三 

実習施設との誓約書 



平成  年  月  日 

院長 

殿 

  学校法人 幾徳学園 神奈川工科大学 

   学長   小宮  一三 

実習受入依頼 

時節柄、ご清祥のこととお慶び申し上げます。日頃は当大学の教育に対し、多大なる

御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

  さて、以下の通り本学看護学部看護学科学生の実習を受け入れていただけますように

お願い申し上げます。  

１．実習内容 

○○看護学実習  

２．実習期間  平成  年  月  日（ ）～平成  年  月  日（ ） 

３．学生数 計 名 

４. 実習担当教員

以上 



看護学実習に関する説明と同意書 

様 

私は、現在、大学で看護に関する専門的知識と看護技術を学んでおり、今回の実習でさら

なる実践的な学びを目指している看護学生です。 

平成   年  月  日 ～   月   日までの間、日常生活の援助及び診療の補

助等の看護援助をさせていただきたく存じます。つきましては、下記の内容をお読み頂き、

ご了解いただけましたら、実習にご協力下さいますようお願い申し上げます。 

実習でのお約束 

１．学生が看護援助を行う場合、事前に十分かつ分かりやすい説明を行い、患者様やご家

族の同意を得て行います。 

２．学生が看護援助を行う場合、安全の確保を最優先し、事前に教員や看護師の助言・指

導を受け、技術を修得してから臨みます。 

３．患者様やご家族は、学生の実習に関する意見や質問等があれば、いつでも教員や看護

師に直接たずねることができます。 

４．患者様やご家族は、臨地実習の説明に同意した後も、学生が行う看護援助に対して拒

否や受け持ちの辞退ができます。いずれの場合でも、看護及び治療上において何の不

利益も受けないことをお約束いたします。 

５．学生は、臨地実習を通して知り得た患者様やご家族に関する情報については、他者に

漏らすことがないようにプライバシーの保護に努め、実習以外の目的で使用すること

はありません。 

実習施設名 

病棟名 

実習指導者氏名 

神奈川工科大学 看護学部 看護学科 

実習担当教員氏名 

学生氏名 

上記の説明を理解しましたので、学生受け持ちに同意します。 

平成  年  月  日          お名前  

代理人 

3枚複写とし、1枚受け持ち患者様 1枚施設保管 原本大学保管 



感染予防に関するガイドライン 

病院をはじめとする実習施設には、感染症を持つ人や感染を受けやすい人が多く、実習時には、

学生を介して患者様等へ感染させてしまうことや学生自身が実習で感染するという危険性があ

る。そのため、学生は、感染防止に必要な知識や技術、態度を身につけるとともに、日ごろから

自己の健康状態に留意し、自分自身が感染源とならないように、また、感染媒体とならないよう

に十分注意する必要性がある。 

(１) 学生自身の健康管理 

①学生は、自分の不十分な感染予防行動によって、容易に対象者や他の学生等に感染が拡大する

可能性があることや学生自身も感染を受ける危険性が高いことを十分認識しておく。

②学生は、毎年健康診断を受け、自己の健康管理を行う。

③1 年時の健康診断で感染症（麻 疹、風 疹、水 痘、流行性耳下腺炎、ツベルクリン反応、Ｂ

型肝炎 、Ｃ型肝炎）の免疫獲得状況と感染の有無について把握し、予防接種を推奨する。

④実習までに、麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎ウイルスに対して十分な抗体を獲得しておく。

ワクチン接種の結果は大学に申告することを義務とする。

⑤インフルエンザの予防接種は毎年、流行期までに行っておく。予防接種（ワクチン接種）は、

任意での接種を原則とする。

⑥実習によっては便検査などの実施を必要とされるものがあるので、必ず定められた期間内に検

査を実施する。

⑦麻疹、流行性耳下腺炎、風疹、水痘、インフルエンザ、結核などの感染症を発症した場合は、

必ず、すぐに教員に報告する。

⑧爪や頭髪、実習衣については、衛生管理を充分に行う。

⑨学生は、十分な栄養摂取と休養の確保や手洗いやうがいの励行等、日常生活における自身の健

康管理を徹底する。

⑩実習中、学生は毎朝体温測定をし、体温と体調を実習担当教員に報告する。また、実習中に体

調がすぐれないときには必ず実習担当教員に報告する。

⑪標準予防策（スタンダードプリコーション）の考えに基づいて行動する。

感染源となりうる血液、汗を除く体液、排泄物、粘膜、傷のある皮膚には素手で触れず、手袋

等を使用する。環境への汚染がないように取り扱う。

⑫感染症をもつ対象者のケアは、実習施設の対策に準じた感染防御体制をとる。

⑬針刺し事故を起こさないために、注射針の取扱いに気をつける。また、血糖測定等の注射針を

用いた処置を実施する場合は必ず実習指導者の監督のもとで行う。

⑭医療廃棄物の処理は、実習場で指示された方法によって、専用の医療廃棄物の容器に廃棄する。 

（２）感染が疑われるときの対応 

学生は自らが感染症に罹患した場合、適切な行動をとる必要がある。そうしなければ、対象者

だけでなく、実習メンバーや実習施設にまで被害が及ぶことを十分認識する。 

①感冒症状や体調不良を自覚したときには速やかに受診する。



②実習前あるいは実習中にインフルエンザ患者と接触した場合、実習担当教員に必ず申し出る。 

③感染症様症状を認めた場合は、速やかに医療機関を受診し、その結果を実習担当教員に連絡し、

指示を受ける。

④感染症と診断が出た場合は、医療機関の指示に従い自宅療養する。インフルエンザの場合は、

発症後５日を経過し、かつ、解熱後２日を経過するまでは出席停止のため実習はできないなど

感染症により出席停止期間がある。

⑤学生は、実習再開前に、医師の診断を受け、診断書をもって実習担当教員に報告する。

（３）感染事故等への対応 

学生は、血液・体液曝露事故（針刺し・切創事故等）が発生した場合は、その部位を直ちに流水

と石鹸で充分に洗浄するとともに、速やかに実習担当教員（不在のときは実習指導者または病棟

管理者）に報告する。実習担当教員は、実習指導者と連絡・相談の上、検査・処置等が必要な場

合は、実習施設の対応手順に沿って対応する。治療が必要な状況が生じた場合には速やかに対処

する。（資料  実習感染症発生時の報告ルート）また、感染の有無にかかわらず全ての事故につ

いて正確に記録を残す。感染の場合は、診断書をもって実習担当教員に報告する。学生は、実習

再開前に、医師の診察を受け、実習担当教員に報告する。 

実習感染症発生時の報告ルート 



実習オリエンテーション内容 

「基礎看護学実習Ⅰ」「基礎看護学実習Ⅱ」、3年次後期の科目別実習に行く前の学生に以下の内容を

説明し理解を得ることとする。 

1. 実習場における学生の基本的姿勢

1) 常に人間の生命、尊厳および権利を尊重した行動をとる

①対象やその家族、実習施設職員に対して敬語を使用し、言葉づかいは正しいものとする。

②笑顔で挨拶を積極的に行う。

③不謹慎な行動、談笑をしない。

④学生同士は互いに姓で呼び合う。

⑤学生は、対象者とその家族より金品・贈答品のやりとりはしない。

⑥学生として常に謙虚で礼節ある姿勢をとる

⑦ユニフォームに着替える前の服装はスーツに準じたものを着用する。

2) 対象となる人々との信頼関係に基づいた看護を提供する。

①清潔なユニフォームを着用し、大学より指定された服装をする。

②身体を清潔に保ち、対象者を不快にさせないよう心掛ける。

③対象者に合わせたコミュニケーション技術を用いて信頼関係を得るように心がける。

④自己の能力を自分自身で見極め、援助に不安がある場合は実習指導者または実習担当教員

へ相談する。

3) 自分自身の体調を管理する

①規則正しい生活をし、睡眠、栄養を十分にとれるように管理する。

②毎日体温を測定し、実習担当教員へその日の体調も合わせて報告する。

③自分の感染症に関する抗体価、感染症の有無を自覚し、実習前に積極的に必要な予防接種

をうける。実習前に必要な検査（便検査）等を必ずうけ指示に従うこと。

④感染症に感染した場合、または感染を疑う場合は、速やかに医師の診察を受け指示に従う

こと。実習を休む必要性がある場合は必ず診断書を提出する。

4) 実習中の行動について

①実習場では、10分前行動を心がけ、時間を厳守する。

②実習時間外に実習施設と対象者の所に行く場合は必ず実習指導者あるいは実習担当教員の

許可を受ける。

③その日の疑問をそのままにせず、主体的に学習に取り組む。不明確な箇所は必ず実習指導

者または実習担当教員へ質問する。

④対象者へ援助を行う場合は必ず実習指導者へ報告し許可を得ること。また、援助実施後は

必ず実習指導者へ報告する。報告・連絡・相談を意識して行う。

⑤やむをえず実習を遅刻・欠席する場合は必ず実習担当教員へ連絡する。

2. 個人情報の保護について

1) 守秘義務に関して



①実習目的に応じた必要最低限の情報収集を行い、実習記録と学生のメモ張には、対象個人を

特定できないよう工夫して記載する。 

②実習期間中に知り得た対象者の情報については、実習中はもちろんのこと実習終了後におい

ても守秘義務を遵守し、決して口外しない。施設内の廊下や公共、公衆の場で口外しない。 

   ③不特定多数の者が閲覧するインターネット上に、実習施設や実習に関する情報、感想等の全

ての書き込みを禁ずる。 

④実習記録は必ずファイルに綴じ紛失しないようにする。 

⑤実習記録物（実習記録、メモ、ノート、電子媒体等）の置き忘れ、紛失、盗難などおこらな

いように細心の注意を払う。 

⑥実習記録物は、実習施設内の所定の場所、大学の所定の場所、自宅以外で拡げたり記載した

りしない。 

⑦対象者本人以外から対象者に関する情報を求められたときは、答えられないことを説明し、

実習指導担当教員及び臨地実習指導者に報告する。 

   ⑧実習記録の紛失、実習記録内容が入った電子媒体を紛失した場合は、事実が分かった時点で

実習担当教員へ連絡し指示をうける。 

 

3. 非常時について 

 1) 実習中に対象者が負傷するような事故、あるいは対象者に何らかの被害と苦痛があった場合は

実習指導者へ報告し指示をうける。また実習担当教員にも速やかに報告する。 

 2) 学生自身が感染する恐れがある場合の事故が起こった場合、実習指導者へ報告する。また実習

担当教員にも速やかに報告し指示をうける。 

 3) 対象者の物品もしくは施設の備品等に損害をあたえた場合は、速やかに実習指導者と実習担当

教員へ報告し指示をうける。 

 4) 対象者もしくはその他の人よりセクシャルハラスメントを受けた場合は、早い段階で実習担当

教員へ相談する。 

 5) 実習の往復間で事故にあった場合は、実習担当教員と学部事務局に報告する。 

 6) 「気象警報発令」並びに「交通機関の運休」における実習の措置 

   実習実施地区に、「大雨」「洪水」「暴風」「暴風雪」「大雪」のいずれかの気象警報が発令された

場合、および、交通機関の不通（JR・私鉄各路線）が報道された場合には、速やかに実習担当

教員に連絡し指示をうける。 

7) 大規模地震発生時における実習の措置 

学生は自分の身の安全を図り、実習担当教員の指示に従う。実習担当教員は学生の安否を確認す

るとともに、実習施設の規定に従い速やかに学生を避難させる。実習施設に向かう途中または

帰宅途中の場合は、学生は自己の判断で対応し、安否を速やかに実習担当教員へ報告する。 

 

3. 学生が受け持つ対象への説明と同意 

実習担当教員と学生は、実習指導者とともに学生が受け持つ対象へ「看護学実習に関する説明と

同意書」を用いて説明し、学生が受け持つことの同意を書面で得る。学生は、文書に書かれている

内容をよく読み理解した上で書面にサインをすることとする。 

 

 

 



 臨地実習における個人情報取り扱いに関するガイドライン 

 

実習中、学生は、対象者の個人情報を容易に入手できる状況となるが、万が一、個人情報が流出

すれば、その責任は、実習施設の看護管理者や施設管理者にまで及ぶこととなる。したがって、情報

管理には厳重な注意が必要である。個人情報保護法を遵守するため、学生は誓約書をよく読み、サイ

ンをし、提出すると共に、オリエンテーションにおいても十分な説明を受け慎重に行動する。 

 

 (１)守秘義務に関して 

①実習目的の範囲のみの必要最低限の情報収集を行い、実習記録には対象個人を特定できないよ

う工夫して記載する。 

②実習期間中に知り得た対象者の情報については、個人情報保護法に基づき、実習中はもちろん

のこと実習終了後においても守秘義務を遵守し、決して口外しない。学習上の必要から情報を

他者と共有する場合には匿名化し、適正に対応する。 

③実習期間中に知り得た対象者の情報については、施設内の廊下や公共、公衆の場で口外しない。 

 また、不特定多数の者が閲覧するインターネット上に、実習施設や実習に関する情報、感想等

の全ての書き込みを禁ずる。 

④診療記録は臨地実習指導者の許可を得て指示された場所で閲覧する。 

⑤実習記録は必ずファイルに綴じ、また、個人情報が記載されているメモ、ノート等は切り離さ

ずに、厳重に管理する。 

⑥実習記録物（実習記録、メモ、ノート、電子媒体等）の置き忘れ、紛失、盗難などおこらない

ように細心の注意を払う。 

⑦実習記録物は、実習施設内の所定の場所、大学の所定の場所、自宅以外で拡げたり記載したり

しない。 

⑧実習記録物は原則として複写しない。カンファレンス等の資料のために複写する場合は、個人

情報の複写は必要最低限とし、複写は大学または実習施設内の指定された場所のみとする。さ

らに、複写したものは、終了後に責任をもってシュレッダーで粉砕処分する。 

⑨電子カルテの診療記録は受持対象者のみ閲覧できる。 

⑩実習記録の作成にパソコンなどの電子媒体を使用した場合は、終了後、必ず内容を消去する。 

⑪電子化されている情報の取扱いについては、実習施設と交わした情報保護規定を遵守する。 

⑫対象者本人以外から対象者に関する情報を求められたときは、答えられないことを説明し、実

習指導担当教員及び臨地実習指導者に報告する。 

⑬個人情報取り扱いに関する事項が守れなかった場合は、速やかに実習担当教員又は実習指導者

に報告し、指示に従って対応する。 

 

 （２）個人情報保護に関する書類の提出 

   学生は実習中に受け持ち対象者へ受け持たせていただくことの許可を得た後、個人情報保護を

厳守することについて文書（臨地実習に関する説明と同意書）を提出する。 

 

 （３）看護者の倫理綱領 

   実習前に必ず文書に目を通し、看護者の倫理について理解を深めた後に実習を開始する。 

 

 



看護者の倫理綱領 

前文  

人々は、人間としての尊厳を維持し、健康で幸福であることを願っている。看護は、このような

人間の普遍的なニーズに応え、人々の健康な生活の実現に貢献することを使命としている。  

看護は、あらゆる年代の個人、家族、集団、地域社会を対象とし、健康の保持増進、疾病の予防、

健康の回復、苦痛の緩和を行い、生涯を通してその最期まで、その人らしく生を全うできるように

援助を行うことを目的としている。  

看護者は、看護職の免許によって看護を実践する権限を与えられた者であり、その社会的な責務

を果たすため、看護の実践にあたっては、人々の生きる権利、尊厳を保つ権利、敬意のこもった看

護を受ける権利、平等な看護を受ける権利などの人権を尊重することが求められる。  

日本看護協会の『看護者の倫理綱領』は、病院、地域、学校、教育・研究機関、行政機関など、

あらゆる場で実践を行う看護者を対象とした行動指針であり、自己の実践を振り返る際の基盤を提

供するものである。また、看護の実践について専門職として引き受ける責任の範囲を、社会に対し

て明示するものである。  

 

条文  

１．看護者は、人間の生命、人間としての尊厳及び権利を尊重する。  

２．看護者は、国籍、人種・民族、宗教、信条、年齢、性別及び性的指向、社会的地位、経済的

状態、ライフスタイル、健康問題の性質にかかわらず、対象となる人々に平等に看護を提供

する。  

３．看護者は、対象となる人々との間に信頼関係を築き、その信頼関係に基づいて看護を提供す

る。  

４．看護者は、人々の知る権利及び自己決定の権利を尊重し、その権利を擁護する。  

５．看護者は、守秘義務を遵守し、個人情報の保護に努めるとともに、これを他者と共有する場

合は適切な判断のもとに行う。  

６. 看護者は、対象となる人々への看護が阻害されているときや危険にさらされているときは、

人々を保護し安全を確保する。  

７．看護者は、自己の責任と能力を的確に認識し、実施した看護について個人としての責任をも

つ。  

８．看護者は、常に、個人の責任として継続学習による能力の維持・開発に努める。  

９．看護者は、他の看護者及び保健医療福祉関係者とともに協働して看護を提供する。  

10．看護者は、より質の高い看護を行うために、看護実践、看護管理、看護教育、看護研究の望

ましい基準を設定し、実施する。  

11．看護者は、研究や実践を通して、専門的知識・技術の創造と開発に努め、看護学の発展に寄

与する。  

12. 看護者は、より質の高い看護を行うために、看護者自身の心身の健康の保持増進に努める。  

13．看護者は、社会の人々の信頼を得るように、個人としての品行を常に高く維持する。  

14．看護者は、人々がよりよい健康を獲得していくために、環境の問題について社会と責任を共

有する。  

15．看護者は、専門職組織を通じて、看護の質を高めるための制度の確立に参画し、よりよい社

会づくりに貢献する。 

 2003年 日本看護協会 



実習中の学生支援体制 

  実習中は、慣れない環境と長時間の緊張にさらされる。また、大学内の講義中心時と

は異なる生活習慣、緊張や勉強で睡眠時間が短くなる傾向にあり、実習グループを中心

とした人間関係も影響し、心身ともにバランスを崩しやすい状態となる。実習中は特に

アドバイザーを中心に学生の実習状況や心身の状態を観察し通常よりも気にかけること

とし、必要性をみて学生相談室にいる臨床心理士への相談を促すようにすることとする。 

1) 担任とアドバイザー制

本学では、１年次から担任制を採って教育指導にあたる。また、各学年に担任を配

置した上で、6～10名ごとに教員１名のクラスアドバイザーを設ける。 

入学してすぐに開講する「スタディスキル」では、科目担当は教員全員が務め、教

員と学生並びに学生相互の人間的なつながりを深めることで学生が大学生活に適応で

きるように支援する。学習状況や生活指導においては、学生面談を重視し、その結果

の報告を会議等で共有し、担任だけにとどまらず各科目担当教員も学生状況に応じて

必要な個別的指導を行う。 

2) 実習担当教員

実習担当教員は、大学から貸与される携帯電話を所有している。実習中の学生から

の遅刻・欠席の連絡、その他諸連絡と報告事項を受けやすく学生と連絡をとりやすい

体制をとっている。実習担当教員は、携帯電話を使用し実習科目責任者への報告と相

談、担任とアドバイザー教員への連絡等を行い指示・助言をうけやすい体制をとって

いる。 

3) 学生相談室

あらゆる相談に対しては、学生相談室でサポートを行っている。学生相談室には臨床

心理士が 4名配置され、平日の日中は常時在中している。学生は予約なしでも相談室へ

行くことが可能であり、サポートを受けやすい体制になっている。 
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完成年度（平成 30年度）週間予定 教授 三澤久恵 

１時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

前 

期 

月 実習指導 （移動） 認知症ケア論 8回 看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回 老年看護活動論Ⅰ15回 

水 

木 実践総合演習 15回 実習指導 

金 実習指導 

実習としては、老年看護学実習Ⅰ1週間と老年看護学実習Ⅱおよび老年看護学実習Ⅲ、産業・学校看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

１時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

後 

期 

月 実習指導 看護研究Ⅱ15回 

火 看護倫理 8 回/老年看護

学概論 8回 

スピリチュアルケア論8

回 

（移動） 実習指導 

水 

木 老年看護活動論Ⅱ15回 ＡＢクラス 

金 実習指導 

実習としては、老年看護学実習Ⅱ、老年看護学実習Ⅲ、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定 教授 田村幸子 

１時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

前 

期 

月 実習指導 （移動） 看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回 成人看護活動論Ⅱ 

水 看護研究Ⅰ8回 （移動） 実習指導 

木 実践総合演習 15回 （移動） 実習指導 

金 実習指導 

実習としては、成人看護学実習Ⅰおよび成人看護学実習Ⅱがある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

１時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

後 

期 

月 実習指導 （移動） 看護研究Ⅱ15回 

火 成人看護学概論 8回 （移動） 実習指導 

水 実習指導 

木 成人看護活動論Ⅲ 

金 実習指導 

実習としては、成人看護学実習Ⅰ、成人看護学実習Ⅱ、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    教授 小林由美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 実習指導 （移動） 看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回 （移動） 実習指導  

水 看護研究Ⅰ8回 （移動） 実習指導  

木 実践総合演習 15回 母性看護学概論    

金 実習指導 母性看護活動論Ⅱ15回ＡＢ  

 実習としては、母性看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月 実習指導 （移動） 看護研究Ⅱ15回 

火 実習指導  

水 実習指導  

木 実習指導  

金 母性看護活動論Ⅰ15回 実習指導  

 実習としては、母性看護学実習、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    教授 岩永秀子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

前

期 

月   基礎看護技術Ⅰ 15回通年 ＡＢクラス 看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回 基礎看護技術Ⅳ15回    

水   看護技術総論 15回 ＡＢクラス  

木 実践総合演習 15回   基礎看護学概論オムニ

バス 10回/15回 

 

金 基礎看護技術Ⅲ 15回 Ａクラス 基礎看護技術Ⅲ 15回 Ｂクラス  

 実習は、基礎看護学実習Ⅰ1週間がある。この実習と重なる講義は別の日に開講する。 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

後

期 

月     看護研究Ⅱ15回 

火      

水   基礎看護技術Ⅰ 15回通年 ＡＢクラス  

木   基礎看護技術Ⅱ 15回ＡＢクラス  

金      

 実習は、基礎看護学実習Ⅱがある。この実習と重なる講義は別の日に開講する。その他、看護統合実習がある。 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    教授 中谷啓子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 実習指導 （移動） 看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回  成人看護活動論Ⅱ  

水 実習指導  

木 実践総合演習 15回 （移動） 実習指導  

金 実習指導  

 実習としては、成人看護学実習Ⅰおよび成人看護学実習Ⅱがある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月 実習指導 （移動） 看護研究Ⅱ15回 

火 成人看護学概論 8回 （移動） 成人看護活動論Ⅰ  

水 実習指導  

木 実習指導 （移動） 成人看護活動論Ⅲ  

金 実習指導  

 実習としては、成人看護学実習Ⅰ、成人看護学実習Ⅱ、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    教授 久保恭子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 実習指導 （移動） 看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回 （移動） 実習指導  

水 実習指導  

木 実践総合演習 15回 小児看護学概論 小児看護活動論Ⅱ15回 AB  

金 実習指導  

 実習としては、小児看護学実習Ⅰ、小児看護学実習Ⅱがある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月 実習指導 （移動） 看護研究Ⅱ15回 

火 災害看護学 8回  小児看護活動論Ⅰ15回   

水 災害看護活動論 8回 災害看護活動論 7回 （移動） 実習指導  

木 実習指導  

金 実習指導  

 実習としては、小児看護学実習Ⅱ、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    教授 山崎恭子 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 巡回指導（移動） 公衆衛生看護管理論 8回  看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回 （移動）巡回指導  

水 公衆衛生看護学概論 8回 （移動）巡回指導  

木 実践総合演習 15回 （移動）巡回指導  

金 実習指導  

 実習としては、産業・学校看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月  健康教育学 8回 （移動）巡回指導 看護研究Ⅱ15回 

火  公衆衛生看護活動論 15回 専門職間連携活動論 15回   

水 （移動）巡回指導 公衆衛生看護技術論 8回 公衆衛生看護技術論 7回  

木 巡回指導  

金 巡回指導（移動） 地域保健医療看護論 15回   

 実習としては、公衆衛生看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    教授 樋口キエ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 巡回指導 （移動） 家族看護学 8回 看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回  在宅看護学概論 8回   

水 巡回指導  

木 実践総合演習 15回 （移動） 巡回指導  

金 在宅看護活動論Ⅱ15回 AB 実習指導  

 実習としては、在宅看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 月 巡回指導 看護研究Ⅱ15回 

火 巡回指導  

水 巡回指導  

木 巡回指導 在宅看護活動論Ⅰ8回   

金 実習指導  

 実習としては、在宅看護学実習、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    准教授 葛西朱美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

前

期 

月   基礎看護技術Ⅰ 15回通年 ＡＢクラス 看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回 基礎看護技術Ⅳ15回    

水   看護技術総論 15回 ＡＢクラス  

木 実践総合演習 15回   基礎看護学概論オムニ

バス 5回/15回 

 

金 基礎看護技術Ⅲ 15回 Ａクラス 基礎看護技術Ⅲ 15回 Ｂクラス  

 実習は、基礎看護学実習Ⅰ1週間がある。この実習と重なる講義は別の日に開講する。 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

後

期 

月     看護研究Ⅱ15回 

火      

水   基礎看護技術Ⅰ 15回通年 ＡＢクラス  

木   基礎看護技術Ⅱ 15回ＡＢクラス  

金      

 実習は、基礎看護学実習Ⅱがある。この実習と重なる講義は別の日に開講する。その他、看護統合実習がある。 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    准教授 寺岡貴子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 実習指導 （移動） 看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回  精神看護活動論ⅡAB  

水  精神看護学概論オムニ

バス 5回/8回 

（移動） 実習指導  

木 実践総合演習 15回 （移動） 実習指導  

金 実習指導  

 実習としては、精神看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月 実習指導 （移動） 看護研究Ⅱ15回 

火 実習指導 （移動） 精神看護活動論Ⅰ15回  

水 実習指導  

木 実習指導  

金 実習指導  

 実習としては、精神看護学実習、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    准教授 佐藤美由紀 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月   公衆衛生看護管理論 8回 認知症ケア論 8回 看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回     

水      

木 実践総合演習 15回     

金      

  

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月  健康教育学 8回 （移動）巡回指導 看護研究Ⅱ15回 

火  公衆衛生看護活動論 15回 専門職間連携活動論 15回   

水 巡回指導（移動） 公衆衛生看護技術論 8回 公衆衛生看護技術論 7回  

木 巡回指導  

金 巡回指導（移動）    

 実習としては、公衆衛生看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    准教授 小倉邦子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

前

期 

月   基礎看護技術Ⅰ 15回通年 ＡＢクラス 看護研究Ⅱ15回 

火 スタディスキル 15回 基礎看護技術Ⅳ15回    

水   看護技術総論 15回 ＡＢクラス  

木 実践総合演習 15回     

金 基礎看護技術Ⅲ 15回 Ａクラス 基礎看護技術Ⅲ 15回 Ｂクラス  

 実習は、基礎看護学実習Ⅰ1週間がある。この実習と重なる講義は別の日に開講する。 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

後

期 

月     看護研究Ⅱ15回 

火   成人看護活動論Ⅰ  

水   基礎看護技術Ⅰ 15回通年 ＡＢクラス  

木   基礎看護技術Ⅱ 15回ＡＢクラス  

金      

 実習は、基礎看護学実習Ⅱがある。この実習と重なる講義は別の日に開講する。その他、看護統合実習がある。 
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完成年度（平成 30年度）週間予定  講師 中島正世 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

前

期 

月   基礎看護技術Ⅰ 15回通年 ＡＢクラス  

火 スタディスキル 15回 基礎看護技術Ⅳ15回    

水   看護技術総論 15回 ＡＢクラス  

木 実践総合演習 15回     

金 基礎看護技術Ⅲ 15回 Ａクラス 基礎看護技術Ⅲ 15回 Ｂクラス  

 実習は、基礎看護学実習Ⅰ1週間がある。この実習と重なる講義は別の日に開講する。 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

後

期 

月      

火   成人看護活動論Ⅰ  

水   基礎看護技術Ⅰ 15回通年 ＡＢクラス  

木   基礎看護技術Ⅱ 15回ＡＢクラス  

金      

 実習は、基礎看護学実習Ⅱがある。この実習と重なる講義は別の日に開講する。その他、看護統合実習がある。 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    講師 大野明美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 実習指導  

火 スタディスキル 15回  成人看護活動論Ⅱ  

水 実習指導  

木 実践総合演習 15回 （移動） 実習指導  

金 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅰ、成人看護学実習Ⅰおよび成人看護学実習Ⅱがある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月 実習指導  

火 実習指導 （移動） 成人看護活動論Ⅰ  

水 実習指導  

木 実習指導 （移動） 成人看護活動論Ⅲ  

金 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅱ、成人看護学実習Ⅰ、成人看護学実習Ⅱ、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    講師 山口昌子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 実習指導  

火 スタディスキル 15回  成人看護活動論Ⅱ  

水 実習指導  

木 実践総合演習 15回 （移動） 実習指導  

金 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅰ、成人看護学実習Ⅰおよび成人看護学実習Ⅱがある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月 実習指導  

火 実習指導  

水 実習指導  

木 実習指導 （移動） 成人看護活動論Ⅲ  

金 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅱ、成人看護学実習Ⅰ、成人看護学実習Ⅱ、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    講師 川島雅子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 実習指導  

火 実習指導  

水 実習指導  

木 実践総合演習 15回  小児看護活動論Ⅱ15回 AB  

金 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅰ、小児看護学実習Ⅰ、小児看護学実習Ⅱがある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月 実習指導  

火 実習指導 （移動） 小児看護活動論Ⅰ15回   

水 実習指導  

木 実習指導  

金 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅱ、小児看護学実習Ⅱ、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 



17 

 

完成年度（平成 30年度）週間予定    講師 仁科聖子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 巡回指導  

火 巡回指導  

水 巡回指導  

木 実践総合演習 15回 （移動） 巡回指導  

金 在宅看護活動論Ⅱ15回 AB 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅰ、在宅看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 月 巡回指導  

火 巡回指導  

水 巡回指導  

木 巡回指導 在宅看護活動論Ⅰ8回   

金 巡回指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅱ、在宅看護学実習、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）度週間予定    講師 畠山 玲子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 実習指導  

火 実習指導 （移動） 老年看護活動論Ⅰ15回  

水 実習指導  

木 実践総合演習 15回 （移動） 実習指導  

金 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅰ、老年看護学実習Ⅰ（1週間）と老年看護学実習Ⅱ、老年看護学実習Ⅲがある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月 実習指導  

火 実習指導  

水 実習指導  

木 老年看護活動論Ⅱ15回 ＡＢクラス    

金 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅱ、老年看護学実習Ⅱ、老年看護学実習Ⅲ、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    講師 山口智美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 実習指導  

火 実習指導  

水 実習指導  

木 実習指導  

金 実習指導  

 実習としては、産業・学校看護学実習と老年看護学実習Ⅰがある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月 巡回指導  

火 巡回指導  

水 巡回指導  

木 巡回指導  

金 巡回指導  

 実習としては、公衆衛生看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    助教 花里陽子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 巡回指導  

火 巡回指導  

水 巡回指導  

木 実践総合演習 15回 （移動） 巡回指導  

金 在宅看護活動論Ⅱ15回 AB 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅰ、在宅看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 月 巡回指導  

火 巡回指導  

水 巡回指導  

木 巡回指導 在宅看護活動論Ⅰ8回   

金 巡回指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅱ、在宅看護学実習、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）度週間予定    助教 坂東 祐子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 実習指導  

火 実習指導 （移動） 老年看護活動論Ⅰ15回  

水 実習指導  

木 実践総合演習 15回 （移動） 実習指導  

金 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅰ、老年看護学実習Ⅰ（1週間）と老年看護学実習Ⅱ、老年看護学実習Ⅲがある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月 実習指導  

火 実習指導  

水 実習指導  

木 老年看護活動論Ⅱ15回 ＡＢクラス    

金 実習指導  

 実習としては、基礎看護学実習Ⅱ、老年看護学実習Ⅱ、老年看護学実習Ⅲ、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定    助教 鈴木祐子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

前 

 

期 

月 実習指導  

火 実習指導  

水 実習指導  

木 実践総合演習 15回 （移動） 実習指導  

金 実習指導 母性看護活動論Ⅱ15回ＡＢ  

 実習としては、母性看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

  １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

  9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

 

後 

 

期 

月 実習指導  

火 実習指導  

水 実習指導  

木 実習指導  

金 母性看護活動論Ⅰ15回 実習指導  

 実習としては、母性看護学実習、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 
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完成年度（平成 30年度）週間予定 助教 松浦彰護 

１時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

前 

期 

月 実習指導 

火 実習指導 （移動） 精神看護活動論ⅡAB 

水 実習指導 

木 実践総合演習 15回 （移動） 実習指導 

金 実習指導 

実習としては、基礎看護学実習Ⅰ、精神看護学実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 

１時限 2時限 3時限 4時限 5時限 

9：30～11：00 11：10～12：40 13：20～14：50 15：00～16：30 16：40～18：10 

後 

期 

月 実習指導 

火 実習指導 （移動） 精神看護活動論Ⅰ15回 

水 実習指導 

木 実習指導 

金 実習指導 

実習としては、基礎看護学実習Ⅱ、精神看護学実習、看護統合実習がある。 

実習が無い週も多いが、実習がある週の予定を提示 



実習科目一覧および開講時期 

科 

目 

名 

単 

位 

数 

（必修） 

又は 

（選択） 

開 講 時 期 

1 年 2 年 3 年 4 年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

基礎看護学実習Ⅰ 1 （必修） 

基礎看護学実習Ⅱ 2 （必修） 

成人看護学実習Ⅰ 3 （必修） 

成人看護学実習Ⅱ 3 （必修） 

老年看護学実習Ⅰ 1 （必修） 

老年看護学実習Ⅱ 1 （必修） 

老年看護学実習Ⅲ 2 （必修） 

小児看護学実習Ⅰ 1 （必修） 

小児看護学実習Ⅱ 1 （必修） 

母性看護学実習 2 （必修） 

精神看護学実習 2 （必修） 

在宅看護学実習 2 （必修） 

看護統合実習 2 （必修） 

産業・学校看護学実習 1 （選択） 

看護公衆衛生看護学実習 4 （選択） 

合 計 

（必修＋選択） 
28 



資 
1.科目名 基礎看護学実習Ⅰ(早期体験実習) 

2 単位数 1 単位 

3 必修・選択区分 必修 

4 履修学年 1 年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 

7 成績評価の 

方法 

出席状況・実習態度(20％)、実習内容・実習記録(30％)、課題レポート

(30％)、カンファレンスの参加状況(20％) 

8 概要 医療機関における看護活動の見学および看護への参加体験を通して、療養

者の生活の場である病院環境と看護の役割機能に関する理解を深めるこ

とをねらいとする。実習内容として、患者の療養環境の特徴および病院・

病棟の機能と構造、看護の役割機能と看護活動の一日の流れを理解し、看

護活動の見学や参加体験、患者とのコミュニケーションを通して患者の療

養生活の実際を知る。 

到達目標 

① 対象を尊重した態度で、患者とコミュニケーションを図ることができ

る。

② 入院患者の生活状況(療養環境、一日の過ごし方、日常生活行動等)を

理解することができる。

③ 医療機関における看護の役割・機能について理解を深めることができ

る。

④ 看護学生として責任ある態度で行動することができる。

9授業展開及び授

業内容 

【集中 1 週間】 

実習担当者：岩永秀子、葛西朱美、小倉邦子、中島正世、大野明美、 

山口昌子、川島雅子、仁科聖子、坂東美知子、畠山玲子、鈴木祐子、 

花里陽子、松浦彰護、A～J 助手 

 実習は、東名厚木病院、海老名総合病院、秦野赤十字病院において実

施する。

 グループ編成は、1 グループ 6 名とする。

 実習事前指導として、学内では、実習の目的・目標、グループ編成、

実習における留意事項に関するガイダンスを行う。

 実習中および実習後のカンファレンスにおいて学びを共有する。



資 
10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

 
 
 

第 

１ 

週 

 月 オリエンテーション 

事前学習 

学内 

 火 病院・病棟内オリエンテーション 

看護活動の見学 生活状況の把握 

施設 

 水 看護活動の見学 コミュニケーション  施設 

 木 看護活動の見学 施設でのカンファレンス 施設 

 金 実習のまとめ 学内 

 

 

 

 

  



資 
1.科目名 基礎看護学実習Ⅱ 

2 単位数 2 単位 

3 必修・選択区分 必修 

4 履修学年 2 年後期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 

7成績評価の方法 出席状況・実習態度(20％)、実習内容・実習記録(50％)、課題レポート

(20％)、カンファレンスの参加状況(10％) 

8 概要 医療機関において健康障害により日常の生活援助を必要とする患者に対

して、既習の看護学の知識・技術・態度を適用・応用し、患者を総合的

に理解し、基本的ニードを把握し、個別的な看護活動を実践するための

基礎的能力を習得する。１名の患者を受け持ち、患者と援助的人間関係

を築き、安全・安楽に基づく看護過程を展開するプロセスについて学ぶ。

また、看護チームの一員としての連携や看護学生としての倫理的行動の

実際について学ぶ。 

到達目標 

① 看護者として患者とコミュニケーションを図り、援助的人間関係に

ついて理解を深めることができる。

② 健康障害をもつ対象の健康上のニーズを看護の視点から捉えること

ができる。

③ 対象の個別性を考慮した看護計画を立案し、実施・評価することが

できる。

④ 看護チームの一員として、責任ある態度で行動することができる。

⑤ 看護の実際を体験的に学ぶ中から、看護実践の科学性と個別性につ

いて理解を深めることができる。

9授業展開及び授

業内容 

【集中 2 週間】 

＜実習担当者 岩永秀子、葛西朱美、小倉邦子、中島正世、A～J 助手＞ 

 実習は、東名厚木病院、海老名総合病院、東海大医学部付属病院、

相模台病院、伊勢原協同病院において実施する。

 グループ編成は、1 グループ 6 名とする。

 実習事前指導として、学内では、実習の目的・目標、グループ編成、

実習における留意事項に関するガイダンスを行う。

 実習中および実習後のカンファレンスにおいて学びを共有する。



資 
10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション      

受け持ちの紹介 情報収集 

施設 

火 受け持ち患者のケア見学 コミユニケーション 施設 

水 看護過程の展開  施設 

木 看護過程の展開 施設 

金 学習内容の共有 翌週の看護計画・課題の確認 学内 

第 

２ 

週 

月 看護過程の展開 施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 施設最終カンファレンス 施設 

金 実習のまとめ 学内 

 

  



資 
1.科目名 成人看護学実習Ⅰ（急性期） 

2 単位数 3 単位 

3 必修・選択区分 必修 

4 履修学年 3 年後期～4 年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 （看護学テキスト NICE）成人看護学 急性期看護Ⅰ 概論・周手術期看

護、南江堂 

7 成績評価の 

方法 

実習態度 10％、実習記録 20％、実習評価票 70％ 

*実習評価票では、到達目標に沿って総合的に評価します。

8 概要 急性期や周手術期にある成人患者の心身の特徴をふまえて、健康レベル

に応じた援助について実践を通して学習する。具体的には周手術期の対象

を受け持ち、系統的な情報収集を図り、アセスメント、看護診断、対象の

個別性に応じた健康回復に向けての援助計画の立案、実施、評価の一連の

看護過程を展開する。 

到達目標 

① コミュニケーションやフィジカルアセスメントを行って、周手術期に

ある成人の系統的な情報収集およびアセスメントができる。

② 収集した情報に基づいたデータベースや関連図の作成を行なって、看

護問題の抽出ができる。

③ 抽出した看護問題に応じた看護計画が立案でき、優先順位が決定でき

る。

④ 看護計画と治療計画を統合させた日々の行動計画が立案できる。

⑤ それまでの講義・演習で修得した知識・技術を駆使し、行動計画に基

づいた看護実践ができる。

⑥ 実践した看護の評価ができ、残された課題をフィードバックできる。 

9授業展開及び授

業内容 

臨地実習 3 週間、実習施設：4 施設（東名厚木病院、海老名総合病院、東

海大学医学部附属病院、相模原病院） 

実習担当者：田村幸子、中谷啓子、大野明美、山口昌子、Ｃ助手、Ｄ助手 

 学生全体を 6 名×15 グループに分けて実習施設に配置する。 

 実習要項を作成し、実習学生全体にむけた事前ガイダンスを行う。 

 実習前には、グループ別オリエンテーションを開き、事前学習状況の

確認、看護技術の確認、連絡網の確認等を行う。 

 実習中には、臨地指導者、学生、教員が参加するカンファレンスを開

き、学びと問題点の共有をはかる。 

 実習後には、実習記録および実習評価票を用いて評価する。 



資 
10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション     

受け持ちの紹介 情報収集 

施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 施設 

金 学習内容の共有 翌週の看護計画・課題の確認 学内 

第 

２ 

週 

月 看護過程の展開 施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 施設 

金 学習内容の共有 翌週の看護計画・課題の確認 学内 

第 

２ 

週 

月 看護過程の展開 施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 施設最終カンファレンス 施設 

金 実習のまとめ  学内 

 

  



資 
1.科目名 成人看護学実習Ⅱ（慢性期） 

2 単位数 3 単位 

3 必修・選択区分 必修 

4 履修学年 3 年後期～4 年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 （看護学テキスト NICE）成人看護学 慢性期看護、南江堂 

7成績評価の方法 実習態度 10％、実習記録 20％、実習評価票 70％ 

*実習評価票では、到達目標に沿って総合的に評価します。

8 概要 慢性期にある対象の健康障害と治療への反応が発達段階および生活過

程に及ぼす影響をふまえて、対象がより最適な健康状態となるように、セ

ルフケアの習得などの援助について実践を通して学習する。具体的には慢

性期～終末期にある対象を受け持ち、情報収集、アセスメント、看護診断、

援助計画立案、実施、評価の一連の看護過程を展開する。 

到達目標 

① コミュニケーションやフィジカルアセスメントを行って、慢性期にあ

る成人の系統的な情報収集およびアセスメントができる。

② 収集した情報に基づいたデータベースや関連図の作成を行なって、看

護問題の抽出ができる。

③ 抽出した看護問題に応じた看護計画が立案でき、優先順位が決定でき

る。

④ 看護計画と治療計画を統合させた日々の行動計画が立案できる。

⑤ それまでの講義・演習で修得した知識・技術を駆使し、行動計画に基

づいた看護実践ができる。

⑥ 実践した看護の評価ができ、残された課題をフィードバックできる。 

9授業展開及び授

業内容 

臨地実習 3 週間、実習施設：4 施設（東名厚木病院、海老名総合病院、秦

野赤十字病院、伊勢原協同病院） 

実習担当者：田村幸子、中谷啓子、大野明美、山口昌子、Ｃ助手、Ｄ助手 

 学生全体を 6 名×15 グループに分けて実習施設に配置する。 

 実習要項を作成し、実習学生全体にむけた事前ガイダンスを行う。 

 実習前には、グループ別オリエンテーションを開き、事前学習状況の

確認、看護技術の確認、連絡網の確認等を行う。 

 実習中には、臨地指導者、学生、教員が参加するカンファレンスを開

き、学びと問題点の共有をはかる。 

 実習後には、実習記録および実習評価票を用いて評価する。 



資 
10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション     

受け持ちの紹介 情報収集 

施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 施設 

金 学習内容の共有 翌週の看護計画・課題の確認 学内 

第 

２ 

週 

月 看護過程の展開 施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 施設 

金 学習内容の共有 翌週の看護計画・課題の確認 学内 

第 

２ 

週 

月 看護過程の展開 施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 施設 

金 実習のまとめ  学内 

 

  



資 
1.科目名 老年看護学実習Ⅰ 

2 単位数 １単位 

3 必修・選択区分 必修 

4 履修学年 3 年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 荻原俊夫：老年病・認知症～長寿の秘訣～.メディカルレビュー社. 

7 成績評価の 

方法 

出席状況、実習態度（10％）、カンファレンス参加と発表態度（10％）、 

実習記録（80％） 

8 概要 地域で生活する老年者の特性を理解し、日常生活を営むための健康を支

える老年看護に必要な知識・技術・態度を習得する。コミュニケーショ

ン技術を用いて、地域で生活する老年者（デイケア・デイサービスに通

所）と円滑な人間関係を築き、老年者の自立支援に関わる援助を実施す

る。また保健医療福祉チームの一員として、看護職の役割と連携、老年

者の地域での生活を支える社会資源の活用について理解する。介護保険

サービスを利用し、地域で生活する老年者への関心を高め、老年者を尊

重する態度を習得する 

到達目標として下記の項目があげられる。 

①老年期にある人の特徴や発達・成熟段階を説明することができる。

②コミュニケーション技術を用いて、老年者と円滑な関係を築くことが

できる。

③加齢に伴う日常生活にどのような障害をきたしているかを把握する

ことができる。

④基本的ニーズを充足するための日常生活への援助方法を実施するこ

とができる。

⑤老年期にある人の生きがいや活動を理解することができる。

⑥老年期にある人へ関心を持ち、個人として尊重した態度をとることが

できる。

⑦デイケア・デイサービスにおける保健・福祉・医療チームの一員とし

ての看護職の役割と連携、老年者の地域での生活を支える社会資源活

用の実際を学ぶことができる。

9 授業展開及び

授業内容 

集中 １週間、実習施設：３施設（特別養護老人ホーム敬和荘、くすの

きメイサムホール、ひかり整骨院デイサービス妻田、） 

担当教員：三澤久恵、畠山玲子、坂東美知子、山口智美、助手 A 

・グループ編成は、１グループ 6 名を原則とする。 

・編成、実習における留意事項に関するガイダンスを行う。 

・実習中・後のカンファレンスにおいて学びを共有する。 



資 
10 実習計画 

 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション（実習目的・目標・学習方法の確認） 

デイケア・デイサービス実習 

施設 

火 デイケア・デイサービス実習 中間カンファレンス（援助の方

向性） 

施設 

水 デイケア・デイサービス実習 施設 

木 デイケア・デイサービス実習 最終カンファレンス（援助内

容・学び） 

施設 

金 実習のまとめ 学内 

 

 

  



資 
1.科目名 老年看護学実習Ⅱ 

2 単位数 １単位 

3 必修・選択区分 必修 

4 履修学年 3 年後期～４年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 清水裕子：コミュニケーションからはじまる認知症ケアブック.Gakken. 

7 成績評価の 

方法 

出席状況、実習態度（10％）、カンファレンス参加と発表態度（10％）、 

実習記録（80％） 

8 概要 日常生活の援助が必要な高齢者で、家庭（在宅）での療養生活を目

指しリハビリテーションおよび日常生活の援助を受けている高齢者

の生活環境を把握し、その人々の健康上の課題に応じた看護の実際

について学ぶ。加齢にともなう機能・能力の低下と日常生活機能に

ついてアセスメントし、QOLを維持・向上するための予防活動への援

助をし、その人らしい生活ができるようにするための援助について

学ぶ。また、保健医療福祉における関連職種の連携の実際について

学ぶ。 

到達目標として下記の項目があげられる。 

①高齢者の生活の場である介護老人保健施設の概要と特徴を説明する

ことができる。

②介護老人保健施設で生活する高齢者の特徴を身体的・精神的・社会的

変化について説明することができる。

③コミュニケーション技術を用いて、介護老人保健施設を利用する高齢

者と円滑な人間関係を築くことができ、倫理的態度を養うことができ

る。

④介護老人保健施設を利用する高齢者の QOL をふまえ、自立に向けた

援助を指導者と共に実施することができる。

⑤保健・医療・福祉チームの一員として、施設における看護職の役割と

連携の必要性が理解できる。また、地域での生活を支える社会資源の

活用について説明することができる。

⑥介護老人保健施設における実習を通して自己の高齢者観を持つこと

ができる。

９授業展開及び

授業内容 

集中 １週間、実習施設：５施設（コミュニティケア北部、老人保健施

設えびな、介護老人保健施設ぬるみず、介護老人保健施設さくら、介護

老人保健施設清泉の郷） 

担当教員：三澤久恵、畠山玲子、坂東美知子、助手 A、 

・グループ編成は、１グループ 6 名を原則とする。 

編成、実習における留意事項に関するガイダンスを行う。 

・実習中・後のカンファレンスにおいて学びを共有する。 



資 
10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション 

介護老人保健施設実習 

施設 

火 介護老人保健施設実習 中間カンファレンス（援助の方向性） 施設 

水 介護老人保健施設実習 施設 

木 介護老人保健施設実習 最終カンファレンス（援助の内容） 施設 

金 学習のまとめ 学内 



資 
1.科目名 老年看護学実習Ⅲ 

2 単位数 １単位 

3 必修・選択区分 必修 

4 履修学年 3 年後期～４年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 真田弘美：老年看護学技術～最後までその人らしく生きることを支援す

る～.南江堂. 

7 成績評価の 

方法 

出席状況、実習態度（10％）、カンファレンス参加と発表態度（10％）、 

実習記録（80％） 

8 概要 入院生活を送る老年者とその家族が持つ健康問題を解決するために

必要な知識・技術・態度の統合を図り、老年者看護の方法を習得す

ることをねらいとする。退院後の生活に向けて社会資源の活用、福

祉分野との連携の実際とその中で看護職がどのような役割を果たし

ているのかを考察する。 

到達目標として下記の項目があげられる。 

①病院で加療中の機能障害、疾患を持つ老年者の特徴を身体的・精神

的・社会的な健康面から説明することができる。

②コミュニケーション技術を用いて、病院で加療中の高齢者および家族

と円滑な人間関係を築くことができる。

④病院で加療中の高齢者と家族に生じる健康問題を把握し、加齢に伴う

機能低下・合併症の予防や退院後の生活に視点を持つ援助を実施する

ことができる。

⑤保健・医療・福祉チームの一員としての役割と連携を理解し、療養生

活を支える社会資源の活用について理解を深めることができる。

⑥その人の生きてきた歴史を尊重する老年看護の役割を考察し、自己の

老年者看護観を明らかにすることができる。

９授業展開及び

授業内容 

集中２週間、実習施設：5 施設（海老名総合病院、厚木市立病院、相模

台病院、伊勢原協同病院、東名厚木病院、相模原病院） 

担当教員：三澤久恵、畠山玲子、坂東美知子、助手 A 

・グループ編成は、１グループ 6 名を原則とする。 

編成、実習における留意事項に関するガイダンスを行う。 

・実習中・後のカンファレンスにおいて学びを共有する。 



資 
10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション     

受け持ちの紹介 情報収集 

施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 病棟中間カンファレンス（問題抽出・援助の方

向性） 

施設 

金 学習内容の共有 翌週の看護計画・課題の確認 学内 

第 

２ 

週 

月 看護過程の展開 施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 病棟最終カンファレンス 施設 

金 実習のまとめ 学内 

 

  



資 
1.科目名 小児看護学実習Ⅰ 

2 単位数 1 単位 

3 必修・選択区分 必修 

4 履修学年 3 年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 保育所保育指針 保育所協会 

系統看護学講座 専門分野 22 小児看護学【１】小児看護学概論 小

児看護学総論 医学書院 

公民衛生の動向 厚生統計協会 

7 成績評価の 

方法 

出席状況、実習態度（20％）、実習記録（50％）、課題レポート（30％）、 

8 概要 健康な乳幼児の日常生活と遊びを通して小児期の特徴を理解し、成長・

発達を促す保育の実際を学ぶことが目的である。具体的には、乳幼児の

成長・発達の特徴について理解し、子どもたちの発達段階に応じた、日

常生活行動の援助を、指導を受けながら安全に実施する。核家族化、少

子高齢化の現代、乳幼児と接する機会が激減している。本実習を受けて、

乳幼児を取り巻く環境と課題について考える。 

到達目標として下記の項目があげられる。 

① 乳幼児に親しみを持って関わり、よいコミュニケーションがとれる。 

② 乳幼児の生活場面に関わり、小児の成長・発達や基本的生活習慣に

ついて理解でき、日常生活行動の援助を、指導者とともに実施でき

る。

③ 乳幼児とともに遊び、生活を共にする中で、遊びの意義や関わり方

が理解できる。

④ 小児を取り巻く環境やサポートシステムおよび小児の健康管理の概

要、小児の成長・発達と生活環境との関連が理解できる。

⑤ 自己の子ども観を深めることができる。

9 授業展開及び

授業内容 

実習期間：1 週間 

実習施設：6 施設（かねだチャイルド園、愛歩保育園、妻田保育園、三

田保育園、けいわ保育園、けいわ星の子保育園） 

実習担当教員：久保恭子、川島雅子、Ｆ助手 

・グループ編成は、1 グループ 6 名とする。 

・実習前指導として、学内では実習のねらい、目標、グループ編成、実

習における留意事項、特に検便検査等の健康管理について、ガイダン

スを行う。 

・ 実習中・後のカンファレンスにおいて学びを共有する。 



資 
10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション 

保育所オリエンテーション 受け持ちクラス決定 

施設 

火 保育所実習 施設 

水 保育所実習 施設 

木 保育所実習 施設 

金 学習のまとめ 学内 

 

  



資 
1.科目名 小児看護学実習Ⅱ 

2 単位数 1 単位 

3 必修・選択区分 必修 

4 履修学年 3 年後期～4 年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 系統看護学講座 専門分野 23 小児看護学[2] 小児臨床看護各論 医

学書院.  

7 成績評価の 

方法 

出席状況、実習態度（10％）、実習記録（50％）、課題レポート（30％）、

カンファレンス参加と発表態度（10％） 

8 概要 病院で療養している子どもと家族の健康上の問題を解決するための援

助を通して小児看護に必要な知識・技術・態度を習得することを目的と

する。療養を必要とする子どもとその家族の健康を保持増進するために

必要な看護の基礎的能力を養う。看護を実施し、家庭療養、継続看護、

子どもを取り巻く地域社会、医療・保健・福祉・教育の連携の中で小児

看護の役割を理解する。 

到達目標として下記の項目があげられる。 

① 子どもの成長・発達過程、健康状態が理解できる。

② 療養している子どもと家族がもつ問題を理解し、問題解決に向けた

看護の方向性、必要な援助について理解できる。

③ 子どもと家族の安全、安楽を守り、適切な援助を指導者とともに実

践・評価できる。

④ 療養している子どもを取り巻く保健・福祉・教育の連携と協働の中

で、小児看護の役割が理解できる。

⑤ 対象者の特性を理解し、対象を尊重した行動がとれる。

9 授業展開及び

授業内容 

実習期間：1 週間 

実習施設：4 施設（海老名総合病院、東海大学医学部付属病院、厚木市

立病院、秦野赤十字病院） 

実習担当教員：久保恭子、川島雅子、Ｆ助手 

・グループ編成は、1 グループ 6 名とする。 

・施設実習事前指導として、学内では実習のねらい、目標、グループ編

成、実習における留意事項、特に健康管理について、ガイダンスを行

う。 

・実習中・後のカンファレンスにおいて学びを共有する。 



資 
10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション    

受け持ちの紹介 情報収集 

施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 施設 

金 実習のまとめ  学内 

 

  



資 
1.科目名 母性看護学実習 

2 単位数 2 単位 

3 必修・選択区分 必修 

4 履修学年 3 年後期～4 年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 佐世正勝．ウェルネスからみた母性看護過程＋病態関連図．医学書院 

太田操．ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程．医歯薬出版 

7 成績評価の 

方法 

出席状況、実習態度（10％）、カンファレンス参加と発表態度（10％）

実習記録（80％） 

8 概要 妊婦・産婦・褥婦および新生児の生理的変化と特徴を理解し、実践を通 

して周産期の母子とその家族への援助に必要な基礎的能力を養うこと

を目的とする。実習で学ぶ内容は、妊婦・産婦・褥婦、新生児への看護

過程の展開、妊娠・分娩・産褥、新生児における生理的経過の理解と必

要な援助、母子保健医療における関連機関の役割や資源の活用などであ

る。加えて、母性看護学実習を通し生命に対する畏敬の念を深め、自己

の母性・父性について考え、専門職を目指す学生としての姿勢や態度を 

養う。 

到達目標として下記の項目があげられる。 

① 妊婦・産婦の身体的・心理的・社会的な変化を説明するこ

とができる。

② 周産期の母子とその家族に対して、正常に経過するための

看護およびセルフケア能力を高めるためのケアを立案し実

施、評価することできる。

③ 妊娠期、産褥期における保健指導の意義と必要な指導内容

を説明することができる。

④ 母子保健医療における関連機関の役割や社会資源の活用に

ついて理解を深めることができる。

⑤ 人権ならびに生命の尊厳に対し倫理的に配慮した態度をと

ることができる。

9 授業展開及び

授業内容 

実習期間：集中 2 週間 

実習施設：6 施設（海老名総合病院、東海大医学部付属病院、秦野赤十

字病院、厚木市立病院、塩塚産婦人科、並木産婦人科） 

実習担当教員：小林由美、鈴木祐子、Ｇ助手 

・グループ編成は、1 グループ 6 名を基本とする。 

・施設実習事前指導として、学内では、実習のねらい・目標、グループ

編成、実習における留意事項に関するガイダンスを行う。 

・実習中・後のカンファレンスにおいて学びを共有する。 



資 
10 実習計画 

 

 

  

週 曜日 実習内容 場  所 

第

1

週 

月 オリエンテーション  

受け持ちの紹介 情報収集 

施設 火 看護過程の展開 

一部の学生は外来実習・母親学級等への参加 水 

木 

金 学内実習 翌週の看護計画・課題の確認 学内 

第

２

週 

月 看護過程の展開 

一部の学生は外来実習・母親学級等への参加 

施設 

火 

水 

木 看護過程の展開 外来実習・母親学級等への参加 

施設最終カンファレンス  

金 実習のまとめ 学内 



資 
1.科目名 精神看護学実習 

2 単位数 2 単位 

3 必修・選択区分 必須 

4 履修学年 3 年後期～4 年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 萱間真美他編：精神看護学 こころ・からだ・かかわりのプラクティス、

南江堂、2010． 

7 成績評価の 

方法 

・実習評価表の評価項目に基づいて担当教員が評価を行う。 

・評価は、実習状況、面接、カンファレンス、実習態度、出席状況、実

習記録、課題レポートなどから総合的に評価する。 

8 概要 精神障害の健康問題をもつ患者を全人的に理解し、健康レベルに応じた

看護の基礎的な実践能力を養う。実習では、精神科病棟で精神の健康問

題をもつ患者を受け持ち、看護過程を展開する。 

到達目標として下記の項目があげられる。 

①  精神の健康問題をもつ患者を生物的、心理的、社会的側面から理解

できる。 

②  患者との治療的援助関係を形成するとともに、援助者としての自己

の課題を明確にできる。 

③  精神の健康問題をもつ患者の健康レベルに応じた看護過程を展開

できる。 

④  保健・医療・福祉における看護及び多職種の役割を理解し、対象を 

中心とした多職種との協働と連携の在り方を説明できる。 

⑤  自己の看護を振り返り、精神看護の専門性と価値について考察で

きる。 

9 授業展開及び

授業内容 

実習期間：集中2週間 

実習施設：2施設（愛光病院、相模台病院） 

実習担当教員：寺岡貴子、松浦彰護、H助手 

授業内容 

・グループ編成は、1グループ6～7名とする。 

・施設実習事前指導として、学内では、実習目的、日標、方法、グルー

プ編成、実習における留意事項に関するガイダンスを行う。 

・実習中・後のカンファレンスにおいて学びを共有する。 

 

 

 

 

 

 

 



資 
10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション     

受け持ちの紹介 情報収集 

施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 施設 

金 学習内容の共有 翌週の看護計画・課題の確認 学内 

第 

２ 

週 

月 看護過程の展開 施設 

火 看護過程の展開 施設 

水 看護過程の展開 施設 

木 看護過程の展開 施設最終カンファレンス 施設 

金 実習のまとめ 学内 

 

  



資 
1.科目名 在宅看護学実習 

2 単位数 2 単位 

3 必修・選択区

分 

必修 

4 履修学年 3 年後期～4 年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 樋口キヱ子他：(2010)退院支援から在宅ケアへ~ライフサポーターとしての

看護実践能力をめざして~.東京.筒井書房． 

7 成績評価の 

方法 

出席の状況、実習記録（20％）、実習記録（30％）、課題レポート（50％）、

カンファレンス参加と発表態度（10％） 

8 概要 健康上の問題/課題を抱えながら在宅で生活する対象を理解し、療養する人

と家族の特性に応じた看護支援を展開するための基礎的知識・技術・態度

の習得をねらいとする。具体的には、訪問看護ステーションにおける同行

訪問を通して在宅で療養する人々の暮らしの様子の理解と療養の継続、介

護の継続ができるために必要な在宅療養者と家族の生活状況を包括的に把

握し、在宅看護過程の展開をする。また、病院における退院前カンファレ

ンス、在宅ケアカンファレンス、訪問施設に関連する地域事業に参加し、

在宅療養者を取り巻く社会資源、他職種連携について学び在宅看護の役割

について考察する。 

到達目標として下記の項目があげられる。 

1. 在宅療養者とその家族の生活を健康状態、精神状態、生活環境の視

点から把握することができる。 

2. 在宅での生活状況を包括的側面からアセスメントをし、看護上の問

題・課題の抽出をすることができる。 

3. 療養者とその家族の生活に対する希望、療養生活の継続、介護継続

を考慮した援助計画を立案し実施することができる。 

4.訪問看護師として倫理的配慮のもとに看護を提供する意義が理解でき

る。 

5. 在宅療養における保健・医療・福祉に関する他職種との連携と社会

資源の活用の重要性が理解できる。 

6. 保健・医療・福祉チームにおける看護者としての自己の役割が理解

できる。 



資 
9 授業展開及び

授業内容 

実習期間：集中 ２週間、実習施設：11施設 （訪問看護ステーションさつ

き、訪問看護ステーションもみじ、厚木医師会訪問看護ステーション、JA

訪問看護ステーションつくい、訪問看護ステーションふたばらいふ、訪問

看護ステーションホット北部、中町クリニック訪問看護、笹生循環器クリ

ニック、丸山内科クリニック訪問看護部、介護老人保健施設こまち訪問看

護ステーション、大和医師会訪問看護ステーション）  

実習教員：樋口キエ子、仁科聖子、花里陽子、Ｉ助手  

授業内容 

・グループ編成は、1グルーフ6名とする。 

・施設実習事前指導として、学内では、実習のねらい、日標、グループ 

編成、実習における留意事項に関するガイダンスを行う。 

・実習中・後のカンファレンスにおいて学びを共有する。 

10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション  

受け持ちの紹介 情報収集 

施設 

火 同行訪問 看護過程の展開 施設 

水 同行訪問 看護過程の展開 施設 

木 同行訪問 看護過程の展開 施設 

金 学習内容の共有 翌週の看護計画・課題の確認 学内 

第 

２ 

週 

月 同行訪問 看護過程の展開 施設 

火 同行訪問 看護過程の展開 施設 

水 同行訪問 看護過程の展開 施設 

木 同行訪問 看護過程の展開 施設最終カンファレンス 施設 

金 実習のまとめ 学内 



資 

1.科目名 看護統合実習 

2 単位数 ２単位 

3 必修・選択区分 必修 

4 履修学年 ４年後期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 

7 成績評価の 

方法 

出席状況、実習態度（10％）、カンファレンス参加と発表態度（10％）、 

実習記録（80％） 

8 概要 保健医療福祉における看護専門職としての役割と責任を果たすための 

基礎的能力を養う。複数の対象を受け持ち、安全・安楽な看護サービス 

の提供について学び、関連機関・関連職種と連携できる能力を養う。ま 

た、日中以外の時間帯の対象者の状態を実際に観察・アセスメントし、 

対象者の健康問題に応じた援助について学ぶ。看護管理の実際を学び、 

質の高い看護サービスを提供するための看護職の役割について理解す 

る。 

到達目標として下記の項目があげられる。 

①複数の受け持ち対象者に対し、安全・安楽な看護サービスを提供する

ことができる。

②日中以外の時間帯の対象者の状態を観察・アセスメントし、健康問題

に応じた援助の実際を説明することができる。

③看護の管理体制を理解し、質の高い看護サービスを提供するための連

携について説明することができる。

④看護専門職を目指す者として主体的に看護を追求する態度を身につける

ことができる。 

9 授業展開及び

授業内容 

実習期間：集中 ２週間 

実習担当教員：岩永秀子、葛西朱美、三澤久恵、小林由美、田村幸子、中谷

啓子、久保恭子、山崎恭子、樋口キエ子、寺岡貴子、佐藤美由紀、小倉邦子、

中島正世、大野明美、山口昌子、川島雅子、仁科聖子、花里陽子、畠山玲子、

坂東美和子、鈴木祐子、松浦彰護、A～J 助手 

実習施設：4 施設（東名厚木病院、海老名総合病院、厚木市立病院、伊勢原

共同病院） 

・グループ編成は、１グループ 6 名を原則とする。 

編成、実習における留意事項に関するガイダンスを行う。 

・実習中・後のカンファレンスにおいて学びを共有する。 



資 
10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション 

看護管理体制の理解 

施設 

火 リーダー、メンバーの役割の理解  

日勤以外の時間帯の経験  

看護過程の展開 

施設 

水 施設 

木 施設 

金 学習内容の共有 翌週の看護計画・課題の確認 学内 

第 

２ 

週 

月 

複数受け持ち患者の看護過程の展開 

施設 

火 施設 

水 施設 

木 複数受け持ち患者の看護過程の展開 施設最終カンファレンス 施設 

金 実習のまとめ 学内 



資 

1.科目名 産業・学校看護学実習 

2 単位数 1 単位 

3 必修・選択区分 選択 

4 履修学年 4 年前期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 中谷芳美ほか．(2014)．≪標準保健師講座≫ 対象別公衆衛生看護活動． 東

京．医学書院 

中村裕美子ほか．(2009)． ≪標準保健師講座 2≫ 地域看護技術． 東京．

医学書院 

7 成績評価の 

方法 

出席の状況、実習態度(10%)、実習記録(60%)、課題レポート(20%) 

カンファレンス参加と発表態度(10%) 

8 概要 労働者および生徒の健康課題と職場および学校環境をアセスメントし、 

健康支援目標の設定と各種健康支援活動の企画・実施・評価から産業看 

護職および養護教諭の役割、他職種との連携、などについて学習する。 

≪到達目標≫ 

1)産業の場において、産業看護職が果たしている役割について理解す 

る。 

2)産業看護活動の対象となる事業場の概要および労働実態をアセスメ 

ントし、事業所の健康課題をあげることができる。 

3)対象事業場の健康課題を解決するための個人・集団・組織への働きか 

けについて理解する。 

4)対象となる学校において、養護教諭が果たしている役割について理解 

する。 

5)学校環境と生徒および教職員についてアセスメントし、健康課題をあ 

げることができる。 

6)学校における健康課題を解決するための個人・集団・組織への働きか 

けについて理解する。 

7)地域において保健所、保健センター・職域・学校との連携について考 

察し今後の課題を示すことができる。 



資 
9授業展開及び授

業内容 

実習期間：集中 1 週間（産業 2 日・学校 2 日・1 日学内まとめ） 

実習担当教員：三澤久恵、山崎恭子、山口智美、Ｊ助手 

授業内容 

実習は、リコー厚木事業所、リコーテクニカルセンターと厚木市立三田小

学校、厚木市立鳶尾小学校、厚木市立荻野小学校、厚木市立睦合小学校、

厚木市立荻野中学校において実施する。 

グループ編成は、事業所 1 グループ 5 名、学校 1 グループ２名 

・事前指導として、学内では、実習のねらい、日標、実習における留意事

項に関するガイダンスを行う。 

・産業、学校実習の各最終日と実習の最終日にはカンファレンスにて学び

を共有する。 

10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション 

事業所実習 ２日 

学校実習 ２日 

事業所および学校でのカンファレンス 

施設 

火 施設 

水 施設 

木 施設 

金 学習のまとめ 学内 



資 
1.科目名 公衆衛生看護実習 

2 単位数 4 単位 

3 必修・選択区分 選択 

4 履修学年 4 年後期 

5 授業形態 実習 

6 参考書 中谷芳美ほか．(2014)．≪標準保健師講座≫ 対象別公衆衛生看護活動． 東

京．医学書院 

中村裕美子ほか．(2009)． ≪標準保健師講座 2≫ 地域看護技術． 東京．

医学書院 

7 成績評価の 

方法 

出席の状況、実習態度(10%)、実習記録(60%)、課題レポート(20%) 

カンファレンス参加と発表態度(10%) 

地域診断であげられた地域の特徴を捉えながら、地域に暮らすあらゆる

年代、様々な健康レベルの人々への看護活動を個人・集団・地域の視点か

らの展開方法や課題の解決方法について、体験を通して理解を深める。家

庭訪問や健康相談などの個人への支援から、個人のニーズを把握し、集

団・組織へとつなげていく支援システム構築（高齢者、乳幼児など）・公

衆衛生看護における管理について考察する。 

≪到達目標≫ 

1) 地域のデータからの分析結果、各事業を通して把握した課題、さら

に、住民の声などを結びつけて地域の健康課題をアセスメントでる。 

2) 地域で生活している特定の健康課題を持つ個人や家族について地域

でその人らしく生活できるための支援方法を家庭訪問や健康相談の実 

際の場を通じて、保健師の支援の特徴と役割を理解する。 

3)他事業との関連や地域の特徴をとらえた健康教育の企画・実践、評価計

画の立案を通じて、特定の健康課題を持つ住民集団への支援方法と保健師

の役割を理解する。 

4)地域のキーパーソン、関係機関とのネットワークづくり、地区組織活動

など地域住民との協同、連携にける保健師の役割とそれらの地域の健康課

題の解決方法としての意義を理解する。 

5) 地域で健康危機管理の必要な状況や保健師の役割についてイメージで

きる。 

6)個人・家族、集団、住民組織、地域を関連させて捉える保健師の視点を

理解する。 



資 
9 授業展開及び

授業内容 

実習期間：集中 4 週間 

実習担当教員：山崎恭子、佐藤美由紀、山口智美、Ｊ助手 

授業内容 

実習は、神奈川県内自治体（横浜市各区、川崎市各区、県域の保健所と市

町村など）において実施する。 

グループ編成は、1 グループ 2 名とする。 

・公衆衛生看護技術論にて、実習に必要な保健活動技術を習得したうえで、

衆衛生看護学実習へのぞむ。 

・施設実習事前オリエンテーションが実習前に各自治体で実施される。そ

の事前指導として、学内では、実習のねらい。日標、実習における留意事

項に関するガイダンスを行う。 

・実習前・中・後のカンファレンスにおいて学びを共有する。 

10 実習計画 

週 曜日 実習内容 場所 

第 

１ 

週 

月 オリエンテーション 

自治体での実務実習 

施設 

火 自治体での実務実習 施設 

水 自治体での実務実習 施設 

木 自治体での実務実習 施設 

金 まとめ 翌週の実習課題の確認 学内 

第 

２ 

週 

月 自治体での実務実習 施設 

火 自治体での実務実習 施設 

水 自治体での実務実習 施設 

木 自治体での実務実習 施設 

金 まとめ 翌週の実習課題の確認 学内 

第 

３ 

週 

月 自治体での実務実習 施設 

火 自治体での実務実習 施設 

水 自治体での実務実習 施設 

木 自治体での実務実習 施設 

金 まとめ 翌週の実習課題の確認 学内 

第 

４ 

週 

月 自治体での実務実習 施設 

火 自治体での実務実習 施設 

水 自治体での実務実習 施設 

木 自治体での実務実習 施設 

金 実習のまとめ 学内 



看護学部看護学科実習委員会規定 

（設置） 

第１条 神奈川工科大学看護学部看護学科（以下「本学科」という。）会議の下部組織とし

て、実習委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（目的） 

第２条 委員会は、本学科における看護学実習の円滑な実施と充実を図ることを目的とす

る。 

（構成） 

第３条 委員会は、次に掲げる者を持って構成する。 

２ 看護学の実習科目の各領域から選出された者１名ずつ（以下「委員」という。）をもっ

て構成する。 

３ 委員会に委員長を置き、委員長は委員の互選とする。 

４ 委員長が必要と認めたときは副委員長を置くことができる。 

５ その他委員長が必要と認めた者を置くことができる。 

（審議事項） 

第４条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

（１）看護学実習の企画・立案及び実施に関する事項 

（２）看護学実習に必要な施設･設備に関する事項 

（３）看護学実習要項に関する事項 

（４）看護学実習における安全及び倫理に関する事項 

（５）看護学実習にあたる教員の研修に関する事項 

（６）その他看護学実習の円滑な実施に関する事項 

（任期） 

第５条 委員の任期は原則として１年とし、再任を妨げない・ 

（運営） 

第７条 委員長は委員会を招集し、その議長となる。 

第８条 委員会の議事は出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところ

による。 

（報告義務） 

第９条 委員長は、委員会の議事結果について学科長及び学科会議に報告するものとし、

学科長は学科会議に必要事項を諮らなければならない。 

（内規の開配） 

第 10条 この内規の改発は、委員会の議を経て学科会議で決定する。 

附則 

この内規は、平成 27年○月○日から施行する。 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月

週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

2月 3月

老年Ⅲ　

母性

精神

在宅

老年Ⅲ　 老年Ⅲ　

精神

老年Ⅲ　

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

在宅

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

母性

成人Ⅰ

成人Ⅱ

統合

平成２７～３０年度（２０１５～２０１８）年間実習計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　添付２　　　　　　　　　　　　　　

小
児

母
性

精
神

在
宅

成
人
Ⅰ

成
人
Ⅱ

老
年

基
礎
Ⅱ

春
季
休
暇

老
年
Ⅱ

４
年
次

（
平
成
３
０
年
度

）

１
年
次

（
H
2
7
年

度

）

２
年
次

（
H
2
8
年

度

）

３
年
次

（
平
成
２
９
年
度

）

小
児

母
性

精
神

在
宅

統
合

地
域

産業・
学校

成人Ⅰ

公衆衛生看護学実習

在宅 在宅

小
児
Ⅱ

母性 母性

成人Ⅰ

成人Ⅱ 成人Ⅱ

老
年
Ⅱ

１月

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

成人Ⅰ

成人Ⅱ

老年Ⅲ　

４月 ５月 6月 ７月 ８月

老
年
Ⅰ

小
児
Ⅰ

９月 １０月 １１月 １２月

基
礎
Ⅱ

老
年
Ⅱ

小
児
Ⅱ

冬季
休暇

夏季休暇

在宅

精神

母性

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

老
年
Ⅰ

小
児
Ⅰ

母性

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老年Ⅲ　 老年Ⅲ　 老年Ⅲ　

精神 精神

在宅 在宅

在宅 在宅 在宅

基
礎
Ⅰ

基
礎
Ⅱ

成
人
Ⅰ

成
人
Ⅱ

老
年

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

成人Ⅰ 成人Ⅰ

成人Ⅱ 成人Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

母性

精神

母性 母性

精神

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老年Ⅲ　 老年Ⅲ　

成人Ⅰ

成人Ⅱ

精神精神

母性

精神

基礎Ⅰ：基礎看護学実習Ⅰ 1単位 

基礎Ⅱ：基礎看護学実習Ⅱ 2単位 

成人Ⅰ：成人看護学実習Ⅰ 3単位 

成人Ⅱ：成人看護学実習Ⅱ 3単位 

老年Ⅰ：：老年看学護実習Ⅰ 1単位 

老年Ⅱ：老年看学護実習Ⅱ 1単位 
老年Ⅲ：老年看学護実習Ⅲ 2単位 

母性：母性看護学実習   2単位 

小児Ⅰ：小児看護学実習Ⅰ 1単位 

小児Ⅱ：小児看護学実習Ⅱ 1単位 

精神：精神看護学実習 2単位 

在宅：在宅看護学実習 2単位 

統合：看護統合実習    2単位 

公衆衛生：公衆衛生看護学実習 4単位 

産業・学校：産業・学校看護学実習 1単位 

基
礎
Ⅰ



1
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
5 12 19 26 4 11 18 25 1 8 15 22 29 6 13 20 27 3 10 17 24 31 7 14 21 28 5 12 19 26 2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 1 8 15 22 29 7 14 21 28

基礎看護学実習Ⅰ

1G 6名 東名厚木病院

岩永（教）/助手A

基礎看護学実習Ⅰ

2G 6名 学内授業 東名厚木病院 夏季休暇 学内授業 冬季休暇 学内授業

岩永（教）/助手B

基礎看護学実習Ⅰ

3G 6名 東名厚木病院

岩永（教）/助手C

基礎看護学実習Ⅰ

4G 6名 東名厚木病院

岩永（教）/助手D

基礎看護学実習Ⅰ

5G 6名 東名厚木病院

岩永（教）/助手E

基礎看護学実習Ⅰ

6G 6名 東名厚木病院

岩永（教）/助手F

基礎看護学実習Ⅰ

7G 6名 海老名総合病院

葛西（准）/助手G

基礎看護学実習Ⅰ

8G 6名 海老名総合病院

葛西（准）/助手H

基礎看護学実習Ⅰ

9G 6名 海老名総合病院

葛西(准）/助手I

基礎看護学実習Ⅰ

10G 6名 海老名総合病院

葛西（准）/助手J

基礎看護学実習Ⅰ

11G 6名 海老名総合病院

中島（講）

基礎看護学実習Ⅰ

12G 6名 海老名総合病院

松浦（助）

基礎看護学実習Ⅰ

13G 6名 秦野赤十字病院

小倉（准）

基礎看護学実習Ⅰ

14G 6名 秦野赤十字病院

鈴木（助）

36 7 212 1

平成27年度　　病院実習計画(開校1年目）　担当専任教員の配置と各班のスケジュール表

春
季
休
暇

1
年
次

8 9 10 11月

日

実習週数

週

4 5



1 2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 5 12 19 26 2 9 16 23 30 6 13 20 27 6 13 20 27

1G 6名

2G 6名 学内授業 夏季休暇 冬季休暇

3G 6名

4G 6名

5G 6名

6G 6名

7G 6名

8G 6名

9G 6名

10G 6名

11G 6名

12G 6名

13G 6名

14G 6名

平成28年度　　病院実習計画(開校２年目）　担当専任教員の配置と各班のスケジュール表

岩永(教）/C（助手）

基礎看護学実習Ⅱ

海老名総合病院

岩永(教）/G（助手）

基礎看護学実習Ⅱ

海老名総合病院

相模台病院

中島（講）

基礎看護学実習Ⅱ

伊勢原協同病院

小倉（准）

葛西（准）/B（助手）

基礎看護学実習Ⅱ

東名厚木病院

葛西（准）/J（助手）

基礎看護学実習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅱ

東海大医学部付属病院

葛西（准）/A（助手）

基礎看護学実習Ⅱ

東名厚木病院

実習数数
4 5 6 7月 2 39 10 11 12 18

東名厚木病院

葛西（准）/B（助手）

基礎看護学実習Ⅱ

東名厚木病院

基礎看護学実習Ⅱ

春
季
休
暇

基礎看護学実習Ⅱ

伊勢原協同病院

小倉（准）

海老名総合病院

岩永/I（助手）

基礎看護学実習Ⅱ

海老名総合病院

岩永/H（助手）

基礎看護学実習Ⅱ

相模台病院

中島（講）

基礎看護学実習Ⅱ

葛西（准）/J助手）

日
週

2年次

基礎看護学実習Ⅱ

東海大医学部付属病院

葛西（准）/A（助手）



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 32 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

3 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 5 12 19 26 5 12 19 26

1G 6名 小児Ⅰ 老年Ⅰ 夏季休暇

愛歩保育園 敬和荘

久保/F（助手） 山口智（講） 中谷(教）/C（助手）

２G 6名 小児Ⅰ 老年Ⅰ 老年Ⅱ 小児Ⅱ

愛歩保育園 敬和荘 えびな 東海大

久保/F（助手） 山口智（講） 田村（教）/D（助手）
畠山
(講）

久保/F
（助手）

３G 6名 小児Ⅰ 老年Ⅰ

妻田保育園 敬和荘

久保/F（助手）
畠山（講） 田村（教）/D（助手）

４G 6名 小児Ⅰ 老年Ⅰ 小児Ⅱ

妻田保育園 敬和荘 秦野

久保/F（助手）
畠山（講） 山口（講）

川島
（講）

５G 6名 小児Ⅰ 老年Ⅰ 小児Ⅱ

かねだチャイルド メイサムホール
東海大

川島（講）
三澤(教）/E（助

手）

川島
（講）

６G 6名 小児Ⅰ 老年Ⅰ 小児Ⅱ

けいわ星 デイサービス妻田
秦野

川島（講） 坂東（助）
川島
（講） 基礎Ⅱ

７G 6名 小児Ⅰ 老年Ⅰ 小児Ⅱ

三田保育園 デイサービス妻田
秦野

川島（講） 坂東（助）
川島
（講） 田村（教）/D（助手）

８G 6名 小児Ⅰ 老年Ⅰ 小児Ⅱ

三田保育園 デイサービス妻田
厚木市

立

川島（講） 坂東（助）
久保/F（助

手） 大野（講）

９G 6名 老年Ⅰ 小児Ⅰ 老年Ⅱ 母性 小児Ⅱ

敬和荘 三田保育園 北部 東海大

山口智（講） 川島（講）
三澤/E（助

手）

川島
（講）

10G 6名 老年Ⅰ 小児Ⅰ 老年Ⅱ 小児Ⅱ

敬和荘 妻田保育園 えびな
海老名
総合

山口智（講） 久保/F（助手）
E（助手）

久保/F（助
手）

山口（講）

11G 6名 老年Ⅰ 小児Ⅰ 小児Ⅱ 老年Ⅱ

メイサムホール 妻田保育園
海老名
総合 北部

三澤(教）/E（助
手） 久保/F（助手）

久保/F（助
手）

三澤/E（助
手）

田村（教）/D（助手）

12G 6名 老年Ⅰ 小児Ⅰ 小児Ⅱ

デイサービス妻田 愛歩保育園
海老名
総合

畠山（講） 久保/F（助手） 川島(講）
大野（講）

13G 6名 老年Ⅰ 小児Ⅰ 小児Ⅱ 老年Ⅱ

デイサービス妻田 けいわ保育園

海老名
総合 さくら

坂東（助） 川島（講）
久保/F（助

手）
E（助手）

14G 6名 老年Ⅰ 小児Ⅰ 小児Ⅱ

デイサービス妻田 かねだチャイルド

厚木市
立

坂東（助） 川島（講）
久保/F
（助手）

在宅

厚木医師会

仁科（講）

母性

海老名総合

鈴木（助）

寺岡/H（助手）

平成29年度　　病院実習計画(開校3年目）　担当専任教員の配置と各班のスケジュール表

精神

相模台

松浦（助）
冬期
休暇

老年Ⅲ

伊勢原共同

相模台

母性

並木

小林（教）/G（助手） 松浦（助）

畠山（講）

秦野赤十字

在宅

さつき

寺岡/H（助手）

三澤（教）/E（助手）

在宅

北部

母性老年Ⅲ

東名厚木

精神

愛光

松浦（助）花里（助）

愛光

母性

東海大

在宅

松浦（助）

精神

東名厚木

寺岡/H（助手）

精神

老年Ⅲ

伊勢原共同

畠山（講）

母性

海老名総合

鈴木（助）

畠山（講）/E（助手）

小林（教）/G（助手）

東海大

在宅

ふたばらいふ

仁科(講）

中谷/C（助手）

成人Ⅱ

伊勢原共同

老年Ⅲ

成人Ⅱ

伊勢原共同

老年Ⅲ

成人Ⅱ

中谷(教）/C（助手）

愛光

成人Ⅱ

東名厚木

伊勢原共同東名厚木

成人Ⅰ

東名厚木

在宅

笹尾

仁科（講）

成人Ⅰ

東名厚木

相模台

精神

小林（教）/G（助手）

ふたばらいふ

鈴木（助）

成人Ⅱ

伊勢原共同

成人Ⅱ

在宅

つくい

樋口/I（助手）

海老名総合

厚木市立

三澤（教）/E（助手）

在宅

塩塚

母性

厚木市立

寺岡/H（助手）

愛光

もみじ

母性

精神

海老名総合

畠山（講）

老年Ⅲ

精神

3
年
次

成人Ⅰ

東名厚木

成人Ⅰ

東名厚木

大野（講）

伊勢原共同

海老名総合

畠山（講）

老年Ⅲ

成人Ⅱ

学内授業学内授業

並木

母性

小林（教）/G（助手）

鈴木（助）

39 10 11 12 1

東名厚木

山口（講）

中谷/C（助手）

精神

成人Ⅰ成人Ⅱ

成人Ⅱ

花里（助）

東海大

田村（教）/D（助手）

2
実習週数

週

4 5 6月

成人Ⅰ

海老名総合

7 8

東名厚木

成人Ⅱ

成人Ⅰ

東名厚木

東名厚木

中谷(教）/C（助手）

樋口/I（助手）

相模台

坂東（助）

坂東(助）

老年Ⅲ

老年Ⅲ在宅

ふたばらいふ

老年Ⅲ

相模原

東名厚木

坂東（助）

成人Ⅰ

東名厚木

成人Ⅰ

精神

三澤（教）/E（助手）

在宅

こまち

花里（助）

大野（講）

愛光

母性

厚木市立

小林（教）/G（助手）

厚木医師会

仁科（講）

精神

愛光

厚木市立

成人Ⅰ

樋口/I（助手）

山口（講）

坂東（助）

老年Ⅲ

厚木市立

樋口/I（助手）

老年Ⅲ

相模台

坂東（助）鈴木（助）

山口（講）

愛光

大野（講）

老年Ⅲ

寺岡/H（助手）

松浦（助）

相模原

在宅



1 2 3 4 5 6 7 8
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 3 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 4 11 18 25 4 11 18 25

1G 6名 学内授業 老年Ⅱ 小児Ⅱ 学内授業 夏季休暇 学内授業 冬季休暇 学内授業

さくら
厚木市

立
坂東
（助）

久保/F（助
手）

2G 6名

3G 6名 小児Ⅱ 老年Ⅱ

秦野 えびな
川島
（講）

畠山
（講）

4G 6名 老年Ⅱ

ぬるみず
畠山
（講）

5G 6名 老年Ⅱ

えびな
畠山
（講） 田村（教）/D（助手）

6G 6名 老年Ⅱ

ぬるみず
坂東
（助） 山口（講）

7G 6名 老年Ⅱ

さくら
坂東
（助）

8G 6名 老年Ⅱ

えびな
畠山
（講）

9G 6名

10G 6名

11G 6名

12G 6名 老年Ⅱ

清泉
三澤/E（助

手）

13G 6名

田村（教）/D（助手）

14G 6名 老年Ⅱ

清泉

山口（講）
三澤/E（助

手）

統合実習

厚木市立

樋口(教）/花里(助）/I(助手）

統合実習

厚木市立

山崎(教）/佐藤(准）/J(助手）

母性

母性

母性

老年Ⅲ

成人Ⅰ

鈴木（助）

相模台

丸山

花里（助）

塩塚

平成30年度　　病院実習計画(開校4年目）　担当専任教員の配置と各班のスケジュール表

実習週数
月 6 7

日
週

4 5

在宅

岩永(教）/B（助手）

統合実習

東名厚木

田村（教）/C（助手）

統合実習

東名厚木

中谷(教）/D（助手）

小林(教）/G（助手） 松浦（助）

愛光

寺岡(准）/H（助手）

在宅

愛光

母性

統合実習

4
年
次

精神

精神

精神

愛光

成人Ⅰ

東名厚木

成人Ⅰ

8 39 10 11 12 1 2

坂東（助）

秦野赤十字

成人Ⅱ

伊勢原共同

在宅

中町

精神

寺岡(准）/H（助手） 大野（講）

成人Ⅰ

愛光

大和市医師会

仁科（講）

東名厚木

中谷(教）/C（助手）

松浦（助）

成人Ⅱ

伊勢原共同

成人Ⅱ

大野（講）

成人Ⅱ

東名厚木

樋口(教）/I（助手）

東名厚木

三澤(教）/E（助手）

統合実習

東名厚木

久保（教）/川島(講）/F(助手）

小倉(准）/中島（講）

統合実習

海老名総合

畠山(講）/坂東（助）

統合実習

伊勢原協同

大野(講）/鈴木（助）

統合実習

相模原

山口(講）/松浦（助）

東名厚木

小林(教）/G（助手）

秦野赤十字 東名厚木

鈴木（助）

海老名総合

統合実習

海老名総合

統合実習

厚木市立

寺岡(准）/H（助手）

統合実習

小林(教）/仁科（講）/G助手

厚木市立

中谷(教）/C（助手）

海老名総合

保健所・保健セン
ター実習

学校
看護
産業
看護
実習

統合実習

東名厚木

葛西(准）/A（助手）

統合実習

東名厚木



平成30年度　　公衆衛生看護学実習計画表（学生　選抜20名）

24 26 27 28 29 30 31
10 24 1 8 15 22 29

学校　　看護産業看護実習 保健所・保健センター実習

1G ２名 ＜前：学校保健実習＞ ＜後：産業実習＞

厚木市立三田小学校

　 山口智（講）/三澤（教）

2G ２名 リコー厚木事業所

厚木市立鳶尾小学校 　 山口智（講）/三澤（教） ＜実習先は平成29年度に決定する＞

　　　    山口智（講）

3G ２名 　

厚木市立睦合小学校 ＜実習先は平成29年度に決定する＞

　　　    山口智（講）

4G ２名
厚木市立荻野小学校 リコーテクニカルセンター ＜実習先は平成29年度に決定する＞

　 山崎(教）/ J (助手） 　 山崎(教）/ J (助手）

5G ２名
厚木市立荻野中学校 ＜実習先は平成29年度に決定する＞

　　 山崎(教）/ J (助手）

6G ２名
＜前：産業実習＞ ＜後：学校保健実習＞

厚木市立三田小学校 ＜実習先は平成29年度に決定する＞

リコー厚木事業所 　 山口智（講）/三澤（教）

7G ２名 　 山崎(教）/ J (助手）

厚木市立鳶尾小学校 ＜実習先は平成29年度に決定する＞

　　　    山口智（講）

8G ２名 　

厚木市立睦合小学校 ＜実習先は平成29年度に決定する＞

　　　    山口智（講）

9G ２名
リコーテクニカルセンター 厚木市立荻野小学校 ＜実習先は平成29年度に決定する＞

　 山口智（講）/三澤（教） 　　 山崎(教）/ J (助手）

10G ２名
厚木市立荻野中学校

　　 山崎(教）/ J (助手）

＜実習先は平成29年度に決定する＞

4年次

10
④

月
実習週数

週
日

9
①

25
17

＜実習先は平成29年度に決定する＞



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月

週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

2月 3月

老年Ⅲ　

母性

精神

在宅

老年Ⅲ　 老年Ⅲ　

精神

老年Ⅲ　

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

在宅

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

母性

成人Ⅰ

成人Ⅱ

統合

平成２７～３０年度（２０１５～２０１８）年間実習計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　添付２　　　　　　　　　　　　　　

小
児

母
性

精
神

在
宅

成
人
Ⅰ

成
人
Ⅱ

老
年

基
礎
Ⅱ

春
季
休
暇

老
年
Ⅱ

４
年
次

（
平
成
３
０
年
度

）

１
年
次

（
H
2
7
年

度

）

２
年
次

（
H
2
8
年

度

）

３
年
次

（
平
成
２
９
年
度

）

小
児

母
性

精
神

在
宅

統
合

地
域

産業・
学校

成人Ⅰ

公衆衛生看護学実習

在宅 在宅

小
児
Ⅱ

母性 母性

成人Ⅰ

成人Ⅱ 成人Ⅱ

老
年
Ⅱ

１月

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

成人Ⅰ

成人Ⅱ

老年Ⅲ　

４月 ５月 6月 ７月 ８月

老
年
Ⅰ

小
児
Ⅰ

９月 １０月 １１月 １２月

基
礎
Ⅱ

老
年
Ⅱ

小
児
Ⅱ

冬季
休暇

夏季休暇

在宅

精神

母性

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

老
年
Ⅰ

小
児
Ⅰ

母性

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老年Ⅲ　 老年Ⅲ　 老年Ⅲ　

精神 精神

在宅 在宅

在宅 在宅 在宅

基
礎
Ⅰ

基
礎
Ⅱ

成
人
Ⅰ

成
人
Ⅱ

老
年

小
児
Ⅱ

小
児
Ⅱ

成人Ⅰ 成人Ⅰ

成人Ⅱ 成人Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

母性

精神

母性 母性

精神

老
年
Ⅱ

老
年
Ⅱ

老年Ⅲ　 老年Ⅲ　

成人Ⅰ

成人Ⅱ

精神精神

母性

精神

基礎Ⅰ：基礎看護学実習Ⅰ 1単位 

基礎Ⅱ：基礎看護学実習Ⅱ 2単位 

成人Ⅰ：成人看護学実習Ⅰ 3単位 

成人Ⅱ：成人看護学実習Ⅱ 3単位 

老年Ⅰ：：老年看学護実習Ⅰ 1単位 

老年Ⅱ：老年看学護実習Ⅱ 1単位 
老年Ⅲ：老年看学護実習Ⅲ 2単位 

母性：母性看護学実習   2単位 

小児Ⅰ：小児看護学実習Ⅰ 1単位 

小児Ⅱ：小児看護学実習Ⅱ 1単位 

精神：精神看護学実習 2単位 

在宅：在宅看護学実習 2単位 

統合：看護統合実習    2単位 

公衆衛生：公衆衛生看護学実習 4単位 

産業・学校：産業・学校看護学実習 1単位 

基
礎
Ⅰ



実習中のインシデント・アクシデントに関するガイドライン 

Ⅰ 実習中の事故とは 

1. 対象者へ障害を与える事故

転倒、転落、誤薬、誤認などで対象者に苦痛または被害を負わせた場合

2. 学生が障害を受ける事故

学生自身が外傷や針刺し事故などの障害や感染に罹患あるいは被害を受けた場合

3. 対物破損の事故

学生が施設や対象者の所有する物品・機器の破損や紛失など起こした場合

Ⅱ 事故発生時の対応と連絡 

1. 対象者へ障害を与えた場合の事故への対応

①直ちに状態を把握し、実習担当教員または臨床指導者に報告し指示をうける。

②実習担当教員不在時には、事故の大小にかかわらず必ずその日のうちに口頭で報告を行う。

2. 学生が障害を受けた事故

①直ちに担当教員または臨床指導者に報告し、指示を受け、必要な検査、処置をうける。

②針刺し事故の場合は、速やかに穿刺部位から血液を押し出しながら、大量の水で洗い流し、

穿刺部位を消毒する。

3. 対物破損の事故

担当教員または臨床指導者に報告し、指示をうける。また、対象者に真摯な姿勢であたる。

4. 事故発生時の連絡

「実習施設における事故発生時の報告過程」に従って行動する。 

Ⅲ 事故発生時の対応 

1. 学生が障害を受けた事故で医療機関の受診を勧められた場合

①速やかに適切な医療機関を受診し、検査・処置をうける。

②学生全員が実習中の事故に対応できる保険に加入しているので、学部事務局にある保険関

連書類し必要事項を記入し速やかに提出する。

③検査・処置の結果について担当教員に報告する。

2. 対物賠償が必要な場合

学生全員が実習中の事故に対応できる保険に加入しているので、学部事務局にある保険関連

書類し必要事項を記入し速やかに提出する。保険会社より証拠書類を求められる場合がある

ため写真を残すことを推奨する。

3. 記録物の提出

①アクシデントレポート

事故が発生した場合は、担当教員の指導のもとにアクシデントレポート用紙（別紙）に必要

事項を記録し報告することにより原因を明らかにし、今後の課題について考える。なお、レ

ポートは実習担当教員に提出する。

②インシデントレポート

インシデントを体験した場合は、担当教員の指導のもとにインシデントレポート用紙に必要

事項を記録し報告する。それにより原因を明らかにし、今後の課題について考える機会とす



る。なお、レポートは実習担当教員に提出する。 

注：インシデント・アクシデントの定義 

1) インシデント

日常の現場で「ひやり」または「はっと」した体験で、患者に施行する前に気づい

た状況をさす。

2) アクシデント

実際に、患者に悪影響があると想定されることが行われた状況であり、それによる

合併症（被害）の発生の有無にかかわらずアクシデントとなる。

実習施設における事故発生時の報告ルート[インシデント・アクシデント] 

施設責任者 

実習施設内での

報告・指示体制

は、その実習施

設の規定による 

実習担当教員 

科目責任者 

実習委員会委員長 

学科長 

学部長 

学長 

実習指導者 

（受け持ち看護師等） 

保険会社 

学生 

学部事務局 

危機管理委員会 

学校医 

保護者 

 

インシデント・アクシデント 

レポート作成 

インシデントの場合のルート 

不在時は電話連絡 



インシデント・アクシデント（事故）レポート 

提出日：平成 年  月  日   学籍番号：       氏名： 

表題（要旨） 

発生日時 平成 年 月   日（ ）  時   分発生 

発生場所 施設名： 場所： 

実習担当教員名 

対象者氏名 

インシデント・アクシデント（事故）の種類（該当に○印をつける） 

（  ）対象の安全・安楽に関すること （  ）物品等の破損・紛失に関すること 

（  ）自分自身の安全に関すること  （  ）情報漏洩に関すること 

（  ）その他[  ] 

発生時の状況、経過 

対応 

発生原因についての考察 

今後の課題 

＜指導者・実習指導担当教員の意見と指導内容＞ 
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21

スタディスキル 1前 1 30

生命倫理 1前 2 15

現代社会講座 1前 2 15

日本国憲法 1後・2前後 2 15

社会参加とボランティア 1後・2前後 2 15

国際化と異文化理解 1後・2前後 2 15

環境論 1後・2前後 2 15

哲学 2後・3前後 2 15

倫理学 2後・3前後 2 15

文学 2後・3前後 2 15

教育学 2後・3前後 2 15

心理学 2後・3前後 2 15

政治学 2後・3前後 2 15

経済学 2後・3前後 2 15

法学 2後・3前後 2 15

健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1前 1 30

健康・スポーツ科学実習Ⅱ 1後 1 30

英語Ⅰ 1前 1 30

英語Ⅱ 1前後 1 30

英語Ⅲ 1前後 1 30

英語Ⅳ 1前後 1 30

科学技術英語Ⅰ 3前 1 30

科学技術英語Ⅱ 3後 1 30

英会話Ⅰ 1前後 1 30

英会話Ⅱ 1前後 1 30

文章表現技術 1後 2 15

プレゼンテーション技術 2前 2 15

情報リテラシー １前 2 15

看護師のための数学基礎 1前 1 15

看護師のための生物・化学基礎 1前 1 15 ○

形態機能学Ⅰ(運動器・神経系) 1前 2 15 ○

形態機能学Ⅱ(循環器・内臓系) 1後 2 15 ○

感染免疫学 1前 2 15 ○

病態学 1後 2 15 ○

薬理学 2前 2 15 ○

臨床栄養学 3前 2 15 ○

臨床心理学 3前 1 15 ○

疾病治療学Ⅰ（内科系） 1後 2 15 ○

疾病治療学Ⅱ（外科系） 2前 2 15 ○

疾病治療学Ⅲ（精神・老年） 2後 1 15 ○

疾病治療学Ⅳ（母性・小児） 2後 1 15 ○

社会福祉学 3前 2 15 ○

公衆衛生学 2後 1 15 ○

疫学Ⅰ 3前 1 15 ○

疫学Ⅱ 3前 1 ○

保健医療福祉行政論Ⅰ 3前 1 15 ○

保健医療福祉行政論Ⅱ 3後 2 15 ○

保健統計学Ⅰ 3後 1 15 ○

保健統計学Ⅱ 4前 1 15 ○

別表３（看護課程）

　　　　　 指定規則の教育内容
基礎分野 専門基礎分野

専門分野 臨地実習

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

在
宅
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

Ⅱ

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

23

人
体
の
構
造
と
機
能

単位数

15

科
学
的
思
考
の
基
盤

17

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

統合分野

統合分野

○

○

○

40

○

○

○

○

13

○

教　育　課　程　と　指　定　規　則　と　の　対　比　表

　（看護師学校）（神奈川工科大学看護学部学部看護学科）

　　教育課程 疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

区　分 授業科目

計

Ⅱ

在
宅
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

97

専門分野

精
神
看
護
学

0 29 0 0

00

○

17

29

○

専
門
基
礎
導
入
・
専
門
基
礎
科
目

配当
年次

1単位
当た
りの
時間
数

履修方法
及び

卒業要件

必修選択

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

a
群

ｂ
群

ｃ
群

健康･
スポーツ

系

英語
基礎
系

言
語
応
用
系

数理
情報系

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

共
通
基
盤
教
育

導入系

必修科目
10単位及
び選択科
目7単位
以上、計
17単位以
上修得

倫理系

人
文
社
会
系

専

門

基

礎

導

入

人
体
の
構
造
機
能
・

疾
病
と
回
復
促
進

　　　専門基礎科目小計

　　　共通基盤教育小計

必修科目
25単位及
び選択目
4単位以
上、計29
単位以上

修得

1
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別表３（看護課程）

　　　　　                        指定規則の教育内容
基礎分野 専門基礎分野

専門分野 臨地実習

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

在
宅
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

Ⅱ

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

23

人
体
の
構
造
と
機
能

単位数

15

科
学
的
思
考
の
基
盤

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

統合分野

統合分野

40

13

　　教育課程 疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

区　分 授業科目

計

Ⅱ

在
宅
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

97

専門分野

精
神
看
護
学

配当
年次

1単位
当た
りの
時間
数

履修方法
及び

卒業要件

必修選択

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

基礎看護学概論 1前 2 30 ○

看護倫理 2後 1 15 ○

看護技術総論（基本技術） 1前 1 30 ○

基礎看護技術Ⅰ（日常生活援助） 1通 2 30 ○

基礎看護技術Ⅱ（ヘルスアセスメント） 1後 1 30 ○

基礎看護技術Ⅲ（診療援助技術） 2前 2 30 ○

基礎看護技術Ⅳ（看護過程） 2前 1 15 ○

健康教育学 1後 1 15 ○

看護のための人間工学 1前 1 15 ○

地域保健医療看護論 1後 1 15 ○

基礎看護学実習Ⅰ(早期体験実習) 1前 1 45 ○

基礎看護学実習Ⅱ(看護援助過程実習) 2後 2 45 ○

成人看護学概論 1後 1 15 ○

成人看護活動論Ⅰ(急性期) 1後 2 30 ○

成人看護活動論Ⅱ(慢性期) 2前 2 30 ○

成人看護活動論Ⅲ(成人看護技術) 2後 1 30 ○

成人看護学実習Ⅰ(急性期) 3後～4前 3 45 ○

成人看護学実習Ⅱ（慢性期） 3後～4前 3 45 ○

老年看護学概論 1後 1 15 ○

老年看護活動論Ⅰ 2前 2 15 ○

老年看護活動論Ⅱ 2後 1 30 ○

老年看護学実習Ⅰ（地域） 3前 1 45 ○

老年看護学実習Ⅱ（施設） 3後～4前 1 45 ○

老年看護学実習Ⅲ（病棟） 3後～4前 2 45 ○

小児看護学概論 2前 1 15 ○

小児看護活動論Ⅰ 2後 2 15 ○

小児看護活動論Ⅱ 3前 1 30 ○

小児看護実習Ⅰ（発達援助） 3前 1 45 ○

小児看護学実習Ⅱ（療養） 3後～4前 1 45 ○

母性看護学概論 2前 1 15 ○

母性看護活動論Ⅰ 2後 2 15 ○

母性看護活動論Ⅱ 3前 1 30 ○

母性看護学実習 3後～4前 2 45 ○

精神看護学概論 2前 1 15 ○

精神看護活動論Ⅰ 2後 2 15 ○

精神看護活動論Ⅱ 3前 1 30 ○

精神看護学実習 3後～4前 2 45 ○

78

専
門
科
目

必修科目
74単位及
び選択科
目4単位
以上、計
78単位以
上修得

看
護
の
基
本

人
間
の
発
達
段
階
と
看
護
活
動

2



Ⅰ

Ⅰ

6 10 6 4 4 4 4 4 4 3 6 4 2 2 2 2 2

21

別表３（看護課程）

　　　　　                        指定規則の教育内容
基礎分野 専門基礎分野

専門分野 臨地実習

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

在
宅
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

Ⅱ

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

23

人
体
の
構
造
と
機
能

単位数

15

科
学
的
思
考
の
基
盤

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

統合分野

統合分野

40

13

　　教育課程 疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

区　分 授業科目

計

Ⅱ

在
宅
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

97

専門分野

精
神
看
護
学

配当
年次

1単位
当た
りの
時間
数

履修方法
及び

卒業要件

必修選択

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

在宅看護学概論 2前 1 15 ○

在宅看護活動論Ⅰ 2後 2 15 ○

在宅看護活動論Ⅱ 3前 1 30 ○

在宅看護学実習 3後～4前 2 45 ○

医療安全学 3前 1 15 ○

看護管理学 3前 1 15 ○

国際看護学 4後 1 15 ○

家族看護学 4前 1 15 ○

認知症ケア論 4前 1 15 ○

スピリチュアルケア論 4後 1 15 ○

実践総合演習（OSCE） 3前 1 30 ○

看護統合実習 4後 2 45 ○

専門職間連携活動論 4後 1 30 ○

医療機器と在宅技術Ⅰ 3前 1 30 ○

医療機器と在宅技術Ⅱ 4前 1 30 ○

災害看護学　 2後 1 15 ○

災害看護活動論 3後 1 30 ○

看護研究Ⅰ 3前 2 15 ○

看護研究Ⅱ 4通 2 30 ○

公衆衛生看護学概論 2前 1 15 ○

公衆衛生看護活動論 3前 2 15

公衆衛生看護管理論 4前 1 15

学校看護学 3前 1 15

産業看護学 3後 1 15

公衆衛生看護技術論 3後 1 15

産業・学校看護学実習 4前 1 45

公衆衛生看護学実習 4後 4 45

124

27

78

23

17 29 55

指定規則に対する増単位数 4 8

23

0

0

卒業要件単位数 124単位

専門科目小計

15

0 55

専
門
科
目

必修科目
74単位及
び選択科
目4単位
以上、計
78単位以
上修得

公
衆
衛
生
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

看護
研究

3



　　　　　教育課程

スタディスキル 1前 1 30

生命倫理 1前 2 15

現代社会講座 1前 2 15

日本国憲法 1後・2前後 2 15

社会参加とボランティア 1後・2前後 2 15

国際化と異文化理解 1後・2前後 2 15

環境論 1後・2前後 2 15

哲学 2後・3前後 2 15

倫理学 2後・3前後 2 15

文学 2後・3前後 2 15

教育学 2後・3前後 2 15

心理学 2後・3前後 2 15

政治学 2後・3前後 2 15

経済学 2後・3前後 2 15

法学 2後・3前後 2 15

健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1前 1 30

健康・スポーツ科学実習Ⅱ 1後 1 30

英語Ⅰ 1前 1 30

英語Ⅱ １前後 1 30

英語Ⅲ １前後 1 30

英語Ⅳ １前後 1 30

科学技術英語Ⅰ 3前 1 30

科学技術英語Ⅱ 3後 1 30

英会話Ⅰ 1前・1後 1 30

英会話Ⅱ 1前・1後 1 30

文章表現技術 1後 2 15

プレゼンテーション技術 2前 2 15

情報リテラシー １前 2 15

0

看護師のための数学基礎 1前 1 15

看護師のための生物・化学基礎 1前 1 15

形態機能学Ⅰ(運動器・神経系) 1前 2 15

形態機能学Ⅱ(循環器・内臓系) 1後 2 15

感染免疫学 1前 2 15

病態学 1後 2 15

薬理学 2前 2 15

臨床栄養学 3前 2 15

臨床心理学 2後 1 15

疾病治療学Ⅰ（内科系） 1後 2 15

疾病治療学Ⅱ（外科系） 2前 2 15

疾病治療学Ⅲ（精神・老年） 2後 1 15

疾病治療学Ⅳ（母性・小児） 2後 1 15

社会福祉学 3前 2 15 ○

公衆衛生学 2後 1 15 ○

疫学Ⅰ 3前 1 15 ○

疫学Ⅱ 3前 1 15 ○

保健医療福祉行政論Ⅰ 3前 1 15 ○

保健医療福祉行政論Ⅱ 3後 2 15 ○

保健統計学Ⅰ 3後 1 15 ○

保健統計学Ⅱ 4前 1 15 ○

0 2 2 5

2 2 3

計

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論
実
習

保
健
統
計
学

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

10

0

0

0

　（保健師学校）（神奈川工科大学看護学部学部看護学科）

教　育　課　程　と　指　定　規　則　と　の　対　比　表

別表１（保健師課程）

配当
年次

1単
位当
たり
の時
間数

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

公衆衛生看護学実習

個

人

・

家

族

・

集

団

・

組

織

の

支

援

の

実

習

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
実
習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定規則の教育内容

疫
学

履修方法
及び

卒業要件

単位数

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

個

人

・

家

族

・

集

団

・

組

織

の

支

援

必修 選択 5 28

公衆衛生看護学
臨地実習

2 14

区　分 授業科目

導入系

倫理系

人
文
社
会
系

共
通
基
盤
教
育

専
門
基
礎
導
入
・
専
門
基
礎
科
目

0

ｂ
群

ｃ
群

健康･
スポーツ

系

英語
基礎系

数理
情報系

必修科目
10単位及
び選択科
目7単位以
上、計17
単位以上
修得

　　　小計 0

必修科目
25単位及
び選択目4
単位以
上、計29
単位以上
修得

専

門

基

礎

導

入

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

　　　小計

人
体
の
構
造
機
能
・

疾
病
と
回
復
促
進

言
語
応
用
系

1

1



　　　　　教育課程

2 2 3

計

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論
実
習

保
健
統
計
学

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

別表１（保健師課程）

配当
年次

1単
位当
たり
の時
間数

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

公衆衛生看護学実習

個

人

・

家

族

・

集

団

・

組

織

の

支

援

の

実

習

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
実
習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定規則の教育内容

疫
学

履修方法
及び

卒業要件

単位数

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

個

人

・

家

族

・

集

団

・

組

織

の

支

援

必修 選択 5 28

公衆衛生看護学
臨地実習

2 14

区　分 授業科目

基礎看護学概論 1前 2 30

看護倫理 2後 1 15

看護技術総論（基本技術） 1前 1 30

基礎看護技術Ⅰ（日常生活援助） １通 2 30

基礎看護技術Ⅱ（ヘルスアセスメント） 1後 1 30

基礎看護技術Ⅲ（診療援助技術） 2前 2 30

基礎看護技術Ⅳ（看護過程） 2前 1 15

健康教育学 1後 1 15 ○ ○

看護のための人間工学 1前 1 15

地域保健医療看護論 1後 1 15 ○

基礎看護学実習Ⅰ(早期体験実習) 1前 1 45

基礎看護学実習Ⅱ(看護援助過程実習) 2後 2 45

成人看護学概論 1後 1 15

成人看護活動論Ⅰ(急性期) 1後 2 30

成人看護活動論Ⅱ(慢性期) 2前 2 30

成人看護活動論Ⅲ(成人看護技術) 2後 1 30

成人看護学実習Ⅰ(急性期) 3後～4前 3 45

成人看護学実習Ⅱ（慢性期） 3後～4前 3 45

老年看護学概論 1後 1 15

老年看護活動論Ⅰ 2前 2 15

老年看護活動論Ⅱ 2後 1 30

老年看護学実習Ⅰ（地域） 3前 1 45 ○ ○ ○

老年看護学実習Ⅱ（施設） 3後～4前 1 45

老年看護学実習Ⅲ（病棟） 3後～4前 2 45

小児看護学概論 2前 1 15

小児看護活動論Ⅰ 2後 2 15

小児看護活動論Ⅱ 3前 1 30

小児看護学実習Ⅰ（発達援助） 3前 1 45 ○ ○ ○

小児看護学実習Ⅱ（療養） 3後～4前 1 45

母性看護学概論 2前 1 15

母性看護活動論Ⅰ 2後 2 15

母性看護活動論Ⅱ 3前 1 30

母性看護学実習 3後～4前 2 45

精神看護学概論 2前 1 15

精神看護活動論Ⅰ 2後 2 15

精神看護活動論Ⅱ 3前 1 30

精神看護学実習 3後～4前 2 45

専
門
科
目

必修科目
74単位及
び選択科
目4単位以
上、計78
単位以上
修得

看
護
の
基
本

人
間
の
発
達
段
階
と
看
護
活
動

9

2



　　　　　教育課程

2 2 3

計

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論
実
習

保
健
統
計
学

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

別表１（保健師課程）

配当
年次

1単
位当
たり
の時
間数

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

公衆衛生看護学実習

個

人

・

家

族

・

集

団

・

組

織

の

支

援

の

実

習

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
実
習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定規則の教育内容

疫
学

履修方法
及び

卒業要件

単位数

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

個

人

・

家

族

・

集

団

・

組

織

の

支

援

必修 選択 5 28

公衆衛生看護学
臨地実習

2 14

区　分 授業科目

在宅看護学概論 2前 1 15

在宅看護活動論Ⅰ 2後 2 15

在宅看護活動論Ⅱ 3前 1 30

在宅看護学実習 3後～4前 2 45

医療安全学 3前 1 15

看護管理学 3前 1 15

国際看護学 4後 1 15

家族看護学 4前 1 15 ○ ○

認知症ケア論 4前 1 15 ○ ○

スピリチュアルケア論 4後 1 15

実践総合演習（OSCE） 3前 1 30

看護統合実習 4後 2 45

専門職間連携活動論 4後 1 30 ○ ○

医療機器と在宅技術Ⅰ 3前 1 30

医療機器と在宅技術Ⅱ 4前 1 30

災害看護学　 2後 1 15 ○ ○

災害看護活動論 3後 1 30 ○ ○

看護研究Ⅰ 3前 2 15

看護研究Ⅱ 4通 2 30

1

公衆衛生看護学概論 2前 1 15 ○

公衆衛生看護活動論 3前 2 30 ○ ○ ○

公衆衛生看護管理論 4前 1 15 ○ ○ ○

学校看護学 3前 1 15 ○

産業看護学 3後 1 15 ○ ○ ○

公衆衛生看護技術論 3後 1 30 ○ ○ ○

産業・学校看護学実習 4前 1 45 ○ ○ ○

公衆衛生看護学実習 4後 4 45 ○ ○ ○

1

133 31

2 3

看護
研究

1

必修科目
74単位及
び選択科
目4単位以
上、計78
単位以上
修得

専
門
科
目

12

5

公
衆
衛
生
看
護
学

6

指定規則に対する増単位数

124 24 31

6

7

　　　小計

保健師国家試験受験資格を取得する場合の最低必要単位数

0　　　小計

24

7

0

卒業要件単位数

看
護
の
統
合
と
実
践

2

3



資料２７：

厚生労働省：市町村保健活動の再構築に関する検討会報告書

（平成 19 年 3 月） 
URL  http://www.mhlw.go.jp/shingi/2007/03/s0330-8.html 



公衆衛生看護学実習 実習予定施設地図 

（H26年 8月現在） 

番号 二次保健医療圏名 名称 住所 

① 県西 小田原市保健センター 神奈川県小田原市酒匂 2-32-16 

② 県西 小田原保健福祉事務所 小田原市荻窪３５０－１ 

③ 県西 足柄上センター 開成町吉田島 2489-2 

④ 湘南西部 平塚保健福祉事務所 平塚市豊原町 6-21 

⑤ 湘南西部 秦野センター 秦野市曽屋 2-9-9 

⑥ 横須賀・三浦 鎌倉保健福祉事務所 鎌倉市由比ガ浜 2-16-13 

⑦ 横須賀・三浦 三崎センター 三浦市三崎町六合 32 

⑧ 湘南東部 茅ケ崎保健福祉事務所 茅ヶ崎市茅ヶ崎 1-8-7 

⑨ 県央 厚木保健福祉事務所 厚木市水引 2-3-1 

⑩ 県央 大和センター 大和市中央 1-5-26 

⑪ 相模原 相模原市保健所 相模原市中央区中央 2-11-15 

⑫ 横須賀・三浦 横須賀市保健所 横須賀市西逸見 1-38-11238-0046 

⑬ 湘南東部 藤沢市保健所 藤沢市鵠沼 2131-1 

⑥

②

③
④

⑤

①

⑦

⑧
⑨

⑨
⑩

⑪

⑫

⑬

神奈川工科大学 看護学部予定 



1 

１ 学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生の確保の見通し 

①定員充足の見込み

看護学部看護学科の入学定員の設定は、神奈川県保健医療計画に示されている神奈

川県内の看護職員が大幅に不足していることから、養成数の増加のために養成施設の

開設を図る必要があることを踏まえたうえで、神奈川県内における看護師養成施設の

設置状況や志願者動向と定員充足状況、神奈川県を中心とした関東エリアに所在する

高等学校の２年生を対象とした進学需要等に関するアンケート調査の結果などを総

合的に踏まえたうえで、看護学部看護学科の入学定員を８０名とすることとした。 

１．看護師養成施設の状況 

神奈川県内における看護師及び准看護師養成施設は、平成２５年４月現在、４０

校４３課程で、入学定員は、看護師養成課程２，５７０人（３年以上課程２，３７

０人、２年課程２００人）、准看護師養成課程１５５人の合計２，７２５人となっ

ており、そのうち４年制大学は、神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部看護学科（８

０人）、北里大学看護学部看護学科（１００人）、慶應義塾大学看護医療学部看護学

科（１００人）、横浜市立大学医学部看護学科（１００人）、東海大学健康科学部看

護学科（７５人）、国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科（５０人）、昭和

大学保健医療学部看護学科（９５人）、横浜創英大学看護学部看護学科（８０人）、

関東学院大学看護学部看護学科（８０人）の９校で、高学歴志向が高まる中、神奈

川県における看護職員の養成は、７２％を専修学校や各種学校に依存している状況

にある。（資料１） 

なお、本学が位置する神奈川県の県央地区（厚木市、海老名市、座間市、秦野市）

においては、４年制大学における看護師養成施設は設置されていない。（資料２） 

２．看護師養成課程の志願者動向と定員充足状況 

神奈川県内の４年制大学（９大学）における看護師養成課程の最近３年間の志願

者状況をみると、平成２３年度は、入学定員５９０人に対して志願者数４，７６０

人と志願倍率は約８．１倍、平成２４年度は、入学定員６８０人に対して志願者数

５，２５７人と志願倍率は約７．７倍、平成２５年度は、入学定員７６０人に対し

て志願者数５，６７８人と志願倍率は約７．５倍で推移している。 

また、定員充足の状況についてみると、平成２３年度は、定員充足率約１１０％、

平成２４年度は、定員充足率約１０９％、平成２５年度は、定員充足率約１１０％

となっており、１８歳人口の減少期においても安定した志願者数の確保と定員充足

の状況を維持している。 

②定員充足の根拠となる調査結果の概要

看護学部看護学科の設置計画は、社会の要請や地域の状況、さらには、学生の進学

需要などを踏まえたうえで計画していることから、十分な学生確保が見込めるものと
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考えているが、今般の設置計画を策定するにあたり、学生確保の見通しを計量的な数

値から確認することを目的として、神奈川県を中心とした関東エリアに所在する高等

学校の２年生を対象とした進学需要等に関するアンケート調査を実施した。（資料３） 

その結果、神奈川工科大学の看護学部の受験意向については、有効回答者数６，３

７１人の約２．４％にあたる１５０人が「受験を強く希望する」と回答しており、回

答者数６，３７１人の約１．６％にあたる１０３人が「受験を希望する」と回答して

おり、「受験を強く希望する」と「受験を希望する」と回答した者を合わせると回答

者数６，３７１人の約４．０％にあたる２５３人が受験に積極的な意向を示している。 

また、「受験先の一つとして考える」と回答している者は、回答者数６，３７１人

の約１３．９％にあたる８８８人となっていることから、当該回答者層への広報活動

を通じての積極的な働きかけを行うことにより、受験者数の増加を見込むことができ

るものと思われる。 

一方、神奈川工科大学の看護学部への進学希望については、回答者数６，３７１人

の約４．０％にあたる２５２人が「進学を強く希望する」と回答しており、回答者数

６，３７１人の約５．１％にあたる３２３人が「進学を希望する」と回答しており、

「進学を強く希望する」と「進学を希望する」と回答した者を合わせると、回答者数

６，３７１人の約９．１％にあたる５７５人が進学への意向を示している。 

さらに、神奈川工科大学の看護学部が設置された場合、「受験を強く希望する」と

「受験を希望する」と回答した者のうち、神奈川工科大学の看護学部に合格した場合、

「進学を強く希望する」と「進学を希望する」と回答した者は、２２４人となってお

り、「受験先の一つとして考える」と回答している者までを含めると、４２６人が、

神奈川工科大学の看護学部への積極的な進学意向を示している。 

このような神奈川県を中心とした関東エリアに所在する一部の高等学校の２年生

に限定した調査結果においても、神奈川工科大学の看護学部への受験意向と進学意向

の高さがうかがえることから、学生確保においては十分な見通しがあると考えられる。 

③学生納付金の設定の考え方

学生納付金については、学部運営に係る財務的な視点と学生納付金の学生への還元

など受益者に対する説明責任の観点を踏まえるとともに、設置圏周辺地域の類似学科

における学生納付金の設定状況を勘案したうえで、完成年度における教育研究経費比

率や経営経費依存率を見据えつつ、学部の運営上における人件費及び教育研究や管理

運営に係る経常経費等の財務予測による実質的な採算分岐点に基づく設定としてい

る。 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

①学生確保に向けた組織的な取組

学生確保に向けた募集活動については、常勤の理事を責任者とし、企画入学課主体

の募集戦略会議において、外部環境、内部環境を詳細に分析した上で年度戦略を策定
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し、教職員協働による全学的な募集活動を推進している。その活動は、大学案内やホ

ームページ、広告代理店・ＰＲ会社が制作する進学情報誌や進学情報ネットへの掲載

を通した情報発信だけでなく、教職員が直接、高校の先生や高校生、その保護者と接

触することを重視していることから、高校訪問をはじめ、オープンキャンパス、本学

見学会、出前講義、高校進学ガイダンスに重点をおいた募集活動である。 

これにより、この８年間で大学全体の志願者数は大きく増加しており、平成１９年

度入試の志願者数に対して、平成２６年度入試では１．７１倍となっている。 

②学生確保に向けた具体的な取組

学成確保に向けた具体的な取組として、本学の募集戦略における根幹となる取組

（以下、１）～６）参照）と平成２６年度からの新しい取組（以下、７）参照）につ

いて、下記のとおり具体的に示すこととする。また、募集活動に対する効果、反応を

示す資料として、募集活動の実績推移について、別紙に示す。（資料４） 

このような学生確保に向けた具体的な取組の成果としては、志願者獲得の分母とな

り得る「接触者数」が、平成１８年度の数に対して、平成２５年度は１．５３倍とな

っている。 

特に接触者の多い「オープンキャンパス」において、平成１８年度に比べて、平成

２５年度では軒並み参加者が増加しており、このことも本学への志願度が年々高まっ

ている要因の一つと考えている。 

このことから、将来においても十分な志願者数及び入学者数を確保できるものと考

えている。 

１）広報媒体の活用と大学案内、ホームページでの情報発信 

広告代理店・ＰＲ会社が制作する進学情報誌や進学情報ネットを通して高校生やそ

の保護者等に情報発信を継続して行うこととする。また、独自に制作した大学総合案

内を全国の高校や予備校に配布し、ホームページでは、最新の話題やイベントをニュ

ースとして適宜アップする等の情報発信を行い、資料請求者の獲得を図っている。 

平成２５年度に獲得した本学の資料を請求した受験生総数は、２５，８５８人であ

った。 

２）高校訪問 

訪問目的と対象校・タイミングを考慮した情報提供を実施する。平成１６年度から

は、志願者の多い地域に専属の進学アドバイザーを設置し、教職員と連携して各地域

の高校と大学とのネットワーク構築の強化を図っている。平成１６年度の進学アドバ

イザー設置が６県６名であるのに対し、平成２６年度は１９都道県２２名と大きく拡

大しており、重要な募集戦略として位置づけている。 

３）オープンキャンパス 

開催日ごとにテーマと内容を変え、６月、７月（２回）、８月、９月、１１月、３

月の年７回実施している。また、来場者の満足度向上のために、オープンキャンパス
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内で実施するイベント（各学科の体験実習や展示見学を特に重視）の質を向上させる

よう心がけている。平成２５年度のオープンキャンパスの参加者総数は、４，７０３

人であった。 

４）在学生広報活動支援 

各回のオープンキャンパスで、その運営に６０名の在学生が関わり、広報活動を支

援している。具体的には、来場者への受付説明（１５分程度）は、全て、学生が行っ

ている。来場者が在学生に直接、学生生活や学科の学び等を語る機会も設定している。

また、積極的に女子学生を登用することにより、「工科大学＝男子」のイメージ転換

と女子受験生の獲得の活動をしており、さらに女子学生施設を紹介しながら、女子学

生と女子高校生の交流を行う「Girl’s Program」もすべてのオープンキャンパスで

実施している。 

５）高校進学ガイダンス、出前講義 

高校からの直接の依頼または広告代理店等が主催する高校進学ガイダンスや出前

講義に参加する機会を増やすことで、高校生に直接、大学の魅力を伝えることを重視

している。特に、出前講義では、年度初めに出前講義パンフレットを制作し、１９１

の講座を紹介する等、高校側が依頼しやすい工夫も行っている。 

なお、平成２５年度において、高校内での進学ガイダンスに参加した回数は５００

回、本学教員が高校で行った出前講義は１３０回に及んでいる。 

６）本学見学会 

高校の行事の一環として行われる高校生の大学見学会について、積極的に受け入れ

を行っている。高校側の希望に合わせて、「大学概要説明会」「体験授業」「施設見学」

等を組み合わせて対応するとともに、出来る限り、来校される高校の出身の学生へ協

力を依頼し、先輩の活躍している姿を高校生に見てもらえるような内容を盛り込んで

おり、平成２５年度においては、３４校の高校が単独で本学を見学している。 

７）平成２７年度入試に向けた新たな取組 

先に述べた通常の募集活動に加え、新たに次の方法を導入することで、効果的な学

生募集活動を実現する計画である。 

・ホームページに受験生サイトを開設し、スマートフォンサイトやソーシャルネット

ワーキングサービスと連動させ、高校生の認知度を高める。 

・高校とのネットワーク構築を主とする現状の進学アドバイザーとは別に、予備校・

塾とのネットワーク構築を専門に行う予備校・塾専従進学アドバイザーを設置する。 

・高校情報を効率的に把握できる高校訪問支援システムを見直し、資料請求者、オー

プンキャンパス参加者と高校情報と連携させる等、より充実したシステム構築を図

る。 

・年間７回実施するオープンキャンパスにおいて、看護学部に関わる説明会を新たに

設置し、個別相談にも対応していく。 
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・看護学部に関わるパンフレットを高校訪問や進学相談会等で配布し、あわせて、広

告代理店等を通して看護学部設置情報に関するダイレクトメールを送付すること

で、看護学部に関心をもつ層の高校生名簿を獲得し、段階的に情報提供を行う。 

２ 人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

看護学部では、看護学分野を中心的な研究対象領域として、看護学分野に関する教

育研究を通して、看護の知識と技術を看護実践の場面に適用し、看護の理論と実践を

結びつけて理解できる能力を有した看護師を育成することにより、地域社会の保健・

医療・福祉の向上に貢献することを使命とする。 

具体的には、看護師として必要な知識及び技術と態度を体得させ、卒業直後から指

導助言のもとに独力で看護実践ができる能力を付与するとともに、看護学研究に関す

る思考力と創造性を有し、看護学の進歩に即応しつつ、将来的に高度な知識や技術を

有した看護師となる基礎を培うこととする。 

特に、学部段階における看護教育は、看護生涯学習の出発点であることを踏まえて、

学部卒業後、看護師として就業し、成長していく過程において、実務等を通じて体得

していくための資質や能力、あるいは継続的な教育や研修の機会等を通じて学んで行

くための資質や能力を身につけた看護師に成長していくうえでの基礎的資質や能力

を身につけるための基礎教育を重視することとする。 

そのうえで、神奈川県に所在する大学に設置する看護学部の特色として、「神奈川

県保健医療計画」における「事業別の医療体制の整備・充実」に掲げられている「災

害時医療」及び「在宅医療」に係る医療体制の整備と充実に寄与できる人材の養成に

向けて、災害医療や在宅医療に関する基礎的な知識と能力を養うための基礎教育を行

うこととする。 

（２）上記（１）が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客

観的な根拠 

①神奈川県における看護職員の不足の状況

神奈川県が平成２５年３月に策定した総合的な保健医療施策を示した「神奈川県保

健医療計画（平成２５年度～平成２９年度）」においては、医療の高度化等に対応し、

県民に対し適切な医療を提供できる看護人材の養成が求められているとともに、県内

の看護職員が大幅に不足していることから、就業看護職員を増やすために、養成数の

増加、定着対策の充実、再就業促進の３つの面から取り組む必要があることを示して

いる。（資料５） 

特に、県内の就業看護職員数は、平成２４年１２月末現在で７１，５９４人であり、

都道府県別にみた人口１０万人当たりでは７８９．４人と２番目に少ない状況にある

ことから、看護職員の養成確保においては、養成数の増加のために養成施設の開設や

定員増を図る必要があるとしており、また、定着対策の充実においては、新人看護職
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員が就業後に養成施設で学んだことと臨床現場とのギャップに衝撃を受けて離職す

ることのないよう養成段階で高い実践力を身につける必要があるとしている。 

一方、看護職員確保の基礎資料として、概ね５年毎に国が策定方針を示し、その方

針に基づき都道府県が策定する「看護職員需給見通し」をみると、神奈川県の「第七

次看護職員需給見通し（平成２３年度～平成２７年度）」では、神奈川県の看護職員

数（常勤換算）は、平成２３年は１４,０５０人の不足、離職率や再就業者率の改善

などを見込んでも平成２７年は１,７７８人の不足と当面不足状態が続くと見込んで

いる。（資料６）また、平成２４年末現在の神奈川県の就業保健師は１，９６５人で、

都道府県別に人口１０万人あたりの保健師数をみると、２１．７人と全国で最も少な

い状況となっている。（資料７） 

②神奈川県における看護基礎教育のあり方

平成２３年１２月に設置された「神奈川県における看護基礎教育のあり方検討会」

の最終報告（平成２４年１２月７日）においては、「看護系大学・短期大学及び看護

師３年課程は９７単位、看護師２年課程は６５単位の履修が必要となっており、現行

カリキュラムでは、卒業時の到達目標とされる能力、特に医療の高度化に対応できる

実践能力の育成が不十分であることが、新人看護職員の高い離職率の原因の一つとさ

れている。 

さらに、「看護教育は、養成施設における基礎教育と臨床現場に出てから行う卒後

教育から構成されており、医療や社会の変化に対応して、自律的に実践能力を発展さ

せていける看護師を育てるため、臨床現場と連携した基礎教育の充実、実践能力を伝

えられる教員の確保・育成、卒後教育体制の整備の３つの柱で取組みを進める必要が

ある」としており、特に、本県の新人看護職員の高い離職率は、養成施設で学んだこ

とと臨床現場とのギャップによるリアリティショックが主な理由であることから、実

践能力を高める看護教育の充実が何より大切である」としている。（資料８） 

③神奈川県における保健医療計画

神奈川県が平成２５年３月に策定した総合的な保健医療施策を示した「神奈川県保

健医療計画（平成２５年度～平成２９年度）」における「事業別の医療体制の整備・

充実」では、「総合的な救急医療、精神科救急医療、小児医療、周産期医療及び災害

時医療に加え、今回の保健医療計画から在宅医療を位置づけ、各医療体制の整備・充

実を図る」こととしている。 

特に、今回の保健医療計画から位置づけられた在宅医療では、「在宅医療を提供す

る機関等の連携体制を構築するため、医療福祉従事者の多職種協働の推進や人材育成

に取り組み、在宅医療の充実を図る」こととしており、「医療依存度の高い在宅療養

者や、在宅患者の症状の緩和を行う在宅ホスピスを含め、県民の多様なニーズに対応

した質の高い訪問看護人材を育成していくことが必要である」としている。 

また、災害時医療では、「今後発生が予測される東海地震、南関東地域直下の地震
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等の大規模な災害や局地的な風水害、大規模な事故などの局地災害に備え、災害拠点

病院の機能強化等を図り、災害時医療体制の整備を促進する」こととしており、災害

時には多数の傷病者の発生が見込まれることから、現場において迅速かつ適切に対応

できる人材を育成することが必要である」としている。（資料５） 

④地域社会からの要望

神奈川県では、看護職員が大幅に不足していることから、「第７次看護職員需給見

通し」を受けて、「かながわグランドデザイン」及び「神奈川県保健医療計画」にお

いて看護師確保を重点的な課題として位置付け、看護系大学での新規養成の拡充の重

要性を示しており、「神奈川工科大学が新たに看護学部を設置し、地域貢献も念頭に

置いた看護師養成を進めることは、神奈川県での看護師供給及び地域医療の充実につ

ながる」とする、本学の看護学部の設置に関する県の考え方が提示されている。（資

料９） 

⑤地域社会における人材需要の見通し

看護学部看護学科の設置計画を進めるうえで、卒業後の具体的な進路や地域社会の

人材需要の見通しなどについて検証するために、神奈川県を中心とした関東エリアに

所在する病院や診療所などの医療機関を対象として、看護職員の充足状況や看護師の

人材育成を目的とする学部の設置、神奈川工科大学の看護学部の設置の必要性、看護

学部の卒業生に対する採用意向など、人材需要に関する基礎調査を実施した。（資料

３） 

その結果、病院や診療所などの医療機関における看護職員の充足状況については、

有効回答件数１３７機関の７１．５４％にあたる９８機関が未充足の状況であると回

答しており、看護師の人材育成を目的とする学部の設置については、回答件数１３７

機関の９６．３６％にあたる１３２機関がその必要性を認めているとともに、神奈川

工科大学の看護学部については、回答件数１３７機関の８８．３３％にあたる１２１

機関がその必要性を認めている。 

また、神奈川工科大学の看護学部を卒業した人材に対する採用意向については、回

答件数１３７機関の２８．４７％にあたる３９機関が「是非採用したい」と回答し、

３４．３１％にあたる４７機関が「採用したい」と回答しており、「是非採用したい」

と「採用したい」と回答した機関を合わせると回答件数１３７機関の６２．７８％に

あたる８６機関が卒業生の採用に積極的な意向を示しており、少なくとも８６人以上

の採用を見込むことができる。 

なお、「採用を検討したい」と回答している２８機関までを含めると全体の８３．

２２％にあたる１１４機関が採用の意向を示しており、今般の神奈川県を中心とした

関東エリアに所在する病院や診療所など限定された医療機関に対する調査結果にお

いても、神奈川工科大学の看護学部で学んだ人材への需要は高いことが認められるこ

とから、卒業後の進路は十分に見込めるものと考えられる。 
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 資料 １ 

神奈川県内看護師等養成施設一覧表 

区 分 名 称 就業年限 学生定員 

大

学 

保・助・看 

（3校） 

神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部・看護学科 

北里大学看護学部 

慶応義塾大学看護医療学部 

  4 

  4 

  4 

80 

 100 

95 

保・看 

（5校） 

横浜市立大学医学部看護学科 

東海大学健康科学部・看護学部 

国際医療福祉大学小田原保健医療学部・看護学科 

昭和大学保健医療学部・看護学科 

横浜創英大学看護学部・看護学科 

  4 

  4 

  4 

  4 

  4 

100 

75 

50 

95 

80 

看（1校） 関東学院大学看護学部・看護学科(平成25年4月開学)   4 80 

看護短大 

（3校） 

川崎市立看護短期大学・看護学科 

東海大学医療技術短期大学・看護学科 

横浜創英短期大学・看護学科(平成24年度から募集中止) 

神奈川歯科大学短期大学部・看護学科（名称変更) 

3 

  3 

  3 

3 

80 

80 

募集中止 

80 

3年課程 

（21校） 

国立病院機構横浜医療センター附属横浜看護専門学校 

神奈川県立平塚看護専門学校 

神奈川県立よこはま看護専門学校 

神奈川県立衛生看護専門学校・第一看護学科（平成26年度定員増）

藤沢市立看護専門学校 

横須賀市立看護専門学校 

聖マリアンナ医科大学看護専門学校 

厚木看護専門学校・看護第一学科 

横浜市医師会保土谷看護専門学校・第一看護学科 

小澤高等看護学院 

積善会看護専門学校 

小田原高等看護専門学校 

湘南平塚看護専門学校 

茅ヶ崎看護専門学校 

労働者健康福祉機構横浜労災看護専門学校・看護学科 

横浜市病院協会看護専門学校 

社会保険横浜看護専門学校 

相模原看護専門学校・看護学科 

イムス横浜国際看護専門学校・看護学科 

湘南看護専門学校・看護学科 

横浜未来看護専門学校・看護学科(平成25年4月開校) 

3 

  3 

  3 

  3 

3 

  3 

  3 

  3 

3 

  3 

  3 

  3 

3 

  3 

  3 

  3 

  3 

  3 

  3 

3 

  3 

80 

80 

80 

80 

50 

40 

80 

80 

45 

30 

  35 

  40 

 120 

80 

  80 

  80 

70 

40 

80 

40 

60 



神奈川県内看護師養成大学 

（H26年 4月現在） 

① 神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部・看護学科

② 北里大学看護学部

③ 慶応義塾大学看護医療学部

④ 横浜市立大学医学部看護学科

⑤ 東海大学健康科学部・看護学部

⑥ 国際医療福祉大学 小田原保健医療学部看護学科

⑦ 昭和大学保健医療学部・看護学科

⑧ 横浜創英大学看護学部・看護学科

⑨ 関東学院大学看護学部・看護学科

神奈川工科大学 看護学部（予定）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

















































































































































職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 １人 ２人 人 ２人 １人 ６人

修 士 人 人 人 １人 １人 人 人 ２人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 １人 ３人 人 人 人 ４人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 ２人 ５人 人 人 人 ７人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 ３人 １人 人 人 人 ４人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 １人 ２人 人 ２人 １人 ６人

修 士 人 人 ６人 １０人 １人 人 人 １７人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

別記様式第３号（その３）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

准教授

講 師

助 教

合 計
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